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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　どこまでも広く遠い空は雲ひとつない透とう明めいな青色で、それが忌いま々いましい。

　瓦が礫れきと同どう義ぎの岩いわ肌はだは陽ひの光を吸収した艶つやのない質しつ感かん、足取りを撓たわませる硬こう質しつだった。

　地ち平へい線せんなど見えない。山さん脈みやくに囲まれた盆ぼん地ちは鋸のこぎりにも似た稜りよう線せんを以もつて、空間を定てい義ぎしている。

　もう何度目になるだろう。歩みとともに転ころがり落おちる石くれの音を背はい後ごに、荒あらい息が弾はずんだ。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」気き遣づかうような、だけど急せかすような声こわ音ね。

　目もく前ぜんの背中越しに聞こえた呼び掛けに、少女は気け配はいだけで頷うなずいた。

「少し……休もうか」そんな少女の気配を察さつしたのか、声の主は呟つぶやく。

「まだ余よ裕ゆうがある。ちょっとは眠った方がいい」

　振り向いた顔──少年の微笑ほほえみに、少女は唇くちびるを咬かみ、

「……でも」

　右の掌てのひらを、そっと少年の華きや奢しやな背中に置いた。

　心臓の鼓こ動どうが伝わる。乱れてはいない。だけど僅わずかに早はや鐘がねを打っている。呼吸も荒い。体温は上じよう昇しようしている。それは決して、降ふり注そそぐ陽の暑さに劣おとっていなかった。

「……あそこ」少年は視し線せんと指先を、遠くへ向けた。岩石の寄せ集めでできた緩ゆるやかな丘。

　それを登のぼりきる直前に、一いち枚まい岩いわが傘かさのように突き出た日ひ陰かげがある。

「今のうちに休んで、夜に距きよ離りを稼かせごう。……その方が効こう率りつがいいよ」

「……そうかもしれない」少年の言葉に、少女は汗ばんだ額ひたいを拭ぬぐって、

「それに……ただ辿たどり着つくだけじゃ、終わらない、ものね」まるで泣くように、吐き捨てた。

　目的地ははっきりと見える。

　距離にしてどれくらいだろう。朦もう々もうとした空気に霞かすんで尚なおも大きく、丘の上に立って尚も高く、まるで大たい樹じゆのように聳そびえ立たつ金きん属ぞくの柱。この上なく神こう々ごうしく、この上なく無ぶ遠えん慮りよで、この上なく美しく、この上なく醜みにくい。構こう造ぞうは歪いびつだが、俯ふ瞰かんすれば奇き妙みような調ちよう和わを以て、あたかも景け色しきの一部のように見えるのが不ふ思し議ぎだった。

　中空に浮かぶ土台を持つその塔とうは、直径一キロ弱という異い様ような巨大さを二十八本の足で支ささえている。高さは具ぐ体たい的てきに定さだかでない。少女は知らない。だけど──上に行くに従したがって徐じよ々じよに細くなるその先せん端たんは、少なくともこの場所からは頂ちよう上じようが霞んで見えない。

　まだ数十キロは離はなれているだろうに、それでも風に乗って鼻を刺さす堅かたい金属の匂においが、少女を少しだけ焦あせらせる。だけど身体を束そく縛ばくする疲ひ労ろうは、そんな焦しよう燥そうを袖そでにするほどに重かった。
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　道どう程ていの途と中ちゆうで見付けた集落で分けてもらった火打石と、山岳地帯に入る前に拾い集めた枯木や葉を使って焚たき火びを作った。ゆっくりと燃えるその赤を見ていると目が滲にじむ。

　蜥蜴とかげや蛇へび、その他名前も知らない小動物を素す手でで捌さばき、塩を振って直じか火びで炙あぶる。下した味あじも付けていなければ臭においも消していないから、滴したたる脂あぶらと焼ける肉からは腥なまぐささだけが伝わってくる。恐おそらくは、舌したが満足することなど決してないだろう。

　だけど或あるいは、これが最後の晩ばん餐さんになるかもしれない。

　ふたり無む言ごんで、日ひ陰かげに座って炎ほのおを前に、肉の焼ける様よう子すを黙だまって見ていた。

　こんな味あじ気けない食事では食欲が湧わかないと思う。思って──三年半ほど前までは食うや食わずやの環かん境きようで育ってきたくせに、いつの間にか味付けを施ほどこされた食物に慣なれてしまっていた自分に少しだけ失しつ望ぼうを覚おぼえた。

　目の前にいる少年はどうだろう。ふと見み遣やると、彼は爬は虫ちゆう類るいの肉の臭いを苦くにもせず、黙もく々もくと焼やき加か減げんを注ちゆう視ししていた。黒い髪が射さし込こむ陽ひと炎に当たって、微かすかに光を反はん射しやする。動かない口元は緩ゆるやかに引ひき締しめられ、唇くちびるは照らされて赤かった。

　と、視し線せんに気付いて顔を上げた少年と、目が合った。

「……何か、さ」少年は──。

「こういうのって、いいなと思う」微笑ほほえんだ。

「……え？」まるで予よ期きしない言葉に、少女は心中だけで首を傾かしげる。表情は動かない。

「誰だれかと一いつ緒しよに食事するのが好きなんだ」

　そんな少女の感情を見み透すかしたように、少年は言った。

「ずっと……エデンに来る前も、エデンに来た後も……どこかで自分はひとりなんだって思ってた。なんだかんだ言って自分の周まわりにはいつも誰かがいたけど、それでもやっぱり、自分は人と違ちがうんだって、どこかで感じてて。でも……食事する時だけは違うんだ。一緒のものを食べてるからかもしれない。ひとりじゃないような気がして。こういうのは……好きだった。誰にも言えなかったけど、好きだった」

　錯さつ覚かくかもしれないけど、と少年は苦く笑しようし、また視線を伏ふせて火を見る。

　少女は返事をしなかったけれど、ああそうか、と思った。

　決して錯覚なんかじゃない。彼はずっと感じていたのだ。

　それは多分、自分を含ふくめた世界を俯ふ瞰かんするような孤こ立りつ。何をしている時にも付きまとう違い和わ感かんから来る、乖かい離りした自己の睥へい睨げい。輪わの中に入って行きたくて、だけど入れなくて、たとえ入って行ったとしても、入っていたとしても、それでも薄うすい実感。

　それは人間でもなく、生物ですらない唯ゆい一いつの『存そん在ざい』であるこの少年の、本ほん質しつなのだろう。

　不ふ意いに悲しくなった。

　何な故ぜなのだろうと思う。理由などないのはわかっている。現実なんてものは、ただの偶ぐう然ぜんの積み重ねによる結けつ果かに過ぎない。そこに理由はない。だけど、それでも何故なのだろう、と。

　──どうして、私にとって唯ゆい一いつであるこの人は、世界にとっても唯一なのだろう。

　有あり触ふれた人ならよかったのだ。どこにでもいる少年だったなら。彼は──顔も、髪も、身体も、指先も、性格も、心も、全部が全部取り立てて特とく徴ちようのない、どこにでもいる少年でしかない。だけどその『存そん在ざい』だけが世界に在あって特とく異いで稀まれで唯一で異い質しつだ。

　自分が少年のことを愛いとおしい理由は、世界が少年を特とく別べつ視しする理由とはどこまでいっても重ならない。故ゆえに、世界が切り捨てようとしている少年の心を、少女は絶ぜつ対たいに守りたいと思う。

　だから少女は、世界を敵てきにまわしてもいいと思った。

「食事だけじゃないわ」少女は呟つぶやく。

　少年は再ふたたび顔を上げた。少女は入れ替わりに俯うつむき、続ける。

「あなたはひとりじゃない。私もひとりじゃない。食事だけじゃない。多分、これからなんだと思う。一いつ緒しよに沢たく山さんのことをしよう？　泣いたり、笑ったり、歩いたり、喧けん嘩かしたり、眠ったり、いろいろ急には思い付かないけど、とにかく」訥とつ々とつと、枯木の爆はぜる音を交まじえ、

「私は……あなたの孤こ独どくを殺したい」言った。

　少年は──。

「そうだな」ただ、そう返し、それから、

「そういうのって……そういうのが、多分、僕にもあんたにも、一番大事なことなんだ」

　まるで贖しよく罪ざいか韜とう晦かいのように笑って、焼けたよ、と、不ま味ずそうな串くし刺ざしの肉を手に取った。

　食べ終わった後は、火を消し、岩いわ陰かげの中でも一番風通しのよさそうな場所を選び、横になってふたりで、日が沈しずむまで眠った。
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　暗くなると光景は一いつ変ぺんしていた。

　遥はるかに見える金きん属ぞくの塔とうは、そのあちらこちらから光の筋すじを生はやし、きらびやかな一本の大たい樹じゆと化していた。夜になって尚なお、存在を誇こ示じするかのように眩まぶしく、世界を睥へい睨げいするかのように堂どう々どうと──まるでそれが、生命活動の一いつ環かんだとでも言うように。

　俯ふ瞰かんすれば存在の鷹おう揚ようさは明らかで、そしてそれは、数日前まで塔に住んでいた少女にとって、殆ほとんど見たことのない光景だった。

　黒に浮き上がる光の枝えだ。それは眈たん々たんと外部を伺うかがう索さく敵てき灯とう。

　時とき折おり、自分たちの方を向いたその光が網もう膜まくを直接刺し激げきする。実じつ際さいにあちらから見えているはずもないが、それでも威い圧あつされたような気がして少女は眼を細めた。

[image: ]

「今夜中に辿たどり着つければいいんだけど」眩まぶしさに顔を背そむけた少年が、少女を振り返って言う。

　時間はそれほど残されていない。夜が明けたら、もう『三日目』だ。

　三日で帰る──あの塔とうを出る前に、少年が友人と交かわした約束は、少女も知っていた。

　そしてそれは同時に少女の望みでもある。

　だから──。

　たった三日の、ふたりきりの旅たび路じはもうすぐ終わろうとしていた。

「行きましょう」少女は、足下も覚おぼ束つかない夜の闇やみを、光に向かって進み始める。

　少女の大事な人があの光の中にいる。

　三年前──途と方ほうに暮れていた少女を拾ってくれて、少女の家族になってくれた人だった。

　彼女は言った。幸せになりなさい、と。

　そう言って少女を送り出した彼女はしかし、幸せだったのだろうか──きっと、違ちがう。

　大事なものが指先からすり抜け続ける人生を形容して幸福というのなら、そんなものは叩たたき潰つぶしてやりたい。彼女とは二度と会えないかもしれないという懸け念ねんはあったが、それでも本当の意味で幸せになって欲しかった。

　彼女が少女だった頃ころ、大事に思っていた少年がいる。彼は──もはや少年ではなくなった彼もまた、今の自分たちと同じくあの塔を目め指ざしているはずだ。

　せめてあの人と会えればいい。失ってしまったものにもう一度触ふれる機き会かいがあれば、きっと──彼女は前に進めるのではないか。

　そしてもし叶かなうなら。

　そんな彼女の幸せの中に、再ふたたび歩き始めた彼女の傍そばに、自分が必ひつ要ようであるように。

「シオン」少女のそんな思いを察さつしたのか、それとも理解しているのか──隣となりにいる少年が、まるでひとりごとのように、少女の名を呼んだ。

　少女を一いち瞥べつし、微かすかに笑って、夜と同じ色の髪を揺ゆらし、まるで詩のように。

　遥はるか彼方かなたに聳そびえる塔とうではなく、頭ず上じように浮かぶ月を見上げ、少年は言う。

「行こう。楽園を……壊こわしに」

　頷うなずいた少女の髪は黒を透すかしたような灰色で、それは夜と少年にとてもよく似合っていた。
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　あれから数日、エデンはウェポン管かん理り部ぶに対して積極的な介かい入にゆうを避さけている。

　水道は止められていない。大元の管かん制せい室しつは押さえられていて、生活のための発はつ光こう金きん属ぞくは非ひ常じよう用ようしか作さ動どうしなかったがそれは大した不ふ利りではない。その上、食堂には保ほ存ぞん用ようの食料が大量に保ほ管かんされている──食料回収の動きさえないのが、レイン＝リィンには意外だった。

　或あるいは突入の機き会かいを伺うかがっているのかもしれないが、不ふ測そくの事じ態たいに対しての備そなえはしているし突入は充じゆう分ぶん予よ測そくされることだ。それに対する心の準じゆん備びはできている。

　後こう悔かいと不安はある。事情を説明したとは言えウェポン約百人の内で自分たちに与くみする者は半分ほどだった。あとは上じよう層そう部ぶを信用して──もしくは何らかの利り権けんを狙ねらって──居きよ住じゆう区くを出て他た部ぶ署しよへと下った。レインたちの造ぞう反はんの時に偶ぐう然ぜん出動中で、そのまま帰ってこない者たちも二十人ほどいたから、今ここにいるのは四十人ほどになる。

　離り反はんした、もしくは未み帰き還かんのウェポンたちがどうなってしまったのかはわからない。無ぶ事じであって欲しいと思うが、それさえも独どく善ぜんでしかないという気持ちもある。

　状じよう況きようは緊きん張ちようしたまま、二日目を終えようとしていた。

　エデン、ウェポン居住区、その一室。

「……現状だけを見るなら、様よう子す見み、ってとこかしら」

　レイン＝リィンはセール＝ルウジュの部へ屋やで、緊張を隠かくそうともせずに立っていた。

「そうね……」

　寝しん台だいにはセールが座り、考え込むようにして腕を組んでいる。

　数日前に起きた──レインの起こした事件は、そのまま命めい運うんの分ぶん岐き点てんとなっていた。

　管理部部長の死亡。レイン＝リィンの冤えん罪ざいによる投とう獄ごく。それを経へて敷しかれた戒かん厳げん令れい。

　目まぐるしく動いた状況は、行方不明だった第四稀き存ぞん種しゆルナ＝イルとウェポン第二階位シオン＝エシュの帰還を契けい機きに、第二稀存種であるカロマイン＝セクがレインを助け出す、という驚おどろくべき行動によって急きゆう転てんする。

　ウェポン管理部がエデンに逆さからった──それは事実上の叛はん旗きでしかなかった。

　レインとセールが管制室を占せん拠きよしてルナとシオンを脱だつ出しゆつさせた後、外交部部長メインシー＝カウツによって中央管制区から隔かく壁へきが完全閉へい鎖さされる。暗あん号ごう変へん換かんによりウェポン関かん連れんの区く画かくは物理的に遮しや断だん、状況は一時的に混こん乱らんした。現在は膠こう着ちやくを見せているが、一連の出で来き事ごとは間ま違ちがいなく、ウェポンたちの人生そのものを変える結けつ果かとなってしまった。

　第一稀存種であるフィオナ＝レスファはその時偶ぐう然ぜんにも居住区にいなかったため、レインたちは彼女と未いまだ連絡を取れていない。状況を知れば味み方かたになってくれるのは間違いないというのに、それは不運だと言える。

　逆ぎやくに幸運は、第二稀き存ぞん種しゆであるカロマイン＝セクがこちら側がわについたことだ。人じん望ぼうという点ではフィオナに及およばないものの、彼には蠱こ惑わく的てきな求きゆう心しん力りよくがある。

　外部からの強制的な攻こう撃げきは現在のところ、ない。昨日一度だけ『こちら側に来る者に関しては命の保ほ証しようをする』という脅おどしがあったのみだ。脅しに恐きよう怖ふした者、カロマインの人格そのものを不ふ可か解かいだとして信しん頼らいしていない者、こちらの中心人物であるレイン＝リィンやセール＝ルウジュに付いていくことに得を見み出いだせなかった者、そしてそもそも彼らの途と方ほうもない話を信じていない者など──ここで約半数が離り反はんした。

　衝しよう突とつ間ま際ぎわの緊きん張ちよう状じよう態たいの中で彼らが『あちら側』へ行ったその時──隔かく壁へきが一度だけ開かれたその時が、この二日間で最もつとも緊きん迫ぱくした瞬しゆん間かんだったが、それはレインにとっては妙みように現げん実じつ味みのない光景だった。

「……で、さ」そして、今。

　レインはセールの部へ屋やで、状じよう況きようへの対たい策さくを話し合っている。

「その……ロイドって奴やつの言うことを信じるとしたら、今は雌し伏ふくの時ってやつなんだけど。私にとっての問題は……そいつを信じられるかどうか、ってことなのよね」

　一日目が慌あわただしく過ぎ、二日目の今日になってから何度も繰くり返かえされたことだが、セールは今ひとつ納なつ得とくできないようだった。

　あれから二日。

　ロイドがルナに語った内容が真実とするなら──明日、ロイドは来る。

　だが、セールはそもそもロイドと会ったことはないし、自分たちの味み方かたであるという訳わけでもない。そんな存そん在ざいに命めい運うんを賭かけるのも不安だろう。

　だけど──いや、だからこそ。

　レインは今日何度目になるのかわからない言葉をセールに言った。

「確かに彼はエデンを……ひいてはバベルそのものの破は壊かいを目もく論ろんでいるし、その中には私たちだって含ふくまれていると思うわ。でも彼が来れば、少なくともここの指し揮き系けい統とうは混こん乱らんする。カロマインも……カロマインがこっちにいる目的は、ロイドと会うためなのも間ま違ちがいない」

「だからって、さ。それまであたしたちが何もできない、ってのは」

「……性しように合わない？」

　そう、とセールは頷うなずく。

「そもそも、攻せめて来る、ったってその方法もわかんないことには手の打ちようがないじゃない。このままじゃエデンどころか、バベルにだって侵しん入にゆうはおろか近付くこともできないよ」

「そのくらいは彼も考えてると思うわ」

　セールの疑問に、レインの返事は淀よどみなかった。

　この話し合いが時間潰つぶし以外の何ものでもないのは双そう方ほうが何となく承しよう知ちしている。結けつ局きよくのところ、ロイドという個人を知っているレインと、彼のことを知らないセールの間では見けん解かいは平行線だし、だからといってセールに何かいい手があるかと言えばそれもない。この状じよう況きようを打だ開かいする方法は、フィオナやカロマインが動くか、それこそバベルのシステムがまるごと落ちてしまうような状況になるか、だろう。

「レインの言いたいことはわかるんだけどね……『とにかく、ロイドは来る』……でしょ？」

　そんなレインをからかうように──或あるいは切せつ迫ぱくする空気を和なごませるかのように、セールは背伸びしながら言う。赤茶けた髪がふわふわと重力になびき、雰ふん囲い気きはどこか呑のん気きになった。

「まったく信用しちゃって。こっち側がわにいる人間としちゃ、妬やけるわねぇ」

「……茶ちや化かさないで」眉まゆをひそめてみた。心ここ地ちよさと胸の痛いたみが同時にレインを襲おそう。

　──と、

「いいのよ。わかんないでもないし」セールは座った寝しん台だいの上で、

「……あたしね、レイン。恋っての、したことなくて」不ふ意いに微笑ほほえみを送ってきた。
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「……え？」意外な言葉にレインの細い目が僅わずかに見開かれる。

「よくわかんないんだ、そういうの。ほら、あたし元娼しよう婦ふじゃない？　もう……それこそ生理始まったくらいから身体売ってきたのよ。だからさ、そういう感情、上う手まく処しよ理りできないんだ。そりゃ好きになった男のひとりやふたりいない訳わけじゃないけど……抱だくの抱かれるのって感かん覚かくと、そういう『好きだ』ってのが繋つなげられないの。あたしにとって男に抱かれるのは仕事だったから……。想おもいが通じた結けつ果かに待ってるのが仕事なのかな、ってどっかで思っちゃうんだ。もちろん、抱だかれるのと犯おかされるのは全然違ちがう。違うんだけど……」

　まるで韜とう晦かいするように、だけど自じ嘲ちようのように、セールは目を瞑つむる。

「最初っから吹っ切れちゃってたんだろうね。十二くらいからそんなことしてたから、好きな男の子にどきどきしたり、触ふれたいって思ったり、触れてもらいたいって思うよりも前に、この男に買われたい、とかって計算しちゃう自分がいた。エデンに来てからはそういうの忘れようとしてきたし、実じつ際さいだいぶ忘れちゃってるんだけど……」

　でもさ、と。そう言って少しの間、口を閉じた後、セールは瞼まぶたを上げた。

「遅おそかったんだ。女の子だった頃ころの時間って、もう戻ってこないんだよね」

　レインは──唐とう突とつに語られ始めたセールの言葉を、ただ傾けい聴ちようしていた。

「無い物ねだりかもしれないけど、あたしは羨うらやましいよ。レインみたいにさ、好きな人のこと信じられるっていうの。別れ別れになっちゃった後でも、ちゃんと忘れずにいられるって」

「私は……ただ」

「好きだったんでしょ？　無む理りしなくていいよ。あたしは少し嬉うれしい。レインさ、ずっと……真面目ぶってたじゃない。ウェポン管かん理り部ぶの副部長なんだって、自分に言い聞かせてたんでしょ？　シオンのことだってそうだし……でも、やっぱりあんたにも女の子だった頃があって、その頃のことを忘れていなくて、そして好きだった人のことを信じられる。……形はどうあれ、信じていられる」

「セール……」

「会ったら一発ぶん殴なぐってやりな」

　言葉を失うレインに、セールは笑った。

「あたしゃ当とう事じ者しやじゃないし、あんたに聴きいたことしか知らないけど……自分を好きな女の子のこと放っておくような男はさ、よりによってレイン＝リィンみたいないい女を無む視しするような唐とう変へん木ぼくは……ぶん殴ってやりゃあいいんだよ」

　その言葉。

　セールの、その笑え顔がおと言葉に──。

　レインは数日振ぶりに肩の力を抜いた。

「……そうね」

　明日になって、彼がエデンへ攻せめてきて、会える保ほ証しようなどどこにもない。会えない可か能のう性せいの方が大きいし、レインにも彼にもやるべきことがある。それらを放っておいて好きな人のもとに走っていくような切なさは、もう失くしてしまった。

　それ以前に生きていられるかどうかもわからないのだ。たとえ自分が死んでもここに残ってくれたウェポンたちを逃にがしたいと思うし、何よりエデンの目もく論ろ見みは絶ぜつ対たいに止める必ひつ要ようがある。もう失ってしまった自分の幸せの身み替がわり羊ひつじでしかないけれど、身勝手なことかもしれないけれど、ルナとシオンの幸せは何よりも優ゆう先せんする自分の願いだった。

　だけど。

　もし。

　もし、何かの偶ぐう然ぜんで、彼と会えたら──。

　レインは微笑ほほえむセールに向かって、悪戯いたずらっぽく笑った。

「会えたら、ぶん殴なぐってやるわ」
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　もはや気分のいい勝ち方はできないだろう──そう判はん断だんしたのは、憎にくい憎い十年来の仇きゆう敵てきが自分を出し抜いて第四稀き存ぞん種しゆを逃がしてしまった二日前のことだ。それは敗はい北ぼくに等しく、一生の不ふ覚かくと形容してもまったく言い過ぎではない。

　しかし、だからこそ逆ぎやくに眼が醒さめたとも言える。

　メインシー＝カウツはその時、その仇敵を追おい詰つめるのを諦あきらめた。

　最終的な結けつ果かだけを追うことにした。『伽が藍らん』──秘ひ匿とく名めい『抹まつ消しよう存そん在ざい』たる第七稀存種を中ちゆう核かくに星そのものと繋つなぎ、全稀存種を取り込んで兵器と化す、世界再さい生せいと世界統とう治ちを目的としたエデンの最終目的──の完成は、究きゆう極きよく的てきな成功そのものであり、メインシーの考える唯ゆい一いつにして最後にして最大の勝ち札だ。『伽藍』が完成しさえすれば、今現在の如い何かなる不ふ利りや敗北も一気に灰かい燼じんと化し、相手に絶ぜつ望ぼうを与えることができる。

　より完全な勝ちはなくなってしまったが、それでもそこだけは譲ゆずれない。

　事実、あれから一いつ睡すいもできないままに、メインシーはエデン第九区く画かく、外交部部長個こ室しつの椅い子すに腰こし掛かけていた。血走った双そう眸ぼうは視し界かいを狭せばめていたが、そんなことはどうでもいい。

　作さ業ぎようは順じゆん調ちようだ。設せつ備びを極きよく力りよく切り捨て、組織内部エデンどころか機械都市バベルそのもののエネルギーを節せつ約やくし、余よ剰じよう分ぶんを装そう置ち構こう築ちくのための機械稼か働どうに回していた。割さける人員はすべて作業要よう員いんにし、過か学がく研究部などはメインシーと同じく、薬やく品ひん投とう与よによる不ふ眠みん不ふ休きゆう状じよう態たいが続いている。

　その甲か斐いもあって、完成までの日数は予定よりも短たん縮しゆくされていた。三日前──二十四時間態たい勢せいで動いているから、正確に表現すれば二日と二十時間前──の時点であと十日と言われていた作業状じよう況きようは、現在、あと四日もあれば、という話になっている。

　経営部部長、トマズ＝ハニヴァーの手しゆ腕わんを最大限に発はつ揮きさせた結けつ果かだ。あの子供も薬品投与でここ数日寝ていないはずだが、せいぜい働けと思う。

　当のメインシーは、殆ほとんどエデンの実権を握にぎっているに等ひとしい立場となっていた。

　ここ数日でやったのは、他た部ぶ署しよの洗い出しだ。地下戦せん闘とう部ぶとしての戦力は、カロマイン＝セクを失ったが、まだまだ残っている。ウェポンの中には外交部にも同時所しよ属ぞくの者たちがいたし、彼らは壁のこちら側にあった。それに精せい神しんが破は綻たんしたとは言え、イユ＝イエールの存そん在ざいは充じゆう分ぶんな抑よく止し力りよくだ。純じゆん血けつ種しゆの局きよく員いんに彼らを止める力などない。そもそも──エデン本ほん総そう轄かつが何も言わない以上──メインシーを止められる者はいるはずがないのだ。

　その証しよう拠こに、本来ならメインシーと同格であるはずの部長連中すらも口出しできていない。メインシーの行動が本ほん総そう轄かつに黙もく殺さつされているのだから、沈ちん黙もく即すなわち肯こう定てい、だ。

『伽が藍らん』の調ちよう整せい作さ業ぎようを映し出す二十三の電でん映えい金きん属ぞく板ばんを凝ぎよう視しする。過か学がく研究部の蟻ありどもが大おお仰ぎような機械や細こま々ごまとした部品などを、選せん別べつし取り付けては吟ぎん味みし弄いじっていた。それらの機械自体は装そう置ちの作さ動どうそのものにしか使われないらしく、一いつ旦たん『抹まつ消しよう存ぞん在ざい』が稼か働どうすれば必ひつ要ようなくなる類たぐいのものだそうだ。とは言えメインシーには機械のことも、稀き存ぞん種しゆのことも詳くわしくはわからない。だが必ひつ死しで労働していない人間は見ればわかる。それを叱しつ咤たするのが役割であり、責せき務むであり、勝利への布ふ石せきだった。

　と──背はい後ごで扉とびらの開く音がした。

　この部へ屋やの暗あん証しよう鍵かぎ番号を知っているものはひとりしかいない。

「……何か問題でもあったの？」入ってきた気け配はいに向けて、ぞんざいに問う。

「別に問題はないよ。ただ、少し暇ひまができたんでね」

　休きゆう憩けいに来たんだ──そう呟つぶやくと、経営部部長トマズ＝ハニヴァーは、十一歳とは思えない老ろう成せいした仕し種ぐさで、メインシーの隣となりの椅い子すに腰こし掛かけた。

「休んでいいという許きよ可かは出してないわよ」

「今から三十分間は僕の仕事はない。そういうふうに調ちよう節せつしたんだ」

　子供故ゆえの無ぶ遠えん慮りよからか、それとも無む知ちか、或あるいは故こ意いにか、トマズは現在、メインシーに向かって意見を堂どう々どうと言いい放はなつ殆ほとんど唯ゆい一いつの人間だった。

　気に喰くわないが、それは決して悪くはない。

「あとどれくらいの計算？」

「正確には九十時間弱かな。稼働させるだけなら今すぐでも可か能のうではあるらしいけど、懸けん案あん事じ項こうを極きよく力りよく排はい除じよする必要があるし、過学研究部の連中は基本的に偏へん執しつ狂きようの完全主義者集団だからね。テスト稼働も要いるって言ってる。第五稀存種の個体情報入力というか……最終調整が残っているらしいから、それを万ばん全ぜんにしてから試運転を二十五回、だってさ」

「二十五回って気でも違ちがってるの？　せいぜい三回くらいにさせなさい。それに、そこまでやっておいてまだイユの入力すら終わっていないってのはどういうことよ」

「こっちが尋ききたいね」

　挑ちよう戦せん的てきで反はん抗こう的てきなトマズの態たい度どは、適てき度どにメインシーを苛いら々いらさせてくれる。疲つかれきった身体には、それが逆ぎやくに心ここ地ちよかった。

　トマズは唇くちびるの端はしに皮ひ肉にくげな歪ゆがみを作り、大仰に鼻を鳴ならす。

「向こうの言い分は、第五の未み羽う化かによる懸け念ねんだってさ。現在最終調整中らしいけど……それも少しばかり手て間ま取どっているようだよ」

「……粒りゆう体たい情報さえ得ていれば問題ないんじゃないの？」

「万ばん全ぜんを期きしたいんだろうね。そもそも彼らは、エデン内に背はい反はん者しやがいることも知らない」

　──背反者。裏うら切ぎり者もの。

　その存そん在ざいを確かく信しんしているのは外交部だけ、つまりはメインシーのみだった。戒かん厳げん令れい下かの現在はそいつが手出しできないように様々な糸を張っているが、急がない訳わけにはいかない。そもそも、そいつを特定できていないのも自分が苛いら立だっている原因だ。

「本当にいるのかな？」まるで他ひ人と事ごとのようにトマズは問う。

「そもそもこの段階でまったく動かないっていうのも理解できない。君が主しゆ張ちようしているその『裏切り者』ってのがエデン内でどの地ち位いにいる人間かはわからないけど、どんな末まつ端たんでももう気付いてると思うよ。……何か大きな動きがある、って。真実裏切り者がいるんなら、それを邪じや魔まして当然じゃないのかな？」

「二度は言わせないわ」そんなトマズに、メインシーの口く調ちようは荒い。

「私がいると言ってるの。それを疑うたがうのなら容よう赦しやなく断だん罪ざいする。はっきり言っておくけど、あんたも容よう疑ぎ者しやのひとりなのよ？　トマズ＝ハニヴァー」

「……神にでもなったつもりかい？」トマズは顔をしかめる。

「違ちがうわね」だからメインシーは、そんな彼の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを吟ぎん味みしながら、とびきりの笑え顔がおで宣せん言げんしてやった。

「神の生せい誕たん祭さいのお膳ぜん立だてをしてるのよ」
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　そこはとても柔やわらかく、温あたたかく、優しくて、穏おだやかで、まるで母ぼ胎たいのようだった。

　何もかもを忘れてしまいそうな、だけど同時に何もかもを思い出しそうな昂こう揚ように充みちている。皮ひ膚ふにまとわりつく粘ねん性せいの液体は質しつ感かんが酷ひどく細こまやかで、皮膚の隙すき間まから溶とけて入ってきそうな錯さつ覚かくさえ覚おぼえた。頭の上から足の先まで、顔さえもがその液体に覆おおわれている。自身が呼吸をしていないことにはまったく気付かない。ただ思し考こうは蕩とろけるようで、すべてが甘い。

　イユ＝イエールは、浴よく槽そうにも似たプールの中に全身を浸ひたしていた。

　妙みような場所だった。

　床と言わず天てん井じようと言わず、蔦つたのような細い線がびっしりと生おい茂しげっている部へ屋やだ。床の中心には掘ほり下さげられたように開けられた穴があって、そこには液体が満たされている。

　液体の中に入るように言われた。理由はわからない。が、いつもと同じ──身体を調べられる『お仕事』だろうと思ったから、素す直なおに従したがった。

　部屋中を這はう線が幾いく本ほんもその液体の中へと伸びていて、時とき折おり液体がこぽごぶと空気の泡あわを吐き出す。だけどそれを気き味みが悪いとは思わなかった。足先を恐おそる恐おそる液体に浸つけた瞬しゆん間かん──不安な気持ちはどこかに吹き飛んでしまったからだ。

　理解した。どこか直感的に。

　──ああ、ここだ、と。

　エデン第十三区く画かく、最さい深しん部ぶ。

　つい数日前まで、第七稀き存ぞん種しゆリデル＝ユルングルスが生命活動を行っていた部へ屋や、その浴よく槽そう。イユが全身を浸ひたしているのは、その残のこり香がとしての不定形粒りゆう体たいだった。

　半はん透とう明めいの中で、イユは穏おだやかに微笑ほほえむ。

　思えば、ここ半年ほど辛つらいことが多かった。

　両親が死んで、連れて来られた屋や敷しきでは誰だれもイユに笑いかけてはくれなかった。イユがどんなに笑っても、ティーおねえちゃんもスミタおねえちゃんも笑え顔がおひとつ返さない。ジャクおじさんやミーシャおばさんは笑顔を見せていたけれど、その表情は嘘うそであり欺ぎ瞞まんだった。それに気付いたのはジャクに容よう赦しやのない暴ぼう力りよくを振るわれた後だったが──イユはその時、世の中には決して笑ってくれない人間がいるのだということを知った。

　そういう人のことを『悪い人』というのだと教えてくれたのはメインシーさんだ。彼女はイユに仕事を与えた。『悪い人』をやっつける仕事だった。だから、一いつ生しよう懸けん命めいそれをこなした。リカおねえちゃんやセールさんは優しい人で好きだったし、彼女たちを傷付けようとする悪い人をやっつけるのは嬉うれしかったし、楽しかった。

　だけど──。

　どんなに頑がん張ばって悪い人たちをやっつけても、リカもセールもそれを誉ほめてくれない。決して誰にも話してはいけない仕事だったから彼女たちはイユのやっていることを知らなくて、だから当たり前なのだけど、それはとても理り不ふ尽じんなことに思えた。

　──だから、誰かに誉めてもらいたいなと思った。

　何日か前、悪い人と善いい人とを見分ける方法を発見した時、イユはとても嬉しかった。それは血の味を確かめるという簡かん単たんな方法で、だけど誰もそのことに気付いていない。

　皆にこのことを教えてあげれば、きっと誉めてくれる、そう確信して。

　帰ってきてから必ひつ死しで主しゆ張ちようした。

　だけど、それでも──。

　よく見付けたね、偉えらいね、そう言ってくれる人はどこにもいなかった。

　思う。

　自分はティーやスミタのことが気になっていて、仲良くなりたかった。メインシーはいつも黙だまって我わが儘ままを聞いてくれたから仕事も頑張れた。リカやセールと一いつ緒しよに遊ぶ時はとても楽しくて、本当に幸せだった。だから──だからイユは、皆のことが好きで好きでたまらなかった。

　でも、皆は──皆は、イユのことを好きになってくれたのだろうか？

　それがわからない。それが恐こわい。優しい皆がイユのことをどう思っているのかを知りたい。だって、ジャクやミーシャは優しかったけれど、本当は悪い人だったのだから。リカやセールやメインシーがそうでないとは限らない。

　何な故ぜなら自分は、彼女たちの血の味を確かめた訳ではないのだから。

　辛つらいことや恐こわいことが多過ぎた。痛いたみや悲しみや苦しみなんてどこにもなければいい。そんな場所に行きたい。ただ楽しい気持ちだけを感じていられる場所に。

　イユは確信していた。

　──それが、ここなんだ。

　その液体は、イユの身体と同じものでできていた。身体の外側へと自分が広がっていくような感かん覚かく。この場所は全部がイユの身体と同じものなのだから、イユが相手のことを好きになれば相手もイユのことを好きになる。痛みや悲しみや苦しみを与える悪い人などどこにもいない──だって自分は『善いい側がわの人』なのだから。

「あと三十分だ」不ふ意いに、イユのものではない声が直ちよく接せつ脳に響ひびく。

　イユをここに連れてきた、名も知らぬエデンの人の声だ。

　もうすぐここから出なければならない時間が来るらしい。厭いやだった。だけどエデンの人が言うには、あと数日もすればずっとこういうふうになれるという。それが楽しみで仕方がない。早くそうなればいいのに。早く。

　──世界が、わたしのものになればいい。

　永遠に。
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　もはや組そ織しきは破は綻たんしていて、しかしそんなことはどうでもいい。機械の作さ動どうがほぼ停てい止しした部へ屋やは温度も低いが、そのことにすら何の感かん慨がいもない。

　生かしておく気はあるらしく、メインシー＝カウツは最さい低てい限げん必ひつ要ような食料や水には手出ししていなかった。最終的には自分も含ふくめた『兵器ウエポン』の力が必要になるのだから当然といえば当然だが、それが妙みように滑こつ稽けいではある。その気になれば他者の血液を奪うばうことで活動に充じゆう分ぶんな熱量は確保できるのだが──そこまで切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようではない。

　今までと変わらず振ふる舞まえばそれでいい。余よ裕ゆうは充分にあった。

　バベル第十三階かい層そう、エデン。第四区く画かく、ウェポン居きよ住じゆう区く。

　第二稀き存ぞん種しゆ、カロマイン＝セクの精せい神しんはどうしようもなく高こう揚ようしていた。

　部屋は暗い。第四区画の機械制せい御ぎよはウェポンたちが制せい圧あつしていたが、大元の管かん制せい区くは押さえられている。故ゆえに現在、この区画では非ひ常じよう用よう発はつ光こう金きん属ぞくしか加か圧あつできず、扉とびらすら手しゆ動どうで開かい閉へいしなければならないといった有あり様さまだった。カロマインにとってはどうでもいいことだが、ウェポンたちは生活に多少の不ふ便べんを強しいられているようだ。

　寝しん台だいに腰こし掛かけ、思し考こうする。

　レイン＝リィンを中心とした彼らの企たくらみを阻そ止しする気はないし、かといって協力する気もない。ただ恐おそらく利用する必ひつ要ようはあって、どのように利用するかは──その時になってみなければわからない。だとしたら計画くらいは聞いておいてもいいかもしれない。

　自分の目的は後にも先にもたったひとつだ。その唯ゆい一いつを叶かなえるためにすべては存そん在ざいする。

　エデンの目もく論ろ見みも知ったことではない。世界再さい生せいのための装そう置ち──『伽が藍らん』における個体情報の最終調ちよう整せいは了りよう承しようしたし受けたが、それも言ってみれば自分の目的を叶えるための手しゆ段だんのひとつでしかなかった。

　ロイド＝オド。

　彼の目的がエデンを叩たたき潰つぶすことならば、自分はその逆ぎやくに回る。あいつが、世界再生──純じゆん血けつ種しゆのための楽園を築きずくことを阻止したいのであれば、それを邪じや魔まするだけのことだ。

　つまりあいつが第七稀存種への同化を拒否するのであれば、自分はそれを受け入れる。

　その後のことにも興きよう味みはない。ロイド＝オドを殺せさえすればそれでいい。

　目的が叶った後──ロイドを殺し、自分が生き残った後のことは考えていなかった。

　或あるいは考えたくなかったのかもしれない。

　カロマインの中に『未来』という概がい念ねんは存在していなかった。

　部へ屋やは暗く、そしてカロマインの気け配はいは昏くらい。腰こし掛かけたまま身体は微び動どうだにせず、視し線せんは虚こ空くうと暗くら闇やみの先を刺し殺さつするように固こ定ていされていた。

　口元に僅わずかな歪ゆがみがあることは、自身でも気付いている。




　思い出すのは、十四年前のことだ。




　──気付けば、化け物として扱あつかわれていた。

　生まれ育った場所のことはよく覚おぼえていない。母親はいた。雪のような白はく髪はつを長く伸ばした美しい人だった。ただし、それだけの人だった。

　彼女の人格についての記き憶おくはない。思い出す必要性がなかったから忘れてしまったのだろうし、そもそも思いに残るようなこともなかったのだろう。その程てい度どだ。

　或いは、第二稀き存ぞん種しゆという種である自分たちには、人間が持っている何か大事な感情が最初から欠けつ落らくしていたのかもしれない。人間たちを見る度たびに、それを少しだけ考える。

　とにかく、カロマインの原げん風ふう景けいは、母親でも父親でもない。

　覚えているのは──一面に広がった凄せい惨さんな肉の海。

　十四年前の自分は芸人たちの一いち座ざにいた。全身の色しき素そが抜け落ちた人間味のない身体は奇き異いでおぞましく、同時に珍めずらしかったのだろう。故ゆえに見せ物として檻おりの中に飼かわれ、一座とともに旅団としてあちこちを渡わたり歩あるいていた。同じような境きよう遇ぐうで、醜みにくい変へん異いや珍しい変異を持った変異種たちも中にいたが、カロマインは彼らのことにも、旅団の連中にも、自分を見る物珍しげな視し線せんにもまったく興きよう味みはなかった。

　だから旅先の集落で多数のケモノと遭そう遇ぐうし、住人でない彼らが囮おとりに使われてしまったとしても、それは本当にどうでもいいことだった。

　重要なのは、一いち座ざが時間稼かせぎとして喰くわれている間に、住人が『エデン』を呼んだことだ。

　エデンのウェポンが現れた時、生き残っているのはもう檻おりに入れられていたカロマインたち『見せ物』だけだった。檻が邪じや魔まをして喰われずに済んだというのはちょっとした皮ひ肉にくだ。

　鉄製の檻の中心に集まって怯おびえている見せ物たちとはぽつりと離はなれた場所──格こう子しのすぐ近くで、カロマインはじっと、人が喰われる様さまを眺ながめていた。感動もなければ恐きよう怖ふもなかった。ただ、自分は死なないだろう、と確信していたことだけは覚おぼえている。

　ともあれ、一座があらかた喰われた頃ころにエデンのウェポンたちは来て、結けつ果かケモノたちは全ぜん滅めつした。その後、彼らによって檻は開けられ、放っておかれるかと思っていたら保ほ護ごされてバベルへと一いつ緒しよに連れて行かれ──カロマインが稀存種であることが判はん明めいし、見せ物の連中との命めい運うんはそこで分かたれることになる。

　貴き重ちよう品ひんであり貨か幣へいであるはずの金きん属ぞくを建けん築ちく素そ材ざいとして使う、贅ぜい沢たく過すぎて目も眩くらむような場所。今日からそこに住むのだと言われた時はさすがに微かすかな驚おどろきを覚えた。

　そして──それ以上に驚いたのは。

　そこで出会った、自分と同じ『存そん在ざい』であるという青い髪の少年が、説明されて頷うなずきもしないカロマインに、説明の代わりだと言って刃は物もので自らの手首を切きり裂さいてみせた時だ。

　裂けた手首から脈みやく動どうに合わせて血が吹き出て、だけどそれは床に落ちて広がった後、捲まき戻もどるように傷口へと這はい昇のぼる。微笑ほほえんだ唇くちびるのような赤い傷は、見る間に塞ふさがって消しよう失しつする。

　その時の美しさと感動は、今でもはっきりと思い出せる。

「ほら」その青い髪の少年は、不ふ機き嫌げんそうに、だけど笑えみを浮かべて言った。

「お前も同じなんだろ？　俺たちは仲間だ」

　──仲間。

　意味はわからなかった。それが何なのか、どういうことなのかも。

　だけど、いつものように──『自分には関係ない』とはどうしても思えなかった。




　その行動は、かつてのルナ＝ソーシアの真ま似ねだというのを知ったのはずっと後になってからだ。彼は先代の第四稀き存ぞん種しゆに拾われ、同じようにして受け入れられたのだという。

　まだ子供だったロイド＝オドが、母親のような存在だったルナ＝ソーシアを失ってから一年も経たたずに、カロマインは彼の前に現れた。

　見付けた『同類』である自分にあいつが何を見み出いだそうとしたのか、それはわからない。

　しかし、それでも。

　少なくともカロマインにとって、ロイドは生まれて初めての興味の対たい象しようだった。

　母親にさえ──自分を産うんだことで力を殆ほとんど失っていたために──同じものを、つまり興きよう味みを見付けられなかったのに、だ。

　その唯ゆい一いつの『興味の対たい象しよう』が目の前からいなくなって十年。

　もうすぐ会える。その未来を思うと、時間が経たつのがやけに遅おそく感じられる。ずっと忘れていた感情が久方ぶりに萌ほう芽がし、高こう揚ようは期き待たいとなって唇くちびるに歪ゆがみをもたらす。

　非ひ常じよう灯とうしか点つかない薄うす暗ぐらい部へ屋やで、カロマインは笑っていた。

　殆ほとんど微び動どうだにすることなく。
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　甘く蕩とろける、血に色いろ香かを添そえた芳ほう香こうが部屋に充みちていた。それは柔やわらかい蜜みつのような、或あるいは母ぼ乳にゆうのような馨かおりでもある。植物も動物も、純じゆん血けつ種しゆも変へん異い種しゆも、恐おそらくはケモノも──雌めすと呼ばれる存そん在ざいならばすべてのものが持っているような匂におい。

　淑しとやかで慎つつましく、それでいて妖よう艶えん。

　四十メートル四方ほどの広さを持った部屋に、酔ようような体たい臭しゆうを纏まとって、それは在あった。

　機械都市バベルから北へ七百キロほどの距きよ離りにある、機械都市ノア。その最さい下か層そう。

　それは、部屋の中心部に鎮ちん座ざしている。いや──部屋の中心に在るというよりも部屋を埋うめ尽つくしていると形容した方が遥はるかに正確だ。床は殆ど見えない。皮ひ膚ふは壁かべと接せつ触しよくするかしないかという際きわまで迫せまっていて、いかにも窮きゆう屈くつそうだった。天てん井じようはまだ余よ裕ゆうがあったが、それでも部屋が物体ひとつで埋うめ尽つくされているという状じよう況きようは変わらない。

　それ──そいつは、ただゆっくりと、一日中注意して見続けなければわからないほどに緩かん慢まんな動どう作さで、表面だけを規則的に蠕ぜん動どうさせている。

　生きていた。

　全ぜん容ようを見るならば、半円球の巨大な肉の塊かたまりだ。表面には雑多で複雑な、場所によって様よう相そうの異ことなる紋もん様ようが浮かんでいる。ある部分では爬は虫ちゆう類るいの皮であり、ある部分では鳥類の羽う毛もうであり、ある部分では両生類の粘ねん膜まくであり、ある部分では魚類の鱗うろこであり、ある部分では哺ほ乳にゆう類るいの皮ひ膚ふであり、ある部分では植物の葉よう脈みやくであり、ある部分では金きん属ぞくの光こう沢たくであり、ある部分では人間の肌はだでもある。

　形状もまた、不ふ可か思し議ぎで不ふ可か解かいだ。あちこちに口があり、腕があり、足があり、触しよつ覚かくがあり、関かん節せつがあり、鼻があり、耳があり、眼があり、雄お蘂しべがあり、雌め蘂しべがあり、鰓えらがあり、牙きばがあり、剣が生はえ、盾たてが埋うまっている。骨が飛び出た箇か所しよもあり、蔓つるが伸びた場所もあった。それらは一いち様ように、それの酷ひどく緩慢で大きな呼吸に合わせて、まるで風に揺ゆれる草そう木もくのようにそっと密ひそやかに蠢うごめいている。

　その──『生物』の──正面と思える部分に小さく、人の姿すがたが浮かんでいた。

　磔はりつけにされた女に見える。両腕を広げ、まるで聖者のように裸ら身しんを俯うつむかせていた。両肘ひじから先と下半身は巨大な肉にく塊かいと同化している。瞼まぶたは閉じられ、綺き麗れいに纏まとめられた頭とう髪はつはそのままに、死し化げ粧しようさながらの肌はだは滑なめらかで、ぴくりとも動かない。

　肉をがらくたに組み上げた醜しゆう悪あくな小山に、まるで人ひと柱ばしらのように埋うめられた女だった。

　女の目下、つまり肉塊の足下には人ひと影かげが在ある。

　そいつは女を見上げ、

「もう……そろそろか？」問い掛けるように、呟つぶやいた。

　二十代後半に見える容よう姿し。疲つかれ果はてたような顔。青い髪。

　左腕の肘から下を、切せつ断だんしたかように消しよう失しつさせた男。

　第六稀き存ぞん種しゆ、ロイド＝オドは、それに向かって、まるで憐あわれむような声で呼び掛ける。

「……あと一日だ。それまでに目め覚ざめられるか？」

　女は答えない。ただ瞼を閉じ、死んだように動かない。女と同化した生物も、睡すい眠みん時じの呼吸のような深く鈍にぶい蠕ぜん動どうを繰くり返かえすのみだった。

　ロイドは歩を進めた。

　躊躇ためらいなく、そいつに向かって、届とどかないほど高い場所に眠る女を見み詰つめながら──右腕をそっと上げ、肉にく壁へきに手を触ふれる。

　ずくん、と微かすかな、だけど大きな蠕動。

　ロイドは両目を閉じ、その鼓こ動どうを確かめるように、ざらついた触しよつ感かんの皮ひ膚ふを撫なで、

「──ミイ」

　女がまだ女であった頃ころの名を、愛あい称しようで呼んだ。

　ミュリエル＝タイラー。

　かりそめの妻であり、かつての想おもい人びとの遠い血けつ縁えんであり、憎にくしみの対たい象しようであり、復ふく讐しゆうの道具であり、玩がん具ぐであり、利用すべき歯車であり、そして何より──唯ゆい一いつの味み方かたであった女の名。

　彼女はもう、どこにもいない。

　代わりに存そん在ざいするのは、現存する第七稀存種の母親であった女の成れの果てと同化した、中ちゆう枢すうとしての人形だった。

　その巨大な肉塊ケモノが、かつて稀き存ぞん種しゆだった頃の名前をロイドは知らない。南方七百キロ地点にある機械都市バベルに居きよを構かまえる『楽園エデン』によって実験を繰り返された挙あげ句くに仔こを産うまされ、力を失うと同時に捨てられた女の名など、覚おぼえている者がいるかどうかも疑わしい。

　だけど彼女は彼女に残された最後の力で数あま多たの生物を取り込み、この姿となった。無む尽じん蔵ぞうにケモノを生み出す『母』としてノアの近きん隣りんに在った彼女を発見したのはロイド自身であり、だからこれはもう、エデン本ほん総そう轄かつのものなどではなく、ロイドのものだ。

　彼女の名前などロイドは知らない。

　故ゆえにロイドは、彼女のことをミュリエルと呼ぶことに決めた。

　巨大なケモノ──それはロイドの切り札のひとつでもある。

　ミュリエルが再ふたたび目め覚ざめた時に正しよう気きが残っているのかどうかはわからない。どうでもいい。どのみち彼女の正気など、十年前に壊こわしてしまったのだから。

　後こう悔かいしろ、と思う。

　エデン本ほん総そう轄かつ、キャロル＝ユルングルスの理り想そうのために、ひいてはヒトのために、先代の第七稀き存ぞん種しゆは犠ぎ牲せいとなった。彼女が実験に協力した経けい緯いや理由は定さだかでないが、恐おそらくは愛か憎ぞう悪おのどちらかによるものだろう。人間ではなく、狭きよう義ぎには生物ですらない『稀存種』という存そん在ざいにも感情はあって、その感情は同じ貌かたちをしたヒトに向けられるのだから。

　愛か憎にくしみが彼女をこうさせたのは、疑いようのない事実だ。

　だけど。だからこそ。

　理由はどうあれ、向けた感情が愛であれ憎悪であれ、それを踏ふみ躙にじることは許ゆるさない。

　同じ稀存種であるロイド＝オドにとって、それは到とう底てい許せるものではない。

　だから後悔しろ、そう思う。娘を産んだ理由が愛だったとしても憎悪だったとしても、彼女が無む作さく為いに生物を取り込んだ理由が愛だったとしても憎悪だったとしても、キャロル＝ユルングルスが彼女の感情を踏み躙った事実に変わりはない。

　人間にはその報むくいを受ける義ぎ務むがある。

　そしてその報いは──ロイドの理想のせいで、つまりは稀存種のせいで愛と憎悪を以もつて犠牲になった女の手によって成なし遂とげられるのが、最も相応ふさわしい。そうでなければならない。

　愛や憎悪を踏み躙られた、ミュリエルによって。

　忌いんでやまないヒトの醜みにくさを自分自身もまた持っているという矛む盾じゆんは、心をどうしようもなく高こう揚ようさせる。ロイドはその高揚に任まかせ、自身の感情と思し考こうを無む理り矢や理りに停てい止しさせていた。

　部へ屋やに充みちる蜜みつと血の匂においが、その思考停止を助けてくれているように思える。

　くつくつと笑み、それから少しばかり咳せき込こんだ後、壁かべを背に座り込んだ。




　　　　６




　そして彼らがそれぞれの時間を費ついやしていく中で、少年と少女は夜の世界を歩く。

　見上げれば遥はるかに遠く、だけど確実に大きくなっていく金きん属ぞくの塔とうを前に、その歩ほ調ちようは淀よどみない。漆しつ黒こくの上空に星は見えなかった。神こう々ごうしく禍まが々まがしく動き回る索さく敵てき灯とうの光こう条じようが、そこに小さく存在しているはずの瞬またたきを殺してしまっていた。

　だから星なんて見えやしない。だけど。

　この世で一番大きな星だけは、地上の光など意に介かいしたふうもなく──ただぽつりと孤こ独どくに存在を主しゆ張ちようしていた。

　毎日形を変える、その星。今は真しん円えんを経へて歪いびつに欠かけかかり、薄うすい雲に紛まぎれて薄うつすらと朧おぼろだ。

　少年は月を見ない。

　少女は少年の背中を見ている。

　石くれでできた地面は堅かたく、だけどそれ故ゆえに、歩いている実感があった。







[image: 第二章　過去は舞い、未来を嗤う]
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　──あなたは誰だれですか？　と、フィオナは尋きいてみた。

「君と一いつ緒しよの存そん在ざいだよ」──質問にそう答えかけて、相手は口くち籠ごもる。

　言い直した。

「私はね、あなたと同じ」

　妙みように蓮はすっ葉ぱだった印いん象しようの口く調ちようが、とても丁てい寧ねいで優しいものに変わる。

「そうね……あなたのおねえちゃんみたいなものかな」

　──あなたも『稀き存ぞん種しゆ』なのですか？

　まだ幼おさなかったフィオナは、遥はるかに年上の相手に向かって驚おどろきとともにそう確認した。おねえちゃん、という言葉の意味はよくわからなかった。だけど『常つねにどのような時であれ稀存種としての誇ほこりを忘れてはならない』と言い聞かせられて育っていた彼女は、丁寧な言葉と態たい度どを必ひつ死しで選び、しっかりと背せ筋すじを伸ばす。二歳という年齢は発音も未発達だったが、それでも。

　相手はしゃがみ、フィオナと目線を合わせた。

　まるで深しん淵えんのような黒こく瞳とうと、その間を縫ぬってばさりと垂たれた、同じく黒い髪の毛。どこか冷たげで、どこか寂さびしげで、だけどそれ以上にどこか優しい顔だった。

　その人はにこにこと笑って、彼女の頭に手を置く。

「だめよ。女の子なんだから、もう少し可愛かわいい喋しやべり方かたをしなきゃ」

　そして──。

「よし、おねえちゃんが教えてあげよう」

　フィオナの、流れる蜜みつのような金色の髪を、そっと愛めでるかのように撫なでた。

　だから、髪に触ふれる指先の感かん触しよくが、フィオナの持っている、彼女に関する最初の記き憶おくだ。




　その人の──『おねえちゃん』の本来の喋り方が、どこか男の人のような、少し気け怠だるげでぞんざいな感じだというのに気付いたのはそれから一年ほど経たってからのことで、その頃ころにはもうフィオナは、所謂いわゆる『女の子らしい』口調を教え込まれていた。だけどそのことが不ふ条じよう理りだとは微み塵じんも思わなかった。ただ、おねえちゃんの優しい喋り方はフィオナだけにしか使われていなかったから、フィオナもその口調をおねえちゃんにしか使わないことに決めた。

　他の人には、おねえちゃん以外の人には、丁寧な言葉と態度で、稀存種らしく。

　──そんな日々は、彼女と出会ってから二年と少し続く。

　もうはっきりとは覚おぼえていないが、フィオナにとっての『幸福』という感情は、間ま違ちがいなくその日々に関する事こと柄がらの中にこそあったと──そう断だん言げんできる。

　幸せだった。

　彼女が四歳になって少し経たち、おねえちゃんがいなくなるまでは。

　それは夜だったように思う。何な故ぜならフィオナはとても眠くて、実じつ際さい布ふ団とんに入ってうつらうつらとしていて、意い識しきを失う直前の浮ふ遊ゆう感かんに身を任まかせていたからだ。

　扉とびらが開いたのにも気付かなかった。

　ゆっくりと揺ゆり動うごかされて、不ふ意いに現実へと引き戻される。驚おどろいて目を開けると、灯あかりを消した暗くら闇やみの中で、その黒よりも尚なお深い漆しつ黒こくの瞳ひとみが、茫ぼうと浮かぶ白い肌はだに目立って、穏おだやかに、だけどどこか悲しそうにこっちを見ていた。

「おねえちゃん……？」フィオナは言った。すぐに彼女だとわかった。

　眠い目を擦こすりながらゆっくりと上半身を起こすと、おねえちゃんはフィオナの肩を両手でそっと撫なでる。顔ははっきりと見えた。彼女はとても綺き麗れいで、暗闇なんかには埋うもれない。

『彼女』は──おねえちゃんは、フィオナに笑えみ、幾いくつか他た愛あい無ないことを話した後、少しだけ目を閉じて、いつもよりずっと寂さびしそうな眼をして、言った。

　──ごめんね。おねえちゃん、お母さんになるの。だから、行かなくちゃ。

　──行かなくちゃ、いけないの。
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　そして──。

　別わかれ際ぎわに、おねえちゃんは自分をそっと抱だき締しめてくれた。

　──私、フィオナのこと絶ぜつ対たいに忘れないからね。

　だから、細くて温あたたかい両腕が、フィオナの持っている、彼女に関する最後の記き憶おくだ。




　はっきりと覚おぼえている。




　その頃ころの記憶を夢枕に、フィオナ＝レスファは慣なれない部へ屋やで目を覚さました。

　瞼まぶたを開ければすぐに意い識しきは覚かく醒せいする。灯りを消した部屋は暗かったが、部屋の内ない装そうは朧おぼろげに視し界かいへ入る。生まれてから二十年間、ずっと暮らしてきた部屋とはまったく違ちがうその光景は、空気や匂においの違い和わ感かんをまとって、フィオナに現実というものを認にん識しきさせた。

「……おはようございます」誰だれにともなしに呟つぶやき、半身を起こす。彼女の習しゆう慣かんだった。そう口にすることで意識が切り替わるような気がするのだ。

　だから応こたえる者がなくても、一いつ向こうに構かまいはしない。

　──あれから、三日経った。

　エデン第六区く画かく、会議区内の仮か眠みん室しつ。

　自分の手の届とどかない場所で起こった一連の事件は自室への帰き還かんを阻そ害がいしていた。

　話は聞いている。その状じよう況きようを分ぶん析せきできている。だが、今はそれをどうこうするつもりはない。いざその時になれば命令は来るだろうし、それに伴ともなう適てき切せつな判はん断だんもできるだろう。自分のことを過か大だい評ひよう価かしてはいないし、過小評価してもいない。その程てい度どに──自らが持つ立場を正確に把は握あくできる程度に、彼女は稀き存ぞん種しゆとして成長していた。

　現実に齟そ齬ごはない。だから気になるのは、さっきまで見ていた夢のことだ。

　過去の出で来き事ごとをそのまま夢に見るのは、人間にとっては珍めずらしいと聞く。だけどフィオナは人間ではなく、そういう意味ではさっきの夢も不自然なものではないのだろう。

　──思えば、寂さびしい人だった。

　当時エデンに在ざい籍せきしていた稀存種は四人。

　第一稀存種であるフィオナ、第三稀存種であるエンダ、第六稀存種であるロイド、そして彼女だ。だけど自分とロイドはまだ子供で、羽う化かどころか孵ふ化かにすら足りていない年齢だったし、エンダ＝カーラはまだエデンを信用していなくて子供の姿すがたをしていた。

　だから当時──ウェポンとして戦っていたのは彼女ひとりだった。

　フィオナのように生まれた頃からエデンにいたならばともかく、彼女は別の場所で生まれ、別の場所で育ち、ここへ来た。稀存種としての誇ほこりなど持ち合わせてはいなかったし教えられもしなかったから、きっと『唯ゆい一いつの存そん在ざい』として見られる自分に孤こ独どくを感じていただろう。

　トマージ＝イルが彼女の心を開くまで、ルナ＝ソーシアはずっとひとりだった。

　確かに彼女はロイド＝オドと同じ部屋で暮らしてはいたし、そうでない時はフィオナの傍そばにいてくれた。だけど、その頃孵化してもいなかったふたりが彼女の孤独を癒いやせていたかどうかはわからない。それにフィオナは、彼女が稀存種以外の人間と親しげに話をしているのを殆ほとんど見たことがなかった。多分、本ほん質しつ的てきな意味で、彼女はひとりぼっちだったのだろう。

　──ずっと、一いつ緒しよに戦ってあげたかった。

　どうして自分に力がないのだろうと思っていた。

　自分が戦えるならば、決して彼女に孤こ独どくを感じさせはしないのに。同じ稀き存ぞん種しゆとして、変へん異い種しゆなどよりも遥はるかに近い場所で、共に並んで歩けたのに、と。

　時間が恨うらめしかった。ロイド＝オドは当時、あと数年もすれば孵ふ化かするだろうという話で、時とき折おり同行出動という形で彼女と同じ戦場に赴おもむいていたから、それに対する嫉しつ妬ともあった。だけど一方で、ロイドは男の子で、女である彼女の孤独を本当の意味で癒いやすことなどできないのだとも自うぬ惚ぼれていた。

　それが間ま違ちがいだと気付いたのは、トマージ＝イルがエデンへと来てからだった。

　──面おも白しろい人がいるのよ。

　彼女が初めて、フィオナに変か異種れの話題をした時のことは忘れられない。

　──私をね、ぶったのよ。ぱぁん、って。いい加か減げんにしろ、って。

　それがどういう状じよう況きようでのことなのかはもうわからない。彼女は詳くわしく説明してくれなかった。それどころか、稀存種である彼女に暴ぼう力りよくを振るうなんて信じられないと怒おこるフィオナを宥なだめようともせずに、どこか興こう奮ふんした面おも持もちで矢や継つぎ早ばやに彼のことをまくしたてていた。

　──誰だれも私になんて触さわりもしないのに、その態たい度ど少しはどうにかしやがれ、だって。

　──お人ひと好よしっていうか、一回思い込むと周まわりが見えなくなる性格だね、あれ。

　──最後には、父さん恐こわい、って娘さんに泣かれちゃって、自分が泣きそうな顔になって。

　まるで、子供のように、彼女は言った。

　その嬉うれしそうな表情が、悔くやしくて理り不ふ尽じんだった。

　フィオナはトマージ＝イルの顔さえよく覚おぼえていない。それどころか目を合わせたことすらないだろう。その一件があってから、彼のことをずっと無む視ししていたからだ。

　それは、多分──。

「…………つまらない嫉しつ妬と、でした」自分の感情を確かめるように、ぽつりと呟つぶやいてみる。

　わかっていた。どんなにトマージが彼女に近付こうとも、変異種が稀存種の孤独を──本質的な意味で埋うめられるはずがない。ルナ＝イルを見れば瞭りよう然ぜんだ。彼はルナ＝ソーシアとトマージとの子供だが、トマージの面おも影かげなどどこにもない。稀存種の遺い伝でん子しに、変異種が入り込む隙すきなど一いつ片ぺんたりともありはしないのだ。

　だから一時の嫉妬に振り回されて不ふ貞て腐くされて、彼女と二日間も口をきかなかったのはフィオナの失敗であり、最大の後こう悔かいだ。二年と少ししか一緒にいられなかったおねえちゃん──彼女との大事な時間をみすみす失ってしまったのは、本当に悔しいことだった。

　だから、取り戻そうと思う。

　三日前、ルナ＝イルがエデンを出たと聞かされた。その事実はどこか、あの日のルナ＝ソーシアと重なる。だけど、もう戻ってこないなどとは思わない。

　フィオナ＝レスファは確信している。

　だって──おねえちゃんは、十六年経たって戻ってきてくれたのだから。

　──私、フィオナのこと絶ぜつ対たいに忘れないからね。

　そう言って去った彼女は、彼になっても自分のことを忘れずにいてくれた。

　戻ってきた。

　だから大だい丈じよう夫ぶだ。

「さあ……用意をしましょう」暗くら闇やみの中で微笑ほほえみ、フィオナは寝しん台だいから降おりる。

　時刻は朝の七時半。今日戻ってくるという保ほ証しようなどないが、いつ戻ってきてもいいように身み支じ度たくだけは整ととのえておかなければならない。

　蜜みつよりも淡あわい金色の髪を両手で撫なで付つけると、フィオナはシャワーを浴あびるためにゆっくりと、泰たい然ぜんと立ち上がった。




　　　　２




　それ以前のことを、ロイドは覚おぼえていない。

　思い出そうとしても思い出せなかった。或あるいは故こ意いに忘ぼう却きやくしたのかもしれないが、それさえもが今となっては不確定だ。両親のこと、家族のこと、住んでいた場所のこと、そして自分のこと──記き憶おくにあって然しかるべきなのに、それらはまるで汚よごれた水の底に沈しずんだ土つち塊くれのように、見えなくなってしまっていた。

　その時の光景はだけど、単に映えい像ぞうとして眼に焼き付いている。暗かった。

　その時の感かん覚かくもだから、単に記き録ろくとして脳に染しみ付ついている。寒かった。

　暗いといっても深い闇やみではなく、寒いといっても凍こごえるほどではない。辺あたりの情景が薄うすぼんやりと認にん識しきできる程てい度ど。濁にごった空気と湿しめった土が体温を徐じよ々じよに奪うばう程度。屋おく外がいのような、それでいて屋おく内ないのような、そんな感覚──だった。

　はっきり覚えていたのは、ただ自分の名前だけだったと思う。名前などというものは単なる記号であって個人を形成する外がい殻かくを成なさないというのは自分にとって酷ひどく当たり前の事実だったが、それでもその記号は覚えていた。

　だから名を尋きかれて、それに答えた。

　そう、と質問の相手は返した。

　自分は座っていたような気がする。何な故ぜなら相手はこちらと目線を合わせるために腰こしを屈かがめていたから。その場に在ある薄うす闇やみどころではない、とてつもなく深い漆しつ黒こくの瞳ひとみが、色しき素その薄い自分の瞳を覗のぞき込こんでいた。

「どうする？」その人は言った。

　どうする、と言われてもどうすればいいのか。

「一いつ緒しよに来るなら面めん倒どうは見る。でも、仕事しなくちゃならない。一緒に来ないなら仕事をしなくてもいい。でも、君はひとりで生きていくことになる」

　そんな不自由な二に択たく、選べる訳わけがない。

「一緒に来ても来なくても、辛つらいことは沢たく山さんあるよ。もちろん、楽しいことも。どっちを選んでもどっちも選ばなくても何も変わらない。辛さや楽しさの質が変わるだけ。その程てい度どのことだけど……どうする？」

　それ以前のことは、覚おぼえていない。

　しかしその時の自分は、自分以外の人間があまり好きではなかったのは確かだ。だけどそれはつまり、自分以外の人間に、自分を好きになって欲しいという感情があるからだということは何となく理解していた。

　目の前にある黒い双そう眸ぼう。そしてその間を縫ぬってばさりと垂たれた、これも黒い髪の毛。どこか冷たげで、だけどどこか寂さびしげで、それ以上にどこか優しいその顔。

　言ってみた。

「あんたは？」

　え、とその人は応こたえる。

「あんたは俺にどうして欲しい？」

　何となく、言ってみた。

　それは自分で決めかねたからかもしれない。

　或あるいは、もう決めていたからかもしれない。

　返事を待つ。

　そうだね。声は少しだけ間を置く。

　そして、

「……私は、君が来てくれると、嬉うれしいな」

　その人は言った。

　だから立ち上がった。立ち上がったのではないかと思う。

「じゃあ、あんたと行くよ」

「ありがとう」

　その人は頷うなずき、こちらに手を差し出す。その手を素す直なおに握にぎり返かえし──立ち上がったのはこの時だったのだろうか？　よく覚えていない。

　どちらにせよ、握った手は少し冷たくて、だけど華きや奢しやで柔やわらかかった。

「ルナ」

　そして。

　その人は言った。

　それがその人の『名前』であることにややあって気付く。ぶっきらぼう過ぎて気付くのには時間がかかった。そして気付くと同時に──名前なんてただの記号で、それがわかったからといってその人を理解したことにはならないと、そう思った。

「よろしく」

　身長差のせいで上から振ってくる声に僅わずかに頷うなずきながら、手を繋つないで歩き始める。

　その時の感情は、今でも鮮せん明めいに思い出せる。

　とても、嬉うれしかった。

　ロイド＝オドは十歳で、だからとても、嬉しかった。




　そして──それから。

「だからさ、その『俺』ってのいい加か減げんやめなよ」

「何でだよ」

「だって可愛かわいくないもの」

　その人は長い髪をぶっきらぼうに掻かき上あげながら、口を尖とがらせ、

「……可愛い必ひつ要ようなんてあるのかよ」

「やっぱり男の子は『僕』ってのがいいよね」

　ロイドの主しゆ張ちようをまったく無む視しし、うっとりとした表情で呟つぶやく。

「俺は厭いやだよ」

「あ、また俺って言った」

　可愛いかどうかという話をするのならまずは自分の蓮はすっ葉ぱな口く調ちようを直した方がいい──ロイドがそう反論すると、ルナはふん、とまた口を尖とがらせた。

「もう直んないよ。私のこれはさ」

　そして、君を矯きよう正せいするのはまだ間に合うから、そう付け加えると悪戯いたずらっぽく笑う。その笑え顔がおを受けてロイドは鼻を鳴ならす。だけど機き嫌げんが悪くなった訳わけではなかった。

　いつものことだ。二週間に一回程度の割合で、ふとした拍ひよう子しに繰くり返かえされる話題。ちょっとした口こう論ろんになり、その行き着く先にルナは決まってロイドの一いち人にん称しようを攻こう撃げきする。

「大体粗そ野やじゃない。俺、って。少年っていうのはもう少しなよっとしたくらいが丁ちよう度どいいんだよ。粗野な少年なんて私の好みじゃない」

「だからそのあんたの口調こそ粗野だって言ってるんだ」

「何、それ。失礼しちゃうわ」

「今いま更さら『～しちゃうわ』とか使っても駄だ目めだね。それにさ、俺をあんたの好きなように育てようとしても無む駄だ」

「そういう訳じゃないけど、さ」

　そうしてルナは口を尖らせたまま黙だまり、言い争いは終了する。いつものことだ。自分の一人称なんてルナ本人だってどうでもいいと思っているくせにとロイドは思う。

　部へ屋や全体から漂ただよう金きん属ぞくの匂においに、ロイドはすっかり慣なれていた。

　機械都市バベル第十三階かい層そう。

　その場所がエデン本部と呼ばれるようになってからも二年が経たつ。ロイドが彼女に連れられてここへ来てからでさえ、すっかり様さま変がわりした。人が増え、施し設せつのあちこちが区く画かく分わけされる。本来実験場だった場所はケモノを閉じ込めて戦せん闘とう員いんを訓くん練れんするための区画となり、純じゆん血けつ種しゆが住んでいた個こ室しつの一部には変へん異い種しゆが住むようになった。

「あー……疲つかれた」

　部屋の寝しん台だいに大おお仰ぎように寝ね転ころがりながら、ルナは薄うすい溜ため息いきを吐ついた。

　ロイドはその背中をぼんやりと見る。普ふ段だんは男のような口く調ちようだけど、その背中はやはり細くて薄くて、女の人の背中だなと思う。

「きついのか？」だからロイドは尋きいた。

「……少し、ね」

　彼女は口こう論ろんの後には決まって疲れた、と言う。それが口論のせいではなく『仕事』のせいだというのはロイドも充じゆう分ぶん承しよう知ちしていた。口論を吹っかけるのは決まってルナからで、それは仕事で殺さつ伐ばつとしてしまった気分を修しゆう復ふくするための儀ぎ式しきのようなものだ。まだ仕事に行けないロイドを──血に汚よごれていないロイドとの触ふれ合あいを求めているのだろう。

　だからロイドも何も言わない。

　いずれは自分も、仕事をすることになるのはわかりきっているのだから。

「シャワーでも浴あびたら？」

　ロイドは寝そべるルナに声を掛ける。

「……眠い」

「シャワーも浴びないで寝るな」

「女の子みたいなこと言うね、君は」

「あんたが女みたいに育てるからだ」

「失しつ敬けいな」

　それでも互たがいに笑い合い、間ま違ちがいなく幸せだと思った日々。たった二年と少しの、その後のロイドの人生に比べれば、過か渡と期きとしか思えない他た愛あい無ない時期。

　だけどその二年間が、恐おそらくは自分にとっての原げん風ふう景けいだ。




　浅い眠りについていたことに気付き、ロイド＝オドは目を覚さます。

　広い部屋だ。中央に陣じん取どった巨大なケモノが相変わらず深くて大きな呼吸を蠕ぜん動どうとして繰くり返かえしており、それに貼はり付ついた自分の妻は瞼まぶたを閉じたまま微び動どうだにしない。

　壁かべに背を預あずけ座ったままうとうとしていた。

　彼女はまだ夢を見ていて、だからロイドも夢を見ていたのだろう。

　過去。もう決して戻ってこないもの。失ってしまったもの。捨ててしまったもの。

　──くだらない夢だ、と一いつ笑しように付ふすことはできなかった。

　ルナ＝ソーシアに拾われたロイドは、彼女と一いつ緒しよに楽園へと足を踏ふみ入いれた。だから彼女はロイドにとってまぎれもなく母親であり、救すくい主ぬしであり、想おもい人びとだったのだろう。

　彼女が去り、それと入れ替わりのようにカロマイン＝セクが来て、ロイドはルナが自分にしてくれたように彼に振ふる舞まった。エンダ＝カーラが本ほん性しようを顕あらわし、トマージ＝イルと一緒に戦うようになり、シビル＝ベスと出会い、レイン＝リィンがやって来て、それは確かに郷きよう愁しゆうとともに思い出す記き憶おくではあったけれど、それでもあの頃ころの──彼女と一緒にいた日々に比べれば、どこかで見み劣おとりするものではなかっただろうか。

　いつから自分はこうなったのだろうと思う。

　人間を壊こわそうとした。純じゆん血けつ種しゆも、変へん異い種しゆも、ケモノも、人間の面おも影かげを残した存そん在ざいすべてを壊そうと。人間が作成した稀き存ぞん種しゆも──自分自身も含ふくめたすべてを壊そうと。

　そのことを思う度たびに眼がん前ぜんに広がるのは、だけど直接の原げん因いんとなったエデンでの一夜ではなかった。自身の上に乗っかったシビルに首を折られ、そして逆ぎやくに羽う化かした自分がシビルを組くみ伏ふせて陵りよう辱じよくしたあの恍こう惚こつと絶ぜつ望ぼうは確かにロイドにとって最悪の記憶ではあったけれど、それでも真っ先に思い出すのはそれとは別種の光景だ。

　──どうしてこんなことになったんだろうね。

　あの日。エデンを出しゆつ奔ぽんした自分に、彼女を捜さがしまわってようやく辿たどり着ついた自分に、諭さとすように失しつ望ぼうしたように向けられた言葉。

　そして手に残る、彼女の心臓を破は壊かいする感かん触しよく。

　彼女は美しいままで、それでも息子を守るように、前向きに斃たおれた。

　──決定的なものが壊れたのは、恐おそらくはあの時だった。

　未来を壊してしまったから過去に戻りたくて、だけどその過去に拒きよ絶ぜつされ、壊してしまった。

　あの瞬しゆん間かんから、自分はもうどこへも行けなくなってしまったのだろうと、そう思う。
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　──自分を特とく別べつ視しするんじゃねえよ、ガキのくせに。

　そう言って、青い髪のあいつは笑った。

　自分は反抗などしなかったように思う。ただ、事実を事実と認にん識しきして、何な故ぜ頭を叩たたかれなければならないのかが不ふ思し議ぎだった。

「いいか？」そんな自分に、まるで──大人ぶった口く調ちようで、少年だったあいつは言った。

「俺たちは世界にひとりしかいない。だけどな……ひとりじゃ生きられない。たったひとりで生きていくのは、絶ぜつ対たいに駄だ目めだ」

　何がどう駄目なのかは教えてくれなかったし、尋きこうとも思わなかった。恐おそらくは論ろん拠きよなどない、ただの感かん覚かくと勘かん違ちがいから来る欺ぎ瞞まんだったのだろう。

　だけど──少なくとも、興きよう味みは深まった。

　ひとりじゃない、そう言い聞かせられるということはつまり、この青い髪の少年と自分とは同じだということだ。いつも周まわりに人がいて、楽しそうにはしゃいでいて、不ふ機き嫌げんそうな顔に笑みを浮かばせる少年──ロイド。彼を羨うらやましくは思わなかったが、理解したいと願った。

　だから笑え顔がおの練習をした。表情というものが最初から備そなわっていなかったとしか考えられないほどに無む機き質しつな自分が、どうすればあいつと同じ表情を作れるのかを試ためし続つづけた。

　もし自分があいつの言うようにひとりでないなら。

　あいつと自分が同じ存そん在ざいならば、自分もあの笑顔を作ることは可か能のうなのではないか。

　それを証しよう明めいしたかった。最初は自分とあいつが同じ訳わけがないという嫉しつ妬とから。次に自分とあいつが同じであって欲しいという願望から。そして最後に──自分とあいつとはやはり違ちがうのだという諦てい観かんと、ならばどうすればあいつの隣となりに並ぶことができるのだろうかという思し考こうの混じった、執しゆう念ねんにも似た不ぶ器き用ような情動で。

　そして。

　ようやく、ぎこちないながらも笑顔と判はん別べつできるような皺しわを唇くちびるの端はしに作れるようになった頃ころ。

　あいつは、いなくなってしまった。

　だからカロマイン＝セクの笑顔は、どこかで演えん技ぎしているような、歪いびつで作さく為い的てきなもののまま成長を遂とげずに、今に至いたる。




　静かな夜だった。

　覚おぼえているのは、突然鳴なったけたたましい警けい報ほうと、金きん属ぞくの扉とびら越ごしにも聞こえる騒さわがしい気け配はいだ。丁ちよう度ど十年前──自分がここに来てから四年ほど経たった頃。

　十一歳で、確か冬ではなかったかと思う。

　警報を訝いぶかしみ、扉を開けた。びいびいと喧やかましいそれを止めさせたかった。幾いく人にんかの純じゆん血けつ局きよく員いんが廊ろう下かを走っていくのが見えて、そいつらも視し界かいから消してやろうかと眼を細めた。

　だけどそんな衝しよう動どうは、担たん架かを運ぶ数体の人間を見た瞬しゆん間かん、消しよう失しつする。

「道を開けろ！」叫びながら廊下を走っていくその姿すがたは、酷ひどく焦あせっている。徐じよ々じよにこちらへと近付いてくるが、担架に乗せられた当の本人の姿が見えない。

　無む意い識しきに、一歩を踏ふみ出だして行く手を遮さえぎった。

「何をしてる！」邪じや魔まだ、そう続けかけた局員が、カロマインの顔を見て言葉を止めた。

　真っ白な髪。血の色を透すかした瞳ひとみ。十一歳の子供とは思えないほどに無機質な顔。自分と話をしたことがあるのはあいつと、当時からやけに世せ話わ焼やきだったレイン＝リィンくらいのもので、だから局きよく員いんはまるで化け物に命令してしまったとでも言うように時間を硬こう直ちよくさせる。

「カロマイン……セク、……怪け我が人にんだ。道を開けてくれ」

　ややあって、担たん架かのもう片かた端はしを持った男が、恐おそる恐おそるそう告つげた。

　だけどカロマインは動かなかった。まだ羽う化かすらしていない稀き存ぞん種しゆに──怪我の治なおりが早いだけの子供に対して恐きよう怖ふを覚おぼえるような大人に遠えん慮りよするような謂いわれはない。道を塞ふさいだまま、乗せられた怪我人とやらを見み遣やる。

　純じゆん血けつで、女だった。

　身体の部品が幾いくつか欠けつ如じよしていた。右腕と左足がどこにもない。傷口はまるで鋭えい利りな刃は物もので切せつ断だんされたかのように綺き麗れいだった。骨も神しん経けいも血けつ管かんも脂し肪ぼうも筋きん肉にくも、どんな素そ材ざいも区別なく、根こそぎ削けずり取とられている。

　腕と足だけではない。腹ふく部ぶの一部と、それから左乳ち房ぶさ。覗のぞいた腸が腹ふく圧あつに負けて飛び出ようとしている。ひとりがそれを必ひつ死しで押おさえているがもはや限げん界かいだろう。削られた左の胸は内臓が露ろ出しゆつしていた。桃もも色いろの心臓の一部がどくどくと速い鼓こ動どうを打っているのが、表面の一部を削り取られた胸きよう骨こつの隙すき間まから見える。その脈みやく動どうに合わせて傷のあちこちから血が噴ふき出だし、担架から溢あふれて床へと垂たれ始はじめていた。

　そして浅く呼吸を繰くり返かえす女の表情は、酷ひどい、青──。

　誰だれの仕し業わざかはすぐにわかった。

　わかった途と端たん、カロマインの口からは自然と声が洩もれる。

「もう、助からない」

　そこにいた全員が、今まで以上に硬直した。

　助からなくて当たり前だと思った。あいつだ。あいつが殺やった。それなら助かる訳わけがない。

　カロマインは女に向かって歩み寄る。苦しそうにしていた。もはや意い識しきなど消えかかっているだろう。状じよう況きようすら呑のみ込こめていないに違ちがいない。死まで続く苦く痛つうの中、もはや瞼まぶたさえ閉じて、その魂たましいは解かい放ほうされたがっている。

　──そんな思いをふと抱いだき。

　呆あつ気けに取られている局員を無む視しして、カロマインは言った。

「楽にしてあげよう」

　骨の隙すき間ま、垣かい間ま見みえる心臓へと、小さな手を突っ込む。

　握にぎって尚なおも余あまる大きさをした肉の部品を、思い切り五ご指しで抉えぐった。

　絶ぜつ叫きよう。痙けい攣れん。脈みやく動どう。噴ふん出しゆつ。そして、収しゆう束そく。

　女はあっという間に、白目を剥むいて動かなくなる。

「……な、にを」運ぶべき対たい象しようを失って、局員たちが自じ失しつする。

　だけどそれには構かまわない。興きよう味みもない。

　ただ、昂こう揚ようしていた。

　カロマインは血に濡ぬれた自身の右手を女の死体から引き抜くと、踵きびすを返し自室へと戻って、扉とびらを閉めて寝しん台だいに座り込んだ。

　呆ぼう然ぜんとする彼らを一いつ顧こだにせず、たった今手に掛けた死体を一いち瞥べつすらせず。

　頭にあったのはただ、あいつのことだった。

　動き回るのはよくない。却かえって行いき違ちがいになる。だから待っていようと思った。

　状じよう況きようはよくわかった。あいつが叛はん旗きを翻ひるがえしたのだ。どういう理由でどういう意味があるのかは釈しやく然ぜんとしない。あいつはここの生活をそれなりに気に入っていたはずだ。寝台に座ったまま、何があったのだろうと少しだけ考える。だけどすぐにどうでもよくなった。

　あいつがこの楽園エデンを裏うら切ぎったのならば。人間全部を見限ったのならば。

　あいつに残された選せん択たく肢しはひとつしかない──。

　だから、カロマインは待った。

　警けい報ほうはずっと鳴なり続つづけていたから、眠ってしまうこともなかった。

　夜は更ふけていく。金きん属ぞくで囲まれたこの塔とうの中では昼と夜の区別などないが、それでも夜は深しん々しんと、どこまでも更けていく。

　だから十一歳のカロマイン＝セクは、いつまでも待って、

　そのまま、十年が過ぎ──。




　暗くら闇やみの中で、十年後のカロマインはゆっくりと瞼まぶたを開く。

　時計を見れば朝の八時をようやく回ったところだ。時間の概がい念ねんに意味はないが、それでも基き準じゆんにしていれば待つことはできる。

　夜が、明けた。

　長かった。眠っていた訳わけではない。ただ夢を見ていただけだ。意い識しきが間かん断だんした覚おぼえはないし、時間はあの日からずっと連続している。

　カロマインは冷れい静せいな激情の中で朝を迎える。

　ルナ＝イルがエデンを去ってから三日目。具ぐ体たい的てきな日時は尋きかなかったが、それでももう三日が経たっていて、そろそろのような気がする。

　今日辺あたりだろうか。

　思っていたよりも落ち着いていた。だけど思っていたよりもずっと嬉うれしかった。

　唇くちびるの端はしから笑えみが零こぼれる。それはあいつの真ま似ねをしていて身に付いた不自然で造りもののような唇の断だん裂れつではなく、もっと自然で、心の底から出た、本物の笑みだ。

　どうしようもなく残ざん酷こくで、酷こく薄はくで、まるで世界すべてを見み下くだしているかのような、そんな。

　──あいつがずっとここにいれば、この笑え顔がおももう少し違ちがったものになったのだろうか。

　あの夜が、あの時に明けていたら──。

　そんなことを少しだけ考え、無む駄だな思し考こうだとすぐさま破は棄きする。

　夜はさっき、明けた。

　だから、もうすぐだ。

　もうすぐ、あいつは死ぬ。

　殺すのは、自分だ。
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　朝。エンダ＝カーラはいつものように、エロイーズの声で眼を醒さます。

「お茶が入りました」

　感情の消きえ失うせた希き薄はくな音ね色いろは、か細いからこそ洞どう窟くつの岩いわ肌はだに反はん響きようしてよく聞こえた。それがスイッチとなって、沈しずんでいた意識はあっという間に浮ふ上じよう。覚かく醒せいと睡すい眠みんの中間は存そん在ざいしない。眠りに入る時も同様で、脳は刹せつ那なで活動の休きゆう眠みんを開始する。

　睡眠は、第三稀き存ぞん種しゆ──『完全単体』たるエンダにとって、自分自身がどこまでもデジタルに作られた存在であるという事実を認にん識しきするものでしかない。

　瞼まぶたを開き、半身を起こす。心ここ地ちよさも鬱うつ陶とうしさも閾いき値ち以下のものだった。感動やストレスといったシナプス活動は精神の疲ひ弊へいを助じよ長ちようする。それは永遠に近い寿じゆ命みようにとっては弊へい害がいでしかなく、故ゆえに閾値以上の感情など滅めつ多たに生まれないし、生まれれば即そく座ざにその刺し激げきは遮しや断だんされ長期記き憶おくへと再さい構こう成せい──つまり自じ閉へいされる。

　だからこれといった感かん慨がいもない普ふ段だん通りの朝として、エンダ＝カーラはその日、目め覚ざめた。

「おはようございます」

　エロイーズが頭を下げる。十三歳の少女とは──いや、人間とは思えないほど、無表情に。

「ああ、おはよう、エル。今日は晴れているのかな？」

「天候は曇くもりです。それから罠わなに魚がかかっていました。今から焼きますか？」

「いや、今は必ひつ要ようない。昼にしよう。罠の中で泳がせておくといい」

「そうですか。……お茶は？」

「貰もらおうか」

　まるで台詞せりふを棒ぼう読よみにしているかのような声こわ音ねで、会話を成立させる。

　いつものことだった。この場所を住すみ処かに決めたエンダの元へ、ロイドがエロイーズを連れてきてから九年。当時四歳だった彼女にも最初は感情らしきものがあった記憶があるが、いつの間にかそれは失われてしまった。

　──失われたというより、学習したと表現した方が自然か。

　感情が一定以下しか作さ用ようしない自分と一いつ緒しよにいれば、自おのずと情じよう緒ちよの起き伏ふくは狭せまくなる。幼年期を過ごし第二次性せい徴ちように差し掛かるまでの期間で、彼女は随ずい分ぶんと自分に似てしまった。一年前に初しよ潮ちようがあったが、その時にも平へい然ぜんとして、性器から出血がありましたが病気でしょうか、と尋きいてきた姿すがたを見た時に、エンダは少しだけ後こう悔かいしたが──それも少しだけだ。

　地に足を降おろし、靴くつを履はく。髪型に乱れもなく、新しん陳ちん代たい謝しやのない皮ひ膚ふには垢あかが浮くこともない。埃ほこりを落とすための水みず浴あびは昨夜済ませていた。

　何の変へん哲てつもない朝だ。生まれてから二百四十三年間、ずっと繰くり返かえしてきた朝──。

　だが、それが今日で終わりということをエンダは知っていた。

「ロイドは……何時頃ごろ、攻せめ込こむのかな」思い立ってエロイーズに尋たずねる。

　彼女は少しだけ目を伏ふせ、それから記憶を反はん芻すうするかのように言った。

「正確な時じ刻こくは聞いていません。ただ、早ければ昼過ぎ辺あたりと」

「それならば、ロイドが負けるのは……日が沈しずむ前だろうな。然さ程ほどに時間はかかるまい」

「判はん断だんし兼かねます」

　それもそうか、とエンダは思う。エロイーズの持つ情報はエンダが持つそれと大差ない。ただ、エンダにとって興きよう味みのない情報も彼女が記き憶おくしているというだけだった。

　ともあれ──。

「今日で最後か」何の感かん慨がいも込めずに、エンダは呟つぶやいた。

　ロイド＝オドがエデンに対して仕し掛かけるのが今日、この日のはずだった。

　だとしたら彼が死ぬのも今日で、その働き如い何かんによっては、エデンは計画を前まえ倒だおしして実行へと移すだろう。第七稀き存ぞん種しゆの特とく異い粒りゆう体たいを使用した星そのものの再さい構こう築ちく。その一いつ環かんとして組み込まれる、全稀存種の吸収──エンダがずっと待ち望んでいた、自己の消しよう滅めつがそこにある。

　これでようやく消えられる、後悔はなかったし、恐きよう怖ふもない。

　感情はまったく動かない。僅わずかな安あん堵どを覚おぼえるだけだ。

　元々何かを為なしていた訳わけでもないから、やり残したこともなかった。エロイーズのことは多少気になっていたが、その執しゆう着ちやくも自じ閉へいにはほど遠かった。仮かりに思いが強かったとしても、そもそも自閉が起こるほどの感情はその時点で処しよ理りされる。

　何をするにしてもこれが最後になる──そんな考えがふと頭に浮かんだが、その思し考こうに対する感情も大きくは動かない。悲しみも怒いかりも喜びも苦しみも何もかも、ただそこに在あるだけで、エンダ自身には影えい響きようを与えない。

　永遠に生きるためだけに、最初からそのように造られていた。

　エンダの生に大それた過去はない。不安や期き待たいに充みちた未来もない。二百四十三年間という長い間、絶ぜつ望ぼうすることもなく希望を持つこともなく、ただ平へい坦たんな現在を、何もなく、まるで時計のようにぐるぐると廻まわしているだけだ。

　故ゆえに──太陽。

　思って、その名付け親のことに少しだけ感心したが、それも些さ事じだった。

「昼を最後の食事にしますか？」エロイーズが、いつもと変わらない調ちよう子しで問うてくる。

　最後の晩ばん餐さん。それは人間にとっては酷ひどく重要な儀ぎ式しきなのだという知ち識しきはあったが、エンダにとってはどうでもいいことだった。

「別段食事を摂とる理由もない。君が空くう腹ふくを覚おぼえたらで構かまわないよ、エル」だから等閑なおざりに答え、

「そうだな……最後にもう一度水みず浴あびくらいはしておこうか。それも悪くない」

　思ってもいない言葉を思い付きで発し、思いもよらないその言葉にほんの少しだけ笑った。
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　白しらんできた空と立たち籠こめてきた雲に気付いたのは、吹き抜ける風が金きん属ぞく臭しゆうを強めてきたからだった。もはや眼と鼻の先にまで近付いた塔とうは、大おお仰ぎように伸びる索さく敵てき灯とうの光で周しゆう囲いの光景を圧あつ倒とうしている。その光が薄うつすらと消えかかり、枝を消しよう失しつした大たい樹じゆは、ゆっくりと、地に突つき刺ささる柱へと変へん貌ぼうを遂とげていく。

　それでようやく、シオンとルナは、夜が明け始めているのを知った。

　あとどれほどだろう。数時間も歩けば辿たどり着つくのは間ま違ちがいない。日が昇のぼろうとしている方ほう角がくから見て、ここはバベルの西方に位置しているようだった。

　エデンを出た時──『揺ゆり籠かご』で飛ばされた先は、バベルの南東だった。切り立った山をひとつ越えなければ塔のある盆ぼん地ちに入ることができず、そのために随ずい分ぶん、迂う回かいを余よ儀ぎなくされた。直線距きよ離りならば一日もあれば辿り着くはずだった道どう程ていは、結けつ果か、回り道と山越えから、その三倍の時間を要ようしたことになる。

　客きやつ観かん的てきに見れば驚きよう異い的てきな速そく度どだったが、ふたりともそれには気付いていない。

　ただ時間が惜おしい。予定では、今日──この日、それは起きるはずだった。

　昼間に睡すい眠みんをとってから歩き通しで、殆ほとんど休きゆう息そくさえしていない。体力が限げん界かいに達している訳わけではないが、それでも身体には疲ひ労ろうが蓄ちく積せきされている。

「……どうする？」前を歩いていたルナが、少しだけ歩ほを緩ゆるめて、背はい後ごのシオンへ問とうた。

「あいつがどういうふうに仕し掛かけるのかはわからない。けど……少なくともそれを待たないと、僕らだけじゃどうしようもない」

　わかってる、とシオンは気け配はいだけで首しゆ肯こうする。だけど焦しよう燥そうは募つのる。自分たちだけではどうにもならない──そのもどかしさが呼吸を乱した。

「不ふ可か視し境きよう界かい線せんもある」上空に浮かぶ有ゆう機き衛星が、塔へ近付く存そん在ざいを侵しん入にゆう者しやとして定てい義ぎする距離的な境は半径一キロ。それ以内に近付けば防ぼう衛えいシステムの攻こう撃げきが待っている。

　ふたりはエデンを抜け出した身であり、間ま違ちがいなく背はい反はん者しやとして認にん識しきされているだろう。油ゆ断だんはできなかった。

「様よう子すを見よう」逸はやるシオンを制せいするように、ルナが言った。

「ロイドが何かの手を打ってバベルに近付けるようになったとしても……障しよう害がいは多いよ。でも、あいつの起こす騒そう動どうに紛まぎれるしか手はないと思う」

　三日前から──エデンを離はなれてからずっと、彼なりに考えていたのだろう。

　敵てきは大きい。ふたりが今まで戦ったきたように、ケモノを殺せばそれで終われるものではない。何が敵なのか、誰だれが敵なのか、それすらもわからない戦いだ。或あるいは──敵がいるのかも、戦いになるのかも、何もわからない。

「……ルナ」だから。

　だからシオンは、彼の名を呼んだ。

「少し休みましょう。夕方くらいまでは待ってもいいと思う」

　目を伏ふせて、唇くちびるを咬かみながら提てい案あんするシオンに、ルナは笑う。

「そうだな。動きがあるまで……なくても、疲つかれは取っておかないと。どっちみち、これから先、何があるかわからない」

　そうね、と肯こう定ていして、シオンはゆっくりと岩いわ肌はだに腰こしを降おろした。

　越えてしまった丘は、岩だらけの坂を降りて数十メートルも歩けば砂地も同じとなる。そこから更さらに先へ進めば、砂地は湿しつ気けを纏まとい徐じよ々じよに土へと変化する。地面が土になれば、そこはもうバベルの境きよう界かい線せん内ないだった。

　ゆっくりと──ふたりで腰掛ける。

　別々の場所に、だけどすぐ近くに、並んで座る。

　少年が見上げるのは高い塔とう。

　少女が見下ろすのは行く先。

「シオン」天へと伸びる威い容ようを傍ぼう観かんしながら、ルナが静かに言う。

「なに？」進むべき道を凝ぎよう視ししながら、シオンは表情のない声で応こたえる。

　重ねた掌てのひらは温あたたかく、絡からめた指は柔やわらかい。

　互たがいが別の方向を向きながら、それでも同じ場所に居いて。

　肩も触ふれないその距きよ離りが、たまらなく愛いとおしかった。
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　正確な時刻は十四時十六分だった。

　だけどそんな数字はもはや関係ない。最大千二百キロの距きよ離りを一いつ瞬しゆんにして埋うめられる、機械都市『ノア』の相そう転てん移い式しき輸ゆ送そう機き関かんは、バベルに備そなえ付つけられたそれよりも大量かつ大質量の物質を転送することができる。十年前の同どう僚りようであり、ロイドを『羽う化か』させた女──シビル＝ベスの血けつ縁えんを惨ざん殺さつしていく過か程ていで偶ぐう然ぜんに見付けたこの都市の設せつ備びは、皮ひ肉にくなことにロイドの憎にくしみのすべてを都つ合ごうよく、順じゆん当とうに加か速そくしてくれたと言えた。

　八年も前。有力者のひとりであるリッチー＝タイラーを殺し、その娘であるミュリエルとエロイーズを手しゆ中ちゆうに収めた時、茫ぼう漠ばくとしていた殺さつ意いは具ぐ体たい的てきなものへと変わった。

　その三年後。都市周しゆう囲いを調べ回っていたロイドが見付けたのは第七稀き存ぞん種しゆの成なれの果はてである『彼女』で、その存そん在ざいが明らかになった瞬しゆん間かん、具体的な殺意は理り想そう的てきな計画へと変へん貌ぼうする。

　それから五年──。

　当て馬となる組織フルブルーを作り、数を揃そろえ、先代の第七稀存種に残された特とく異い粒りゆう体たいの残ざん骸がいを解かい析せきして『繭まゆ』を作成し、準じゆん備びが整ととのい宣せん戦せん布ふ告こくを為なし、半年。

　今やロイド＝オドの目もく前ぜんには、総そう勢ぜいで三百五十人近い駒こまが規則正しい列を作って、熱意の籠こもった七百の瞳ひとみでこっちを見ていた。

　広い、とても広い部へ屋やだった。

　円形の空間だ。天てん井じようは透とう過か性せい金きん属ぞく板ばんで、曇くもり空ぞらが鈍にぶい光を注そそいでいる。緊きん迫ぱくした空気は昂こう揚ように満ち、大人数の作り出す静せい寂じやくが異い様ような気け配はいを発している。バベルとは真しん逆ぎやくに構こう築ちくされた円えん盤ばん型がた都市であるノアの、中心点部分──『庭』と呼ばれる場所に、彼らは待たい機きしていた。

　対してロイドは、その隣となりにある小こ部べ屋やで、ひとり立っている。こちらには天井もなければ窓もない。ただ目の前には、こちらの姿すがたを捕ほ捉そくする映えい像ぞう投とう影えい用よう水すい晶しよう体たいと、『庭』の様よう子すを映し出す電でん映えい金属板、それから音声を『庭』に通知するための通信器のみがある。

　ロイドは瞼まぶたを閉じた。そして、機器類のスイッチを入れ。

　自らの姿を『庭』にある巨大な電映金属板へと投影する。

　途と端たん、温度の高いどよめきと歓かん声せいが部屋まで聞こえた。

　だからロイドは──組織を作り始めてから五年間、装よそおってきた顔で右腕を挙あげる。

「──諸しよ君くん」
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　三百五十人の嬌きよう声せいが止まった。

「今日、『ノア』規き定てい時刻十五時を以もつて、作戦行動を開始するのは周しゆう知ちの通りだ」

　そして今度は、息を呑のむ音が一いつ斉せいに聞こえる。

「その前に──『フルブルー』の基本理り念ねんを提てい唱しようした最初のひとりとして、個人的な話をさせてもらうことを許ゆるして欲しい。聞いてもらえないか」

　まばらに始まり、だけど津つ波なみのように一いつ瞬しゆんで拍はく手しゆが広がり、空間が震ふるえた。

　彼らは皆純じゆん血けつの人間だが、年齢も性別も職しよく業ぎようも、出身地さえ一定していない。そんな人間たちが、どこまでも統とう制せいの取れた、共産的な集団と化している。

「先日、悲しい出で来き事ごとがあった」

　言いながら──とてつもなく醜みにくくて、反へ吐どが出る思いがした。

　この集団を自分自身が作り上げたという事実は、まさに皮ひ肉にくだ。

　人間にとっても、また自分にとっても。

「諸しよ君くんもよく知っている、私の妻であるミュリエル＝タイラーが、変タ異イ種カによって殺された。殺したのは──エデンと名乗る彼かの集団だ」ロイドは在あり合あわせの嘘うそを吐つく。

　驚きよう愕がくのどよめき。同情の叫び。さながら一瞬で、その場は葬そう送そうの忌き憚たんに包まれる。

「私は……諸君の悲しみを、怒いかりを、憎にくしみを、共通の痛いたみとして実感した」

　あちこちを掻かき集あつめれば変へん異い種しゆに怨うらみを持つ人間は山ほどいる。変異種を弾だん圧あつして差別して睥へい睨げいして生きてきた彼らとその家族は、当然の帰き結けつとして変異種から復ふく讐しゆうを受ける。ここにいるのは皆、そういう類たぐいの境きよう遇ぐうを持った者たちだった。

　三百五十人という頭数はそうやって選せん抜ばつした。個々人の暴ぼう力りよく的てきな意味での強さや身体的な能のう力りよくはまるで無む視しし、ただ執しゆう念ねんと激情と狂きよう気きで以もつて突き進むような輩やからだけに声を掛けた──大たい層そうな主義による小こ理り屈くつを捏こねるような構こう成せい員いんには初めから話すらしていない。

　彼らにとってみれば謂いわれのない復ふく讐しゆうだっただろう。二百年前に現れ、その後二百年を経へて家か畜ちくや動物と同どう義ぎとなった畸き形けいたちから家族を殺されたのだ。

　故ゆえに『数』としてよく働く。

　畸形を恐きよう怖ふする心しん理りは人間ならば──同じ変へん異い種しゆ同士でさえ──誰だれもが持っている。今や純血種よりも大多数を占しめる血は、自みずからの子し孫そんに畸形児が生まれる可か能のう性せいを示し唆さし、同時にすぐ間ま近ぢかにあるおぞましさを助じよ長ちようする。下地は二百年前から、ことによればそれよりも更さらに以前、人間が人間として存そん在ざいしていた遥はるかな昔から存在していた。変異種という形でなくても、どの時代にも畸形はいただろう。

　それに対する本ほん能のう的てきな嫌けん悪おに『怨うらみ』という個人的な感かん傷しようを混ぜればそれでよかった。

「思い出して欲しい。諸しよ君くんが受けた謂れない痛いたみを。家族を、友人を、恋人を、息子を、娘を、父を、母を、自分自身を、何もかもを、一いつ瞬しゆんで奪うばい去さられる痛みを」

　啜すすり泣なく声があちこちでする。歯は咬がみする音が方々で鳴なる。悲ひ劇げきの主人公となった自分への酩めい酊ていは容た易やすい。知ち能のうや理り性せいはあっても、感情がそれを阻そ害がいする。

「復讐は復讐を呼ぶ。それは真しん理りだ。だが復讐は何も生まないなどと誰が言った？　確かに復讐それ自体からは何も生まれない。更さらなる復讐を呼ぶだけだ……しかし！」

　ロイドはその様よう子すを冷れい静せいに見ながら、演えん技ぎとしての絶ぜつ叫きようと虚きよ偽ぎとしての激情を吐と露ろする。

「たかだか二百年前にこの世界に現れ、たかだか二百年の間に跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こし我らの血を侵しん略りやくしていった輩やからだ！　そもそも最初に我らが家族を、先せん祖ぞを、強ごう姦かんという卑ひ劣れつな手しゆ段だんで汚お辱じよくし貶おとしめたのは奴やつらではないか!?　少なくとも我らの魂たましいは、死んでいった彼らの魂は、安あん息そくな眠りを得うるべき死者の想おもいは、我らが泣き寝入りしていては先に進めない！」

　言いながら、よくこんな心にもない言葉が次々に出てくるものだと思う。

　すべて欺ぎ瞞まんだ。すべて虚偽だ。すべて空くう論ろんだ。そしてすべてが白しら々じらしい。

　こんな気の違ちがった演えん説ぜつに胸を躍おどらせるような輩は、全員が惨むごたらしく死んでしまえばいいとさえ考えているのに──。

「我らの未来は復讐を果はたした時から始まる！　中には復讐のみに身を捧ささげ、それを成なし遂とげた後の未来など死者への冒ぼう涜とくだと考える者もいるだろう。それはそれで構かまわない。私とて妻を失った今、もはや望むものなどどこにもありはしないと思う」

　言葉は止まらない。

　それはロイドの諧かい謔ぎやくだった。

　少年の頃ころ、好きな人を失い、それを為なした自らを呪のろい、母親のような存在に裏うら切ぎられ、それもまたこの手で殺し、自分が何をしたかったのかさえもわからなくなってしまった自分に向けて捧げている言いい訳わけだった。人間が自分という存在を造りさえしなければ──その逆さか恨うらみは故ゆえに、最初に奪うばったものには堂どう々どうと復讐してもいい、という理り屈くつとなって演説に現れている。

　そしてそれすらも、心のどこかでは気付いていた。

　だけど止まらない。

「だが……私は生きようと思う。周まわりを見て欲しい。今何人の友人がこの場にいる？　何人の同どう志しがこの場で泣いている？　諸しよ君くんを放っておいての死という選せん択たくなど私は考えたくはないし、それは君たちも同どう様ようだと確信している。私は……君たちを誇ほこりに、そして大事に思う」

　この場にいる三百五十人。それはバベルを包ほう囲いするためだけに揃そろえられた人材だ。ロイド自身が塔とうへ侵しん入にゆうする際さいに最大の障しよう害がいとなる防ぼう衛えいシステムを攪かく乱らんさせるためだけの人ひと柱ばしらだ。

　彼らが殺されるのに紛まぎれて、ロイドは塔へ行く。それだけの存そん在ざいだった。

　故ゆえに、すべての言葉はロイドの中で冷めていき、あとにはただ暗い情じよう念ねんだけが残る。

「私の同志たちは同じ傷を抱かかえて既すでに友人となり、今や戦友となった。……敵てきは、復ふく讐しゆうすべき敵は楽園エデンを名乗る畸き形けいの巣すだ。まずは奴やつらを駆く逐ちくしなければ、君らの安あん寧ねいは、死者の安あん眠みんは絶ぜつ対たいにあり得えない！　戦友たちよ、私の盾たてとなり剣となって欲しい。私は諸君の剣となり盾となろう。仇あだ討うちという名の古傷を癒いやし、勝利という名の絆きずなを結ぼう。その時……汚けがれた楽園を打うち倒たおした時こそ、その絆が、我らの理り想そうの世界を築きずくための礎いしずえとなる！」

　脳のう裏りに浮かぶのは、怨うらみの籠こもったシビルの顔と、そして首に残る感かん触しよく。

　私にはもうこの子がいるといって自分を拒きよ絶ぜつしたルナの目と、そして掌てのひらに残る感触。




　──自分は何をしているのだろう、ふとそんな疑問が頭を掠かすめた。

　だけどそんなものは、十年も前からずっと繰くり返かえしている。

　あの時──五日前、ルナの息子に左腕を破は壊かいされたあの日。

　彼がもし、尚なおも戦い続けると主しゆ張ちようし、自分に止とどめを刺さそうとしたら。

　殺してやると、母の仇かたきだと吐き捨てて憎にくしみの視し線せんで向かってきたら。

　果はたして自分は抵てい抗こうできただろうか、そう思った。

　もしかして自分の死に場所はあそこで充じゆう分ぶんだったのではないか、と。




　だけど、それでも。

「さあ、諸君！」

　ロイド＝オドは、もう、止まれない。
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　それと、ほぼ同時刻。

　機械都市ノアから七百キロほど南方に下った場所にある塔、バベル。

　その第十三階かい層そう、エデン。

　機き能のうをほぼ休きゆう眠みんさせ、エネルギーと人的労力の殆ほとんどを、終日『伽が藍らん』作成に向けて消しよう費ひさせている楽園は、今や物々しい喧けん噪そうに包まれていた。

「……面おも白しろくなってきたね」あくせくと働く作さ業ぎよう員いんたちを監かん督とくしながら、エデン経営部部長、トマズ＝ハニヴァーはひとりごちる。

　状じよう況きようは複雑になっていた。

　ロイド＝オドが仮かりに人的な物量で攻せめてきた場合に対抗する手しゆ段だんとなる『兵器』──変へん異い種しゆであるウェポンの約半数は、離り反はんにも等しい立場で沈ちん黙もくを保っている。隔かく壁へきで封ふう鎖さし物理的に閉じ込めているからいざという時にエデンの障しよう害がいとなる可か能のう性せいは低かったが、それは決して、無む視ししてもいい可能性ではなかった。

　彼らの中にある第二稀き存ぞん種しゆカロマイン＝セクの存そん在ざいが事情をややこしいものにしてもいる。

　だが、これはカロマイン自身の理由によるものだ。ロイド＝オドが攻めてきた、そうなった場合に彼が傍ぼう観かんを決め込むというのは考かんがえ難にくい。まず間ま違ちがいなく自みずから外に出ようとするだろう。その後のことはともかく、外へ出るという行動自体に狂くるいはない。

　エデンの持つ最大戦力は三つ。

　カロマイン＝セク、フィオナ＝レスファ、イユ＝イエール。三人の稀存種たちだ。

　だが、それらにはどうにも不確定な要よう素そが付きまとう。

　カロマインについては、隔壁を破は壊かいする可能性と、ロイドの邪じや魔まをするという可能性、相あい反はんするふたつのものを持っている。また、現在状況を静せい観かんしているともとれるフィオナがどう出るか、彼女が何を考えているのかは見当も付かない。狂くるったイユに至いたっては言わずもがなだ。

　つまり──エデンの最大戦力たちは意い思しを持った『兵器ウエポン』であるが故ゆえ、必かならずしもエデンにとって益えきとなる訳わけではないということ。

　対して、いつ如い何かなる時にも益となるのはバベル備そなえ付つけの防ぼう衛えいシステムだった。『伽藍』調整のためにエネルギーを割さいているとは言え、ロイド＝オドが攻め込むなどという緊きん急きゆう事じ態たいともなれば機能を一時解かい放ほうする必ひつ要ようがある。そうなった時、ロイドに勝ち目はない。

　故にロイドにとって唯ゆい一いつの勝しよう機きは、物量で以もつて攻こう撃げきを仕し掛かけてくる以外にはない。寧むしろそのための『フルブルー』と考えた方が自然だろう。

　つまり──多方向からの同時侵しん入にゆうによってバベルの防衛システムを一時混こん乱らんさせ、その隙すきを突いて侵入するというやり方だ。恐おそらくは『ノア』の有ゆう機き衛星を使い、こちらの有機衛星への攻撃も同時に行ってくるだろう。それによって有機衛星の死し角かくを作り、隙間を大きくすれば勝しよう率りつは飛ひ躍やく的てきに跳はね上あがる。侵入すら考えられた。

　また、わからないのは、三日前にエデンを出た第四稀存種──ルナ＝イルだ。

　そしてそれは、最大の不確定要よう素そとも言える。彼がロイド＝オドと合流しているのか、または単独で行動を起こそうとしているのか、或あるいはエデンのことなど忘れて束つかの間まの日にち常じようで残りの生を消費しようとしているのか、それがわからない。ロイドから『計画』についての一部始し終じゆうを聞いているならエデンの目もく論ろ見みを邪じや魔ましようとするのが自然だが、最後の可か能のう性せいもない訳わけではない。逆ぎやくにエデンにとって最大の脅きよう威いとなるのは、ロイド＝オドとルナ＝イルが協力してこちらに攻こう撃げきを仕し掛かける場合だろう。

　エデンにとっての最悪の可能性を考えてみる。

　カロマイン＝セク、フィオナ＝レスファ、イユ＝イエールの三人がすべてエデンの敵てきに回るという場合だ。この時エデンは、自らが蒐しゆう集しゆうした稀き存ぞん種しゆ──『混こん乱らん以い前ぜんの兵器』五体を相手に抵てい抗こうしなければならない。外部のみならず内部に巣す食くう彼らが暴あばれ回まわったとしたら、人間にはまったく勝ち目がないだろう。

　だが、それもエデンには致ち命めい的てきでない。

　本当に最悪の場合、『伽が藍らん』の緊きん急きゆう作さ動どう、という手しゆ段だんが残されているからだ。

　確かに未いまだ装そう置ちは不完全で、動どう作さも不安定だ。とは言え作動そのものに関しての問題は殆ほとんどない。つまりその気になれば今すぐにでも第七稀存種を星と同化することはできる。

　装置の作動はエデンの勝利と同どう義ぎだ。バベルどころか星そのものが第七稀存種という完全兵器となるのだから、たとえ同じ稀存種といっても、彼らが相手になるものではない。

　つまり総合すると──未だエデン側がわに分ぶがあるということ。

　可能性を追つい究きゆうしても尚なお、勝ち目のあるエデン。しかしそれは、メインシー＝カウツの主しゆ張ちようする『裏うら切ぎり者もの』がいるかどうか、いたとして何をするかどうかによって決まってくるかもしれない。トマズの主しゆ観かんではそんなものはいる訳がないのだが──年とし増ま女おんなの偏へん執しつに付き合ってみるのも面おも白しろいし、下へ手たに主張して自分が疑われでもすれば困ったことになるから、黙だまっておく。

「さて。作さ業ぎよう完了まで、あと約七十時間ほどか」

　ロイド＝オドが、或あるいはルナ＝イルが攻せめてくるのは間ま違ちがいない。

　そしてそのためには七十時間という猶ゆう予よは大き過ぎる。あと数日中か、或いは今すぐにか、それすらもわからない綱つな渡わたりだ。

　だが、こちらの準じゆん備びは──少なくともトマズの用意はもう整ととのっている。

　その時になれば、躊ちゆう躇ちよも油ゆ断だんも手抜きも見落としもなく、完全無む欠けつな仕事をしてやろう。そのための能のう力りよくは生まれた時から持っているし、そのための環かん境きようはこの地位に立った時から整えてきた。

「本当、楽しみだ」

　トマズは椅い子すに座ったまま目の前にある二十三のモニターを俯ふ瞰かんし、そのひとつひとつに的てき確かくな指し示じをひとつずつ出しながら、それでも余よ裕ゆうの表情でからからと幼い笑えみを浮かべた。
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　いつの間まにかうとうととしていて、だから隣となりで彼の気け配はいが強こわ張ばった時、シオン＝エシュは心臓を鷲わし掴づかみにされたような気分になって即そく座ざに目を開けた。

　機械都市バベルを東に臨のぞむ、小高い丘の中ちゆう腹ふく。

　かろころと坂の上から転ころがり落おちてくる小さな石の破は片へんが、シオンの肩を叩たたく。

　刹せつ那な、少年が立ち上がった。

「……ルナ？」状じよう況きようが掴つかめずに、シオンは振り向きながら彼に呼び掛ける。

　その声には応こたえずに、少年──ルナ＝イルは、視し線せんに敵てき意いを込めて丘の上、僅わずか五メートルほどの距きよ離りに向かって言った。

「何をしに来た……？」

　ルナの言葉が終わる前に、シオンも立ち上がり振り返っている。

「……っ！」

　ルナの気け配はいの変化、その理由に今いま更さらながら気付き、シオンは身み構がまえた。

　──まさか、そんな──。

　唐とう突とつ過すぎた。意味がわからない。機械都市の機き能のうを使って転送されてきたことだけはわかるが、それでもその瞬しゆん間かんに気配さえも感じなかった。

「……何な故ぜ、ここに」シオンの呟つぶやきが、湿しめった風に乗る。

　丘の中腹──つまりは坂の上。

　ふたりを見下ろすように、人ひと影かげがひとつ在あった。

「そんなに驚おどろくなよ」

　そいつは言う。まるで、懐なつかしい相手と再さい会かいしたかのように。

「別に今更お前たちをどうこうしようっていう気もない。そんな余よ裕ゆうもない」

「……ロイド」ルナの口から、そいつの名が洩もれる。

「今更、どうして僕たちの前に現れた!?」

「ただ様よう子すを見に来ただけだ。俺には俺のやることがある。その合あい間まの……そうだな。暇ひま潰つぶし、もしくは別れの言葉みたいなものだ」

　ロイドはしかし、ルナの威い嚇かくを無む視しし、石のひとつに座ったまま、敵意などどこにもない。

「どういう……こと」

「まぁ、ちょっとした親切だ。打だ算さんとも言うけどな」

　ロイド＝オドは。

　どこか人ひと懐なつっこい笑えみで──まるで疲つかれたように、人間のように、笑った。

　失った左腕の服の袖そでが、ひらひらと緩ゆるい風に吹かれている。




「あと三十分ほどだ」ルナもシオンも身み構がまえているのに、現れた時の座り込んだ姿し勢せいをまったく動かそうとはせず、ロイドは静かに呟いた。

　どこか穏おだやかな笑みを浮かべたまま、その気配は信じられないほど凪ないでいた。

「……どういうつもりだ？」だけど油ゆ断だんはできない。

　ルナは心の準じゆん備びをする。いつでも『連れん結けつ』を済ませられるように、身体を落ち着かせた。細さい胞ぼうに擬ぎ態たいした粒りゆう体たいは、近くにいる稀き存ぞん種しゆの粒体起き動どうを感かん知ちして共きよう鳴めい作さ用ようを起こすから、ロイドが仕し掛かけようとすればすぐにわかる。あとは対たい応おうするだけだ。

「いいから黙だまって聞け」しかし。

　ロイドは動かない。動く気け配はいもない。

　第六稀存種である彼の戦い方──静せい止しから最高速そく度どへと瞬しゆん時じに加か速そくすることで眼を晦くらまし、相手の虚きよを突く攻こう撃げきは、一いつ瞬しゆんの油断が命取りになる。そのことはわかっていた。それでも。

「あの時、少しばかり俺の機き嫌げんが悪くてな。全部を教えたくはないと思っていたんだが……気が変わった。それに万ばん全ぜんを期きすならお前たちにも協力してもらった方がいい」

「協力すると思うのか？」ルナは訝いぶかしむ気持ちを抑おさえながら、それでも問うた。

　相手が何を考えているのかがわからない。だったら警けい戒かいしておく必ひつ要ようはある。

「加か勢せいしろと言ってる訳わけじゃない。単にお前たちにあっさり死なれると困こまるだけだ」

「……どういうことだ？」

「考えてもみろよ。俺ひとりがバベルに侵しん入にゆうできたとして、それでどうなる？　真まつ直すぐにキャロル＝ユルングルスのところまで行けるのか？　少なくとも……お前らはともかく、俺はどの稀存種にとっても敵てきだろう。この腕で……片腕で稀存種三人と戦って勝とうなんて、そこまで俺は無む謀ぼうじゃあない」

　ちら、と失くした左腕を見み遣やったロイドはあまりに無む防ぼう備びだった。今の隙すきを突いてルナが『連結』し共鳴作用で動きを止め、飛び掛かったのなら──簡かん単たんに殺せそうな気がした。

　そんなルナの戸と惑まどいを意に介かいしたふうもなく、ロイドは続ける。

「要ようするにお前たちにはバベルに侵入してもらわないと困るんだ。それ以前に殺されたんじゃ、俺の負ふ担たんが増ふえる」

「……虫のいい話だとは自分で思わないのか？」

「お前たちにとって都つ合ごうがよければお前たちはそれでいいのではないか？」

　どんなにルナが敵意を発しても、それに応こたえる敵意はない。初めて会った時や戦った時の、あの心臓を直接握にぎり潰つぶされるような、背骨に酸さんを流し込まれるような、恐きよう怖ふしか引き出さない殺さつ意いを──ロイドのどこからも感じなかった。

「……話して」やがて訝しむルナの横で、シオンが静かに警戒を解といた。

「聞くだけは聞いてみる。その後で判はん断だんするわ」

「……いいのか？」ルナは、決心したような面おも持もちのシオンに問う。

「どのみち……私たちも、この人との戦いなんかに時間も力も割さけないわ」

　シオンの言葉に、ロイドは再ふたたび笑えみ、改めてルナに向かって言った。

「そうだろう？　ちょっとした感かん傷しようだよ、兄弟」

　──そこから感じるのは、本当にただの、感かん傷しようじみた諦てい念ねんのようで。

「……話してみろ」ルナはついに、身み構がまえていた肩の力を抜いた。

　それでも、決して目を離はなさずに。

　ややあって意味ありげな微笑ほほえみを浮かべた後、ロイドは目を伏ふせて、言った。

「これから三十分後……俺はバベルの防ぼう衛えいシステムに揺ゆさぶりをかける。ただし、出入りは自由になる、って五日前にお前たちに言ったと思うが……あれは嘘うそだ」

「……どういうことだ？」ルナは思わず問う。

　完全に信用した訳わけではない。ただ、少なくとも話だけは聞いておこうと思ったからだ。

「本来の意味で好きに出入りできる訳じゃない。いいか？　俺はまず、バベルの四方を人数で包ほう囲いして、同時に進軍させる」

「進軍……？　フルブルーを使って、か？」

「そうだ。だがバベルのシステムはその程てい度どでは崩くずれない。塔とうの頂ちよう上じよう部ぶから発はつ射しやされる光こう火か兵器は広こう範はん囲いを焼やき尽つくすとんでもない代しろ物ものだが、一度に一箇所を焼き払うことしかできないし連続発射も不ふ可か能のうだ。それひとつだけで半径一キロ以内にすべてのケモノを近付けさせない、なんてことはできない。……故ゆえにその補ほ佐さとして有ゆう機き衛星たちによる攻こう撃げきがある。それらがバベルの一キロほど上空に常つねに待たい機きしていて、物理的な質量落らつ下かによる単純攻撃を行う」

「……単純攻撃？」

「人間ひとりと同じくらいの大きさをした針が落ちてくると思え。似たようなものだ」

「だったら……」

「そうだ」ルナの反はん応のうに、ロイドは頷うなずく。

「それだけならお前が崩ほう壊かい器き官かんを展てん開かいすることでどうにか対たい処しよ可か能のうだ。ケモノならばともかく、戦せん闘とう態たい勢せいに入った稀き存ぞん種しゆを殺せるような機き能のうは有機衛星にはない。それに『ノア』の有機衛星も同時に攻撃を仕し掛かける手て筈はずだ。……無む論ろん油ゆ断だんすれば貫つらぬかれる。頭ず上じようには注意しておけ」

「問題は、その……光火兵器？」

「そちらは……有機衛星の攻撃もだが……取とり敢あえずは囮おとりが引き受ける」

「囮、ってのは……」ルナはその言葉に、まさか、と思う。

「そうだ。……フルブルー三百五十人。まずは先行させる。光火兵器がそいつらに使われれば万ばん々ばん歳ざいだが……上う手まくいくかはまぁ、五分五分だな」

　ロイドは不ふ敵てきに、しかし自じ嘲ちよう気ぎ味みに唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

「何だ、今いま更さら？　俺がそもそも何をしようとしているのかを知らん訳じゃないだろう？」

　つまり、バベルを包囲し、進軍するフルブルーの面々を、わざと攻撃させる──。

「お前……！」ルナは思わず声をあげる。しかしそれは、そこで止まった。

　──そんな感情は、ただの欺ぎ瞞まんだ。

　純じゆん血けつ種しゆに生き延びて欲しいのならばこの身を捧ささげればいい。第七稀存種を星と同化させることで世界の再さい生せいが実じつ際さいに上う手まくいくかどうかはわからないが、少なくともエデンの目もく論ろ見みはケモノも変へん異い種しゆもいない世界を作ることだ。他人の幸せを願うならば、無ぶ事じを思うならば、そもそも稀き存ぞん種しゆである自分は喜んで供く犠ぎになるべきだろう。それが厭いやだからこそ、ルナはここにいる。シオンと離はなれたくないから。シオンを失いたくないから。

　何を犠ぎ牲せいにしても、生きていたいから──。

「そうだろう？」そんなルナを見み透すかしたように、ロイドは青い髪を掻かき上あげる。

「生き残りたいなら肚はらを括くくれ。あの莫ば迦かどもが意い気き揚よう々ようと進軍し無ぶ様ざまな悲ひ鳴めいをあげながら蒸じよう発はつし焼け死んで苦しみ悶もだえるのを利用して前に進め」

　ルナは返事をせずに、ただ隣となりにいるシオンの手を握にぎった。

　彼女は握り返してきた。

　──それで充じゆう分ぶんだった。

　迷まよいを無む理り矢や理りに追い出し、ルナはロイドを見み遣やる。

「わかった。使わせてもらう」

「それが最善だな」

　ロイドは応こたえた。まるでルナを後押しするかのように。

　そして──続ける。

「だが、これも完全ではない。向こうがこっちの思おも惑わくを踏ふんで、俺たちに光こう火か兵器の狙ねらいを付けてきたら終わりだ。少なくとも俺とお前、ふたりの稀存種についてはエデンも警けい戒かいしている。何を措おいても俺たちの殲せん滅めつを最さい優ゆう先せんに……ということになれば、エデンは容よう赦しやなくやるだろうな。無む論ろんノアも監かん視し用ようの有ゆう機き衛星を中心に破は壊かいを行うが、完全じゃない」

　声は淀よどみない。殺さつ意いはまったくない。

「故ゆえに、もうひとつ目立つ敵てきを作れば、対たい象しようは四つになる。発はつ射しやから再さい充じゆう填てんまでの時間は出力最大で二十分、最小で三分。三分あれば一キロの距きよ離りを走り抜けることも可か能のうだろう？」

　と、そう口にした瞬しゆん間かん。

　不ふ意いにロイドの笑えみが、歪ゆがんだ。

「お前……何をする気だ？」

　その気け配はいの変化に気付いたルナが、ロイドを睨にらむ。歪んだその笑え顔がおは──まるで蛇へびのような、ルナの知っている、自じ虐ぎやくと殺意に満ちたものとなっていた。

「巨大、かつしぶとい囮おとりを用意してあるだけだ」ロイドはそこでくつくつと声をあげ、

「ミュリエルだよ」その後表情を消し、その名を口にした。
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　その後の説明を始めると、ルナ＝イルもシオン＝エシュも硬かたい表情で黙だまり込こんでしまった。一度会っただけの、しかも敵てきだったミュリエルに対して感情移い入にゆうしてしまっているのだろう。唇くちびるを咬かみ、まるでロイドを責せめるように、或あるいはミュリエルの境きよう遇ぐうを追つい体たい験けんするかのように、苦にがい顔でこっちをずっと見ている。

　お人ひと好よしだ、そう思った。

　殺さつ意いだけは一人前なのに、敵を憎にくみきれない。敵だろうが何だろうが感情移入してしまうと、途と端たんに殺意を柔やわらかくしてしまう。シオン＝エシュはそれでも割り切ることができる質たちのようだが──問題はこの小こ僧ぞうだ、とロイドは心中で溜ため息いきを吐つく。

　数日前、ミュリエルと自分にどれだけのことをされたのか忘れたのだろうか。能のう力りよく的てきにはともかく、これでは到とう底ていこの先生き残れない。

　だが──いや、だから、か。

「とにかく、お前たちはその隙すきを突いて駆かけ抜ぬけろ。バベル下部まで入れば下か方ほう部ぶ水すい晶しよう体たいがこっちを監かん視ししているだろう。恐おそらくは対たい策さくを打ってくるはずだが、後は俺の知ったことじゃない。俺は下部に入れば緊きん急きゆう用よう昇しよう降こう路ろの扉とびらを破は壊かいして中に入る。続きたいのなら続け」

　いつの間にか、まるで味み方かたのように、そんな口を利きいている自分がいた。

　ルナは何も言わない。

　ただ沈ちん黙もくのまま、どこかロイドを問とい詰つめたがっているように見えた。

　それに応こたえてやる義ぎ理りまではない。どちらにせよこれはロイドとミュリエルの問題で──それに介かい入にゆうされては堪たまらないし、ルナ自身もそれはわかっているのだろう、口は閉じている。

　だからロイドは、これ以上の会話をしないことにした。

「時間は十五時。あと……そうだな、十分ほどか。三百五十人の大群がバベルの周しゆう囲いに転送されてくるからすぐにわかるだろう。その後突とつ撃げきが始まる。有ゆう機き衛星同士の潰つぶし合あいも上空で起きる。ミュリエルが現れて、エデンがあいつに『火』を放はなった瞬しゆん間かんが好こう機きだ」

　告つげたいことだけを告げて、ロイドは立ち上がった。

「それだけだ。後は……後は本当に好きにすればいい」

　──もう、会うこともないだろう。

　そんな思いを抱だきながら、ロイドはふたりとは別方向へ歩く。あと十分。彼らもそろそろ動き始めなければならない。そしてロイドとルナのふたりが一いつ緒しよに行動するなど、稀き存ぞん種しゆふたりをひとつの標ひよう的てきにまとめてしまうなど、愚ぐの骨こつ頂ちようだ。

　と、

「……ロイド」歩みを止めないロイドの背中に、声が投げ掛けられた。

　シオンの、か細い、だけど芯しんの通った声だった。

「レインさんがあなたを待ってるわ。だから……」

「シオン＝エシュ」

　意外な言葉に苛いら立だちを覚おぼえ、ロイドは足を緩ゆるめる。

「お前……その後、変わりはないか？」

「……え？」

「変わりがないならいい」

　この女は、レイン＝リィンに育てられたのだろう。

　──お節せつ介かいなところがよく似ている。決して振り返ってはならない昔を思い出して、だからロイドはそれを振り切るように、歩を速める。

　しかし、再ふたたび。

「……おい」今度はルナ＝イルが──シオンに続き、低い声をあげた。

「僕が言うことじゃない。だけど……なるべくなら死ぬな」

「……何だ、と？」

　意外な言葉に、速めかけていた足が終ついに止まり。

　──こいつらは、どこまでも。

　不ふ意いに苛いら立だちを覚おぼえて思わず振り返ろうとしたその時、ロイドはようやく気付く。

　──そうか。

　似ている。思い出した。

　ルナ＝イルは簡かん単たんに他人を信用してしまう。優しさなのか甘さなのかはわからない。

　ただ、それと殺さつ意いとが同どう居きよしている様さまに、少しだけ回かい顧こした。

　ルナ＝ソーシアにもそんなところがあった。誰だれにも気を許ゆるさなかったのに、自分とフィオナ以外の人間とは口も利きかなかったのに、ロイドやフィオナにはどこまでも優しかった。

　だからだろうか。

　最後に話をする相手としてこいつを選んだのは。

　こいつと──最後に話をしようと思ったのは。

　それは、こいつが彼女の子供だから。

　そして、それと──。

「……そう、だろうな」苦く笑しようする。

　こいつを選んだのは、単にルナの息子だからという理由だけではないのだろう。

　いつの間にかロイド自身も、ルナ＝イルのことをどこかで信用していた。こいつならばすべてを話してもいいと、こいつにならば自身を吐と露ろできると、そう思っていた。

　それこそ、仲間に引き入れようと決心した半年前からだったのかもしれない。

　あいつの顔を見た時。懐なつかしさと、それ以前に何な故ぜか直感したことがある。

「……何だ？」

「いや、こっちの話だ」

　顔ではなく、気け配はいが似ていた。

　殺意と同居した優しさとは別に──。

　母の面おも影かげに隠かくれて見みえ難にくいけれど、確かにこいつは持っている。

　それは相手を無む意い識しきに惹ひき付つけてしまうような、他人をどこか安心させてしまうような、そんな、ルナ＝ソーシアにはなかった素質だ。

「……お前は、いつの間にか人の心に入り込んでくるなと思ってな。昔……そうやってずけずけと他人に気を許ゆるさせてしまう奴やつがいたんだよ」

　周しゆう囲いに気を許せずに、孤こ独どくを感じながらも人を拒きよ絶ぜつしていたルナ＝ソーシア。そんな彼女の孤独に、いつの間にかすっぽり入り込んでしまっていた男がいた。ロイドが気付いた時にはもう、彼女はそいつに惹ひかれていて──嫉しつ妬としてもおかしくないはずなのに、ロイド自身もまた、こいつならば許せるとさえ思ってしまっていた男。

　稀き存ぞん種しゆの子は稀存種──誰だれが言った？

　ロイドは、もういなくなってしまったかつての友人の名を、心の中でだけ呼んだ。

「お前はそいつに似てる。だから思い出しただけだ」

「意味がわからない」

　吐き捨てるルナの声は、母の声よりは少しだけ低くて、それはあいつの血なのだろうかとくだらないことを思った。

　ロイドは去っていく。

　背中に受ける視し線せんは、疎うとましくもあり少しだけ嬉うれしくもあった。
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　そして、ロイド＝オドがルナとシオンの前から去って、十分の後。

　機械都市バベル規き定ていの時刻で十四時五十三分。

　機械都市ノア規定の時刻で──十五時、丁ちよう度ど。

　エデン全ぜん域いきに響ひびき渡わたる非ひ常じよう警けい報ほうとともに、それは、始まった。
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　隔かく離へきが下りているはずの第四区く画かくにも、その警報は高らかに鳴なる。

　第四区画──ウェポン居きよ住じゆう区く。その第二集会室。

　殆ほとんど唐とう突とつなそれに、集合していた全員が思わず顔をしかめ、何人かが耳を塞ふさぐ。何人かが辺あたりを見渡し、何人かが驚おどろいたように身を竦すくめる。

　そしてレイン＝リィンは、まるでそれを待ち望んでいたかのように、静かに立ち上がった。

「聴きいて」

　第二集会室は広い。残ったウェポン三十八人と、それからウェポン管かん理り部ぶの中でレインを慕したって付いて来た純じゆん血けつ種しゆ五人、総そう勢ぜい四十三人がゆったりと座れるほどの空間だ。故ゆえに──わんわんとけたたましい警報に劣おとらない声で、空間隅すみ々ずみまで行き渡る大きさで、レインは叫ぶ。

「契けい機きよ！　……総員、脱だつ出しゆつ準じゆん備び。ただし極きよく力りよく戦せん闘とうは避さけて。行動は静かに、素す早ばやく。鉄てつ則そくよ！　急いで、だけど焦あせらないで」

　片手を水平に突き出し、全員の顔を見渡しながら、レインの声は淀よどみない。

　──来た。

　高こう揚ようとともに緊きん張ちようが心しん拍ぱくを加か速そくする。焦しよう燥そうとともに感かん慨がいが肌はだを汗ばませる。

　だけど、それでも、せめて彼らが全員脱出するまでは。

　レイン＝リィンはウェポン管理部副部長でいなければならない。

「……どうするのよっ!?」耳を塞ぎながら、大声で、隣となりにいたセール＝ルウジュが立ち上がる。その更さらに横でリカ＝エニが、不安そうにセールの袖そでを掴つかんでいた。

「私の指し示じに従したがって！」

　対するレインは、鳴り止まない警報に牙きばを剥むくように宙ちゆうを睨にらむ。

「カロマインとは話がついてるわ」

　その視し線せんは、既すでに扉とびらへと向いていた。




　同時刻。第四区画、ウェポン居住区、個こ室しつ。

　カロマイン＝セクは立ち上がり、音の洪こう水ずいを抱だきかかえるようにして両腕を広げた。

　満まんを持じして鳴なり始はじめた警けい報ほうは、破は滅めつへの秒読みにも歓かん喜きの歌声にも聞こえる。

　──ようやく、来た。

　明けないはずの夜は明けてしまったが、まだ陽ひが昇のぼった訳わけではない。垣かい間ま見みえる光を墜おとし、殺し、潰つぶし、喰くらってしまえばいい。

　あいつがすぐそこまで来ている──それだけを思い、カロマインは扉とびらへと向かう。

　行く前に約束があった。無む視ししても差さし支つかえないようなものだったが、かといって守ったところで自身の行動に影えい響きようが出る訳でもない。だったら最後まで付き合ってやろうと思う。

　彼女も──レイン＝リィンもまた、あいつに魅み了りようされたひとりだ。

　そもそも他人に興きよう味みなどないし、どうなったところで何の感かん慨がいもわかないが、それでも少しばかりの同情があった。まともな会話を交かわしたことのある数少ない相手でもある。意い識しきして無む下げな扱あつかいをする必ひつ要ようも感じない。

　向かう先は違ちがう。だが、そこに至いたる道みち筋すじに転ころがる障しよう害がいは同じもので、どのみちカロマインが破は壊かいするつもりなのだから、その後を通らせてやってもいいだろう。

　ふと考えた。

　──彼女も、あいつを殺したいのだろうか。

　その役を譲ゆずるつもりはまったくないし、邪じや魔まをするならば容よう赦しやなく殺す。だが、もし自分があいつを引ひき裂さきすり潰し汚きたならしい肉片に変えることができた暁あかつきには──死体の欠片かけらくらいなら、彼女にくれてやってもいいとさえ思う。

　あいつを気の済むまで破壊し叩たたき殺ころし尽つくし、その死体を粒りゆう体たいにまで細こま切ぎれにしてから『血けつ晶しよう』で喰らい、自らに取り込んで身の内で塵じん芥かいの一いつ片ぺんまでもを消しよう滅めつさせてやるのがカロマインの望みだった。だが、腕の一本くらいは彼女のために残しておいても構かまわない。かつてあいつに惹ひかれた者同士だ。その程てい度どの分け前くらいは与えてもいいだろう。

　どうせカロマインが勝てば、エデンは『伽が藍らん』を動かす。その時には反はん逆ぎやく者しやも消されてしまうだろう。そういう意味で、レイン＝リィンの生はもうすぐ終しゆう焉えんを迎える。

「昔馴な染じみへの餞はなむけだ」カロマインは呟つぶやき、くつくつと偽にせ物もののように笑えむと、挙あげた指先から『血晶』を飛ばし、扉を一気に破壊した。

　警報は鳴り止まないが、そんなものは高こう揚ようのせいで、まるで耳に入っていなかった。




「…………は！」

　警報。姦かしましく平へい穏おんを脅おびやかす機械の絶ぜつ叫きようは、メインシー＝カウツの意識を瞬しゆん間かん的てき強制的に緊きん張ちよう状じよう態たいへと切り替えた。音は高く、そして早い。この様よう式しきは──議論の余よ地ちもなく第一種非ひ常じよう事じ態たいと判はん断だんされる時にだけ鳴る、最大レベルのものだ。

　エデン、第七区く画かく──中央管かん制せい区く。

　作さ業ぎよう監かん視し用ようの電でん映えい金きん属ぞく板ばんに投とう影えいされた作業員は、ほぼ全員が手を止めてきょろきょろと目め障ざわりな動どう作さをしている。メインシーはそれを見て嗤わらう。

　愚ぐ鈍どん、愚鈍、愚鈍に過ぎる。

「……来た来た来た来た、来た、来た、来た、来たわ！」

　立ち上がり、そのまま座っていた椅い子すを力の限り蹴け飛とばした。

　管かん制せい室しつにいた部ぶ下かたちがその狂きよう態たいに驚おどろき、一いつ斉せいにメインシーを注目する。

　が、気にもならない。

　連日に渡わたる薬品投とう与よで意い識しきは完全に過か剰じよう覚かく醒せいしている。警けい報ほうによって興こう奮ふん状じよう態たいになったメインシーの精せい神しんは、投与した粒りゆう体たいと分ぶん泌ぴつされた脳のう内ない麻ま薬やくの相そう互ご反はん応のうによって異い常じように加か速そくする。

「始まったみたいだね」

　隣となりにいるトマズ＝ハニヴァーの冷れい静せいな声は耳に入っていたが、その言葉を受け取るメインシーの聴ちよう覚かくそのものが歪ゆがんでいた。変へん声せい期き前まえ特有の甲かん高だかい声こわ音ねが、まるで脳を直接強ごう姦かんされているかのようにきちきちと頭ず蓋がいに反はん響きようし、たまらなく可お笑かしい。

「ひ、ふふふふふふ、あはははははは！」堪たまらず、嗤う。

「始まったみたいだね、ですって？　あんた何を言ってるの!?」

　腕を伸ばし、トマズの胸むな倉ぐらを引ひっ掴つかんで、そのまま顔を近付けた。

「来るべき時が来たのよ！　始まった？　もうずっと前から始まってたのよっ！　今いま更さらそんな澄すました顔をしたって、あんたも私も後戻りなどできやしない。敵てきが来た、敵が来た、敵がすぐそこまで来たのよ!!　……さあ盛もり上あがりなさい坊や。聖せい戦せんよ」

　年とし端はもいかない少年の顔を、接せつ吻ぷんできそうな距きよ離りで睥へい睨げいし、そのまま突き飛ばす。困こまったような迷めい惑わくそうな顔をしてトマズがよろめくが、メインシーの視し界かいにそんなものは映らない。

　発はつ狂きよう寸すん前ぜんにまで昂たかぶった精神の中、それでも機器類を正確に操そう作さし、各所に音声を繋つなぐ。

「各自状じよう況きようをこっちに映せ！　作業は続行、ただしエネルギー分ぶん配ぱいは甲こうから乙おつへ移い行こう、待たい機き状態の有ゆう機き衛星群を覚かく醒せいさせろ、奴やつらはどういうふうに攻せめてきた？　状況を報ほう告こくしなさい」

　命令とともに、作業の様よう子すをモニターしていた金属板が次々とノイズを混じらせる。

「……くく」機械都市各部の鮮せん明めいな映えい像ぞうは、バベル外がい周しゆうを捕ほ捉そくする粗あらくて見み難にくいものへ。

「さあ『楽園エデン』、総員私の指し示じに従したがいなさい！　作業続ぞつ行こうできる者は手を休めるな！　機械を弄いじれる者はさっさと持ち場に付け！　力仕事が可か能のうな者はいざという時に備そなえて待たい機きし、ウェポン連中は出動に備えろ！　さあ、さあ、さあさあお急ぎなさい！　無力な者は邪じや魔まだから、首を括くくってしまえ……これから大だい規き模ぼ殲せん滅めつ戦せんが始まるわっ！」

　その偏へん執しつ狂きよう的てきな大だい音おん声じようは、エデンの各部に警けい報ほうを越えた歪ひずみで放送される。
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　更さらにそれから、僅わずか一分の後。

「状じよう況きようを報ほう告こくします」

　焦あせるような、しかしどこか冷えた声で、メインシーの背はい後ごにいた連れん絡らく員いんが説明を始める。

　管かん制せい室しつにある二十三の電でん映えい金きん属ぞく板ばんには、有ゆう機き衛星からの映えい像ぞうと、バベルそのものに取り付けられた監かん視し用よう水すい晶しよう体たいからの映像がそれぞれ別角度から表示されていた。

「バベル周しゆう囲いに配はい置ちされた敵てきの人員は全部で三百五十二名。確かく証しようはありませんが、全員が『フルブルー』構こう成せい員いんであると思われます」

　バベルの外がい周しゆう、不ふ可か視し境きよう界かい線せんから僅かに百メートルを踏ふみ越こえた地点。

　その場に一いつ斉せいに転送されてきた三百五十二人という人員は、少なくとも数の上から、そして相手都市の設せつ備びから見れば脅きよう威いでしかなかった。

　曲まがりなりにも不可視境界線内は、バベルが所しよ持じする有ゆう機き衛星の操そう作さ振しん動どう数すうが支し配はいする領りよう域いきだ。たかだか百メートルとは言えその支配領域内へ転送を行えるというのはつまり、こちらの設備よりもあちらの設備の方が遅れている──より保ほ存ぞん状じよう態たいが良好だという証しよう左さだった。

　更にこの人員と規き模ぼ。三百五十二人という数が、バベルの周囲をぐるりと囲うように展てん開かいされている。十人ずつ三十五箇か所しよに渡わたり、等とう間かん隔かくの配置。これはつまり、不可視境界線の範はん囲いであるバベル半径一キロ、バベルそのものの太さを含ふくめて計算すると外周約十四キロの円周上に個別同時転送を行ったということに他ならない。

　これに比べれば『揺ゆり籠かご』など稚ち技ぎに等しい代しろ物ものだ。

「これだけのことができるのに今まで黙だまってたとはね。……『ノア』の住人たちはとてもとても奥ゆかしい性格をしていらっしゃるようで」

　メインシーは吐き捨てる。事実、この大だい規き模ぼかつ強力な転送機き能のうを最さい大だい限げんに活用すれば、機械都市の幾いくつかはあっさりと陥かん落らくするのではないか。

「有機衛星の様よう子すは？」

　──しかし、仮にそうだとしても、バベルは、エデンは違ちがう。簡かん単たんに陥落などしない。

「現在、既すでに『ノア』からの有機衛星群と交戦中です。状況をモニターしますか？」

「殺やった数と殺られた数だけでいい。どうせ見たところで具ぐ体たい的てきな操そう縦じゆうができる訳わけでもなし。どうしようもない。……あちらもこちらも、元々有機衛星ってのは地面に向けての攻こう撃げきが本ほん職しよくでしょう？　だったら双そう方ほうの足止めくらいにしかならない。それよりも固こ有ゆう操作振動を使って相手側がわの機能を攪かく乱らんしな。粒りゆう体たい散さん布ぷを最さい優ゆう先せんに」

「はい。現在戦せん況きようはほぼ互ご角かくのようです。ただし、可か能のうな限りエネルギーを割さけば……七・三くらいには持っていけるかと」

　メインシーがその報ほう告こくを受けて命令する前に、トマズが冷れい静せいな声で言った。

「浮いた余よ裕ゆうの内、三分の二を地上攻こう撃げきに回して欲しいな。残り三分の一は状じよう況きようをモニター」

「了りよう解かいしました」

「坊や」メインシーは、的てき確かくな判はん断だんをする経営部部長に問う。

「この状況、どう見る？」

「恐おそらく人員は囮おとりだろうね。こちらに光こう火か兵器を使わせたいんだろう。囮じゃなきゃ、まずは有ゆう機き衛星同士をある程てい度ど交戦させてから転送するのが自然だし」

「でしょうね」
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　フルブルーの構こう成せい員いん──三百五十二の身み替がわり羊ひつじたちは、一いつ斉せいにバベルへと向かって歩を進め始めていた。だがこんなもの、巨大な機械都市にとっては蟻ありの囲いだ。彼らが何をどうしようが、支し柱ちゆうの一本さえもを傷付けられまい。

「ただ……」しかし。

「自殺覚かく悟ごならわからないよ」トマズが続けた言葉に、メインシーは眉まゆをひそめた。

「全員が爆ばく発はつ物ぶつなんか持ってたら、さすがにまずいだろうね」

「その可か能のう性せいは……」一いつ瞬しゆん、考え込む。現在一般に出回っている火薬は、木炭や硝しよう石せき、硫い黄おうなどを調ちよう合ごうして作った小しよう規き模ぼの破は壊かいを行うものだ。小型のケモノなどならばともかく、機械都市の外がい殻かくを傷付けられるようなものではない。

　しかし──炸さく裂れつ金きん属ぞくと呼ばれるイキガネもある。

　こちらは外部の衝しよう撃げきに合わせて破は裂れつする有ゆう機き金属で、威い力りよくは火薬などとは桁けた違ちがいだ。『混こん乱らん』直後から五十年ほど前にかけてはケモノに対たい抗こうする手しゆ段だんとしてよく使われていたそうだが──今では稀き少しよう品ひん中の稀少品だ。それをあの人数に行いき渡わたらせるほど所しよ有ゆうしているとは考かんがえ難にくい。メインシーすら数回しか見たことがないものだ。

「どうすればいいんでしょうね、坊や」

　意い地じの悪い笑えみを浮かべ、メインシーは隣となりの少年に問うた。

「攻こう撃げきを加えてみればわかるよ。爆ばく発はつすれば当たり、しなかったら外はずれ」

　トマズはこともなげに答える。故ゆえに、命令をひとつ。

「当然の帰き結けつね。……いい？　手て隙すきの有機衛星から固こ定てい針しんを投とう下かしなさい。集団の数は三十五。幾いくつかをまとめてぶち殺してみなさい」

「了解」その言葉に、冷たい声が管かん制せい室しつのスピーカーから響ひびき──、

「攻撃用有機衛星『ヴーニス』、固定針生成、投下準じゆん備び。目もく標ひようは……」

「こっちに一番近い奴やつから。そうね……第三モニターに映ってるあれがいいわ。女子供も多い。お誂あつらえ向むきね。串くし刺ざしにして固めておやり」

「了解」管制員のひとりが、機械を弄いじる。

　上空約五百メートルにまで降こう下かしてきたバベルの有機衛星群、そのひとつに命令を送る。

「固定針、照しよう準じゆん合わせ」

　有機衛星の保ほ有ゆうする物理兵器──『固定針』。

「……落らつ下か」それが、地面に向けて放はなたれる。

　落ちていくのは、人の脊せき髄ずいほどの太さを持つ、長さ二メートルほどの骨に似た棒ぼう状じようの針だ。

　管制員の報ほう告こくから三秒の後──モニター越しに映った十人の集団、小走りに駈かけていく彼らの中心に、『固定針』は真まつ直すぐ墜つい落らくする。気付く者はいない。落下予よ測そく地点と目もく標ひようの移い動どう速そく度ど、到とう達たつまでの時間を計算された大質量の高速落下は、風ふう圧あつや慣かん性せいを極きよく力りよく無む視しした速度で、虫のように矮わい小しような人間のひとりに突き立った。

「……画面、拡かく大だいなさい！」

　中にいたひとり──若い男の肩口を貫つらぬいて地面へと。全員が呆あつ気けに取られ足を止める前に、落下の質量だけで男の身体は両りよう断だんされ吹き飛び、その他大おお勢ぜいもまた地面と固定針とが衝しよう突とつした際さいの爆ばく風ふうで一いち様ように地面を転ころがる。土つち煙けむりが円状に発生し、その後盛もり上あがって小山のようになる。おぞましい形状の骨の棒は、地面に突き立ったその瞬しゆん間かん、表面に付着させたどす黒い肉にく片へんをどくどくと蠢うごめかせ脈みやく打うたせた。

「展てん開かい……」管制員が呟つぶやいた、「……完了」

　その直後か、或あるいは直前か。

　固定針の表面を覆おおっていた肉の塊かたまりが刹せつ那な、盛り上がり飛び散り蛸たこの足のように四し散さんして──地面を、または空中を転ころがる『敵てき』に襲おそい掛かかる。

　悲ひ鳴めいは聞こえない。轟ごう音おんもない。音おん声せいは、伝わらない。

　モニター越しの惨さん劇げきはただ、濃こい埃ほこりにまみれた不ふ透とう明めいな映えい像ぞうだけを映している。

　伸びた肉の触しよく手しゆは生物に反はん応のうする。弾はじき飛とばされる人間たちを追い掛け、追い付き、搦からめとり、縛しばり、そして結ゆわえ付つけ、咬かみ。

　地面に立った固こ定てい針しん本体を軸じくに、再ふたたび収しゆう縮しゆく。

　ぐちゃ、ぐち、ぎちゃ、と。そんな音が聞こえたような気がした。

　そうして、派は手でに捲まき起おこった土つち煙けむりがゆっくりと薄うすれる頃ころ──。

「収縮完了。目もく標ひよう、殲せん滅めつしました」

　その場所にあるのは、固定針を脊せき髄ずいに見立て人間十人分の肉を身体に見立てた、血と泥どろと内臓と体液とで構こう成せいされた、物々しい蛋白質の塔だった。

　喰くらい付ついた際さいに千切れた、つまり触手の掴つかみ損そこねた腕や足や頭とう部ぶなどが辺あたりに散らばり、固定針に繋つなぎ止とめられてもまだ動いている心臓からはびゅるびゅると血液が噴ふき出だしている。

　爆ばく発はつにも似にたその轟音に驚おどろいたのだろう、近くの集団数個が一いつ斉せいに足を止めていた。

「好こう機きよ。連続投とう下か」メインシーは嗤う。

「汚きたならしい肉を持った彼らに、彼ら自身の肉によって構こう成せいされた汚らしい墓ぼ標ひようを」

「了解。『ワラケア』『ミ＝ゴウ』『アルソフォカス』連続で投下します」

　次々と三つ、別々の場所で同じ惨劇が繰くり返かえされた。それにより集団の足が、疾しつ走そうが鈍にぶる。

　その代わりとでも言うように──電でん映えい金きん属ぞく板ばんの幾いくつかが、映像を消しよう失しつさせていた。

　有ゆう機き衛星が殺された証しよう拠こだ。メインシーは問う。

「被ひ害がい状じよう況きようは？」

「現在、死亡三、活動飽ほう和わ一、大たい破は二。『イヌート』『ニョグタ』『インスマス』『リナル』『フジウルクォイグムンズハー』『スンガク』以上です。相手の有機衛星は残り十三、こちらは十二。五分五分といったところでしょうか」

　その報ほう告こくを受け、トマズが顎あごに一いつ瞬しゆんだけ手を当て、

「地面への攻こう撃げきは極きよく力りよく避さけた方がいいね。有機衛星同士の戦せん闘とうにまずは全力をあげさせて。まだ、第六稀存種ロイド＝オドが残ってる」

　メインシーはその言葉を受け、皮ひ肉にくげに笑えんだ。

「光こう火か兵器の使いどころが問題ね。……出て来てないの？」

「同時に出てくる可か能のう性せいがあるよ、第四と第六。片一方だけなら光火兵器の現状最大出力で殲滅可能かもしれないけど……二箇か所しよから同時に来たら再さい充じゆう填てんしてる間に足下へ潜もぐられる」

　バベル第二十八階かい層そうに設せつ置ちされた最大の防ぼう衛えいシステム──『光火兵器』は、有機衛星の比ではない破は壊かい力りよくを持っているが、たった一いつ基きしか存そん在ざいしない上に連続発はつ射しやできない。故ゆえに必ひつ然ぜん、それはエデンにとっての切り札のひとつだ。

　どうする？　とトマズは目で訴うつたえる。

　答えは決まっていた。単純な打だ算さんだ。仮かりに足下へ侵しん入にゆうを許ゆるした場合、そこからでも殺すことができる可か能のう性せいがより高いのはどちらか。

「第四を……ルナ＝イルを攻こう撃げきなさい」メインシーは言った。

　ロイド＝オドならば、黙だまっていてもカロマインが出るだろう。こちらには明確な敵てきがいる。

「ただし完全に蒸じよう発はつさせないように。頭とう部ぶだけを壊こわすのが望ましいけど……できる？」

「できるかどうかは不明だけど、善ぜん処しよしてもらう他ないね。まぁ腕一本くらいは残るだろう」

　トマズの返答にメインシーが頷うなずく。

　有ゆう機き衛星同士の潰つぶし合あいは続いている。一いつ進しん一いつ退たいだが、どうにか不ふ可か視し境きよう界かい線せんを狭せばめない程てい度どには持もち堪こたえているようだ。地面の蛆うじ虫むしどもは足を止めていたが、それでもずるずると前に進んでいる。脅おどしが利きいているらしく、動きはやはり遅おそい。

　──最終的には、ロイド＝オドをカロマイン＝セクが迎むかえ撃うつ形になるか。

　メインシーはそのように計算していた。ロイドがバベル下部に侵入してきたとなれば現在の状じよう況きように沈ちん黙もくを保っているフィオナ＝レスファも流石さすがに出しゆつ撃げき命令を聞くだろうし、それでも不充分ならばイユを出せばいい。稀き存ぞん種しゆ三人に対してロイド＝オドが勝てるか？

　答えは否いな、だ。どのみち『フルブルー』を組そ織しきしているのはロイドで、彼が潰つぶれれば組織そのものは総そう崩くずれになる。この場を凌しのげば『ノア』からの再さい攻撃は間が開あくに違ちがいない。

　そうすれば『伽が藍らん』起き動どうによってこっちの勝ちは確定する。

　箱はこ船ぶねに乗った輩やからは溺おぼれ死しに、楽園に従したがった自分たちは洪こう水ずいを逃のがれる。

　行ける──はずだ。
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　警けい報ほうは既すでに鳴なり止やみ、辺あたりは寂じやく然ねんとしている。そんな中、全員が一いち様ように逸はやる気持ちを抑おさえながら、レイン＝リィンの帰りを待っていた。

　レインがカロマイン＝セクを迎えに行ってから、数分が経けい過かしている。

　だけどリカ＝エニは、もう三十分は経たっているのではないかと感じるほどに焦あせっていた。

「……まだかな」

　数十秒に一度ほどの頻ひん度どだろうか。隣となりにいるセール＝ルウジュに向かってそう問い掛ける。さっきから部へ屋やに響ひびく音はリカのその呟つぶやきだけだ。それに対して煩うるさいなどと言う者はいない。実じつ際さいそれは──この場にいるウェポン全員の心情を代だい弁べんしていた。

「落ち着いて」

　だからセールの返事も、リカだけでなく集団に向けられているかのように大きい。

「もうすぐ帰ってくるから。それまで待ってればいいのよ」

「でも……」もうこんなに待っているのに。

「大だい丈じよう夫ぶ」セールは繰くり返かえす。時間が何十倍にも長く感じられた。

　エデンを脱だつ出しゆつする──それはリカにとっては、とてつもなく大きな行動だ。本当に無ぶ事じに外へ出られるのか。何より無事に抜け出せたとして、出て行った先に何が待まち構かまえているのかわからない。この先どうやって暮らしていけばいいのかという不安もある。

　それに。

　──イユ。

　リカは、三日前以来ずっと会えずにいるあの子の名前を心の中だけで呼んだ。

　一連の事件が起きた時、イユは居きよ住じゆう区くにいなかった。最後に遊んだのはいったい何日前だろう。居住区にいなければ別区く画かくにはいるはずで、だったらエデンの上じよう層そう部ぶに囚とらわれている可か能のう性せいもある。それが恐こわかった。無事でいて欲しいと思った。できることなら助けに行きたいとも。だけどこんな状じよう況きようの中、リカひとりで動くことはできない。それは何よりも他の皆に迷めい惑わくをかけることに繋つながる。リカの独どく断だん行動で全員が総そう崩くずれになることだって考えられた。

　フィオナ＝レスファがよくしてくれていればいいと希望的観かん測そくを試こころみるが、それも上う手まくいかない。リカにとってフィオナは、優しいけれど決して親したしみ易やすい存そん在ざいではなかった。何を考えているのかよくわからない──不ふ可か解かい過すぎて信じられない。

　だから思うのは、ルナとシオンのことだ。

　あの日、ルナは言った。必かならず戻ってくる、と。

　彼は約束を破らない。必ず戻って来てくれる。シオンだっているのだ。シオンがレインを、そして自分たちを放って逃にげる訳わけがない。

「……まだかな」リカは、無む意い識しきの内に呟つぶやいている。

　レインが早く戻ってきますように。

　ルナとシオンが間に合いますように、と。




　その頃ころ、ルナとシオンは目もく前ぜんの機械都市を臨のぞんでいた。

　一キロの距きよ離りは遠い。だけど尊そん大だいな塔とうを前にすれば、距離などは零れいに等ひとしい錯さつ覚かくを覚おぼえる。視し界かいを埋うめ尽つくすほど大きく、ただ眼がん前ぜんに見えるのは大地に突き立った支し柱ちゆうとしての金きん属ぞくの足と、そこを土台に屹きつ立りつする一ひと桁けたの階かい層そうだ。

　見上げても天てん井じようは見えず、前を向けば遠くに──柱の下の空間に、薄うす闇やみが見える。

　ルナは辿たどり着つくべきその先を見み遣やり、肉にく眼がんでは見えない、その場所を思う。

　薄闇──湿しめった空気と金属の天井で覆おおわれた、陽ひの光が届とどかない蕭しよう々しようとした混こん沌とん。

　金属柱の隙すき間まに在ある、あの街。ひしめき合ったあばら屋と、昼も夜もない黒の中で、荒すさんだ眼をした畸き形けいたちが、そこには住んでいるはずだった。

　奇くしくも侵しん入にゆうする方角は西。傾かたむきかけた陽ひがルナたちの背はい後ごで、その郷きよう愁しゆうを追い立てる。

　──突とつ入にゆうすれば、スラム西区へと足を踏ふみ入いれる。

　この方向を選んだのは無む意い識しきにだろうか。それとも心のどこかで計算していたのだろうか。

　西区ならば街の中で土と地ち勘かんが働く。支し柱ちゆうの場所もよく知っているし、仮かりにエデン側がわが何かの攻こう撃げきを加えてきたとしても──カロマインが来たとしても──地の利はこちらにある。

　だから迂う回かいし、西を選んだ。それは決して間ま違ちがいではない。だけど。

　そこは始まりの場所だ。

　あの場所で育った。

　あの場所でトツメに裏うら切ぎられた。

　あの場所でキキトが死んだ。

　あの場所で父を殴なぐる機き会かいを永久に失った。

　あの場所で死にゆく姉に名前をもらった。

　あの場所で──隣となりにいる、灰色の髪の少女と出会った。

　だから自分は、あの場所を選んだのだろうか。

　息いき遣づかいが妙みように荒い。走りだすべき時を待つ。筋きん肉にくが疼うずく。疾しつ走そうの準じゆん備びはできていた。

　ロイド＝オドの言ったことが嘘うそではないなら、あと数秒もすれば『囮おとり』が出てくる。それが具ぐ体たい的てきにどの程てい度どのものなのかはわからない。だけど少なくとも──自分たちには抗あらがいようのない光が上空から降ふり注そそぐのは、回かい避ひできるはずだった。

　呼吸が苦しくなって、ルナは心中でだけそっと呟つぶやく。

　初めて──生まれて初めて、現実ではない何かに縋すがるように。

　──父親と姉の名を、いつの間にか呼んでいた。




　ふたりが待たい機きしているであろう方向を横目に、ロイド＝オドは冷れい静せいな呼吸で懐なつかしい塔とうを見み遣やる。ルナ＝イルとシオン＝エシュのふたつの影かげは、肉にく眼がんでは見えないほどに遠い。

　実じつ際さい、四キロ以上も離はなれているのだ。ふたりどころか、バベルへ接せつ近きんしているはずの駒こまたちもどこにも見えはしない。ただ有ゆう機き衛星によって作成された肉の柱がひとつふたつ、遥はるか遠くにぽつぽつと立っている。それだけだった。

　だけどロイドには、ふたりの姿すがたが見える気がした。

　どうなるだろうか、と少しだけ思う。エデンが自分とルナのどちらを殺すことを優ゆう先せんするのかはわからない。だがとっておきを用意しているから、自分もあいつらも攻撃される確率は低い。それどころか双そう方ほうが生き残って辿たどり着つく可か能のう性せいも高かった。

　──上う手まくやれよ。

　いつの間にかそう考えている自分に気付き、ロイドは立たち尽つくしたまま苦く笑しようする。

　もう、わかっていた。

　そもそもの始まりから矛む盾じゆんしていたのだ。そのことに気付いたのはいつからだろう。ことによると最初からかもしれないけれど、はっきりと認にん識しきしたのは五日前──ルナ＝ソーシアの息子にロイド自身の体たい験けんを追わせようという試こころみが失敗したその時だった。

　同じことになるはずだった。シビルに殺されかけ、だけど激情と衝しよう動どうの中でシビルを犯おかしてしまった自分のように、ルナ＝イルもまた大事な存そん在ざいを犯し、それを為なした自分自身に絶ぜつ望ぼうするはずだった。だけど、そうはならなかった。

　結けつ局きよく、何が悪かったのだろう。状じよう況きようか、時代か、不運か、或あるいはロイド自身のせいか。

　あの時、それを考えた。ルナ＝イルが成功したあの時から。

　──俺はもう、止まりたがってる。

　今こうしている間にも、走りだすのを躊躇ためらう自分がいる。だけど心の奥から湧わき出でたその思し考こうを、殆ほとんど条件反射的に脇わきへ追おい遣やる。

　止まりたい、そう望む自分自身が、何よりも許ゆるせなかった。

　今止まってしまえば、この十年は何だったのだ。シビルを殺し、ルナ＝ソーシアを殺し、シビルの血けつ縁えんに片かた端はしから手を掛け、ミュリエルの両親を殺し彼女を壊こわし挙あげ句くの果はてに組そ織しきまで作り何もかもを巻き込んだ。そこまでした自分が、すべてを始めた自分が、どうして真っ先に降おりることができるだろう。できはしない。そんなことは許されない。

　正しよう気きでいるのか狂くるってしまっているのかすら自分でもわからない。

　それでもロイドは止まらない。止まれない。止まる訳わけにはいかない。

　少しだけ、五日前のことをまた考えた。

　あの日──ルナの息子が自分を殺してくれたならば。

　弟に殺されるのならば悪くなかったなと自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑って。

　ロイドはまたその思し考こうを無む理り矢や理りに消しよう去きよして、疾しつ走そうの準じゆん備びを始めた。
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　それは──ルナ＝イルの突とつ入にゆうに備そなえ、光こう火か兵器のエネルギー変へん換かんと収しゆう束そくが開始され、発はつ射しや準備の秒読みが開始された矢や先さきの出で来き事ごとだった。

「バベル南西、三百二十メートルっ！」

　管かん制せい員いんのひとりが、ただ方向と距きよ離りだけを切せつ羽ぱ詰つまった絶ぜつ叫きようで告つげる。秒数を読み上げる声が遮さえぎられ、止まった。発射準備が中ちゆう断だんされる訳ではないが、少なくともメインシーの喉のど元もとからは、どうしようもない苛いら立だちが嘔え吐ずきとともに込み上げる。

「何事っ!?」その嘔おう吐と感かんを叱しつ咤たするように短く体外に追おい遣やり、「……っ！」だが。

　メインシーの眼は、モニターのひとつに釘くぎ付づけとなった。

　その画が像ぞうの中心に、小さな点が映っている──。

　大だい規き模ぼな範はん囲いを俯ふ瞰かんしている画像だ。そこに点が在ることなど本ほん来らいは考えられない。反はん射しや的てきにメインシーは「拡かく大だい！」叫び、それに従したがって映えい像ぞうは粗あらく、しかし範はん囲いは狭せばめられた。

「……ケモノ、だ」隣となりのトマズ＝ハニヴァーが、驚おどろいたように呟つぶやく。

　メインシーの思し考こうが止まる。

　見たこともないような巨大な奇き性せい生物が、そこにいた。

　大きさは縦たて横高さ三十メートルほどもあるだろうか。有ゆう機き衛星から転送された情報には全高三十八メートル、全ぜん幅ぷく三十五メートルと表示されている。俯ふ瞰かんすれば巨大かつ半球体の物体に見えるが、細さい部ぶは異い様ようにおぞましい。

　肉。金きん属ぞく。棘とげ。角つの。腕。足。指。爪つめ。触しよく手しゆ。触しよつ角かく。体たい毛もう。繊せん毛もう。羽う毛もう。鱗うろこ。剣。槍やり。盾たて。鏡。眼がん球きゆう。複ふく眼がん。単たん眼がん。羽根。翼つばさ。鰓えら。皮ひ膜まく。肺。心臓。内臓。血けつ管かん。神経。口こう腔こう。牙きば。涎よだれ。血液。漿しよう液えき。体液。花か弁べん。雄お蘂しべ。雌め蘂しべ。茎くき。根。葉。それは、身体。躰からだ。巨大な、躯からだ──。

　ありとあらゆる物質がごちゃ混ぜになって構こう成せいされた、生物とも呼べないモノだった。

「何、よ、これ」

　そいつはうずうずと動き、数十本の触手をゆっくりと動かす。どの生物とも似ていたがどの生物とも似ていない。『混こん乱らん』そのものを体現したかのように、混こん沌とんとしか形容できない。

　金属さえも──イキガネかシニガネかは判はん然ぜんとしないが、光こう沢たくを持った物質をも取り込んでいるその容よう姿しは、悪あく夢む的てきを通り越して悪い冗じよう談だんのようにも見える。

「……『繭まゆ』か？」トマズが考え込むかのように呟いた。

　繭。第七稀き存ぞん種しゆの特とく異い粒りゆう体たいを使用して作成された、生物無生物を問わず取り込んで一個の化け物にしてしまう白い球体──極きよく小しようの『混乱』を引き起こす、過か学がく研究部の実験体。

　その単語に、メインシーの思し考こうが一いつ瞬しゆんにして戻る。

　これが、ロイド＝オドの持ってきた奥の手か。第七稀き存ぞん種しゆで世界を同どう一いつ化かさせようとしているエデンに対たい抗こうして作られたのであろう、第七稀存種の遺い産さんにして、混乱の産物。

　──まるで、皮ひ肉にくだ。

　この時、この場に転送させてきた。

「……どうしますか!?」管かん制せい員いんの指し示じを仰あおぐ声が聞こえる。

「発はつ射しや準じゆん備び、秒読み終わりました！　エネルギーの充じゆう填てんは完了……発射はいつでも……！」

　だけど今いま更さら標ひよう的てきを変える訳わけにはいかない。そんな愚ぐ行こうは相手の思う壺つぼだ。

「これは罠わな……ね。あいつには……あのケモノには使えない」メインシーは歯は咬がみする。

　その葛かつ藤とうを助じよ長ちようするように、誰だれかが慌あわてた。

「……ケモノ……移動を開始、このままではあと二分もせずに……二百メートル圏けん内ないに到とう達たつします！　そうなれば……」そこまで近付けさせてしまうと、光こう火か兵器は使えない。

「標的は変えるな、ルナ＝イルだ！　あのケモノは……その後でどうにかする。最悪、イユかフィオナを出させれば……こうなったら我が慢まん比べね」

　ケモノの侵しん入にゆうを許ゆるすことになる。発射後再さい充填していたのでは時間が足りない。しかし、ロイドの作成したケモノだ。機械都市に無む害がいかと問われれば首を傾かしげざるを得えない。半年以上前にバベル直ちよつ下かで発生したケモノとは訳わけが違ちがう。規き模ぼも違う。どうするか。稀き存ぞん種しゆを……狂くるった不安定なイユか、何を考えているのかわからないフィオナかをどうにかして引っ張り出すか。

　──どう出ればいいのか。刹せつ那なの内にそう思し考こうしたメインシーの耳に管かん制せい員いんの返事が、

「りょうか……部長!!」聞こえた、が。

「今度は何っ！」

「第二、第五、第十一……変です！　有ゆう機き衛星の接続が、あ、いや」

「どうしたっていうのよ!?」

　それは──。




　それはあまりにも唐とう突とつに起きた。




「有機衛星の制せい御ぎよが、不ふ能のうになっていきます！」

「はぁっ!?」

　眼がん前ぜんの電でん影えい金きん属ぞく板ばんが、次々と映えい像ぞうを消していく。

　それと同時に、管制室の各所から発せられる、報ほう告こくの嵐あらし。

「……！　監かん視し用よう有機衛星『ナラス』『カダス』制御不能、いや、失しつ墜つい！　何だ、攻こう撃げきは受けていないぞ!?　どうなってるんだ！」

「……光こう火か兵器は……現在のエネルギー量は補ほ填てんされていますが、な……充じゆう填てんシステムにエラーが発生しています！」

「こっちもです！　『装そう置ち』作成のための電源供きよう給きゆうが停てい止し！　一いつ般ぱん居きよ住じゆう階かい層そうの生命維い持じ機き能のうにも障しよう害がい発生、バベルにおける全システムのエラー数は二百五十四……いや、三百六十二、六十三、まだ……増ぞう加かし続けています！」

「エデンが……いや、違ちがう……」

　──あまりに前まえ触ぶれもなく、メインシーの思し考こうは働かない。

「……何？」上うわ擦ずった声に、固めていた拳こぶしが解とける。

　意味がわからない。訳がわからない。突とつ然ぜん過すぎる。前触れすらない。

　──エラー？

　そして管制員のひとりが茫ぼう然ぜんとしたままに呟つぶやいた言葉は、メインシーの瞳どう孔こうを拡かく散さんさせた。

「……バベルのシステムが、ダウンしています……！」
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　部へ屋やで待たい機きしていたセールたちウェポンは、その異い様ようを管かん内ない放送で知る。

　余よ程ほどの緊きん急きゆう事じ態たいなのだろう──解かい放ほうされた最さい優ゆう先せんラインは、全ぜん区く画かくの全ぜん部へ屋やの拡かく声せい器きから管かん制せい室しつの音声を垂たれ流ながし始めた。

「光こう火か兵器は!?」

「現時点で充じゆう填てん完了している分の発はつ射しやは……まだ何とか」

「第四と第六はどうしてる!?　映えい像ぞうを映しなさいっ！」

「有ゆう機き衛星制せい御ぎよも八割が不ふ能のうです！」

「全区画の様よう子すは!?」

「隔かく壁へき……いや、システムダウンによる脱だつ出しゆつ経けい路ろ確かく保ほのため……」

「何!?」

「隔壁だけではありません！　全区画の全ぜん非ひ常じよう用よう通路が自動開放されています！」

「な……じゃあ、昇しよう降こう口ぐちは!?」

「昇降口もです！　操そう作さ……できません！　昇降通路の電源は外部との連絡を遮しや断だん、単独回かい路ろとして機き能のう……システムダウンによって特級特例が自動発令、エデンの全設せつ備び破は棄きと、第十三階かい層そうを最優先とした脱出経路の確保が……これは、どうしようも……」

「一般居きよ住じゆう階層は……完全に閉へい鎖さされ……どうすりゃいいんだ！　俺は下に家族がっ！」

「システム回復は!?」

「戻り……ません。これは……中央制御装そう置ちに情報爆ばく弾だん……が？」

「被ひ害がい状じよう況きようは!?　『揺ゆり籠かご』はどうだ!?」

「稼か働どう不能！」

「一から二十四、ダウン！」

「どうなってる……?!」

　早口で捲まくし立たてられる放送に、ウェポンたちは一いつ斉せいにざわめき始めた。状況が呑のみ込こめない。あまりに唐とう突とつだった。何が起こっているのか──拡声器から聞こえる管制室の会話の意味はわかる。だが、誰だれもが呆あつ気けに取られている。

「セール姐ねえ……！」隣となりにいたリカが、セールの袖そでを取る。反はん射しや的てきにその手を握にぎるが、自分自身も不安に彩いろどられているからリカの震ふるえる手を包み込むことができない。

「おい！」

「どうする!?」他のウェポンも口々に、セールの指し示じを仰あおぐかのようにこっちを見てくる。

　──そりゃあたしも、首しゆ謀ぼう者しやではあるんだけど……。

　どうすると言われても、どうすればいいのだろう。バベルのシムテムがダウンしているというのはだだ洩もれの放送で理解できる。隔壁や非常通路が開いてもいるようだ。

　だけど、或あるいは──この放送自体が罠わなか何かだったら？

「……ええと、この場合……ちょっと待って。今の、これは、って……そうだ！」

　過か剰じように詰つめ込こまれる状況対たい処しよの方法に、大事なことを忘れかけていた。

「レインは？　レインはまだ、帰って来てないの!?」

　叫んだセールに、リカが応こたえる。

「まだだよ。でも……」

　カロマイン＝セクを迎えに行ったレイン＝リィン。彼女はどうしているのだろう。この放送が外にも聞こえているなら──何らかの対たい処しよを考えるか指示しようと戻ってくるはずだ。

「皆、取とり敢あえず落ち着いて！　いい？　この放送があたしたちを誘おびき出だす罠わなだっていう可か能のう性せいもなくはない。だからまずはレインと合流しなきゃ。いい、みんな、」

　彼女がカロマインと一いつ緒しよにいるならば、尚なお更さらだ。罠だったとしても、彼ならばそんな策さく略りやくを弾はじき返かえすほどの戦力になる。そう考え、セールはいきり立つ全員を制せい止ししようとした。

　が、その時。

　扉とびらが開ひらき放ぱなしになっていた部へ屋やの出入り口に、足音が近付き人ひと影かげが立つ。

「取り敢えずあたしの指示に……って、え」必ひつ死しに叫んでいたセールの言葉が止まり、

「……あ！」リカがセールの手を一いつ層そう強く握にぎった。

　姿し勢せいは崩くずれることなく、だけど必死さを感じさせる勢いきおいで。

「皆……全員、いる？」レイン＝リィンが戻って来た。

　彼女は挨あい拶さつも説明もなく、部屋を覗のぞき込こみ、直後──叫んだ。

「総員……今すぐ脱だつ出しゆつするのよ！」

「レイン……！　じゃ、これ……、あ、カロマインは……」

「説明は後。いいから……急いで！」
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　管かん制せい区くの混こん乱らんが始まって、僅わずか数十秒。

　その間にも、バベルのシステムは次々とダウンしていく。メインシー＝カウツは激情に身を引ひき裂さかれそうになりながら、もはや多数の人間が一いつ斉せいに叫ぶために訳わけがわからなくなった報ほう告こくを右から左へ流し、焦しよう燥そうに焦燥を重ねた思し考こうを巡めぐらせる。

　バベルのシステムダウンに関しては、事実を認みとめる他にない。事実、エラーは続々と増ふえ続つづけ、機械仕じ掛かけの塔とうそのものが崩ほう壊かいしかねない状じよう況きようだった。

　原げん因いんは確かく信しんしている。

　──裏切り者の仕業だ。

　ずっと潜ひそんでいたのはこの時のためだったのか──そう歯は咬がみするが、実じつ際さいその行動は悔かい恨こんよりも、寧むしろ自身の不ふ甲が斐いなさを呪のろう類たぐいのものだ。

　今の今までずっと探さがしてきた。探し出せないまでも、下へ手たに動けないように威い圧あつしているつもりだった。戒かい厳げん令れいを敷しき、作さ業ぎよう状況を互たがいに見み張はらせ、密みつ告こくによる報ほう奨しよう制度を導どう入にゆうし疑ぎ心しん暗あん鬼きさえもを局きよく員いんたちに植うえ付つけ、完全に完全を重ねていたつもりだった。

　──それをこうもあっさりと、出し抜かれた。

「……ち……くしょう」被ひ害がい報ほう告こくが吹き荒れる中、小さく呟つぶやく。

「ちくしょう……畜ちく生しよう」その呟きは徐じよ々じよに大きく、早くなっていき、

「畜生……。畜生、畜生、畜生、畜生、畜生、畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生畜生おおっ！」

　メインシーは絶ぜつ叫きようしながら、自身が座っていた椅い子すを力の限り蹴け飛とばし、喧けん々けん諤がく々がくと混こん乱らんし続けていく管かん制せい室しつ全部に響ひびき渡わたるほどの大声で、力の限り叫んだ。

「あんたたちいっ！　光こう火か兵器はまだ発はつ射しや可か能のう!?　さっき発生したケモノはまだ射しや程てい距きよ離り内ないにいるかどうかはわかる!?　まずはそれだけを報告しろっ！」

　喧けん噪そうが殺される。メインシーが殺した。

　そして一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　直後、最初に我に返った男がひとり──。

「……エネルギーが落ちていますが、まだ行けます！　猶ゆう予よは……あと十五秒ほどかと」

「急げ！　撃うて！」即そく座ざに命令する。

「確認も返事も報告も要いらないから、さっさと撃て！　あのケモノだけでも……ぶち殺しておきなさい！　そうしなければあんたたち全員、楽園に乗のり遅おくれるわよ！」

　男が機械を弄いじり始はじめる。周しゆう囲いがまた騒さわがしくなる。しかしどうでもいい。できる限りのことをしておかなければならないが、その程てい度どのことしかできない自分に、何もかもに腹が立って仕し様ようがない。メインシーは俯うつむき、唇くちびるを切れるほどに咬かみながら考える。

　──まだだ。

　たとえバベルのシステムそのものがダウンしたとしても『伽が藍らん』の中ちゆう枢すうである第七稀き存ぞん種しゆは中央制せい御ぎよ装そう置ちから分ぶん離りされている。元々がバベルとは関係ない粒りゆう体たい兵器なのだ。機械が止まったとしても抹まつ消しよう存そん在ざいは止まらない。そして起き動どうのための準じゆん備びはもう殆ほとんど済ませてある。もちろんバベルのシムテムの力を借かりることができないのであれば、不安要よう素そは格かく段だんに、無む視しできないほどに増ぞう加かするだろうが──それでも、勝ち札はまだ崩くずれていない。

「光こう火か兵器……発射、命めい中ちゆうしました！」

　律りち儀ぎな管制員が、必ひつ要ようないと言ったはずの報告をしてきた。

　メインシーは顔を上げる。

　最後に残ったモニターがひとつ──巨大なケモノの中心部を撃うち抜ぬいた光火兵器の光こう条じようは、もう見えない。光は刹せつ那なで、その瞬しゆん間かんを見み逃のがした。しかしそれでも──そいつの背はい後ごには放ほう射しや状じようの土つち煙けむりが炎ほのおとともに捲まき起おこっており、兵器の威い力りよくは十二分だったと確かく信しんできる。

「殺した？」

「状じよう況きようを詳くわしく解かい析せきすることが不可能ですが……恐おそらくは」

　管かん制せい員いんの男が言い、直後その電でん映えい金きん属ぞく板ばんも、映えい像ぞうよりノイズの方が目立ち始める。

　見れば、もう管制室には数えるほどしか人間が残っていない。

　その男と、メインシーと、トマズと、あとはふたりほど。メインシーを盲もう信しんし、死ねと命令すれば喜んで死ぬような腹ふく心しんの部ぶ下かたちだけ──。

「全員……いつの間に逃にげたってのよ」つい今まであれほど煩うるさかったのに。

　メインシーは自じ嘲ちよう気ぎ味みに嗤わらう。

　トマズ＝ハニヴァーが、面おも白しろくもなさそうに答えた。

「光こう火か兵器が発はつ射しやされる直前……だね。そこの管制員が機械を弄いじってて、あなたが下を向いて考え込んでいる間。あっという間だったよ。皆気付いたみたいだね。ここで慌あわてててもいいことなど何もない、って」

「なるほど、どうにも騒さわがしいって思ってたら」まるで他ひ人と事ごとのように、メインシーは呟つぶやく。

　実じつ際さい、他人事だった。

　──これからの行動はどうするか。

　バベルのシステムがダウンしたということは、非ひ常じよう用よう通路も開かい放ほうされたということだ。ウェポン連中は外に脱だつ出しゆつするだろう。それは止められない。もう止まらない。

　だが──反対に、中へ入ってくる者もいるだろう。結けつ局きよく、光火兵器はあのケモノのために使ってしまった。今いま頃ごろはもう走り出しているはずだ。

「行くわよ」メインシーはだから、隣となりのトマズの襟えり首くびを引ひっ掴つかむと、開ひらき放ぱなしになった管制室の扉とびらへと向かって踵きびすを返した。

「……今いま更さら、どこにだい？」迷めい惑わくそうにその腕を振り払いながら、それでもメインシーに付いて歩き始めたトマズが、まるで嘲ちよう笑しようのように問うた。

　メインシーは答える。

「決まってるでしょう。本物の楽園エデンの兵器ウエポンたちを……引っ張り出すのよ。あんたたちはここで待たい機き、システム復ふつ旧きゆうに全力を尽つくしていなさい」

　その眼は澱よどみ濁にごっていたが、少なくとも刃は物もののような眼がん光こうは、未いまだ鈍にぶっていない。
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　機械都市バベル全域が混こん沌とんに満みちた氾はん濫らんに包まれる中、その場所だけは静せい寂じやくを保たもっていた。

　エデン中心部、世界再さい生せいのための装そう置ち──『伽が藍らん』内部。

　微び細さいなワイヤケーブルで埋うめ尽つくされた立りつ方ぽう体たいの部へ屋やに立つ透とう明めいな円えん筒とうと、そこへ有ゆう機き接せつ続ぞくされた半透明の椅い子すは、まるで世界から切きり離はなされたように淡あわい。現実味もなければ真実味もない、絵のような光景だけを作り出していた。

　そして本ほん来らいならば椅子に座り、その椅子と融ゆう合ごうすべき役目を担になった男はひとり──円筒に背を預あずけ、瞑めい想そうするように瞼まぶたを閉じていた。

　エデン本ほん総そう轄かつキャロル＝ユルングルスは、何かを憂うれうように、そのままの姿し勢せいで呟つぶやく。

「……システムがダウンしたようだ。誰だれがやったのだろう」

　メインシー＝カウツが予かね々がね主しゆ張ちようしていたように、裏うら切ぎり者ものがいたのだろうか。些さ事じだと思い放っておいたが、思ったよりも被ひ害がいは甚じん大だいなようだった。

「とは言え──それも些事、か」

　エデンの、ひいてはバベルの中央制せい御ぎよ装置がダウンしたとしても、実じつ際さいのところこの先は何も問題ない。『伽藍』を作さ動どうさせれば、どのみちバベルそのものが第七稀き存ぞん種しゆと自分の生命維い持じ装置として組くみ換かわる。無む機きの塔とうから有機の器うつわへ──バベルは世界の核かくとなり、今の機き能のうなどまったく必ひつ要ようとしなくなるのだから。

　ただ、ここまで追おい詰つめられるとは思っていなかった。

「ロイドは思ったよりも足あ掻がいているようだ」

　現在の状じよう況きようは把は握あくしている。ロイド＝オドの作った組そ織しきがバベルへと攻こう撃げきを開始し、メインシーらが対たい応おうしていた。システムダウンが重なったことが不運と言えば不運だが、最後の最後で『彼女』を──キャロルの最初の妻にして、リデルの母親──アリス＝ユルングルスを自分の元へ送り込んでくるとは、憎にくしみの根は余よ程ほど深かったように見える。

　彼女が自分の元を去った二十年前を、キャロルは後こう悔かいしていない。それどころかあれを契けい機きに、かつて以上の純じゆん粋すいさと一いち途ずさを、理り想そうに費ついやしてきたような気がする。

　それは執しゆう念ねんと形容すべきものだということに、キャロルは気付かない。

　ただ、外で行われる争いが、ひたすらに醜みにくいと思った。

「ルナ＝イルも来ているだろう。下か方ほう部ぶ水すい晶しよう体たいは『伽藍』の一部として組み込んでおいたから、下に来れば捕ほ捉そくできるよ」

　キャロルは独どく白はくのように言葉を吐き出す。

「──はい」

　それに、女の声で──返事があった。

「ロイドの相手は……黙だまっていてもカロマインがするだろう。だから問題はルナ＝イルだ。さすがに稀き存ぞん種しゆに内部へ入って来られては……ここも危あぶない。装そう置ちを今すぐ作さ動どうできればするのだが、システムがダウンしてしまった今では単たん独どく起き動どうに二時間ほどはかかる。混こん乱らん器き官かんを拡かく散さんするための初しよ期きエネルギーと、全稀存種の特とく異い粒りゆう体たいを検けん索さくし捕ほ獲かくするための準じゆん備びエネルギーがまるで足りていないんだ。そもそもバベルのものを使うはずだったんだから当然だが」

「充じゆう填てんしていた予よ備びエネルギーでも？」女の声が問う。

「ああ」キャロルは頷うなずいた。

「無む理りをすればどうにかなるかもしれない。だが推すい測そくに過すぎないよ。負ふ担たんがかかり過ぎる」

　多少困こまったことになった、と、閉じていた瞼まぶたを開き、

「ルナ＝イルの足止めが必ひつ要ようだ」

　キャロル＝ユルングルスは、どこか慈いつくしむような、それでいて憐あわれむような声で言った。

「この際さい、殺してしまっても構かまわない。遺い体たいさえ残っていれば回かい収しゆうと再さい構こう成せいは可か能のうだ。お前に頼たのむのは酷こくなことかもしれないが、やってもらえるか？」

　女は──彼女は静かに、首しゆ肯こうした。

「それが命令であれば、従したがいます」

「思えば……お前たちにはずっと働いてもらってばかりだな。私は肝かん心じんなところで何もできない。愛する娘を危ないところに行かせておいて傍ぼう観かんを決め込んでいる。……最低の父親だよ」

「いいえ、お義と父う様」キャロルに対して、女の声はどこか労いたわるような微び笑しようを見せる。

「私もお姉様も、あなたの娘であることを感かん謝しやしています。誇ほこりに思っています」

　ふ、と。

　キャロルはその返事を受け、円えん筒とうから背を離はなし、寄りかかっていたそれを仰ぎよう視しした。

「お前たちは互いのことを『姉』と呼ぶ。考えてみれば変わった姉妹だな」

　透とう明めいな柱。その内部に浮かぶのは、首に身体の一部のみが繋つながった若い女の姿すがただ。

　頭を切り開かれ、脳を露ろ出しゆつさせ、その脳からは有ゆう機きコードを伸ばしている。朽くち葉ば色いろだった長い髪は、切り取られた部分に生はえていた半分ほどが失われてしまった。美しかった容よう姿しは今や悲ひ惨さんなものへと変かわり果はて、見ているだけで心が苛さいなまれる。

　それでも閉じた瞼に穏おだやかな笑えみを浮かべているのは、救すくいか、或あるいは追おい討うちか。

「お姉様は……幸せだったと思います」

　救いだ、と断だん言げんするように、キャロルの前に立った女がこちらをじっと見てくる。

「私はお姉様と違ちがって拾われ子ですが、姉の気持ちくらい……妹にはわかりますよ」

「そう、か」キャロル＝ユルングルスはだから、目の前に在ある血を分けた娘──第七稀存種、リデル＝ユルングルスから一ひと時ときの間視し線せんを外はずした。

　振り返る。

　そこには、二十年前に拾い、赤子の頃ころから育ててきた──血を分けない娘の姿がある。

「行ってきてくれ」キャロルの声は、淀よどみない。

「了りよう解かいしました」彼女は──。

　フィオナ＝レスファは、笑えんだ。
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　一いつ瞬しゆんの光と同時に、遥はるか彼方かなたに現れた巨大なケモノが動きを止めた。

　遅おくれて轟ごう音おんが鳴なる。地面を抉えぐるような、破は壊かいするような、そんな音だった。数百メートルは離はなれているはずなのに、鼓こ膜まくが破れそうなほど痛いたい。

　そして続くのは、捲まき上あがる地面の土と、吹いてくる異い様ような熱気。

　バベルからケモノに向かって発はつ射しやされた『火』だ──それに気付いた時にはもう、ケモノ後方の地面が放ほう射しや状じように土つち煙けむりを捲き、ばちばちと余よ韻いんの炎ほのおを燻くすぶらせ始はじめていた。

　刹せつ那な過すぎて意味がわからない。それほどのものだった。

　ルナは驚きよう愕がくと、それから少しの恐きよう怖ふを混じらせて、ケモノの方向を見る。たっぷり七百メートル以上は離れているそいつがどうなってしまったのかはわからない。が、ケモノの位置──バベルから見て南西方向に発射された光は、それぞれ西と南とに待たい機きしていたルナたちとロイドの隙すき間まを通り過ぎるように、或あるいは遮しや断だんするように、黒い煙を土から昇のぼらせる。

「……あれが」シオンが、呆ぼう然ぜんとして呟つぶやく。

　話には聞いていたが、今まで見たことがなかったのだろう。ルナだってそうだ。

　あんなものが自分たちに向けて光ったとしたら、生きていられただろうか。全身を瞬しゆん時じに蒸じよう発はつさせられて、殺されたことにも気付かずにこの世から消えてしまっていたのではないか。

　──だけど。

　遥か前方に、点のように在あるケモノを見み遣やる。

　あいつが──彼女が、それを肩かた代がわりした。

　だったら行かなければならない。再発射までには時間があると言っていた。今が好こう機きだ。ミュリエルがロイドのために作った好機だ。

「シオン！」ルナは叫ぶ。シオンは隣となりで黙だまって頷うなずく。

　逡しゆん巡じゆんする時間も、感かん傷しようを送る時間も、何もかもが惜おしい。

　距きよ離りは一キロ。全力疾しつ走そうを続けるには遠い。

　だけどこれまで歩いてきた道どう程ていに比べればほんの僅わずかだ。

「行こう……今日、絶ぜつ対たいに……終わらせるっ！」

　ルナは叫び、シオンは立ち上がり、

　ふたり同時に、飛び出した。




　最後の最後まで自分の身替わりとなったミュリエルを遠とお目めに、ロイドは重い腰こしを上げた。

　誰だれかに止めて欲しい、僅わずかでもそう思った自身を悔くい、それからそんな自分に失しつ笑しようする。

「最後の最後まで……お前は役に立ってくれた」

　点ほどにしか見えないミュリエルに、恐おそらくは光こう火か兵器の一いち撃げきを受けて繭まゆの『核かく』を破は壊かいされ、完全に死し滅めつしてしまったであろう彼女に向かい──ロイドはひとりごとのように呟つぶやいた。

　八年間、一いつ緒しよに過ごしてきた。だけど最初から最後まで彼女は道具でしかなく、同情や愛情を覚おぼえたことなど一度もないし、優しい言葉を掛けたことすら数えるほどしかない。

　だけど、それでも。

　出会い、彼女の両親を殺し、彼女の脳を壊こわし、そうして踏ふみ躙にじってきた八年間、シビル＝ベスの面おも影かげをミュリエルに重ねたことなど一度もなかった。血けつ縁えんが遠過ぎてまるで似ていないせいだと思っていたが、どうやら違ちがったらしい。

「……さあ、行くか」

　だからロイドは息を吸う。

　ミュリエルは言った。

　──いいよ。あなたがそれを望むなら、私は世界を壊す手伝いをする。だから、お願い。

　笑え顔がおしか残されていない壊れた頭で、悲しい素そ振ぶりなど微み塵じんも見せず、ただ嬉うれしそうに。

　──私を、魂たましいまでちゃんと、徹てつ底てい的てきに消しよう費ひしてね。

「じゃあな、ミイ」もはや自分しか口にしなくなった愛あい称しようで、彼女の名を呟き。

　ロイド＝オドは、疾しつ走そうを開始した。

　バベルまでは一キロ。この十年間の暴ぼう走そうを埋うめるためにはあまりにも遠く、感かん傷しように振り返り過去を回かい顧こするにはあまりにも近い距きよ離りだ。

　──だからもう、何も考えず、ただひたすらに走れ。

　数百メートルを走り続け、ミュリエルの姿すがたが大きくなっていく。

　背はい後ごから見る巨大なケモノは、半球体の中心部に大きな穴を開け、沸ふつ騰とうし蒸じよう発はつした肉の匂においを周しゆう囲いに撒まき散ちらしていた。

　その傍かたわらを──彼女に数十メートルほどの距離にまで接せつ近きんし通り過ぎる時にも、脇わき目めは振らず一いち瞥べつすら向けなかった。ただ彼女を置き去りに、自分の過去を。豪ごう奢しやに屹きつ立りつする機械都市の圧あつ倒とう的てきな全ぜん景けいへと、前を向いて、疾走を。

　ミュリエルの笑え顔がおに覚おぼえる感傷を漠ばく然ぜんな殺さつ意いへと変へん換かんし、それを走る力へと変えた。




　ルナも、シオンも、ロイドも、ミュリエルの死体に近寄ることはしなかった。

　エデンもまた、バベルのシステムダウンのせいで、そのケモノの殲せん滅めつ確かく認にんができなかった。

　だから──誰も気付かない。

　半球体の中央、やや下辺あたりを貫つらぬいた痛いたい光は、そいつに大きな損そん害がいを与えていた。それは生命活動に大きな支し障しようを来きたすほどの穴だ。

　光こう火か兵器──直径一ミリメートル以下の光こう条じようは莫ばく大だいな熱量で以もつて、光が通つう過かした周まわり十メートルほどの物質を刹せつ那なで蒸じよう発はつさせる。蒸発まではいかずとも周まわり百メートルほどは、生物ならば肉が焼やけ爛ただれるほどの高温に晒さらされる。故ゆえにそいつの中心部には直径十メートル以上の大きな穴が開き、体たい組そ織しきのおよそ三分の二以上は生命活動を行えず、死んだ肉と化していた。

　だけどそれは僥ぎよう倖こうだったのだろうか。ただの偶ぐう然ぜんか、それとも不運か。

　或あるいは、彼女の執しゆう念ねんだったのかもしれない。

　ケモノの表面、半球の極きよくよりもやや下か方ほうに磔はりつけにされていた女の身体は、辛かろうじて上半身を火傷やけどで済ませていた。そしてその心臓には──彼女がこの巨大なケモノとひとつになるために使用された、白く丸い小さな『繭まゆ』から出てきた、虫に似た畸き形けい生物──『核かく』が在ある。

　その『核』は、自身が生き残るための取しゆ捨しや選せん択たくを、自身の身体で行う。

　傷付いた体組織は見捨てた。吸収することによって栄えい養ようになる部ぶ位いは喰くらい、炭たん化かして使い物にならない部位は廃はい棄き。そして生きている部分、『核』の命令が届とどく範はん囲いの身体すべてを再さい構こう成せいする。大穴の開あいた半球は傷口からふたつに割れ、核の存そん在ざいする女の身体を軸じくにして、羽根か足のように広がる。

　それは、卵からの孵ふ化かに、どこか似ていた。

　元々その身体には、臓ぞう器きもなければ血管も神経もない。すべてがごちゃ混ぜになり、ちぐはぐに組み上げられた身体、その細さい胞ぼうそれぞれに宿った生命が一体となって動いていた生物だ。

　だから再ふたたび動き始めることは簡かん単たんだった。

　死にたくない──生きているすべての存在が持つ本ほん能のうを糧かてに、そいつは再さい生せいする。

　全長は十メートルほどか。かつての身体に比べれば如い何かにもちっぽけだったが、その分素す早ばやく動くことができそうだ。

　人間の女の上半身を前に、余よ分ぶんな部分は後ろに。

　喩たとえるならば四よつん這ばいにも似た姿し勢せいだったが、形けい状じようは異い様よう過すぎた。

　磔にされた両腕から伸びる、足のような、翼つばさのような、移動のための器き官かんがふたつ。

　失った下半身からは尾のような姿勢制せい御ぎよのための器官がひとつ。

　背中からは何本かの、触しよつ角かくのような角のような、攻こう撃げきのための器官がふたつ。

　俯ふ瞰かんすれば羽根と足を生やした海鷂魚えいにも似た、女の顔をしたケモノ。

　生き延びることに成功したそいつは、ぶるりと一度、その身を震ふるわせる。

　そして。

　如い何かなる理由か、眼がん前ぜんに聳そびえ立つ機械都市に向かって、前進を開始した。

　まるでさっき過ぎ去ったロイド＝オドを追い掛けるかのように、そいつは──ミュリエルだったものは、嬉うれしそうに、きいいい、と笑った。
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　セールたちが脱だつ出しゆつ経けい路ろとして選んだのは、第四区く画かく──ウェポン居きよ住じゆう区くの非ひ常じよう用よう昇しよう降こう路ろだった。バベルのシステムがダウンし隔かく壁へきが開いているとは言え、この通路をわざわざ使うような局きよく員いんは殆ほとんどいない。敵てきに接せつ触しよくする危き険けん性せいもあるし、何より設せつ置ちされた昇降機はエデン内で最も狭せまく小さく、一度に十人ほどしか乗り込むことができないからだ。

　事前に練ねっていた計画ではこれが緊きん急きゆうの脱出手しゆ段だんとしての第一候こう補ほだったから、事が順じゆん当とうに動いたとも言える。司令室を占せん拠きよする手て間まも省はぶけた。

　何が起きたのかはわからないが、ともあれ、待ち時間は長い。

　向こうで陣じん頭とう指し揮きを執とる者が必ひつ要ようだとレインに言われ、セールは最初に乗り込んだ。ウェポン三十八人と、純じゆん血けつの局員が五名──昇降機の往復時間は十分ほどで、故ゆえに三十分ほどの間、気を張っている必要がある。

　降おりた場所は、スラム南区の外はずれ。

　湿しめった空気に懐なつかしさを覚おぼえた。だが、それよりも焦あせりと、微かすかな違い和わ感かんがセールを包む。

　バベルの支し柱ちゆうに近い場所には本ほん来らい人ひと気けが少ない。が、さっきからずっと小動物の気け配はいすらも感じないのはどういうことだろう。セールの記き憶おくではこの辺あたりにもちらほらと住じゆう居きよがあったように思うが、それも見当たらなかった。薄うす闇やみに見えるのは瓦が礫れきと、無む機き質しつな荒こう廃はいだけ。

　──寂さびれた……のかな？

　光量も足りない。闇に目を凝こらしても夜よ目めは利きかず、向むこうの様よう子すがわからない。

　機械都市暮らしが長過ぎたなと失しつ笑しようする。

　──それとも、何か起きた？

　そんな疑問が、焦しよう燥そうと相まって生まれた。身内など残してきてはいないからスラムがどうなろうと今いま更さら知ったことではない。だが、それでも、生まれた場所が何かおかしい、という感かん覚かくは鬱うつ陶とうしく、落ち着かなかった。

「レインさん……大だい丈じよう夫ぶかな」

　昇降機の扉とびらが開くのを見守っているリカの声が背中越しに聞こえる。

「待ってな、必かならず来るから。そしたら逃にげるよ」

　堂どう々どうと言いながら、それでも不安は付きまとう。

　思い出すのは、レイン＝リィンの、どこか思おもい詰つめたような表情だ。




　十数分ほど前。

　カロマイン＝セクと一いつ緒しよではなく、ひとりでレインは帰ってきた。

「急いで！」短くそう叫び、ウェポンたちを先せん導どうするように踵きびすを返して走りだしたレインを追い掛けながら、セールはカロマインはどうしたのか、そう問うた。

　レインは答える。

「……いなかった」と。

　どういうことなの、と尋きこうとしたセールに、レインは続けた。

「部へ屋やは空からっぽだった。捜さがしに行こうかと迷まよってたらシステムがダウンしたの」

「じゃあ……」

「この状じよう況きよう……彼が作り出してくれた、そう考えるのは都つ合ごうが良過ぎるかしら」

　いったいどの機械をどう弄いじればバベル全体がこうまで混こん乱らんするのかは、セールにはわからない。だが、カロマインならそれができるような気もした。元々彼の思し考こうなどセールにはまったく読めないから推すい測そくすらできなかったが──ともあれ、好こう機きは好機だ、と判はん断だんする。

「どっちでもいいわ」

　だからセールは、堅かたい表情のレインに笑う。予よ定てい外がいの出で来き事ごとに対して思おもい詰つめているのだろう。始まったばかりなのだから、気を張り過ぎない方がいい。

「とにかく、急げ、よ」

　緊きん急きゆう用よう非ひ常じよう昇しよう降こう路ろの入り口にはすぐに着き、レインはセールに先せん行こうと陣じん頭とう指し揮きを命じる。

「気を付けてね」乗り込んだ昇降機の扉とびらが閉まる直前、レインはセールに向かって言った。

「あんたもね。下で会いましょう」そう応こたえたセールに、レインは頷うなずく。

　しっかりと、頷いた。

　──でも、あの時。

　レインの顔は、セールを、そしてウェポンたちを必ひつ死しで見てはいなかったか。

　まるで自分たちの姿すがたを目に焼き付けておこうとしているかのように──レインは、最後の視し線せんを送ろうとしていたのではないか。

　そんな疑問が、扉の閉まる直前、セールの脳のう裏りに浮かび──。




　疑問は今や、スラムに対して感じる違い和わと、遅ち々ちとして進まない脱だつ出しゆつに助じよ長ちようされて、拭ぬぐい去されないほどの不安となっている。

　支し柱ちゆうに備そなえ付つけの金きん属ぞく扉が開く気け配はいがした。

「今、何人!?」

　その不安を掻かき消けすように、セールは辺あたりに気を遣つかったまま、リカに問う。

「二十……二十四人！　詰め込めるだけ詰め込んでるから、思ってたより早く終わりそう。あと十人だから……もう、十分で終わるよ！」

　この場に全員が、無ぶ事じに降おり立たつのがまずは第一関かん門もん。

　それからここを出て、少なくともバベルの不ふ可か視し境きよう界かい線せん外がいへと出なければ脱出とは言えない。外で何が起きているのかをセールは知らなかったが、まずはシステムが何かの間ま違ちがいで復ふつ旧きゆうされてしまう前に、外へ出る必ひつ要ようがあるだろう。

　ケモノとの戦せん闘とうもあり得うる。外は──ずっと出動するだけだった外の世界は──ケモノの生きる大地に他ならないのだから。

　ともあれまずは、この場を無ぶ事じに乗り切ることに全力を尽つくさなければならない。

「急いで……」セールは呟つぶやくと、また前方に目を向ける。

　荒こう廃はいした闇やみ。人の、動物の気け配はいすらない、闇。

　支し柱ちゆうの背はい後ご──つまりスラムの外、二百メートルほど離はなれた場所で、何ものかの甲かん高だかい鳴なき声ごえがあったのには気付かなかった。




　同じ頃ころ──エデン第四区く画かくにある、昇しよう降こう機きのもうひとつの出入り口。

　残り九人となった集団の中から、レインはひとりを手て招まねきした。

　レインが輸ゆ送そう区くの管かん制せい室しつを占せん拠きよした時に──真っ先に従したがってくれた若い男だ。あれから数日、こちらが見ていて驚おどろくほどによく働いてくれている。

　昇降機の前でそわそわする集団から離はなれ、レインは彼に言う。

「お願いがあるの」

　彼は──レインのその顔を見て、驚いたかのように頬ほおを引ひき攣つらせ、しかしその直後、

「そう言うだろうと思ってました」苦にが笑わらいした。

「……どういうこと？」

「もう三日前っすかね。副部長がシオン＝エシュを送り出したのは。俺、副部長が大声で泣くの初めて見ましたよ。いやもうびっくりしたような得したようなって……。知ってます？　あなたに憧あこがれてる奴やつ、けっこういたんですよ」

　俺もそのひとりでしたけど、と彼は言う。

「あなた、そんなこと言ってる場合じゃ……」

　呆あきれ顔がおで諫いさめようとするレインに向かって、しかし彼は笑い、

「男としては、ここで『俺も一いつ緒しよに行く！』とか『あんたは行け、俺が何とかする！』とか毅き然ぜんとして言った方がいいんでしょうけど。俺の場合、両親は早くに死んじまったし、そういうのうってつけと思うんですが」そして伺うかがうように、問うた。

「……駄だ目め？」

「駄目に決まってるでしょう。……だいたい、あなたひとりでどうするつもりなの？」

「それは副部長も同じじゃないですか？」

「……それもそうね」口を尖とがらせて反論する男に、レインは微び笑しようを浮かべた。

　少しだけ──ほんの少しだけ、和なごやかな空気がふたりを包む。

「やっぱ、気は変わらないんですかね」男は頭を掻かきながらそれでも確認するように言うが、

「ごめんなさい」レインは首を振った。

「あなたたちの誰だれも巻き込めないわ。これは私の戦いよ」

「……まったく」意い志しの揺ゆらぐ気け配はいのない口く調ちようを読み取ったのだろう。

　男は肩を竦すくめ、仕し方かたない、といった調ちよう子しで溜ため息いきを吐ついた。

「その真ま面じ目め一直線な性格がなかったら、副部長に浮いた話のひとつやふたつあったでしょうに。副部長評ひよう判ばんだったんですよ、男どもの間で。笑うとすっげえ美人なのになあ、って」

「……『のに』って何よ」

「いや、だっていつも不ふ機き嫌げんそうな顔してるから」

　レインが眉まゆをひそめ、男は弁べん解かいを始めた。

　──そう言えば、笑うのはウェポンたちの前だけだったのかもしれない。

　今いま更さらながらそのことに気付き、レインは心中でだけ、肩の力を抜く。

　入った頃ころは、からかわれながら必ひつ死しで仕事をこなしていた。

　それから数年経たって、ようやく上う手まくやれるようになった頃、ロイドがいなくなった。

　そしてそれからは──周まわりも見ずに、ただひたすらに、必死になって生きてきた気がする。

「好きな人でも新しく作ってれば、今いま頃ごろもう少し違ちがう人生になってたのかもね」

　レインは韜とう晦かいのように微笑ほほえみ、

「……え？」男はきょとんとする。

　──でも、無む理り。

　自分の性格は自分でよく知っている。要よう領りようの良さも悪わる知ぢ恵えも働かない代わりに気が長く、そして集中したら周りが見えなくなる。それを真ま面じ目めと形容するならば確かにそうかもしれない。十年前の同どう僚りようたちは皆もうエデンを辞やめたか辞めさせられたかでいなくなってしまっていた。今、まだ残っているのは──要領悪くひたすら真面目に仕事をし、その結けつ果か昇しよう進しんした自分と、あともうひとり。レインとまるで正反対の、彼女だけだ。

　要領がよく悪知恵が働き、気は短く飽あきっぽい。ただ同じなのは、集中したら周りのことなどお構かまいなしになるというその気質だけ。

「そうね。だから気も合わず、こうして敵てきになったのかも」

　男が呆あつ気けに取られているのを横目に、レインは拳こぶしを握にぎり、前方の集団を注ちゆう視しする。

「……副部長？」

　そうして再ふたたび男に視し線せんを移し、

「あなた……名前は」鋭するどい声で、言い放った。

　──これが、ウェポン管かん理り部ぶ副部長として、最後の。

「……あ、はい！　マーク＝スコルです」

「そう。ウェポン管理部、マーク＝スコル。管理部副部長として……他の誰でもない、あなたに命令します。総員が無ぶ事じに下へ降おりられるように指し揮きを執とって。聞いてくれるわね？」

　男は──苦にが々にがしく、だけど諦あきらめたように笑った。

「卑ひ怯きようですね副部長。そう言われちゃ断ことわれない。わかりましたよ……了りよう解かい、です」

「ありがとう」レインはだから、悪戯いたずらっぽい、子供じみた笑えみで応こたえ。

「下で……会いましょう」

　エデンが持つ最後の一手を止めるために、踵きびすを返した。




　　　　４




　あの心ここ地ちいい水すい槽そうの中から引き上げられ、そのまま眠りについていた。

　二十時間近くの深い睡すい眠みんだった。最終調整という作さ業ぎようはそれだけ稀き存ぞん種しゆに負ふ担たんをかける。羽う化か前まえの幼よう生せいともなれば尚なお更さらだ。ただ、イユ＝イエールはそれに気付かない。普ふ通つうに眠って普通に起こされたという、ただそれだけのことだと思っていた。

　それよりも、起こされて仕事だと言われて放り出されたこの場所の方が、イユにとっては恐きよう怖ふであり驚きよう愕がくだ。仕事に行く前に乗り込んだのも、一いつ瞬しゆんで遠くへ行くあの透とう明めいな箱ではなく不透明な金きん属ぞくの箱だった。部へ屋やに入ると胃いが浮くような感かん覚かくがあって、それからしばらく待っていると勝手に扉とびらが開く。出て行った先はエデンではない別の場所、という意味では同じだが、それでも妙みように焦あせった様よう子すのメインシーの気け配はいといい、慌あわただしく騒さわがしく、だけど変な静けさのあるエデンの様子といい──不安があった。

　妙な場所だ。

　まず、空がない。上を見上げれば何だか暗い天てん井じようがあって、だけど下には土がある。土は湿しめっていて、風も生なま暖あたたかく、同時にどこか饐すえたような、厭いやな臭においがする。廃はい材ざいで作られたようなあばら屋と、あちこちに積み重なる瓦が礫れきの山は、その場の暗さと相まってイユの震ふるえを助じよ長ちようする。人がいる気配がまったくしないのも──余よ計けいに恐こわかった。

「なに……ここ」

　こんな場所は見たことがない、そう思う。

　バベル下部スラム、南区。セール＝ルウジュたちが降おりた支し柱ちゆうからは直線距きよ離りで百メートルほども離はなれた、昇しよう降こう機きの出口。

　そこに、イユは出撃した。

　目もく標ひようは──敵てきは。

　メインシーは、出しゆつ撃げきするイユに言った。

「いい？　昇降機が下に着いたら、そこにいる奴やつ全部が悪い奴よ。人間がいるかもしれない。ケモノがいるかもしれない。だけどその場所で会った奴は全部、私たちの敵なの……だから」

　──だから？

「だから目に入った端はしから、全員やっつけちゃいなさい。……そいつらは全部、イユちゃんも、イユちゃんが好きな人も殺そうとしているの。イユちゃんたちの命を、私たちの命を狙ねらってくる、とてもとても悪い奴やつなの」

　──だから。

　イユは、辺あたりを見み渡わたす。

　人ひと影かげはない。動くものもない。何もない。敵てきなどどこにもいない。

「えっと……」光が圧あつ倒とう的てきに少ないその場所は、数メートル先がよく見えなかった。

　イユは辺りを見渡すことを諦あきらめ、じっと耳を澄すます。

　遠くで何か、動くものの気け配はいがある。何事かを話す声、いや──叫び声と、動物のような、女の人の悲ひ鳴めいのような鳴なき声ごえ。

　瓦が礫れきとあばら屋が林りん立りつするその場所は、曲まがりくねった道が入り組んでいて迷まよいそうだ。だけどイユは、ひとりぼっちでいることへの恐きよう怖ふに耐たえられなくて、取とり敢あえず声と気配のある方向に向かって、とことこと幼い足取りで歩み始めた。
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　イユ＝イエールを出しゆつ撃げきさせたメインシーは、昇しよう降こう路ろの前で深い溜ため息いきを吐つく。

「……さあ、上う手まく殺やって頂ちよう戴だいよ」

　溜息の直後──まるで祈っているかのような口く調ちようでひとりごちた自分に苛いら立だちを覚おぼえ、舌した打うちをして歯は咬がみする。

　正直なところ、追おい詰つめられていた。

　イユを出撃させるのは最後の手段だ。それに頼たよることになってしまった自分がどうしようもなく使えない人間のように思う。抜かりなく万ばん事じを進めていたはずだった。それなのに──どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　体たい面めんも何も考えなければ、エデンの勝利は未いまだ揺ゆるがない。装そう置ち『伽が藍らん』はバベルの中ちゆう枢すう制せい御ぎよシステムとは情報的に切きり離はなされているから、たとえ都市全域がシステムダウンに襲おそわれたところで起き動どうに支し障しようはないのだ。本ほん総そう轄かつがその気になれば今すぐにでも、第七稀き存ぞん種しゆを覚かく醒せいさせることができる。そうすれば星の再さい生せい作さ業ぎようは始まり、稀存種全員はこの世から消える。

　しかし、それが果はたしてメインシーにとっての勝利と言えるのか──。

　越えつ権けんに越権を重ねてここまで来た。それなのに今いま更さらエデンを窮きゆう地ちに立たせておいて、勝利に及ぶ最後の一手を本総轄に頼るというのは酷ひどくまずい。これまでの功こう績せきが認みとめられないことには、新世界での地位など朧おぼろに消え去ってしまうのではないか。

　本総轄のキャロル＝ユルングルスは、理り想そう家かにして徹てつ底ていした結けつ果か主義者だ。自らの理想を実現するために全力を尽つくし、しかし努力などは評ひよう価かせず結果のみを重じゆう視しする。メインシーが外交部部長という場所にまで昇のぼり詰つめることができた所以ゆえんは、人望でもなければ能のう力りよくでもない。ただ求められた以上の結果を出し続けてきたからだ。

　あのレイン＝リィンとは正反対だ、とメインシーは思う。彼女は努力の果はてに結けつ果かが自然と導みちびき出だされた故ゆえに、ウェポン管かん理り部ぶ副部長という役やく職しよくを拝はい命めいされた。対して自分は外交部部長になるために、ただ結果だけを求め続けてきた。

「思い出すと腹が立つわね」自じ嘲ちよう気ぎ味みに呟つぶやき、

「ふん……！」苛いら立だちに紛まぎれて昇しよう降こう口ぐちの扉とびらを蹴け飛とばす。

　──あの時から、上う手まくいかないことだらけ。

　さっきもそうだ。バベルのシステムダウンに際さいして、メインシーはまず使い捨ての変へん異い種しゆたちを出しゆつ撃げきさせようとした。しかし指定していた待たい機き場所に赴おもむいたところ──中はもぬけの殻から。全員が放送を聞き、逃にげてしまっていたのだ。

　怒いかりに奮ふるえ、それでも当とう初しよの予定通り、本物の兵器ウエポンに打だ診しんしようと試こころみた。第一稀き存ぞん種しゆである、フィオナ＝レスファだ。

　だが、それも失敗だった。彼女もまた、エデン内から姿すがたを消してしまっていた。

　少なくとも彼女は隠かくれたり逃げたりするような性格ではない。そういった卑ひ怯きようとも取れる行こう為いを好まないことは知っていた。故に奇き妙みように思い、逃にげ惑まどう局きよく員いんを幾いく人にんか捕つかまえ問いただしたところ、その内のひとりから思ってもみない答えが返ってくる。

　──ついさっき、非ひ常じよう用よう昇降路へ入っていく姿を見ましたよ、と。

　その言葉に、メインシーは唇くちびるを咬かんだ。

　つまり──彼女はルナ＝イルを助けに行ったのだ。

　誤ご算さんだ。生まれた直後からこの場所にいて、エデンの規き範はんを自らの倫りん理りとして育てられてきた稀存種が──フィオナ＝レスファが、この場所を捨てるとは思ってもみなかった。

　が、事実を事実として認にん識しきしてみれば至し極ごく当然のことかもしれない。

　ルナ＝ソーシア、エンダ＝カーラ、そしてロイド＝オド。稀存種であることを誇ほこりに思えと教え育てられたフィオナは、稀存種が次々とエデンを離はなれてしまったその事実に疑いを持ったのだろう。最悪、ロイドと彼女とが通じていたとしてもおかしくはない。

　フィオナを敵てきとして視し野やに入れたこともある。が、数日前にその案あんは却きやつ下かした。もしそうだとして、フィオナが牙きばを剥むくなら、ルナ＝イルの逃とう走そうの際さいに行動を起こすはずだと思ったからだ。次じ善ぜん策さくとして無む理り矢や理りな予定を捏ねつ造ぞうしルナの帰き還かん時じには『伽が藍らん』に入れておいたが──或あるいはそれが裏うら目めに出たのかもしれない。

　ともあれ彼女はその後も行動を起こさず、その上、レインたちと分かたれても尚なお、大人しくしていた。故に消しよう極きよく的てき賛さん同どう者しやとして計算に入れていた。それなのに──。

「……結けつ局きよくのところ、何もかもが失しつ策さくだったという訳わけ？」

　稀存種ならば、純じゆん粋すいな力で行動を起こすと思い込んでいたこと。

　そんな稀存種を、命令と策さく略りやくによって制せい御ぎよできると勘かん違ちがいしたこと。

　そして自身のその能のう力りよくを、疑いもしなかったこと──。

　結けつ局きよく、最後は発はつ狂きようしかかったイユ＝イエールに頼たよらざるを得なかった。戦力としては甚はなはだ不足している。カロマインは頼たのまなくても勝手にロイドと戦うだろうから放っておいても問題はないとして──フィオナ＝レスファとルナ＝イルを相手に、イユがひとりでどこまで戦えるというのだ。カロマインがロイドに勝ったとて、加か勢せいに入る訳わけはない。

　そんな、推すい測そくに希望的観かん測そくを重ねても尚なお不安な未来予よ測そくしかできない自分が、果はてしなく憎にくくてたまらなく苛いら立だたしい。トマズ＝ハニヴァーには中央制せい御ぎよ装そう置ちからのシステム回復を頼たのんで別れたが、正直なところあてにはならない。

　あの子供は確かに天才的な能のう力りよくを持っている。だが、過か学がく研究部と同じことが──過学研究部にすら可か能のうかどうかわからないことが、門外漢の子供にできるという道どう理りは間ま違ちがっている。

　ち、と、この日何度目かもうわからなくなってしまった舌した打うちをし、その舌打ちに、

「畜ちく生しようめ……」舌打ちの数と同じだけ繰くり返かえされた、自じ問もん自じ答とうを付ふ随ずいさせる。

　自身の失しつ策さくだったと認みとめるには、メインシーの自じ我がは強過ぎた。

　思えば歯車がおかしくなったのは、レイン＝リィンの処しよ刑けいに失敗したあの時からなのかもしれない。捕とらえるまでは何もかも上う手まくいっていた。レインを処刑できていれば、少なくともウェポンの動きは抑おさえられただろう。

　あの時までは、カロマイン＝セクもまだ、自分の味み方かただったのだから。

「そうね……何もかも、本当に」メインシーはひとりごちる。

　自我を苛さいなむことを避さけ、責任転てん嫁かを憎にくい憎いあいつへと向ける。

　レイン＝リィン。十数年前に出会ったその日からはっきりとわかっていた。

　あの女は、どこまで行っても自分とは交まじわらない──。

「本当に……本当に、本当に、本当に、本当に本当に本当に何もかも、おかしくなったのは全部あの時から。さっさと処刑しておけばこんなことにはならなかった。あの女が大人しく処刑されていたら私はこんな失敗をせずに済んだのよ！」独どく白はくはいつしかはっきりと口に出され、声となった言葉は静せい寂じやくの廊ろう下かに響ひびき渡わたる。遠い喧けん噪そうは徐じよ々じよに少なくなっていて、エデンから人間がいなくなっていくという事実を物語っていた。

「そう……殺ころし損そこねたって訳よ。本当なら……三日前、いいえ捕つかまえたその場で首でもブチ刎はねておくべきだった。余よ計けいな仏ほとけ心ごころを出した私がいけなかったのかしら？」

　メインシーは、静寂にはっきりと、問うように吐き捨て、

「ねえ……どう思う？　まだ間に合うかしら」

　背はい後ごに近付いていた気け配はいに、身体ごと振り返る。

「いいえ。もう間に合わないわ」

　その気配は──近付いていた人ひと影かげは、腰こしの式典用短刀を抜いたままの姿し勢せいで殺さつ気きとともに、素人しろうとじみた構かまえで立ち止まった。

「あら？　没ぼつ収しゆうしたと思ってたけど……親切な人がいたものね」

「私はあなたと違ちがって人じん望ぼうがあるのよ」

「人望なんて形のないもので得たのが、その短たん刀とうひとつ？　笑わせるわ」

　その人ひと影かげが──。

「無む視しできるものなら無視しておけばいいんでしょうけど、どうにもあなたと私は縁えんがあるみたいね。第十三区く画かくへの直通通路でぶつぶつと独ひとり言ごと……危あぶないわよ、メインシー」

　レイン＝リィンが、目付きの悪い顔で、こっちを睨にらむ。

「そうね。待ち遠しくて気が狂くるいそうだったのかもね……レイン、あんたのことが」

　メインシーはだから、彼女と同じように、腰こしの短刀を抜き払った。

　そもそもの原げん因いんを取とり除のぞくのも解決の糸口になるかもしれない、そう思いながら。
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　バベル下か部ぶの南なん端たんに駆かけ込こみ歩ほを緩ゆるめながら、ロイド＝オドは息を整ととのえる。

　そこは、十年振ぶりの場所だった。

　十年間で随ずい分ぶんと様さま変がわりしたものだ、と、妙みような感かん慨がいがロイドの胸きよう中ちゆうに去きよ来らいする。

　積み重なった瓦が礫れきは荒こう廃はいを重ね、人ひと気けすらない薄うす闇やみはまるで世界の泥でい濘ねいが沁しみ出だしてきたかのようだ。十年前も腐ふ敗はいの匂においがそこかしこでしていたが──それは今よりも遥はるかに薄うすかったように思う。ここまで酷ひどかったという記き憶おくはない。

　十年前、ルナ＝ソーシアを捜さがし当あてたのは確か西だった。

　バベル下部スラムといっても、直径三キロに及ぶ支し柱ちゆうの広がりの下に形成された街まちは相そう当とうに大きい。場所によって違いがあるのかもしれない。

　何とはなしに考えながら、支柱の中でも、最悪の場合を想そう定ていして作られた脱だつ出しゆつ経けい路ろが設せつ置ちされた幾いくつか──つまりは梯はし子ごによって昇のぼり降おりできる支柱を捜さがした。柱の数は全部で二十八。その内、昇しよう降こう路ろを兼かねているものが十八で、昇降機によるものが十三、梯子によるものが五。ひとつはここ、南区のどこかにあるはずだった。幾つかは第七稀き存ぞん種しゆが星と融ゆう合ごうする際さいの接せつ地ち点てんとして破は棄きされてしまっている可か能のう性せいが強いが、少なくとも当たりはどこかにある。

　バベルに侵しん入にゆうして、エデンへと到とう達たつし、そして第七稀存種とキャロル＝ユルングルスを破は壊かいして終わり。あとは塔とうそのものを破壊してやるか、それとも住民を片かた端はしから皆殺しにするか。

　心のどこかに根を張った喪そう失しつ感かんとは別に、憎にくしみから来る殺さつ意いは十年間の条じよう件けん反はん射しやとして、ロイドに計算をさせる。何を脇わきに追おい遣やってもそのことを考えてしまう自分が、堪たまらなく滑こつ稽けいでおぞましく、同時に莫ば迦か莫ば迦かしかった。

　が、止まらない。止まる訳わけにはいかない。

　目の前に見えた支柱のひとつに歩み寄る。それは文字通り、巨大な柱にしか見えない大たい樹じゆの根だ。複雑に組み上げられた金きん属ぞくたちが、縒より合あうように絡からまるように、肉のない骨ほね組ぐみで上空へと伸びている。地下にどれだけ突つき刺ささっているのかはわからない。

　絡からまった鉄てつ骨こつに覆おおわれて、中心にある一段と太い金きん属ぞく──内部が空くう洞どうになっていて通路が通っているのは、その骨こつ子し部分だ。

　──案あん外がい呆あつ気けないものだな、と思う。

　もちろん、これが当たりという可か能のう性せいは低ひくい。

　だが、上を見ていれば支し柱ちゆうがどの辺あたりにあるのかはわかるし、スラム街がいがどれだけ込み入っていたとしても、迷まよって支柱に辿たどり着つけないということはあり得ない。そして手た繰ぐっていけばいつかは必かならず、上空へと昇のぼる梯はし子ごを見付けることができる。

　ロイドは無む言ごんで、右腕をそっと金きん属ぞく柱ちゆうへと寄せた。

　出入り口のある柱なら、扉とびらの継つぎ目めはどこかに隠かくされている。それを見付ければあとは破は壊かいするだけで、破壊してみれば梯子式か機械式かは判はん断だんがつく──。

　──と。

　じゃり、と、足を踏ふみ締しめる音が背はい後ごからした。

「……誰だれだ」首だけで振り返り、気け配はいを注ちゆう視しする。

　闇やみの向こうに誰かがいた。住人ならば逃にげるか去るかするだろう。だがもし、違ちがうのなら。

「ロイド、さん……」ゆっくりと現れたのは、小こ綺ぎ麗れいな格かつ好こうをした若い女だった。

「……お前は？」見み覚おぼえはない。だが自分の名前を知っている。そして変へん異いはどこにも見当たらず、片手に長剣を携たずさえている。

　──フルブルーの構こう成せい員いんか。

「辿たどり着つけた者がいたのか」途と端たん、興きよう味みを失った。

「あの……私」

「ああ」再ふたたび支柱に目を向けながら、ロイドはぞんざいに吐き捨てる。

「お前たちはもう用済みだ。無ぶ事じでいられたのならその命、精せい々ぜい大事に使え」

　今いま更さら自分で手を下す余よ力りよくも惜おしい。元々がロイドの甘かん言げんに乗り、復ふく讐しゆうという自己実現を集団で果はたそうと試こころみたつまらない人間だ。

「あ、あの」

「消えろ。お前に用事はない」

　尚なおもこちらに向かって何か告つげようとしている女に、視し線せんも合わせず言いい放はなった。

「あ、あ、の」しかし。

「しつこいぞ。何を……」そこまで言いかけて。

　──違い和わ感かんが、ロイドを襲おそう。

「あ、あ、あ、あの、」

　咄とつ嗟さに再ふたたび、今度は身体ごと振り向いた。瞬しゆん間かん。

「あ、は、あ、わ、わた、わたし、ど、どどどどどうして、てててててててててててこ、ここおこここおここここここんんななななななななななな……！」

　女はがくがくと震ふるえる。呂ろ律れつが回らないのを自分で理解できないかのように、言葉にならない声を発する。手足が細かく痙けい攣れんし、頭までもを激はげしく振り始めた。

「か、あかかかか、から、から、からからからだだだだかかかかかかっってにいいいうごご」

　──これは……。

　ロイドは異い変へんと、その原げん因いんを悟さとる。

　それを見み計はからったかのように。

「ごごごごっ、あああああああああ！」

　女は仰のけ反ぞり、口こう腔こうから血の塊かたまりを吐き出した。

　びちゃああ、と、音。その血液は吐と瀉しや物ぶつと内臓をも混じらせ、生物のように蠕ぜん動どうする。

　それと同時に胸が、足が、腰こしが、腕が、指が、頭部が、喉のどが、子し宮きゆうが、心臓が──身体全体が破は裂れつし、まるで血液が意志を持っているかのようにロイドに向かって飛来した。

「……ち！」舌した打うち、右腕の消しよう滅めつ器き官かんを支し柱ちゆうから離はなす。

　拡かく散さんして飛とび掛かかってくるそのどす黒い液体を、目玉の浮き出た掌てのひらで横よこ薙なぎに払った。触ふれた瞬しゆん間かん、指先の幾いく許ばくかを血液が削けずろうとするが、その前に『睚がい眦さい』は血液に侵しん入にゆう、その傍そばから破は壊かい。人間ひとり分の血液はロイドに傷を付けることなく──塵ちりにまで分ぶん解かいされた。

「これは……そうか」

　最初の脅きよう威いが去り、身み構がまえた全身から力を抜いた。

「そういうことか」

　目の前の異い様ようを消し去っても、闇やみの向こうから近付いてくる幾いくつもの気け配はいは緩ゆるみない。

　そしてその中で。

　明らかに苦く痛つうではなく歓かん喜きに近いものを立ち上らせている中心のひとり。

　薄うす闇やみにあって尚なおも目立つ真っ白な髪と、薄闇を吸収して尚も黒く溶とける真っ黒な外がい套とう。

　爛らん々らんと光る双そう眸ぼうは血をそのままに流し込んだ赤で、歩むにつれてその光を徐じよ々じよに増ます。

　手て当あたり次し第だいに『血けつ晶しよう』を使ったのだろう、背はい後ごに苦しみ呻うめく集団を数十人も引き連れ。

　無む言ごんで、引ひき攣つったような、造りもののような微び笑しようを浮かべて現れたのは。

「ああ」ロイドは思い出したような、安あん堵どしたような、寂さびしげな微笑ほほえみでそれに応こたえる。

「久しぶりだ。十年振ぶりだ」

「お前……だったんだな。カロマイン＝セク」

「そうだ。私だ……ロイド＝オド」

　十年間の時を経へて、置おき去ざりにした過去が、ロイドの目前にまで追い付いてきた。
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　郷きよう愁しゆうと焦しよう燥そうに追い立てられて必ひつ死しで駆かけ込こんだ大たい樹じゆのうろの中で、ルナとシオンは戸と惑まどいながら辺あたりを見み渡わたしていた。

　バベル下か部ぶスラム、西区。

「……おかしい」切れていた息はもう整ととのい始はじめている。だけど心臓の高たか鳴なりは収おさまらない。

　腐ふ臭しゆうを混じらせた空気と、草一本生はえないほどに汚よごれた土は、あの頃ころのままだった。上空で圧あつ迫ぱくするかのように鈍にぶく光る金きん属ぞくの天てん井じようと、そこから伸びる支し柱ちゆうたち。そして奥へ進むほどに失われていく光と、それでも浮かぶ周しゆう囲いの退たい廃はいは、半年前までの記き憶おくとは大たい差さない。

　だけど。

「何だ……？　これ」

[image: ]

　懐なつかしいはずのその場所は、変かわり果はてていた。

　もう侵しん入にゆうして、ある程てい度どは経たっている。自分の育ってきた場所だ、見み間ま違ちがえようがない。だけどこんな場所は、ルナの記憶にはまったくなかった。

　こんな街まち並なみは知らない。林りん立りつし密みつ集しゆうしているはずのあばら屋が圧あつ倒とう的てきに少ない。その代わりとでも言うように、そこには瓦が礫れきが積み上がり過ぎている。何より、人間の──生物そのものの気け配はいが不安になるほどに皆かい無むだった。

「……おかしい」

　もうそろそろ、かつての自分の塒ねぐらがある場所のはずだ。あれから西区のボスが誰だれになったのかは知らない。だけど少なくとも、西区では最も頑がん丈じようで豪ごう華かな建たて物ものだった。誰かが住んでいないなどというのは考えられない。それなのに。

　──その家さえもが見当たらないのは、一体どういうことだろう？

「……ルナ」隣となりに立ったシオンが、怪け訝げんな顔でこっちを見る。

　彼女もここへ来たことがある。その時の記き憶おくとも違ちがうのだろうか。

「ここ……覚おぼえてる？」

「わからないわ。レインさんとあなたの家に行ったことはあるけど……何か違う気がする」

　朧おぼろげなはずのシオンの記憶が、逆ぎやくにスラムの変化が正しいということを証明していた。

「訳わけがわからない。たった半年だ。こんなに寂さびれる訳がないし……何より」

　入ってから本当に──小動物ひとつ、目にしていない。

　かつては通りを歩くだけで、外がい見けんに変へん異いがないルナは注目されていた。

　西区のボスの息子。『名無し』。変異のない出で来き損そこない──そんな囁ささやきがあちこちから聞こえ、他人の視し線せんそのものが鬱うつ陶とうしかった。それほどまでに人はいたのだ。

　しかしそんな──ルナがまだイルだった頃ころの記憶は──まるで虚きよ構こうのように崩くずれていく。

「こんなのは絶ぜつ対たいにおかしい」

　とてつもない不安が、ルナの全身を支し配はいした。

「誰も……誰もいないっていうのはどういうことだ？」

　堪たまらず、大声を張り上げる。

「おい！　誰か、いないのか!?」

　応こたえは──。

　周しゆう囲いに反はん響きようして谺こだまする自分の声以外、聞こえるものは何もなかった。

　ルナは、思わず立ち止まる。昇のぼるべき頭ず上じようの塔とうは気になっていたし、目的は忘れていない。だが変へん貌ぼうしてしまった故こ郷きようへの違い和わ感かんは、どうにも心を乱す。落ち着かない。

　まるで縋すがるように、シオンの顔を見た。シオンは目だけでわからない、と返事をする。

　同じように微かすかな不安も感じてくれているようだ。スラムに人が、小動物さえもがいないというのは異い常じようで、だとしたら何かが起きているのかもしれない。原げん因いんがバベルに、もしくはエデンにあるならば──そう考えを巡めぐらせて、鼓こ動どうが早はや鐘がねを打つ。

「とにかく……」だから気持ちを切り替えるように、頭を振った。

「通路を探さがして上に昇のぼろう。急がないと」

「……いいの？」心しん配ぱいそうなシオンの顔に、ルナは無む理り矢や理り笑えんだ。

「今はどうしようもないよ。この区く画かくだけなのかもしれないし、何か事情があるのかもしれない。わからないけど、原げん因いんを調べるのは全部終わってからでもできる」

　背中を引っ張られるような感かん覚かくはあったが、それでもルナの声は揺ゆるがない。

　──まずは、エデンを……。

　と、ルナが拳こぶしを握にぎり、足を早めようとしたその時、

「誰だれもいませんよ」

「……え」

　不ふ意いに背はい後ごから、声があった。

　気け配はいはなかった。ただ、ルナとシオンの斜ななめ後ろ──声の方向を無む意い識しきに辿たどり、身体ごと振り返ったその視し線せんの先に。

「ここにはもう、住人はいません」

　瓦が礫れきと化した、元は建たて物ものであっただろう石材と木材の山。

　僅わずかに見上げるほどに高く積もった、朽くちた無む機き物ぶつの塊かたまり。

　その上に腰こし掛かけ、まるで彫ちよう像ぞうのように微笑ほほえみを絶たやさず、

「……フィオ、ナ？」

　金色の髪を側そく頭とう部ぶで束たばね、背中の開いたボディースーツを身に纏まとった彼女が、在あった。

「待っていましたよ、ルナさん。……間に合って、よかった」

「なん……だって？」

　フィオナは微笑む。柔やわらかく、優しげに、いつもと変わらない顔で、慎つつましやかに。

　その笑えみに刹せつ那なだけ心を奪うばわれ、だけどルナは状じよう況きようを理解して、慌あわてて口を開く。

「どういうことだ……って、フィオナ、上は……エデンはどうなってる？　僕は……あんたは知ってるのかどうかわからないけど、僕らは」

　確かめなければならない。あれからレインと会ったのなら全部わかってくれているだろうし、そうならば昇しよう降こう口ぐちまでの案内をしに来てくれたに違ちがいない。彼女と一いつ緒しよなら心強いし、エデンを阻そ止しできる可か能のう性せいもずっと上がる。しかしレインと会えていないのなら──何らかの手しゆ段だんでエデンがそれを邪じや魔ましたならば、まだ何も知らないという可能性がある。

「ええ」そんなルナの懸け念ねんを解かい消しようしてくれるかのように、フィオナは頷うなずいた。

　ルナは息を吐く。

　フィオナは──。

「エデンは……バベルは今、システムダウンしています。状況は極きわめて悪いものとなっていますが……大だい丈じよう夫ぶでしょう。心配は要いりません」

　だけど、フィオナは。




「『伽が藍らん』はちゃんと作さ動どうしますよ。私たちはひとつになれるわ」




　──訳わけのわからないことを、言った。

　ルナの思し考こうが止まる。

　隣となりでシオンが、気け配はいを強こわ張ばらせる。

　意味がわからない。何を言っているのだろう。

　そして。

「ああ、そうそう。このスラム街ですが」

　いつもと同じ、まるで同じ口く調ちようで。

「七カ月前……このスラムを温おん床しようにして、第一種非ひ常じよう事じ態たい宣せん言げんが発令されました。ルナさんが……あなたがエデンに戻ってくる切きっ掛かけとなった、あれのことです」

　いつもと変わらない、まったく変わらない声こわ音ねで。

「その時にこのスラム街の存そん在ざいが問題になったので、あの後命令があったのですよ」

　フィオナ＝レスファは、恋人に、友人に、家族に優しい言葉を掛けるのと同どう様ようの気配で、

「命令を受けて、私が住民を殲せん滅めつしました。それだけのことです。不ふ思し議ぎはないでしょう？」

　まるで天使のように、穏おだやかに笑った。







[image: 第六章　空疎な命と淡い生贄]
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　彼女は体力を蓄たくわえるために、目に入った生物のことごとくを貪むさぼり喰くらうことにした。

　最初に見付けたのは、かつての仲間であり同どう志しだった人間たちだった。彼ら彼女らは鬱うつ蒼そうとした空気の立たち籠こめる塔とうの下で、何かを探さがすように集団でうろついていたから、文字通り格かつ好こうの餌え食じきとなる。唐とう突とつに現れた彼女に対して、驚おどろいて足を止める者、驚きよう愕がくに怯おびえて震ふるえ始はじめる者、一いち目もく散さんに逃にげ出だそうとする者、果か敢かんにも立ち向かおうとする者──様々な反はん応のうを返してきたが、彼女にとってはどれも同じだった。

　つまり、美お味いしそうな肉だ。

　かつての意い識しきも記き憶おくも持ち合わせていなかったから、躊ちゆう躇ちよはなかった。いや──たとえそれらが残っていたとしても、躊躇はしなかっただろう。

　彼女の目的は、十年前から──或あるいはそれよりも更さらに以前から、たったひとつ。

　愛されることだった。

　そのために最も手っ取り早いのは殺すことだ。それは覚おぼえていた。本ほん能のうに刻きざみ込こまれていた。殺せば愛してくれる。だから彼女は、その長く強きよう靱じんな尾で餌えさを殴なぐり柔やわらかくし、強大で自じ在ざいな二本の腕で柔らかくなった肉を捉とらえ、肚はらの下にある口でぐちゃぐちゃと食事をする。血は辛からく、肉は旨うまく、臓ぞう物もつは苦にがく、骨は堅かたく、髄ずいは甘かった。飲み込むという機き能のうはなかったから、口こう内ないで溶よう解かいしてそのまま吸収する。栄養は熱量に変へん換かんされ、力が湧わいてきた。

　特に彼女の食欲を増ぞう進しんさせたのは、餌が死ぬ前に恐きよう怖ふする時の悲ひ鳴めいだ。食事を繰くり返かえす内に学習したのは、抵てい抗こうしたり恐こわがったりなど喰うのに手こずった肉は、あっという間に殺してしまった肉よりも遥はるかに美び味みだということだった。苦く痛つうや恐きよう怖ふを与えて殺すと、死の寸すん前ぜんに肉が引ひき締しまり、味が増ます。だから彼女はその内に──生いき餌えを見付けると、まるで猫ねこが鼠ねずみをいたぶるように苛いじめ、からかい、ゆっくりと少しずつ殺すようになった。それは本能に根付いた行動だったのですんなりと上手じようずにできたし、何より楽しかった。

　それにこの食事は一いつ石せき二に鳥ちようだ。殺すと愛してくれるし、食べると元気が出る。食欲と性欲が一度に満たされたような多た幸こう感かんを自分に与えてくれるのだ。

　きいいいい、と悦よろこぶ。その悲ひ鳴めいは下した肚ばらにある口ではなく、全面に貼はり付ついた、人間の顔の形をした口から漏もれ出でた。

　もはやその部分の脳は機き能のうしておらず、開かれた双そう眸ぼうにも何も映らない。だけど彼女は──まるでその部分にこそ自らの心があるのだ、と主しゆ張ちようするかのように鳴なき声ごえを繰り返す。

　しかし、すぐに──うろつき回る餌たちがいなくなる。

　逃にげ惑まどう標ひよう的てきを追い掛け回す時間よりも、殺せもせず喰えもしない時間が長くなり、彼女は苛いら立だちと不安を覚えた。喰えなければいずれ動けなくなる。動けなければいずれ殺せなくなる。殺せなければ愛してはもらえない。それが恐こわく、厭いやだった。

　かつて失ってしまった喜び以外の感情を、彼女はこの姿すがたになってようやく手に入れた。

　慣なれない自身の状じよう態たいに彼女は更さらに不安になり、昏くらい薄うす闇やみの中をまるで泳ぐように歩き回る。獲え物ものを探さがして微かすかな気け配はいを探さぐり、僅わずかな声を聞き取り、新しん鮮せんな肉の匂においを嗅かぎながら、

　やがて──塔とうを支ささえる柱のひとつに集まった大量の餌えさを見付けた時、彼女は狂きよう喜きした。

　それまでの集団の三倍近い数がいる。ほぼ全員が一様に同じ色の上着を着ていることには気付かなかったしどうでもよかった。取とり敢あえず腹が減へっていたから、両腕に力を溜ためて跳はね、すれ違ちがい様ざまに五つほどの肉体を口の中に取り込み、また一歩跳ねて残った集団に向き合う。

　咀そ嚼しやくしながら、思った。

　やはり恐こわがらせないと味に欠かける。物足りない。

　じっくりいたぶって、それから殺そう。
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　あと十人が昇しよう降こう機きから降おりてくれば、スラムを離はなれられる。それまでもう、数分もない──セールがそんな思し考こうに没ぼつ頭とうしていたその隙すきに、そいつは急に飛とび掛かかってきた。

　ごう、と風が吹いた気もするし、がぐ、と地面が揺ゆれた気もする。

　しかしそのどれもが刹せつ那なで、振り向いた時にはもうその波は過ぎ去っており──さっきまでそこにいたはずのウェポン五人が消えていた。

「……きゃあああ！」遅おくれてあがった悲ひ鳴めいはリカのものだった。慌あわてて視し線せんを巡めぐらせると、リカの前方十メートルに満たないであろう距きよ離りに、そいつは立っていた。

　セールは思わず、思考を停てい止しし硬こう直ちよくする。それほどに巨大だった。

　横に長い。両側から突き出た腕のような足のような二本のものが浮いた身体を支ささえている。背はい後ごにはゆっくりと動く尾のようなものが一本垂たれていて、それが妙みように生々しい。背中には角つのとも触しよつ角かくとも触しよく手しゆとも取れる艶なまめかしい鞭むちのような器き官かんがふたつ付いていた。全身を覆おおう皮ひ膚ふは金きん属ぞくのようにも、爬は虫ちゆう類るいの肌はだのようにも、植物の表ひよう皮ひのようにも見えた。所々に生えた哺ほ乳にゆう類るいのような毛が、浮かぶ影かげを変に歪いびつにしている。

　そして中心には女の顔と、ふたつの乳ち房ぶさ。

　纏まとめ上あげた柔やわらかそうな髪はあちこちで乱れ、所々で焼けている。見開かれた両の瞳ひとみには視線がなく、両目がそれぞれ別の方向を向いているような錯さつ覚かくさえ覚おぼえる。

　その、顔。

　──どこかで覚えがある、そう思った瞬しゆん間かん。

　そいつの全身が沈しずみ、また跳ねた。

「散さん開かいっ!!」咄とつ嗟さに叫ぶ。

　言葉に反はん応のうできたのは半分ほどだろうか。セールは前方へ逃にげ、その途と中ちゆうで目に止まったリカを背はい後ごから突き飛ばし、そのままの勢いきおいで転ころがる。

　上空からそいつが降ふってきて、セールはすれ違ちがい様ざまにそいつの肚はらの下──まるで女性器にも似た口を、一いつ瞬しゆんだけ確認した。着ちやく地ちとともにくわえこまれた仲間が、今度はふたり。

「……ち！」状じよう況きようがわからず、頭は混こん乱らんしていた。だけど身体は動く。前転しながら立ち上がり、数歩跳ちよう躍やくしてくるりと旋せん回かい。

　ケモノの背後へと躍おどり出でて、左腕の変へん異いを顕けん現げんさせ飛び掛かろうとするが、

「セール姐ねえ！　危あぶないっ」リカの声に、反はん射しや的てきに身を伏ふせる。

　ごあっ、と大おお仰ぎような気け配はいが、頭ず上じようを通り過ぎた。

　──尻尾しつぽ、か！

　やり過ごして再ふたたび立ち上がろうとすると今度は真ま上うえから。触しよく手しゆだ。

　横に跳はね、躱かわす。過ぎ去った尾が廃はい材ざいを派は手でに吹き飛ばし、空くうを切った触手が湿しめった地面を大きく抉えぐった。速度はたいしたことがない。しかし威い力りよくが桁けた違ちがいだ。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」姿し勢せいを再び整ととのえたセールの元へ、リカが走ってきた。そいつの興きよう味みは前方──つまりセールたちの反対側へ逃げたウェポンたちに向いているようだ。セールとリカ、そしてもう何人かがケモノの背はい後ごへ回っている形になる。

「何、あれ……」恐きよう怖ふで奥歯を鳴ならしながら、リカがセールの右腕を掴つかむ。

「ここに人がいないのって、もしかして、あれのせい……？」

「……いや」リカの疑問に、セールは首を振る。違う。恐おそらくは違う。

　さっき見えた。ケモノの前面に縫ぬい止とめられたかのような、人間の身体。どこかで見み覚おぼえのある顔だったが、今はそんなことなどどうでもいい。

　人間の身体を基き盤ばんに、雑ざつ多たな生物を取り込んだかのような印いん象しよう。

　規き模ぼは違うが、あれとよく似たケモノにセールは会ったことがある。

　半年以上前。エデン内で訓くん練れん区く画かくのケモノが脱だつ走そうした時に戦い、負けた──イーノ＝ユアの成なれの果はてとしての、シオンが殺ころし尽つくしてようやく止まった、あのケモノだ。

「あれは違う。違うよ」連れん想そうした瞬しゆん間かん、足の古傷が痛いたんだ。

　その時、ケモノにやられた足だ。骨こつ折せつした右足は完かん治ちしていたが、膝ひざの砕くだけた左足は今でも思い通りに動かない。完全に元に戻ることは一生ないだろうと医い療りよう員いんには言われた。それでもエデンに残る決心をし、何とか皆の足あし手で纏まといにならない程てい度どに戦えるまで恢かい復ふくしたが──あの時の無む念ねんは、セールにとっての負おい目めだ。

「全員聞いて！」だからケモノを取り囲むウェポンたちに、声を張り上げる。

「こいつ……多分、手て強ごわい！　だから気を付けて……時間を稼かせいで、昇しよう降こう機きからなるたけ離はなして時間を稼かせぐんだ。……最後の奴やつらが降おりてきたら、各自逃とう走そうを！」

　全員が戸と惑まどいとともに頷うなずく。人数は二十人弱、戦えない局きよく員いんを除のぞけば十五人。

　普ふ段だんならば第三種に分類される部ぶ隊たい構こう成せいだ。できないことはない。この程てい度どの大きさのケモノならば、年に一度ほどの割合で遭そう遇ぐうする。

　昇しよう降こう機きが降おりてくるまで、あと一分もないはずだった。それまで何とかすれば──。

　と。

　セールの叫びを聞きつけたかのように、ケモノはその場で大きな身体を旋せん回かいさせる。

「……うおおっ！」振り回された尾には全員が反はん応のうできた。怪け我が人にんが出なかった安あん堵どと同時に、顔を向けたケモノの威い圧あつ感かんで背せ筋すじに鳥とり肌はだが立つ。

　それを必ひつ死しで抑おさえつつも、セールはそいつと対たい峙じした。

　もう一度、顔を見る。

　女。虚こ空くうしか見ていない視し線せん。ぼんやりと開かれた口。綺き麗れいに通った鼻び梁りよう。

　──思い出した。

「そう、あんただったって訳わけ」背を這はっていた鳥肌が、急きゆう激げきに引いていった。

　敵てき意い。殺さつ意い。憐あわれみ。怨うらみ。セールの全身にそれらの感情が満ち、それからすぐに冷さめる。

　左腕を──電でん撃げきを発生させる四本の針を水平に、ケモノに向かって突き出し。

　セール＝ルウジュは吐き捨てる。

「皮ひ肉にくなもんね。半年前に殺した相手と同じことになってるなんて」

　きいいいいい、と。ケモノはセールに応こたえるように啼ないた。

　だからセールは、そいつに、ミュリエルに向かって身を沈しずめた。

　同時に、昇降機の扉とびらが開きかける。時間が来たのだ。

　レインが乗っているかどうかを確かめる前に、

「あたしが惹ひき付つける……。隙すきを見て逃にげて！」

　セールは大きく踏ふみ出だし、直後横に飛んで、ケモノの足下へと躍おどり出でた。
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　足へ突つき刺さした針に、ケモノは何の痛つう痒ようも感じていないようだった。だけどそれは、セールにとって予よ測そくの範はん囲い内ないだ。

　半年前──セールが負け、シオンが勝ったあのケモノのことを考える。あれは、あのケモノは、シオンの左腕で引ひき裂さかれても切り裂かれても動きを止めずに向かってきた。神経が断だん裂れつしても腕を動かし、内ない腑ふを引ひき摺ずり出だしてもあいつは死ななかった。

　理り屈くつはわからない。だけど確かなこともある。

　こいつは──痛いたみを感じない。

　だけど細さい胞ぼうは死ぬ。死ぬはずだ。高こう圧あつ電流を流されて灼やけない生物などあるはずがない。

「……喰くらいなっ！」

　怪け訝げんそうにこっちへ顔を向けようとするその前に、セールは全力で電でん撃げきを流し込む。

　びく、という痙けい攣れんと、じゅあ、という沸ふつ騰とう。

　全身が硬こう直ちよくし、直後、射さし込こんだ針の周しゆう囲いが炭たん化かしぼろぼろと崩くずれる。灼やき切きった範はん囲いは狭せまく、全身にまでは回っていないようだったが、それで充じゆう分ぶんだった。

　途と端たん、刺し激げきに反はん応のうしたかのようにケモノは背中の触しよく手しゆを振ふり降おろしてきた。セールは腕から広がる虚きよ脱だつ感かんを抑おさえながら、数歩を飛とび退のく。もつれる足を奮ふるい立たたせてできるだけ後ろへ。たった一いち撃げきでこっちの気が遠くなるほどのものをお見み舞まいしてやった。

　効こう果かはある。あるはずだ。

　あれだけの巨体を二本の足だけで支ささえているという事実。頭ず上じようの触手で攻こう撃げきする際さいに足へかかる重量。そして少ない範はん囲いとは言え、沸騰し焼やけ焦こげて死し滅めつした足の細さい胞ぼう。

　ケモノの身体が傾かしいで、中ちゆう途とから足が折おれ曲まがった。ゆっくりと──まるで何な故ぜそうなったかが理解できないかのように、ケモノは平へい衡こうを崩くずして地面へと身体を付く。

「やった……！」あちこちから声がして、ウェポンたちがケモノへと襲おそい掛かかろうとする。

「駄だ目め！」だけどセールは、それを制せい止しする。

「総員、逃にげて！　相手はしなくていい……あたしも隙すきを見て逃げるから、退たい避ひ第一！」

　声に動きを止めた全員が、驚おどろいた顔でこっちを見る。

「簡かん単たんには殺せないよ。すぐに起き上がる……だから！」

　そんなセールの言葉を証しよう明めいするかのように、ケモノに変化があった。

　触手の一本が、まるで溶とけ込こむようにそいつの体内へと沈しずんでいく。それに伴ともなって、折れた足が短くなった触手の分だけ補ほ修しゆうされ、より太くより強くなっていく。

　一いつ斉せいに息を呑のむ音があった。

「早く！　あたしも……すぐに追い付く！」セールはまた走る。

　ケモノの背、大たい樹じゆのような太さの尾に向かって、再ふたたび力の限りの電撃を叩たたき込こんだ。

　尻尾しつぽの中ほどが茹ゆだる。

　ケモノが立ち上がろうとして、尻尾に勢いきおいと反動を付けたその刹せつ那なだった。灼いた部分がぼろり、とまた折れ、今度は反対側に倒たおれ込こむ。直後、折れた尾はあっさりと千切れるが、その傷口からは何十本もの肉の糸が伸びて取れた部分に癒ゆ着ちやく、ぎじぐちと粘ねん着ちやく質しつの音をたてながら再さい生せいを開始。立ち上がろうと身体を震ふるわせるケモノには、寸すん毫ごうの苦く痛つうも見られない。

　ようやく──全員が状じよう況きようを理解した。

「……逃げろ！」セールが息を切らしながら叫び、その号令に反はん応のうしたかのように、一斉に方々へ散り始める。たった今昇しよう降こう機きで到とう着ちやくした残りの者たちも、状況がわからないままに他のウェポンに指し示じされ、連れられ、逃げていく。

　その中にレインがいたかどうかを、セールは確認できない。視し界かいがぼやけていた。疲ひ労ろうが酷ひどい。後あと先さき考えず、全力で二度。気を抜くと倒れそうだった。

　お願いだから、ちゃんと降おりてきていますように。

　曖あい昧まいな何かではなく、レイン自身に祈りながら、セールは歯を食いしばって、さっき傷付けた足へまた目もく標ひようを移した。

「このセールさんを……」荒れる息もそのままに、三度目の発電。「嘗なめんじゃないよ！」

　渾こん身しんだった。

　霞かすむ視し界かい。歪ひずむ音。遠のく意い識しき。

　だけど電でん圧あつは二度目より弱い。

　その一いち撃げきで──今度こそ、セールの体力が尽つきる。

　どうにかケモノの足はまた折おれ曲まがり、身体はセールの方向へ。霞む目の中で、全員が逃にげたかどうかを確認しようとするが、わからない。飛とび退のかないと、と思う。足に力が入らない。それでも離り脱だつしろ、と自身を鼓こ舞ぶし、どうにか一歩飛べた。それで避よけられそうだ。

　だけどそれが、限げん界かいだったらしい。

　頭ず上じようではなく、横から、風ふう圧あつがあった。

　見れば触しよく手しゆが──背中にあったはずの触手が、ケモノの前面、女の身体の肩口辺あたりから生はえている。移動させたのだと気付いた時には、セールの腕ほどもあるそれは横よこ殴なぐりに、目もく前ぜんへと迫せまってきていた。このままでは間に合わない。どうにかしなければ。上か、下か。

　思うが、身体は応こたえてくれない。

　障しよう碍がいの残った左足が、終ついに感かん覚かくを失った。

　セールの意い志しとは関係なく、身体の平へい衡こうが完全に失われる。

　目の前のこいつと同じあいつに、砕くだかれた膝ひざが。




　──まるで、呪じゆ縛ばく。




　躱かわしきれない。斜ななめ下からセールを掬すくい上あげるように弧こを描えがいて飛ひ来らいする肉の鞭むち。

　あ、死ぬわ。後こう悔かいも恐きよう怖ふもなく、ただそう思った。

「セール姐ねえっ！」と──。

　背はい後ごから襟えり首くびを掴つかまれ、そのまま力ちから任まかせに引っ張られる。

　期きせずして仰のけ反ぞった格かつ好こうとなったセールの目の前を、触手がぎりぎりで掠かすめていった。同時に視界を覆おおうのはスラムの暗い天てん井じよう。そして、

「……あ、んた」今にも泣き出しそうな、リカの顔だった。

「何やってんのセール姐！」

　リカはセールの腕の下へ両手を回し、ケモノから遠ざけようと必ひつ死しで後ずさっている。

「あんたこそ、何」してるの、早く逃にげろ。

　そう言いかけて、上う手まく呂ろ律れつが回らないことに気付いた。ただの疲ひ労ろうで、命に関かかわるような類たぐいのものではない。しばらく休めばどうにか動けるようにはなるだろう。だが、意い識しきが吹っ飛ぶ直前にまで達した疲ひ労ろうだった。気を抜けば今にも失しつ神しんする。

　ケモノは──必ひつ死しで顎あごを引いて確認した巨体は、目もく前ぜんで再ふたたびくずおれていた。しかし二度目の攻こう撃げきがこないのは、単に怪け我がを治なおそうとしているからだ。早く逃にげなければ再び襲おそい掛かかってくるのは瞭りよう然ぜんだった。その事実と、目の前にいるリカが死ぬかもしれないという焦しよう燥そうだけが、セールの意識を繋つなぎ止とめている。

　だけど、それでも。

「ばか、ばか、ばかばかばか……っ！」リカは逃げようとしない。セールを離はなそうとしない。

「何ひとりで粋いきがってるの！　何でひとりで残ろうとするの!?　本当に莫ば迦かだよ……」

「リカ、そんな……ことい、ってない……いい……早く」

　リカは──。

「煩うるさいーっ！」セールの必死の懇こん願がんを、一いつ喝かつした。

　頬ほおに温あたたかい液体が散る。霞かすんだ目に、くしゃくしゃになった顔が見える。

　状じよう況きようは予よ断だんを許ゆるさない。今にもケモノが起き上がり、こっちへ顔を向けるかもしれない。そうなったらふたりともに終わりだ。そもそもリカは、そんなに腕わん力りよくのある娘ではない。変へん異いだって直接戦せん闘とう向むきではないのだ。身体から力の抜けた大人の女ひとりを細腕で運ぶのにも苦労している。それなのに。──それなのに。

「何で……何でよ？」リカは必死でセールを引ひき摺ずりながら、泣く。

「ルナも、シオンも、レインさんも、それからセール姐ねえも……何でも全部ひとりでできる。それは凄すごいよ。私にはできない。だから憧あこがれるし、羨うらやましいよ」

「リ……カ？」

「でも……でもね？」

　ケモノの足が殆ほとんど修しゆう復ふくされたようだ。地面から伝わる振しん動どうは、身体を起こす前まえ触ぶれだ。

　──それなのに。

「私はそれが羨ましいけど……悔くやしいよ!!」

　──それなのに、リカは、叫ぶ。

　全力でセールを引き摺りながら。そのせいでまともな呼吸すらせず、声は半なかば裏うら返がえっていたが、それでいて尚なお、金切り声で、嗚お咽えつしながら。

「何でも全部ひとりでできるからって、何でも全部ひとりでしようとしないでよ！　勝手に全部ひとりでしちゃって……それでひとりでどっかに行っちゃうなんて、そんなの私、厭いやだ！　セール姐が死ぬのは厭、ルナが死ぬのも厭、シオンが死ぬのも、レインさんが死ぬのも、イユちゃんが死ぬのも、皆厭！　人が死ぬのは厭なの！　だって……だって私……私、置いていかれるのは厭だっ！　お願いだよ……私を置いてどっかに行かないでよ。私をひとりにしないでよ。私、ひとりじゃ何にもできないんだから……だから……」

「……あ……」

　リカの泣き顔と絶ぜつ叫きようは、

「私、セール姐ねえの足の代わりにはならないし、こんなふうに引ひき摺ずるだけしかできないし、全然役立たずだけど、でもセール姐のこと大好きで、なのに……なのにっ！」

　セールの胸を、

「私を残して勝手に死なないでよっ！」

　──抉えぐった。

　その顔。その体温。その涙なみだ。

　その言葉が──。

「……莫ば迦か」セールの視し界かいに、正確な像ぞうを結ばせた。

　全身に力を込める。

　指先、まだ動く。首、まだ動く。腕、まだ動く。右足、まだ動く。左足、もう動かない。

　だったら──動かせ。

　肘ひじを地面に付いた。上半身を起こす。ケモノは起き上がり、ゆっくりとこちらを見ようとしている。それよりも早く。膝ひざを立て、足の裏うらを土に咬かませる。リカの肩を借かりながら、大きく震ふるえてままならない足を地面に縫ぬい止とめるかのようにして、残った体力を総動員して、

　セール＝ルウジュは、立ち上がった。

「あんた……は、さ」もはや息も絶たえ絶だえで、一度の攻こう撃げきすらできそうにない。走れるかどうかも疑問で、いつ気き絶ぜつしてもおかしくはない状じよう態たいだった。

「あんたは、何もできない訳わけじゃ、ない」

　しかし不ふ思し議ぎと、不安はない。

「……え？」しゃくり上げながら問い返すリカを見ずに、セールはケモノだけを睨にらむ。

　思った。

『自分は何もできない』？　──そんな訳がない。とんでもない才さい能のうだ。

「さあ……逃にげる、よ。あいつ、こっちを向いてるけど……さて、どうしたもんか」

　誇ほこっていいよ、リカ。

　──あんたは、立てない人間を立ち上がらせたんだ。

　殆ほとんど絶ぜつ望ぼう的てきな状じよう況きようだったが、それでもセールは、不ふ敵てきな笑えみを浮かべた。
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　同どう時じ刻こく。エデン。

　レイン＝リィンとメインシー＝カウツは、短刀を身み構がまえたまま睨み合っていた。

　ふたり共に動けない。互たがいが刃は物ものの、格かく闘とうの素人しろうとであるが故ゆえの緊きん張ちようからだ。ひと通りの訓くん練れんは受けているが、実戦など経けい験けんしたことはない。

　第十三区く画かくへと辿たどり着つくための直通路には人ひと影かげがない。もう局きよく員いんは脱だつ出しゆつしてしまっているのだろうか。或あるいはどうしていいのかわからず途と方ほうに暮れているのだろうか。少なくとも、エデンという組そ織しきはもうどうしようもないほどに崩ほう壊かいしてしまっているのは確かだろう。

　通路は明るかった。システムがダウンしたとは言え、電源までが落ちている訳わけではないようだ。防ぼう衛えいシステムは死んでしまったらしいが、レインには詳くわしくわからなかった。

「……どういう理り屈くつでシステムダウンしたのかしら？」だからメインシーに向かって問う。

　それによって隙すきができるかもしれない、そんな浅はかな望みを浮かべながら。

「さあね。中央制せい御ぎよ装そう置ちに情報爆ばく弾だんが仕し掛かけられたとか何とか言ってたけど。私にはさっぱりだわ。……どちらにせよ、防衛システムと生命維い持じに関する設せつ備びの一いつ切さいは落ちてる」

　メインシーはおどけたように嗤わらった。隙は──伺うかがえなかった。

「廊ろう下かの灯あかりは点ついてるじゃない」

「あんた脳足りてる？　脱だつ出しゆつ経けい路ろの確保と光は切っても切れないわ。このふたつは中央制御装置から切きり離はなされた別ラインで動いてるのよ。……勿もち論ろん、ウェポン個室の電源は中央制御装置の管かん轄かつ。だから電源切らせてもらった。この三日間の穴あな土竜もぐらみたいな生活、楽しかった？」

「お陰かげさまでよく眠れたわ。……あなたこそ、ここ数日寝ていないんじゃないの？」

「あらあら。あなたに心配されるなんて私も堕おちたものね」

　レインの言葉に、メインシーの気け配はいは淀よどみない。

「寝不足なのはあなたと同じだと思ったんだけど。暗くら闇やみに紛まぎれて畸き形けいどもを犯おかしまくってたものとばかり。大だい丈じよう夫ぶ？　腰こしに来てない？　あと、人じん外がい孕はらんじゃったんじゃないの？」

　小こ汚ぎたない挑ちよう発はつ──怒いかりを覚おぼえたが、それに乗れば相手の思う壺つぼだ。

　だから挑発で返す。

「そんなふうに私を揺ゆさぶらないと勝てないの？　外交部部長って役やく職しよくはそんな腰抜けでも務つとまるものなのね。それとも気が弱いから周まわりを疑うのが得とく意いなの？」

　しばしの沈ちん黙もくが流れる。レインは落ち着いていた。焦あせっているのは──心しん理り的てきに追おい詰つめられているのはメインシーの方だと確信していた。

　エデンのシステムダウンは確実にロイドの侵しん入にゆうを許ゆるすだろう。稀き存ぞん種しゆに侵入されれば純じゆん血けつ種しゆひとりがどう足あ掻がいたところで問題にもならない。彼女の勝利は、ロイドをバベルへ近付けさせないことでしか決まらなかった。それが潰ついえた今──もう、負けているのだ。

　レインは続ける。

「どちらにしても……私を殺したところで、あなたの勝ちはあり得ない。もう気付いているんでしょう？　システムダウンの原げん因いんがどうあれ、これは間ま違ちがいなくあなたの失しつ策さくのせいよ、メインシー＝カウツ。エデンの企たくらみが成功したところで、本ほん総そう轄かつがあなたを評ひよう価かするとは思えない……いえ、正当に評価してくれるでしょうね。使えないくせに出しゃばった、莫ば迦かな──」

「黙だまれ」

　その挑ちよう発はつを途と中ちゆうで遮さえぎり、メインシーが俯うつむく。

　──激げつ昂こうした。

「黙れ。黙れ。黙れ黙れ黙れ……」

　俯き、上うわ目め遣づかいにこちらを殺さつ意いの籠こもった視し線せんでまるで射い殺ころそうとしているかのように。

　そろそろ来る。レインは心を落ち着かせようと、ゆっくり深く呼吸した。

　冷れい静せいさを失えばそれだけ動きが荒れる。訓くん練れんは受けているし、模も擬ぎ戦せんならば互たがいに同どう程てい度どの実力だろう。あとはその経けい験けんをどれだけ出せるか。必ひつ要ようなのは冷静さと、それから覚かく悟ごだ。

　殺意を増ぞう大だいさせながら、メインシーは激情に駆かられつつある。

　襲しゆう来らいに、どこまで的てき確かくに、正確に対たい処しよできるか。

「あら、命令は聞けないわよ？　……組そ織しき体制はもう意味をなさない。あなたの楽園エデンは壊こわれてしまったのだから……いえ。違ちがうわね。壊したのは、あなた。あなたの失敗」

　レインはメインシーを更さらに挑発し、同時に注ちゆう視しする。動きの予よ測そくなどできない。しかし来るのがわかっていればこちらも動ける。互いの距きよ離りは三メートル強ほどか。変へん異い種しゆではなく、鍛きたえてもいない女が一度の跳ちよう躍やくで埋うめられる距離ではない。

　そして──。

「煩うるさいっ！」絶ぜつ叫きよう。

「もう黙りなさいよこの下げ衆す女おんな！　それ以上……畸き形けいの精せい液えき舐なめとったべちゃべちゃの汚きたない口でそれ以上喋しやべるんじゃねえわよ。あんたの吐く息で空気が汚よごれるんだよ。ただでさえ循じゆん環かん機き能のうは麻ま痺ひしてるのに……この清せい浄じような楽園を汚すな私を汚すな私の楽園を汚すな！　これ以上喋るな笑うな動くな不ふ愉ゆ快かいよ不愉快極きわまりないわもういい加か減げん……本当に……うんざりだ！」

　絶叫は罵ば倒とうを経へて殺さつ気きへと変わり、

「──だから死ね」




　メインシーが、動いた。




　短刀を持ち、腕を突き出して跳躍してくる。距離などもう考こう慮りよできていないに違ちがいない。踏ふみ出だした一歩はまったく間ま合あいに足りていない。レインは自身の緊きん張ちようを殺す。落ち着け。訓練通りに動け。突きが届とどかないことには向こうも途中で気付くはずだ。気付けばもう一歩を跳とび、今度は横に薙ないでくるだろう。だけど姿し勢せいは崩くずれているから次の攻こう撃げきに至いたるまで間が開く。半身になって刃の当たる範はん囲いを狭せばめ、手の伸びきった一いつ瞬しゆんを見計らって一気に距離を縮ちぢめ懐ふところへ飛び込み、相手の姿勢が下がったところへ真上から背中へと短刀を突つき刺さしてそのまますれ違い様に走り抜ければいい。止とどめを刺さす必ひつ要ようも確かめる必要もない。ただ動きを止められれば、痛いた手でを負おわせられればそれだけで充じゆう分ぶんだ。

　レインは動く。片足を引き身体を沈しずめ足に力を入れ、メインシーの身体と突き出す刃の先をじっと見み極きわめ──メインシーは、

「……っ!?」

　不ふ敵てきに笑えみ、無む言ごんで。

　武器を、投擲してきた。

　気付いた瞬しゆん間かんには、刃の切っ先はすぐ目もく前ぜんまで迫せまっている。

　レインの思し考こうが止まった。反はん射しや的てきに短刀を持った手で飛ひ来らいする刃を払う。上う手まくいくはずもなく、手の甲こうに鋭するどい熱が走った。そして前髪を掠かすめて下か方ほうへと軌き道どうを変えたそれに気を取られ、怪け我がをしたという一いつ瞬しゆんの心しん理り的てきな衝しよう撃げきがその隙すきを助じよ長ちようし、隙を自じ覚かくした時にはもう遅おそい。

「……は！」メインシーの、心しん底そこからの嘲ちよう笑しようが聞こえ。

　腹ふく部ぶに衝撃を受け平へい衡こうを崩くずして足をもつれさせたレインの脇わき腹ばらを、さっきと同種の──それ以上の深さと熱さで──金きん属ぞくが皮ひ膚ふを突き破る感かん覚かくと、殴なぐられる痛いたみが同時に襲おそった。

　そのままふたりで、もんどりうって倒たおれ込こみ、

「ざ・ん・ね・ん」

　片腕で刃を持った腕を押さえ、身体を馬うま乗のりに、レインの視し界かいをメインシーの笑え顔がおが覆おおう。

　ずる、と引き抜かれた拳こぶしの指の間からは、細く、だけど長い針。

　メインシーは拳を開き、レインの血に濡ぬれた赤黒いそれを指で摘つまみ、まるで玩具おもちやを見せびらかすかのようにひらひらと眼がん前ぜんで振る。丁てい字じ型がたをした金属の武ぶ器きだった。

「こういうの隠かくし持もってるとは思わなかったのかな、お人ひと好よしさん」

「……か、は」息が苦しい。刺さされた部分の熱が広がっていく。放っておけば致ち命めい傷しようになり得るが、決して大きな傷ではない。だが、この状じよう況きよう下かでは──その傷は絶ぜつ望ぼうに等しい。

「毒どくは塗ぬってないから安心しなさい。まぁどっちでも同じことだけど」

　浅い呼吸を繰くり返かえすレインを見下ろし、メインシーは得とく意いげに笑えむ。

「十年も付き合ってきて気付かなかったかしら？　私は演えん技ぎが上う手まいのよ。それと人を陥おとしいれるのも。真ま面じ目め一直線で堅かた物ぶつのあなたが騙だまし合あいや心理戦で勝とうだなんて、ちゃんちゃらおかしいわ。……それも、私に。この私に」

「メイン……シー……っ」

　見上げるレインの視し線せんに、彼女は応こたえない。

「じゃあね。さようならレインちゃん。取とり敢あえずまぁ、大たい勢せいには影えい響きようがないかもしれないけど、一いち応おう死んどいて。私の心の平へい穏おんのためにね」

　そんな自身の言葉に満足したかのように、メインシーは片かた膝ひざを立ててレインの腕を踏ふみ付つけ、空あいた両腕でゆっくりと、レインの首を絞しめ始はじめる。

　レインの聴ちよう覚かくに、荒い息いき遣づかいが聞こえる。喉のどの奥から搾しぼり出だされる自身の呼こ気きではなく、メインシーの呼吸音だ。間ま違ちがいなく高こう揚ようしていた。まさか快かい楽らく殺人者とまでは思わなかった、と、レインは場ば違ちがいなことを思い、心中で苦く笑しようする。

　とは言え、苦く痛つうは尋じん常じようでない。

　頸けい動どう脈みやくではなく、喉のどを潰つぶすように歪ゆがめられた指は、レインの呼吸そのものを止めようとしていた。息ができない。顔に血が溜たまる。喉のど仏ぼとけに爪つめが食い込む。反はん射しや的てきに咳せきが出かかるがそれすらも押さえ込まれている。空あいた方の腕で必ひつ死しにメインシーの手首を握にぎるが、それも気休め程てい度どにしかならない。力を入れようとするとそれだけで腹ふく部ぶの傷が激しく痛いたむ。

　状じよう況きようは──かなりまずい。

　このまま窒ちつ息そくするのが先か、それとも。

　必死で押さえつけられた右腕の中の短刀を動かす。刃は空くうを切るばかりだった。何ものにも当たらない。メインシーに向かって投げ付けることも考えたが、恐おそらく効こう果かはないだろう。この顔を見ると、あるとは思えなかった。

「く……くく、ふふうふぅ……」意味のない笑い声を食いしばった歯の隙すき間まから洩もらし、まるで化け物のような形ぎよう相そうで嘲ちよう笑しようと怨えん嗟さを混じらせ、レインの顔を睥へい睨げいしている。レインが苦しみもがいて死んでいく様さまだけを目に焼き付けようとしているかのようだ。恐らくは──周まわりの音も声も何も耳に入ってはいないだろう。

「か、……は」半なかば舌したを弛し緩かんさせながら、レインは口をぱくぱくと、酸さん欠けつの魚のように開く。

　メインシーはそれに反はん応のうし、唇くちびるの歪みを一いつ層そう大きくした。

「何？　遺ゆい言ごん。でも……だぁめ。聞いてあげないわぁよおおっ！」

　そして、更さらに込められる、力。

　限げん界かいが近い。喉の奥で血の味がする。首が絞しめられているからなのか、腹を刺さされているからなのかはわからない。どちらにしても変わりはない。自身の死がすぐそこまで来ているのがわかった。だけど今死ぬ訳わけにはいかない、そう思う。それだけを強く思う。こんなところで、こんな奴やつに、こんな殺され方をするために──自分は残ったのではない。

　身体から切きり離はなされようとしている意い識しきを執しゆう念ねんで繋つなぎ止とめ、潰されようとしている喉を全力で守る。だけどすべては時間の問題でしかなかった。緩ゆるやかにだけど確実に、意識の、生命の断だん絶ぜつは目の前に、すぐそこまで来て──。

　すぐ──そこまで。

「……ふ」声はもう出ない。だけど歪む視し界かいの中で見たそれに、レインは口だけで笑った。
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　死の間ま際ぎわまで追おい詰つめて、黄よ泉み路じへ蹴け落おとすのはあともう一息──そんなレイン＝リィンが赤い顔で唇の端はしを歪め、笑ったことに、メインシーは微かすかな不ふ快かい感かんを覚おぼえる。そんな顔は見たくない。見たいのは、苦く痛つうと憎ぞう悪おと怨嗟と絶ぜつ望ぼうに彩いろどられた、とびきりの末まつ期ごの表情なのに──そう思い、唾つばでも吐き掛けてやろうかと思った。

　その、直ちよく後ごだった。

　背中に、何か鋭するどくて堅かたく、同時に冷たい衝しよう撃げきが走る。

「……あ？」途と端たん。身体の、腕の力が抜けた。意味がわからなかったしそんなつもりもなかったのに、呆あつ気けないほどに姿し勢せいが崩くずれた。

　それを、まるで見み計はからっていたかのように──。

　レインが身体を転ころがし、メインシーの下から脱だつ出しゆつする。げほげほと酷ひどく咳せき込こみながら、それでも足を使い、足あ掻がくように逃にげ出だす。

「……がはあっ！」そして、ひと際きわ大きな咳せきが聞こえた。気付けば口の周まわりが塗ぬれ、錆さびの味が気持ち悪い。レインのものかと思ったその咳は、自分自身の喀かつ血けつだったということに気付いた時にはもう──身体は、横向きに倒たおれている。

　──何が……あった？

　その疑問に答えるように、頭ず上じようから声がする。

「策さく略りやくで言うなら、確かにレイン＝リィンに勝ち目はないね」

「き……さま」よく知った声だ。レインの咳に混じって、よく知った声が聞こえる。

「だけど予よ想そう外がいの事じ態たいに、あなたはとても弱い」

　視し界かいに映るのは──髪の短い、あどけない顔の中に皮ひ肉にくげな笑えみを浮かべた少年。

「なにを、した」メインシーの詰きつ問もんに、

「背中に短刀を刺さしただけだけど、それがどうかした？」

　トマズ＝ハニヴァーが、あっけらかんと答えた。

　頭の中で疑ぎ問もん符ふが渦うず巻まく。意味がわからない。どういうことだ？　予想の範はん囲い外がいだった展てん開かいに、メインシーの思し考こうは殆ほとんど働かなかった。

「レイン＝リィン」トマズはそんな彼女を無む視しし、ようやく咳の収おさまったレインに言う。

「もう行っていいよ。あなたには悪いけれど……もう色々済ませてきてしまった。逃げるといい。ここからだと南二十三番の昇しよう降こう口ぐちが一番近い」

「もう……って、どういう、ことな、の」

　怪け訝げんそうなレインの返事は、メインシーをますます混こん乱らんさせる。

「来なくてもいいと言ったのに……まさか本当に来るとはね。まぁ、どうせ君が来てもすることはなかっただろうけど。とにかく死にたくないなら脱だつ出しゆつするのが一番だ。何せ」

　そしてトマズの一言は、追おい討うちだった。

「ここはもうすぐ、完全に壊れる」

「何を……？」思わず洩もれたのは、疑問だった。

「訳わけの……何を訳のわからないことを言っている、トマズ＝ハニヴァー……！」

「おやおや、背中を刺したんだからあまり喋しやべらない方がいいのに」

　トマズは嗤わらう。いつもと同じ、諧かい謔ぎやくの声と睥へい睨げいの視し線せんで。

「さっき言った通りだよ。あと一時間かな？　これ……何か知ってる？」

　言って懐ふところから取り出したのは、黒色に近い緑色をした、金きん属ぞく光こう沢たくを持った石。

　それが何であるかに気付き、メインシーは驚きよう愕がくに満ちた眼を更さらに見開いた。

「炸さく裂れつ……金属」数回しか見たことはない。だけど、記き憶おくには残っている。

「そう」教師のような微笑ほほえみで、トマズはメインシーの言葉に首しゆ肯こうする。

「これを幾いくつか、『伽が藍らん』の接せつ地ちパイプ……『抹まつ消しよう存そん在ざい』が浸ひたされた有ゆう機き溶よう媒ばいを通した血管に仕し掛かけた。一時間後に爆ばく発はつする」

「まさか……あん、た」

　背中から流れる血液が熱あつい。下半身の感かん覚かくがないのは脊せき髄ずいのどこかを傷付けられたからだろうか。しかしそんな生命の危き機きは、後こう悔かいと憤ふん怒ぬに流されてあっという間に消え失せる。

　──そうか。

　考えてみれば、こいつならば容よう易いだ。

　エデンの内部に工作員を潜せん入にゆうさせること。

　フルブルーにウェポンの出動場所と時間の情報を流すこと。

　そして、バベルのシステムをダウンさせること──。

「貴様か……裏切り者」

　メインシーは吐と血けつしながら、真っ赤な視し界かいの中でトマズを睨にらむ。

「別に僕は裏うら切ぎったつもりはないよ」

「何を……いけしゃあしゃあと」

　しかし、トマズの表情は変わらない。いや──歪ゆがんだ笑えみが大きくなり、さも面おも白しろいとでも言うように肩を竦すくめ、くすくすと吹き出しながらメインシーを見下ろす。

「エデンの味み方かたを……本ほん総そう轄かつの味方をしていたつもりはないよ。僕の目的は最初から、徹てつ頭とう徹てつ尾び変わっていない。それこそ、二年前、エデンへ入った時から」

「どういうこと、だ」

「おかしいとは思わないかい？」トマズは嗤わらう。

　そこで──その瞳ひとみに暗い色が宿っていることに、メインシーは気付いた。

　メインシーが見れば瞭りよう然ぜんだ。それは彼女が最も得とく意いとする視線であり感情なのだから。

　即すなわち、憎ぞう悪おと、悪あく意い。

「二年前当時まだ九歳。現在十一歳。子供もいいところだ。あなたも僕のことをよくガキだと形容していたね。事実その通り。僕はガキなんだ」

　少年の瞳はこれ以上ないほどの憎悪と、そして悪意に染そまっている。

　エデンそのものに対しての。

「そんなガキがどうして組そ織しきの一いち部ぶ署しよの部長になることができる？　こんなガキがどうしてあなたのような大人と同等の、それ以上の能のう力りよくを発はつ揮きすることができる？　天才だから？　あり得ないね。才さい能のうだけで子供がこんなことできるだなんて、本気で思っていたのかい？」

　トマズは興きようが乗ったように、自じ嘲ちようするように、続ける。

「僕はね、メインシー＝カウツ。……エデン本ほん総そう轄かつが稀き存ぞん種しゆを研究する過か程ていで……より正確に言うなら第三稀存種エンダ＝カーラの永久器官を解析する過程で造り出された、高度な情報処理能力を植え付けられて生まれた子供なんだよ」

　その言葉に、メインシーの思し考こうは──完全に止まった。

「……なん、だと？」

「具ぐ体たい的てきには……エンダ＝カーラの体内で恣し意い的てきに作成した疑ぎ似じ卵らん細さい胞ぼうに、エデン本総轄キャロル＝ユルングルスの精せい子しを受じゆ精せいさせて作った子供らしいけどね。受精卵はキャロルの選んだバベルに住むただの女の肚はらに入れられ……だけど稀存種にはならなかった。疑似卵細胞は所しよ詮せん疑似的なものでしかなく、粒りゆう体たいは擬ぎ態たいしたままに精子を受け入れて減げん数すう分ぶん裂れつした。実じつ際さい、僕にもよくわからないんだ。この身体が粒体なのか、それとも人間の細胞なのか……自分の身体なのに、おかしいだろう？　結けつ果かとしては知ち能のうが異い常じように高い子供が生まれただけさ。粒体の情報処しよ理り能のう力りよくが半はん端ぱに受うけ継つがれ……半端に受け継がれたから、寿じゆ命みようが短いんだ」

　他ひ人と事ごとのように、だけど嘲ちよう笑しようを含ふくめ、トマズはくつくつと笑む。

「そういう訳わけだよメインシー＝カウツ。僕はこんな身体で、存そん在ざい自体がエデンのためにあった。こんな僕がエデンに牙きばを剥むいたって……おかしくはないだろう？」

　何せ、反抗期だからね。

　韜とう晦かいのように呟つぶやいた声が、メインシーの鼓こ膜まくを揺ゆさぶる。トマズはそのままの表情で彼女に向かって歩み寄ると、背中に刺ささった短刀にゆっくりと手を掛けた。

　一気に──引き抜く。

「がああっ！」一いつ層そうの痛いたみと、麻ま痺ひが広がる。呼吸もままならない。

　意い識しきが怒いかりと痛みで紅べに色いろに染そまる。

「じゃあね外交部部長、メインシー＝カウツ。あなたに怨うらみはないけど、さようなら」

　トマズはメインシーを一いち瞥べつすると、踵きびすを返し歩き始める。止とどめは刺ささないつもりらしい。刺さなくても大たい勢せいに影えい響きようがない、或あるいはそう思っているのか。

「……こ……の」ガキと言いかけるが、メインシーの口からは声の代わりにごぽごぽと、熱あつい血の泡あわが零こぼれるだけだった。

　だから、叫ぶのを諦あきらめて睨にらむ。

　──貴き様さまの好きなようにさせてたまるものか、と。

　思いは届とどかない。

　トマズの後うしろ姿すがたは、やがて廊ろう下かの奥に消えた。

　レイン＝リィンもいつの間にか、血の痕あとを滴したたらせ、姿を失うせている。

　メインシーの──声にならない絶ぜつ叫きようが、静せい寂じやくの廊ろう下かに痛いた々いたしく響ひびき渡わたった。
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　レインがトマズ＝ハニヴァーと話をしたのは、つい一日前のことだった。

　バベルの中央制せい御ぎよシステムは明日ダウンする──。

　どういう方法を使ったのか、隔かく壁へきは降おりていたにも関かかわらず堂どう々どうと居きよ住じゆう区くに、レインの前に現れてそう言い出したトマズに最初はただ驚きよう愕がくした。罠わなだとしか思えず、ウェポンを呼んでその場で彼を拘こう束そくしようとさえ考えた。だが──罠にしてはあまりにあからさま過ぎる上に、彼は無む理り強じいすらしなかった。何より、たったひとりでやってくるには一いち部ぶ署しよの部長という立場は大き過ぎるし、罠を仕し掛かけるにしても危き険けんが大きい。

　そんなレインの疑ぎ念ねんを払ふつ拭しよくするように、トマズは言った。

　中央システムがダウンするから、君たちはそれを利用するといい。正確な時間はわからないが、ダウンした時は放送を流す。だから逃にげなよ、と。協力しろという勧かん誘ゆうも、脱だつ出しゆつを手伝ってやるという誘ゆう惑わくも何もなく、ただそれが事実であるかのように、それだけを。

　信じてはいなかった。だが、仮かりにそれが起きるなら利用すればいいと思った。

　そして、今日。実じつ際さいにシステムはダウンし、セールたちは無ぶ事じに脱出を果はたせた。あまつさえレイン自身がやろうとしていたことを、遥はるかに高度な手しゆ段だんでやり遂とげてしまっていた。

　炸さく裂れつ金きん属ぞくの話が本当か嘘うそかはわからない。しかし彼はメインシーを刺さし、レインを助けた。或あるいはエデン本ほん総そう轄かつがメインシーを有害であると判はん断だんした結けつ果か、トマズに処しよ理りを一いち任にんしただけなのかもしれない。傷を負おった自分はもはや害がないと判断し、見み逃のがしてもらっただけなのかもしれない。レインには、判断がつかなかった。

　ただ確実なのは、自分の傷、そして皆のことだ。

　炸裂金属の威い力りよくがどれほどなのかはわからないが、第十三階かい層そう内部は火の海に包まれるかもしれない。そうだとしたら犬いぬ死じにだった。

　レインは──エデンの目もく論ろ見みを止めなければならないのだから。

「……は、あ」廊下の壁かべに手を付き、よろめきながらゆっくりと、しかし確実に歩く。

　トマズの進しん言げんした南二十三昇しよう降こう口ぐち。ひとまずはそこまで赴おもむき、一いつ旦たん外に出る必ひつ要ようがある。

　このまま中心部に行っても返かえり討うちだった。だから──だったら。

　荒い呼吸で、血の味がする口で、レインは呼吸を繰くり返かえす。

　押さえた脇わき腹ばらからは血が滲にじみ続つづけていた。滑ぬめった熱が指の間からゆっくりと、しかし止まることなく染しみ出でてくる。手て当あてをすれば助かる傷だろう。が、そんな時間はない。

　進む。

　下に降りたとしても、バベル下か部ぶスラムは広い。誰だれにも会えない可か能のう性せいの方がずっと高い。だけど、それでも、レインは下へ行くという以外の選せん択たく肢しを選ぶことができなかった。

　状じよう況きようはどうなっているだろう。

　ロイドとカロマインは会っているだろうか。協力を仰あおごうと部へ屋やに行った時、カロマインはもういなかった。恐おそらくはシステムダウンに際さいして、待ちきれなくなったのだろう。

　彼は昔から、他人のことなど──考えはしても優ゆう先せんはしない。自分の目的があったのならば簡かん単たんに反ほ故ごにしてしまう子だ。

　シオンとルナはどうしているだろう。逃にげろと言ったって素す直なおに聞くような性格をしていないのは、レインが誰だれよりもよく知っている。恐らくは夜通しでも何でも歩いて、ここへと向かっているだろう、もう着いているかもしれない。だとしたら──教えなければ。

　セールたちは無ぶ事じに逃げられただろうか。もし彼女たちに会えれば助じよ勢せいを頼たのむしかない。自分ひとりでやろうとして結けつ局きよく失敗し、挙あげ句くに助けを求めるなんて、情けない上に無責任過ぎる。だけどもう、自身の矜きよう持じなどは考えていられない──。

「行かなく……ちゃ」

　レインは壁かべに手を付き、歩く。

　脇わき腹ばらから流れる血を無む理り矢や理りに押さえ付け、金きん属ぞくの廊ろう下かに弱々しい足音を響ひびかせながら。
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　それを見付けたのは、偶ぐう然ぜんだったのかもしれないし必ひつ然ぜんだったのかもしれない。

　周まわりが暗くてよく見えなくて、だから一番騒さわがしく煩うるさい方へと闇やみ雲くもに足を進めていた。そちらへ──何かよくわからないけれど、音の大きい方へ行けば取とり敢あえず誰だれかに会えると思った。会うものすべてが敵てきだと言われていたし、敵ならば悪い奴やつで、悪い奴は殺さなければならない。けれど、少なくともたったひとりで迷まよっているよりはずっといい。

　だからイユがそれを見付けたのは、偶然であり必然でもあった。

　家とも思えない、廃はい材ざいでできたあばら屋に沿そって、声のする方へ徐じよ々じよに歩いていく。

　道なりに曲まがり、声が遠のき、だからまた曲がり、声が近付き──何度も何度もそれを繰くり返かえして、やがて大きく開けた場所へ出る。

　目にしたのは、大きな大きなケモノ。

　それと、ケモノと対たい峙じするふたつの人ひと影かげ。

　その人影が見知った顔だと気付いた時にはもう、イユの頭の中からは、メインシーに言い聞かせられたことはすっぽりと抜け落ちていた。

「リカおねえちゃん。セールさん……」思わず呟つぶやき──走る。

　頭のどこかで、まだふたりの血の味は確かめてなかったなあと、そう思いながら。
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　じりじりと後こう退たいしながら、この先のことを考えていた。

　──どうしよう。

　隣となりで肩を貸かしているセールはもう足に力が入らないようで、体重は頭ひとつ分身長の小さい自分の方へと完全に委ゆだねられている。目の前にいるケモノはといえば、こちらの隙すきをじっと伺うかがっているかのようだ。中心にある人間の顔、その虚うつろに開いた目は焦しよう点てんが定さだまっていなくてどこを見ているのかわからない。或あるいはふたつの目ではものを見ていないのかもしれない。目め潰つぶしをしてみようかと一いつ瞬しゆんだけ考えるが、迂う闊かつな行動は取れなかった。瞳に視し覚かくがなければ単に刺し激げきを与えてしまうだけで、それに反はん応のうされれば抗あらがう術すべはない。建たて物ものの陰かげに隠かくれながら逃にげようかとも思うが──周りの建物は全部、ケモノ自身が破は壊かいしてしまっていた。

　死ぬ気はないけれど、どうすればいいのだろう。

　リカは自分の肩に掛かるセールの体重と、それから体温を確かめる。

　熱があった。肌はだは柔やわらかくて、だけど強こわ張ばっている。腰こしに回した腕に伝わってくるのは、激しい息いき遣づかいと細かく繰くり返かえされる呼吸だ。

「……大だい丈じよう夫ぶ？　リカ」だけどその声は──透すき通とおっていて、少し低くて、リカの知っている、リカの大好きなセールの声だ。

　聞くだけで安心できた。どうにかなるかもしれないと思った。

「私なら大丈夫。……セール姐ねえ、目め眩くらまし、するよ」

　だから、決心する。

　空あいた右腕、掌てのひらを前に突き出した。

　その掌、中心部分に小さな穴が開く。

「どのみち、私、これしかできないから。思い切りやるね」

　それはリカの持っている、小さな小さな変へん異いだ。後こう方ほう支し援えんにしか使えない、ケモノも、人間すらも殺すことができない変異だった。

　たったこれだけのもののために、生まれた集落では仲間外はずれにされた。

　四つくらいまではちやほやされていた。純じゆん血けつ種しゆの外がい見けんを持って生まれた変異種として、奇き蹟せきの顕けん現げんのように扱あつかわれた。だけどその後、ふとした切きっ掛かけから変異があることがわかり、リカの立場は逆ぎやく転てんする。希望が大きかった分失しつ望ぼうも深かった。全員の態たい度どががらりと変わり、友達も知人も、大人も子供も、皆でこぞってリカを無む視しするようになった。

　そのことがあってから、リカは逆に皆に話し掛け、厭いやなことを笑って受け流し、楽しいことを自分から探さがすようになる。エデンへ行ったのも──たまたま集落へ出動してきた部隊にいたセールに憧あこがれたからだ。そっちの方が楽しいと、そう思ったからだ。

　その記き憶おくを、体験を、間ま違ちがいにはしたくない。

　あの時、セールは言った。死ぬかもしれないのに、それでもあたしと来たいのかい、と。

　だからリカは応こたえた。あなたと一いつ緒しよにいたい、それだけじゃ駄だ目めですか、と。

　そんな──今にして思えばただの無責任でしかない当時の言葉に、隣となりで息を弾はずませるこの人は、嬉うれしそうに笑ってくれたのだ。

　──そうか。じゃ、仕し方かたない。あんたはあたしが守ったげるよ。

「そうだよ……」リカは大きく息を吸う。右腕に力を込める。右腕の小さな穴から、息を吹くような感かん覚かく。身体の中にあるリカだけの器き官かんを、収しゆう縮しゆくし、一気に。

　セールは約束を破らない。何よりも彼女自身が、約束を破ることが嫌きらいなのだ。

　リカは、だから、

「これからも……守ってもらうんだからっ！」

　叫んで、右腕を振りかぶった。

　右みぎ掌てのひらから滲にじみ出でた粘ねん性せいの、液体よりもむしろ固体に近い黒色のもの──墨すみ。

　それをケモノの正面、人間の顔辺あたりに投げ付ける。

　まるで色付きの生卵でもぶつけたようにケモノの顔は真っ黒に染そまった。

　鬱うつ陶とうしそうに、ケモノは顔を数回揺ゆすった。だけど簡かん単たんには取れない。

　リカの変へん異いは本来、相手の視し界かいを覆おおって隙すきを作り、逃にげるためのものだ。

　もう一度。今度は別の場所。肩口に付ふ着ちやくした。それと同時にまた別の場所。今度は大きな放ほう物ぶつ線せんを描えがき、ケモノの背中に。

　視界を塞ふさげているのかどうかはわからない。でも、少なくとも──あちこちにぶつけていけば、それに反はん応のうして混こん乱らんし、向きを変えるかもしれない。

　投げながら後ろに下がる。目め指ざすのは緊きん急きゆう用よう昇しよう降こう路ろ──バベルの足だ。

　その背はい後ごに隠かくれられればどうにかなるかもしれない。幾いくらケモノが巨大だからといって機械都市の支し柱ちゆうまで破は壊かいできるとは思えない。だったら金きん属ぞくの柱は盾たてになるし、何よりどうにかして柱に木登りできればやり過ごせるかもしれない。複雑に金属材が絡からまって形作られた支柱には足場がありそうだった。セールにはもう少し頑がん張ばってもらう。そうすれば──。

　ケモノが身み震ぶるいし、大きく尻尾しつぽを振り回した。

「伏ふせるよっ！」セールに短く叫び、身体を屈かがめる。

　大きな質量での破壊を伴ともなう分、繰くり出だされる動きはゆるやかで鈍にぶい。颶ぐ風ふうにも似た轟ごう音おんが頭ず上じようを通り過ぎ、それと同時に頭をまた上げる。

　振り切られた尻尾目がけて、リカはまた墨すみを投げ付けた。

　背後に数歩。柱まではあと五メートルほど。このままだ。このまま行ける。

　今度は斜ななめ上うえからだった。

　地面を叩たたき付つけると土が抉えぐれるから、前へ──瞬しゆん時じにそう判はん断だんして、触しよく手しゆの振り下ろされる方へと飛ぶ。セールもどうにかして足を踏ふん張ばってくれた。

　すんでのところで躱かわし、地面を転ころがる。

「まだ！」リカは自分に言い聞かせるようにして顔を上げ、身体を起こす。

　柱までは遠くなってしまったが、それでも絶ぜつ対たいに諦あきらめずに、もう一度。

　と──。

「リカ、逃げて！」セールの短い悲ひ鳴めいが鼓こ膜まくを揺ゆさぶった。

　その声とともに「きゃ！」起き上がりかけたリカの背中は、思い切り押されて前のめりにごろりと回る。上下にぐるりと流れた景け色しきに慌あわてて起き上がると、

「……セール姐ねえ!!」

　ケモノが、足を上げて──さっきまでリカとセールが倒たおれていた場所を──、

　つまり、今セールがいる場所を、踏ふみ付つけようとしていた。

　必ひつ死しの形ぎよう相そうでこっちを見るセールと視し線せんが交こう叉さする。咄とつ嗟さのことで自分のことまで頭が働かなかったのだろう。今も怪あやしい。何な故ぜならセールは自身の頭上にケモノの足が迫せまっているというのに、ただリカだけをじっと見て逃げろと叫んでいて。

　だからリカは思わず、




「「駄だ目めぇええええ！」」




　まったく同じ言葉で吐き出された絶ぜつ叫きようは、自分の耳の中と、それから背はい後ごから聞こえた。

「え……？」

　小さな女の子のようなその声に驚おどろいて、リカが振り返るよりも早く。

　ケモノの足が重力に逆さからって弾はじけるように上へ跳はね上あがり、その巨きよ躯くを無ぶ様ざまに回転させた。

「何、するのぉ！」もう一度鼓こ膜まくを劈つんざく、絶叫。

　リカは振り向く。

　頭を動かす際さいに一いつ瞬しゆんだけ視し界かいに入ったセールもまた、驚きよう愕がくに口を開いていた。

　その──イユ＝イエールの声に反はん応のうするかのように。

　ケモノの尾が中ちゆう空くうで飴あめ細ざい工くのように捻ねじれ、千切れて宙へと舞まった。
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　──駄目、駄目、駄目、駄目、駄目、駄目、駄目、駄目、駄目、駄目、駄目、駄目、駄目！

　飽ほう和わした感情は、破は綻たんしかかった精せい神しんと相まって、イユの力を加か速そくさせていた。

　リカおねえちゃんとセールさん、ふたりは少なくとも、自分に優しかった。その記き憶おくがイユを浸しん食しよくしていた狂きよう気きを凌りよう駕がし、イユに刷すり込こまれていたメインシーの言葉を忘ぼう却きやくさせる。

　条じよう件けん反はん射しやにも近かった。イユが初めて殺したのは大きな化け物だ。

　そして今、目の前にいるのも、形は違ちがえど大きな──とても大きな、ケモノだ。

　半年前の経験は無む意い識しきに身体を動かして、イユの視し線せんを殺さつ意いに染そめる。

　視線で定てい義ぎして『匣はこ』を作る作さ業ぎようももどかしく、胸の上で合わせた両手を捻ひねる。手順を幾いくつか飛ばして不完全なまま発はつ揮きされた力は、それでもケモノの身体を軋きしませ、潰つぶした。

　そいつは身を震ふるわせる。効きいていないのか、或あるいは痛いたみを感じていないのか。

　ならばもう一度。今度は背中から生はえた触しよく手しゆを千切った。二度続けて、もう一本。そうしている間に最初に切きり離はなしてやったはずの尻尾しつぽが再ふたたびケモノの巨躯と溶とけ合あい、吸収されていく。イユにはその理り屈くつがわからない。

　ただ、何度も何度もやらなければ、やっつけられないのだと思った。

　ならば、何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も。

　触手。足。尻尾。中心にある人間の顔。もう一本の足。触手。再さい生せいした触手。また生はえた尻尾。繋つながったもう一本の足。歪ゆがみの治なおった顔。もう一本の足別の方向から伸びた触手元に戻った尻尾醜く戻っていく顔地面を咬かんだ足仰あお向むけの肚はら開いた口に生えた歯顔足うねる触手──。

　頭がぐらぐらし始めた。

　しかし、止やめない。

　リカおねえちゃんと、セールさん。ふたりを守らないといけない。

　頭の血管が何本か切れて、鼻の奥に液体が溜たまり始はじめる。つつ、と鼻び腔こうから熱あついものが伝い、イユの唇くちびるを濡ぬらした。それを舐なめとって、定てい義ぎと破は壊かいを連続する。

　──そうだ。思い出した。

　そもそも、何な故ぜ自分は戦おうと思ったのか。お仕事をしようと思ったのか。

　それは、イユの好きな人を守るためだ。

　お父さんやお母さん──大好きだったふたりと、生まれた村に住んでいた人たちは全員いなくなった。それは決してあってはならないことだった。ジャクもミーシャも死んでしまった。悪いケモノに殺されたのだと聞かされた。人がいなくなるのは厭いやなことだった。そしてリカとセール──ウェポンの人たち。イユを可愛かわいがってくれる人たち。いなくなって欲しくない。死んでもらっては困る。初しよ期き衝しよう動どうはその感情だったはずだ。善いい人と悪い人の区別など今は関係ない。そんなものは目の前のこいつを殺してしまってから判はん断だんすればいいのだ。

　少なくとも──このケモノは悪い奴やつに決まっている。確かめるまでもない。

　定義して、閉じ込めて、壊こわす。さっきからもう何回繰くり返かえしただろう。身体のあちこちが悲ひ鳴めいをあげて、頭は割れるように痛いたい。お腹なかの奥がじんじんとしてきて、指先がじりじりと痺しびれる。視し界かいがぼやけ始めて、定義がままならなくなっている。だけどそれでも。

　もう一度。一度で終わらないなら二度。それでも駄だ目めなら三度。もはやケモノは破壊と再さい生せいを繰り返され過ぎ、原げん型けいを留とどめない奇き怪かいな塊かたまりとなっていたが、イユは止めない。

　止まらない。

　と──、

　ずくん。

　イユの中で、何かが蠢うごめく音がした。

　身体が急にがくがくと震ふるえ、手の中に持った『匣はこ』がまるで生き物のように収しゆう縮しゆくし、膨ぼう張ちようする。歯車が回ったような、そんな気がした。

　直後──捻ひねった匣が、これまで以上に大きな破壊力を持っているような確信。

　ずくん。

「……う、わ、あ、あ、あ、あ、あ、あああ、あ、あ、あ、あ、あ、ああ！」




　──力の過か剰じよう使用による、強制羽う化か。




　小さな身体はそれに耐たえられない。だから破は綻たんする前に安全弁べんを自らに施ほどこす。母との『連れん結けつ』は不完全ながらも『相そう互ご連れん鎖さ』は補ほ強きようされ、擬ぎ態たい細さい胞ぼうは乱らん数すう的てきに粒りゆう体たいへと本来の姿すがたを取り戻す。元より部分的に羽化した身体だったから、負ふ担たんそのものは致ち命めい的てきでなかった──少なくとも、今すぐに壊こわれてしまうのは防ふせがれた。

　反はん衝しようは故ゆえに、脳のうと精せい神しんへ叩たたき付つけられる。

　過か剰じようにかかった負ふ荷かはシナプスを灼やきニューロンを燃やし、脳の配はい線せんを数本引き千切りながら脊せき髄ずいを駆かけ巡めぐっていく。イユの身体は──指向性思考粒体アダムを守り、粒体制御用統率器官エバが傷付くことを選んだ。

「イユちゃんっ！　もういい、やめてえっ！」耳みみ鳴なりの止やまない鼓こ膜まくに、誰だれかの声が響ひびく。

　だけどそれは言語として認にん識しきされない。身体の半分は三次元言語パロールで情報処しよ理りを行っていたから、人間の言葉は聞こえない。背はい後ごから抱だき締しめられた気がしたが、きっと錯さつ覚かくだろう。

　自分でも信じられない力で振りほどきながら、イユの声せい帯たいは振しん動どうを細こまかくしていく。

「あ、ああああああ。ああ、あ、あ、きき、き、き、き……！」

　──自分の持つ、匣はこ。

　身体の表面から散さん布ぷした特とく異い粒りゆう体たいと手元の操そう作さ器きを連れん動どうさせ、広こう域いきの対たい象しようを破は壊かいする力。「救きゆう済さい……き……か、ん」

　名前は──『罪女の夢パンドラズ・トイズ』。

　思い出した。

　思い出すと同時に、現時点での最大出力で、

「………………解かい錠じよう……！」

　ケモノの巨大な躯からだ全体を、視し線せんで囲い込む。

　瞳ひとみが七色に染そまり、イユの全身から淡あわい緑色の光が霧きりのように煙けむった。

　両りよう掌てのひらの間に浮かんだ正六面体の表面に浮かぶのは、水に泥どろを一いつ滴てき混ぜたようなフラクタル。

　下した肚ばらが僅わずかに痛いたみ、足の間から滲にじんだ血液がスカートと太ふと腿ももを濡ぬらす。

　悲ひ鳴めいのような軋きしみをあげ、ケモノが固まる。

「……施せ錠じよう……………っ！」

　そして言葉とともに。

　イユは両腕で、匣──救済器き官かんを叩き潰す。

　ケモノの身体が同時、内部へ向かって裏うら返がえった。

　血を撒まき散ちらしながらその赤は地面にさえ落ちず、ぎちぎちと内部へ入り込むように密みつ度どを高めながら小さくなっていく。身体そのものが潰つぶれ、恢かい復ふくの間さえ与えない。

　細さい胞ぼうそのものを押し潰し反転させながら、全長十メートルはくだらなかったはずのケモノは、今や原形を無む視しして一メートル四方ほどの立方体となっていた。

　肉の体積を無視した、外部からの圧あつ力りよくによる、縮しゆく爆ばく。

　その刹せつ那な、イユの力が飽ほう和わした。

　止めていた息を吐く。『匣』が解かい放ほうされる。蓋ふたが開き、ケモノの死体が反動で破は裂れつし弾はじけ飛とび──まるで希望のように周しゆう囲いへと散らばった。

　びちゃ、と。

　それは地面に散らばり薄うす闇やみへ拡かく散さんしあばら屋に飛沫しぶきを描えがきイユの身体にも降ふり注そそぐ。

　頬ほおに散った血が顎あごへ伝い、破は裂れつした肉片が額ひたいへ貼はり付つき、人間の女の顔が変型して地面を転ころがり、ケモノの『核かく』だった小さな虫に似た生物が廃はい屋おくの壁かべにぶつかって、拉ひしやげ、潰つぶれる。

「……きゃあっ！」背はい後ごで、リカのものかセールのものかわからない悲ひ鳴めいが聞こえた。

　凄せい惨さんな赤の花火は、周しゆう囲いを鈍にび色いろの香かおりに染そめる。

　だからそれは──当然の帰き結けつのように。

　血液の数すう滴てきが、荒い呼吸を繰くり返かえすイユの口へと入った。
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　──え？

　その瞬しゆん間かん、イユの心を覆おおったのは、空からっぽの白だった。

　訳わけのわからないままに破は壊かいした敵てきの血。イユの味み覚かくに与えられた刺し激げき。

　覚おぼえのある味。それは同じ味。

　数日前──喉のどを潰された時に喉の奥から鼻び腔こうへと抜けた、匂におい。

　そしてついさっき、自身の鼻腔から垂たれて口こう内ないへと入った、味。

　どこかさらりとした滑なめらかな食感。

　同じだ。少し違ちがうけれどそれは。

　イユの血の味と、ほぼ同じ。

「え」

　どういうことだろう。

　──空くう白はくの心のまま、考える。

　大きな化け物。ケモノ。悪い奴やつ。同じ味。自分の血。味の違い。善いい奴と悪い奴。苦にがい。甘い。酸すっぱい。いい匂い。厭いやな臭におい。悪いケモノと同じ自分の血。イユが悪い奴だったのか。違うのかそうでないのか。私は誰だれだろう。自分は悪いことをしていたのか。そんな訳がない。私は一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっていたのに。何より私のことは私がよく知っている。私は悪い奴なんかじゃない。だったらケモノも悪い奴じゃなかった──？

　なのに殺した。

　殺した潰して殺した何で。

　殺した。

　私の。

　せいじゃ。

　ないだったら。

　騙だまされていた？

　私は。

　無む言ごんで、リカとセールを見た。

　ふたりは座り込み、互たがいを支ささえ合あうように抱だき合あってこっちを見ている。

「……よく、わかん、ない。や。あは」

　よくわからないならば、確かめてみようと思った。

　す、と視し線せんだけを軽く廻まわす。

　ぎゃ、と、きゃ、との中間みたいな悲ひ鳴めい。

　セールに抱だき留とめられていたリカが──リカだけを、中ちゆう空くうへ吹き飛ばす。

　それに伴ともなって、身体を少しだけ傷付ける。

　地面に落ちたリカの額ひたいから、腕から、血が流れ始めた。

　駆かけ寄よる。

　確かめよう。確かめなければ。

　リカおねえちゃんの血。もし悪い奴やつだったら、よくわからないけれど──ええと、殺す。

「……リカっ！」短い絶ぜつ叫きよう。

　走り寄るイユよりも先に、セールが、倒たおれたリカの身体に辿たどり着ついて抱だき締しめた。

　邪じや魔まするのかな、セールさん。

　ぼんやりとしたままに、イユはふたりを見る。

　瞼まぶたを閉じて気を失うしない、仰あお向むけに横たわっているリカと。

　それを抱きかかえながら、何事かを叫んでいるセールと。

　──何をそんなに騒さわいでいるのかよくわかんないや。

　潰つぶしてしまおうか。でも、セールの絶叫の意味がわからないから、もう少し待ってみよう。
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　吹き飛ばされて血ち塗まみれになったリカに必ひつ死しで呼び掛けながら、セールは混こん乱らんしていた。

　何が起きたのか、意味がわからない。

　イユとリカの仲がよかったのは知っている。

　セールも一いつ緒しよに、何回か三人で遊んだこともある。素す直なおでいい子だと思った。彼女は稀き存ぞん種しゆで、まだ力に目め覚ざめていない──その情報が建たて前まえであることも知っていた。ルナとシオンから、一度だけイユの力を見たという話を聞いていたからだ。

　リカはそのことを知らない。それでいいとセールも判はん断だんしたから、黙だまっておいた。

　が、そんな以前の記き憶おくや判断や、イユに対する印いん象しようは、今この場では何の意味もない。

　微かすかに聞こえるリカの呼吸を確認して、セールはゆっくりとイユを見上げた。

　虚うつろな視し線せんは、茫ぼう洋ようとこっちを見ているようだ。

　全身にはまるで力が入っていなくて、少し押せば倒たおれそうにも見える。

　浅く繰くり返かえされる呼吸は疲ひ労ろうの証しよう拠こでしかなくて、恐おそらくはもう限げん界かいが近いのだろう。幾いくら稀き存ぞん種しゆとは言え、子供があれほどの力を使ったのだから当たり前と言えば当たり前だ。

　だけど。

　セールの全身に鳥とり肌はだが立った。

　冗じよう談だんではない。こんなものを前にするのなら、さっきのケモノを相手にしていた方が遥はるかにましだった。視線には感情が見えず、それでも威い圧あつ感かんはセールの両腕を細かく震ふるわせる。呼吸が止まってしまいそうだ。イユの力の正しよう体たいはわからないが、とてつもないものだということはわかる。そして──この子供が正しよう気きでないのも、目を見れば瞭りよう然ぜんだった。

　何の切っ掛けで即そく死しさせられるか、まったくわからない。

「イユ……あんた」気を張ったつもりでも、声は嗄かすれる。

　唾つばを飲み込もうとしたが、喉のどが渇かわき切きってどうしようもない。

　それなのに冷ひや汗あせだけが全身をどんどん濡ぬらしていく。

「セールさん」無表情な声で、イユは声をあげた。

　名前を呼ばれただけなのに、セールの鼓こ動どうは数秒、止まった。

「……な、に」

「そこ、どいて。リカおねえちゃん、私に頂ちよう戴だい」

「リカを……どうする、つもり、な、の」

　言葉が訥とつ々とつとしか出てこない。今すぐ逃にげ出だせ、と本ほん能のうが告つげている。

　絶ぜつ対たい的てきな死が、目の前にある──と。

「血の味、確かめなきゃ」

「……そんなもの、確かめて……どうする、のよ？」

「だって、確かめなきゃ。善いい奴やつか悪い奴かわからないもん」

　──何を言っている？

　恐きよう怖ふで上う手まく働かない頭の中で、疑問がぐるぐると回る。

　気が違ちがっている人間、それも子供を──刺し激げきしないで済む方法が、わからない──。

「そこ、どいてよ。確かめなきゃ」

「イユ、よく聞いて……あのね」止まりそうなのか跳はね回まわっているのか自分でもよくわからない鼓こ動どうを必ひつ死しで抑おさえ、セールは言葉を選えらぶ。

「血の味っていうのは、ね」

　と、

「……せーる、ね、え？」

　ひび割れそうな空気の中、セールの腕の中でゆっくりと瞼まぶたを開けるリカの声が、

「あー。もういいや」

　刺し激げき──だった。

「……イユ！　待っ……」

　セールの努力は、徒と労ろうに終わる。

「どいて」

　イユの瞳ひとみが、多色多た彩さいに染そまった。刹せつ那な。

「て……あ!!」

　どん、と何かに胸を突かれたような感かん覚かくがあって、セールはリカと一いつ緒しよに背はい後ごへ吹き飛ばされる。それでもリカを離はなさずに済んだのは僥ぎよう倖こうだったのか、セールの意い志しの強さか、或あるいはイユの力が限げん界かいを迎えているのか──わからない。が、

「あれ？」聞こえた疑ぎ問もんの声と、もう一いち撃げき。

　今度は、「……う、ああああああ！」ぎちゃ、と、肉の潰つぶれる音が聞こえた。

　痛いたみはなく、熱あつい。ただ衝しよう撃げきが、セールの左足を襲おそった。

　足が膝ひざから訳わけのわからない方向へ曲まがっている。

「……おかしいな？　さっきはあんなに上う手まく壊こわせたのに」また声。そして。

　ぐしゃ。

「が！　あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ……！」

　今度の叫びは、痛みによるものだった。

「あ……いや、ああああ！」

　リカが目を見開く。目前で吹き飛んだセールの足のお陰かげで一気に眼が醒さめたのだろう。

　膝の下から捩よじれ、完全に千切れ、地面へと転ころがっていた。

「か……ひ」

　露ろ出しゆつした白い骨が、赤い血管が、桃もも色いろの肉が、黄色い脂し肪ぼうが、青白い神経が、自分の身体の内部が──セールの意い識しきを空くう白はくに染める。痛みどころではない。自分の手の届とどかないところへいった右足がまるで夢か何かのようにぼんやりと見える。痛みよりも苦しみよりも、身体の一部分が欠けつ損そんしてしまったことが何よりも恐こわかった。身体ががくがくと震ふるえ始はじめるのがわかる。

「セール姐ねえ！　セールねええっっ！」

　リカがセールの腕の中から飛び出て、傷口を押さえた。

　自分の上着を脱ぬぎ、袖そでの部分を使って切せつ断だん面めんの上部を縛しばり上あげる。そのお陰かげか、ぐちゃぐちゃに潰された傷口のせいかどうかはわからないが激はげしい出血はない。

　寒さむ気けが全身を覆おおった。両足の痛みに精せい神しんが耐たえきれなくなった。

「しっかりして！　駄だ目めっ！　目、閉じちゃ駄目えええ！」

「あ、そうだ。セールさんでもいいのかな……」

　リカの絶ぜつ叫きように混じり、まるで他ひ人と事ごとのようなイユの呟つぶやきが、まるで子こ守もり唄うたのように聞こえ。

　セールの意い識しきは痛いたみを遮しや断だんするかのように、凍こごえとともに消しよう失しつする。
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　何度も何度も名前を呼んだ。だけどセールは応こたえない。

　ゆっくりと瞼まぶたを閉じ、息は荒いままで厭いやな汗を流し始める。

　──このままじゃ……。

　自分の身体もあちこちが痛んでいたが、そんなものは一気に吹き飛んだ。さっきまで気き絶ぜつしていた自分に不ふ甲が斐いなさを覚おぼえ、リカはイユに視し線せんを向ける。

　イユは──表情なく、ただ呟つぶやいた。

「リカおねえちゃん、おはよう」

「何言ってるのっ！」

　その声に怒いかりと、それから焦あせりが込こみ上あげ、リカはイユを一いつ喝かつする。イユの精せい神しんが破は綻たんしていることなどはわからない。ただ、セールを何とかしなければと、それだけを思う。

「イユちゃん、早く！　誰だれか人を呼んで……」

　違ちがう。そうではない。ちゃんとした設せつ備びで看みてもらわなければならない。上へ戻ることが最さい善ぜんなのかもしれない。危き険けんは伴ともなうが、エデンの設備が生きていればどうにか──。

「ねえ、リカおねえちゃ……」

「黙だまってっ！」

　背はい後ごで聞こえる声を、途と中ちゆうで遮さえぎる。

「早く、急がなきゃ、まずいんだから……っ」

　自分のことも、イユのこともどうでもよかった。セールの命が危あぶないのだ。まずそれを優ゆう先せんさせなければ──置いていかれるのだけは、死んでも厭いやだ。

　リカは必ひつ死しだった。だから、気付かなかった。

「ああもう！　どうしよう……血は……あんま出てない、けど、傷を……」

　怒ど鳴なられ、言葉を遮られたイユが、

「リカおねえちゃんやっぱり悪い奴やつだったの……？」

　──表情と気け配はいを豹ひよう変へんさせたことに。

「イユちゃん、いいから黙って……」

　瞬しゆん間かん。




「だったら、死んじゃえ」




「……え？」

　その言葉が聞こえると同時に。

　ごう、と耳みみ鳴なりがした。

　視し界かいが急に回転する。重力が消しよう失しつした。意味がわからなかった。セールの足の傷を押さえた自分の上着を結んでいただけなのに、何もかもがどこかへ吹き飛んだ。

　そして、衝しよう撃げきが。

　背中を打つ。何かが壊こわれる音がしている。ばらばらと頭ず上じようから堅かたいものが落ちてくる。尖とがった欠片かけらが右目の瞼まぶたの端はしに当たり、視し界かいの片方が振れ──すぐに、赤く染そまる。

　どこかの廃はい屋おくに吹き飛ばされたのだ、そう気付いた。

　げほげほと咳せき込こみながら半身を起こすと、穴の開いた壁かべ越ごしに、小さなイユの姿すがたがある。

「おねえちゃんは……善いい奴やつだと思ってたの、に」イユは呟つぶやく。

「イユ……ちゃん？」

　それは、無表情で。

　だけど崩くずれそうで。

　瞳ひとみに色は見えずに。

　感情すらも空くう虚きよで。

　だけど壊れそうで。

　まるで──今にも、泣きそうな。

「何で……！」イユの短い叫びとともに、廃屋の壁が吹き飛ぶ。

「莫ば迦か……莫迦っ！」捻ねじれるような痛いたみがリカの腹ふく部ぶに叩たたき付つけられた。

「よくも！　よくも騙だましたな！」吐はき気けが込み上げたその時、身体は宙を舞まう。

「よくもおおっ！」家か屋おくの外──地面に叩たたき付つけられ、血混じりの吐と瀉しや物ぶつを嘔おう吐とする。

「何で！　どうして！　私を、わたしいいい！」頭とう部ぶ、殴なぐられるような。

　全身の痛みが酷ひどくなっていく。どこかの骨が折れる音がする。今にもまた気を失ってしまいそうだった。喉のどに絡からんだ胃の内容物で息ができない。鼻から、切れた瞼から、裂さけた下着の貼はり付ついた皮ひ膚ふから、血が滲にじみ、泥どろと混じって汚よごれていく。

　だけど、リカの意い識しきを支し配はいしていたのは、死への恐きよう怖ふではなかった。

　翻ほん弄ろうされる身体と揺ゆれ動うごく視し界かいの中、拳こぶしを握にぎって立っているイユを見る。

　どこか歪ゆがんだ表情で、リカを狂きよう気きに満ちた色の瞳で凝ぎよう視しし、何度も何度もこちらに向けて力を振るっている。だけどそれは徐じよ々じよに弱まっているようだ。さっき、あんな大きなケモノを一いち撃げきで殺してしまったのに比べて──今はこんなにも、弱々しい。

　スカートの下──イユの足の間から、血が流れているのに気付いた。

　──あ。

　生理だ、そう思った。

　瞬しゆん間かん。

　リカは、殴なぐり付つけられるような痛いたみに抵てい抗こうし、両足に力を込めて地面を踏ふみしめる。

　稀き存ぞん種しゆの力と関係あるのかどうかはわからない。だけど、たったの十歳──小さな女の子の足の間から流れる経けい血けつは、どうしようもなく痛ましくて、見ていられなかった。

　初めてに違ちがいない。知ち識しきがあるのかどうかも疑うたがわしい。恐こわいに決まっている。不安でない訳わけがない。それなのに自分は、イユに何をした？

　──怒ど鳴なりつけちゃった。

　次々に身体を襲おそう痛みに耐たえながら、リカは唇くちびるを咬かむ。

　最低だ。謝あやまらなければ、そして教えてあげなければ。

「イユちゃん」一歩を踏ふみ出だした。

「いやっ！」途と端たん、衝しよう撃げき。ぎちゃ、と肩口が弾はじけた。だけど、弱い。

　弱い。こんなものは──全然、痛くない。

　初めての血に比べれば、痛くもなんともない。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」びち、と太ふと腿ももの皮膚。無む視しして一歩。

「心配しないで」じゃ、と下着の布。無視して二歩。

「大丈夫」ぶつっ、と髪の毛の数条。無視して三歩。

　もう、目の前。

「来ないで、来ないでよお！」

　僅わずかに後じさりながら、イユが絶ぜつ叫きようする。だけど何も起きない。

　もう──何も、起きない。

　リカは手を伸ばした。小さな両肩、子供のものでしかない身体。誰だれかが守ってやらないと、誰かが傍そばにいてあげないと、どうすることもできない矮わい躯く。

　誰がこの子を、稀存種だなんて言って特別扱あつかいしようとしたのだろう。

　誰がこんな子供を、生理が始まってしまうほど不安にさせた？

　誰かがこの子を、世界から守ってやらなければならないのに──。

「大丈夫だよ……イユちゃん」

「あ」

　引き寄せて、抱だき締しめる。
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　温あたたかい。こんなに温かいのに。こんなに小さいのに。

　──そうだ、頭を撫なでてあげよう。

「大丈夫だよ。私は善いい奴やつじゃないし、悪い奴かもしれないけど、でも大丈夫」

「あ……あ」

　譫うわ言ごとのように無意味な声をあげたイユの頭をくしゃくしゃに撫でながら、リカは言う。

「私はどこへも行かないから。イユちゃんの傍そばに、ずっといるから。イユちゃんは大丈夫だよ。何も心配することなんてない。普ふ通つうの……普通の、女の子なんだから」

　言いながら、思った。

　セールに昔、尋きかれた。

　辛つらいことも多いけど、それでもあたしと来たいのかい、と。

　それと同じことを、リカはイユに言えない。リカだってまだよくわからないのだ。セールのことは大好きだけど、彼女のようになりたいと思うけれど、リカはセールではない。だからあんな──突き放すように思えて、実は凄すごく凄く温あたたかい言葉は、言える訳わけがない。

　リカが言えるのは、ひとつだけだ。

　今も昔も、全然成長なんかしていないけれど、それでも。

「ねえ、イユちゃん」身体を離はなし、屈かがめ、イユの狂くるった瞳ひとみを真まつ直すぐに見み詰つめ。

「あなたと一いつ緒しよにいるよ……ずっと一緒にいてあげる。それだけじゃ、駄だ目めかな？」

　イユは──。

　無表情のまま。

　笑いもせず、

　泣きもせず、

　怒おこりもせず、

　喜びもせず、

　ただ、

「………………本当？」

「当たり前じゃない」

　惚ほうけたように、安心したように、瞼まぶたを閉じて意い識しきを失い、リカの胸に倒たおれ込こんできた。

　だからリカはそれをしっかりと受け止め──。

　イユの寝息を確認した後、糸が切れたようにその場に崩くずれ落おちた。
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　最後にあいつの姿すがたを目にしたのは、十年前のことだ。

　だけど、どういう会話を交わしたのかは覚おぼえていない。

　何な故ぜなら、あいつは唐とう突とつに、何の前まえ触ぶれもなくエデンからいなくなってしまったのだから。

　何故なら、あいつとの会話はいつも一方的で、どうでもいいものだと思っていたのだから。

　何故なら、あいつに執しゆう着ちやくする自分に気付いたのは、あいつがいなくなった後のことだから。

　だから、記き憶おくに残っているのは、あいつの姿だけ。

　青い髪と、世界を不満げに見み詰つめる瞳ひとみと、それでも堂どう々どうとした立たち居い振ふる舞まいだけだ。




　だから、十年振ぶりに見るそいつの姿は──。

　カロマイン＝セクを、どうしようもなく苛いら立だたせた。




　湿しめった風に乗るのは血の匂においで、薄うす闇やみに紛まぎれて視し界かいに映ったのは青い髪。

　それはカロマインがずっと執着し、殺さつ意いの対たい象しようとしてきた男のものだった。間ま違ちがいはない。随ずい分ぶんと年齢を重ねてしまっていたが、面おも影かげはある。

　ロイド＝オド。

　十年間、思おもい描えがいてきた。いつかあいつは戻ってくると、そう確信していた。

　孵ふ化かする前は、明けない夜を待ち続けるような気持ちだった。

　孵化した後は、こんなものでは足りないと焦しよう燥そうに駆かられていた。

　そして羽う化かした時──カロマインはようやく気付いた。

　これがあいつを殺すための力だ、と。

　制せい圧あつ戦せんを想そう定ていして設せつ計けいされた単体戦せん略りやく兵器。発はつ展てん型がたである自分は試し作さくである第一稀き存ぞん種しゆよりも局きよく地ち戦せんに向かない。対して単体戦術兵器であるロイドは、局地戦をこそ最も得とく意いとしている。順じゆん当とうに考えれば自分が勝てる謂いわれはない。ロイドがその能のう力りよくを最大限に発はつ揮きした時、カロマインは自身の能力を殆ほとんど発揮できずに終わるのだから。

　が、しかし、それは逆ぎやくも同じだった。

　ロイドに力を出させずに、カロマインが全力で戦える状じよう況きようが存そん在ざいする。その局きよく面めんを想定するのは容た易やすかったし、そういう局面で殺してこそ、あいつを後こう悔かいさせてやれると思った。

　お前は俺と同じだと言ったその口から絶ぜつ望ぼうと苦く痛つうの悲ひ鳴めいが洩もれ、見下ろすようにカロマインの頭を叩たたいたその手が、何も触ふれられずに虚こ空くうを掻かく──その光景を夢に描き、何度想そう像ぞうしたかわからない。自分を捨てていったロイドが歯は咬がみして悔くやしがり、そして死んでいく様さまこそが、自分の到とう達たつ地点となるだろう。

　──そのはずだった。




「久しぶりだ。十年振ぶりだ」薄うす闇やみの中、朧おぼろに見えた時点で万ばん感かんを込めて言葉を発し、

「お前……だったんだな。カロマイン＝セク」

　それに答えたあいつが、自分の名を呼ぶ声を傾けい聴ちようする。

「そうだ。私だ……ロイド＝オド」

　返事をして、じっと見た。歩みを進めながら、全ぜん貌ぼうの見えてきたそいつの姿すがた。下に降おりて見付けた人間たちを端たん末まつに変え、その幾いくつかを泳およがせ、ようやく発見したロイド＝オドの姿。少年だったあの日から十年という年月を重ね、成長した男の姿。

　だけどそれは、カロマインの想そう定ていしていたものとは大きく違ちがっていた。

「……貴き様さま……？」

　それを見た時──ロイドと眼が合った瞬しゆん間かん、ロイドの全身をはっきりと確認した瞬間、得え体たいの知れない感情がカロマインの中に生まれる。変わっていない青い髪も、年齢を重ねた顔や声にも興きよう味みはなかった。感かん慨がいもない。そんなものはどうでもよかったし、関係なかった。

「……でかくなったな、お前」感かん傷しようと懐かい古こを込めた見けん当とう違ちがいの言葉も関係ない。

　関係あるのは──。

　ロイドの身体。その左腕。そこにあるはずの。肘ひじから先──。

　失われた、片腕だった。

　恐おそらくはルナ＝イルだ。稀き存ぞん種しゆが傷を負おうなどという事じ態たいはそれしか考えられない。あの少年に深くは尋きかなかったが、戦ったのだろう。

　そして、戦った結けつ果かは。

　ルナは無傷だった。軽い怪け我がをしてはいたが、少なくとも外がい見けん上じように何の欠けつ損そんもなかった。だからもし戦っていたとしたらロイドが手て加か減げんでもしたのだろう、そう考えていたのに。

　──あの……あんな羽う化かしたての子供に？

　やられたのか。そう疑ぎ念ねんを持った。疑念を持つと同時に失しつ望ぼうを覚おぼえた。失望すると同時に。

「何だ……？　その腕は」

　カロマインは、静かに叫んでいた。

「……貴様は何の無ぶ様ざまを晒さらしている？」

　ロイドは答えない。

　ただ、今いま更さら気付いたとでも言うように、欠損した自身の左腕を一いち瞥べつする。

「何だそれは……私に、この私に対たい峙じしてそんな腕でどうしようというのだ。あんな子供に何の不ふ覚かくを取ったというのだ……？」

　ロイドは答えない。

　カロマインはだから──。

「答えろ！」

　激げつ昂こうした。

「答えろロイド＝オド!!　そのような……その腕はどこで失った？　まさか『月』にくれてやったとでもいうのか？　違ちがうだろう!?　事情があるなら言ってみるがいい。私を舐なめているのならばそう言うがいい！　それとも……それとも貴き様さまはそんなにも矮わい小しようだったという訳わけか!?　『蛟みずち』……『龍りゆう』……『レヴィアタン』……『海の獣けもの』……『壊こわす真しん円えん』……エデン最大戦力の第六稀き存ぞん種しゆとして今でも語かたり継つがれるあのロイド＝オドが、一体全体どんな理由で腕を一本失うようなことになる!?　私は……貴様の前に立たち塞ふさがる私は今や、このような存そん在ざいにまで成長したのに、だ！　そんな私を前にして、貴様は腕一本でどうしようというのだ？　あんな子供ひとりを相手に片腕を失うようなお前が、今いま更さらこんなところへ戻ってきてどうするつもりだったのだ?!　或あるいは思し慮りよすらも失ってしまったか!?　答えろ……!!」

　昂こう奮ふんのあまり、引き連れた端たん末まつの数体が破は壊かいされる。体内から『血けつ晶しよう』を吹き出して、生きた柱のように蠕ぜん動どうする。ロイドは動かない。それがカロマインの感情を荒立たせる。

「答えろ！　答えねば……即そつ刻こく殺す。私はそれに指一本すら使わないだろう。視し線せんひとつでお前は肉にく塊かいとなるだろう。それとも遥はるかな昔、先代の『月』にやられたか……？」

　湿しめったスラムに響ひびく声は、鈍にび色いろの風に乗って廃はい屋おくの立ち並ぶ空間に谺こだまする。

　ロイドは動かない。

　カロマインは息を僅わずかに弾はずませながら、ロイドの答えを待つ。

　やがて──ロイド＝オドは、静かに口を開いた。
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　感情を剥むき出だしにしたカロマイン＝セクを茫ぼう洋ようと見み詰つめながら、ロイド＝オドは言う。

「言いたいことは……それだけか？」

　結けつ局きよくのところ──そんなことくらいしか思い付かない自分がいた。

　十年振ぶりに会ったカロマインの気け配はいから、自分をどう思っているかはすぐに察さつしがついた。

　腕を失った自分を見た時の反はん応のうから、彼にとって自分がどういう存在だったのかもわかる。

　そしてあの頃ころの無表情なあいつが、自分のことをどういうふうに見ていたのかを、知った。

　十年前のカロマイン＝セクは、何を考えているのかわからない子供だった。だけど少なくとも、世界に唯ゆい一いつであるという自身の出しゆつ自じがカロマインをそうさせているのだということは、当時のロイドにもすぐに理解できた。周しゆう囲いを拒きよ絶ぜつするような自じ我がだと思った。ルナ＝ソーシアに拾われた頃の自分と似た部分があるということは、一目見て直感していた。

　ルナ＝ソーシアを失ってしまったばかりの当時のロイドが、空くう虚きよな感情を埋うめるための何かを求めてカロマイン＝セクという少年に接せつしていたのは確かだ。もちろんその『何か』は、代わりなどきかない類たぐいのものだった。ルナ＝ソーシアとカロマインは違ちがったし、ロイドとカロマインも違う。ただ、彼女が戻ってきた時に失しつ望ぼうされないように──彼女にそうされたようにこいつにも接せつするのが当たり前なのだと。

　十年前のあの日。

　世界どころか自分自身に、稀き存ぞん種しゆという存そん在ざいそのものにも絶ぜつ望ぼうしてしまったロイドは、ひとりでエデンを抜け出した。誰だれひとりとして救すくいになるものはなかった。当時のカロマインは、その頃のロイドにとってはそこまでの存在ではなかった。カロマインが悪い訳わけではない。世界のどこを探さがしたとしても、ロイドを救ってくれる存在はたったひとりしかいなかった。

　結けつ果か、裏うら切ぎられるとも知らず、救いを求めた相手にはもうロイドの代わりがいて。

　むしろ──その子を前にすると、ロイドこそが『代わり』だったのだと悟さとらされて。

　それが勘かん違ちがいだったことは、今にしてみればよくわかる。

　彼女にとってはロイドも、ルナ＝イルも、そしてトマージも、誰かの代わりではあり得なかった。自身が唯ゆい一いつであったが故ゆえに、それぞれを唯一にしか考えられない人だった。

　今ならわかる。当時はわからなかった。だから殺した。殺してしまった。

　そして同じように──今になって考えてみれば。

　ルナの息子は言った。

　過去に執しゆう着ちやくして未来を見なかったお前が未来を騙かたるなよ──と。

　まったく正しい。疑ぎ念ねんすら持つ謂いわれもない。

　ロイドは未来を見なかった。過去だけを見ていた。

　失ったルナ＝ソーシアだけを追い掛けて、彼女の未来を壊こわしてしまった。

　だから気付かなかった。今いま更さら気付かされた。

　目の前のカロマイン＝セクを見る。真っ白な肌はだと髪。血の色しか透すかさない瞳ひとみと唇くちびる。そしてそれ故ゆえに、無む機き質しつな表情。昔とまるで変わっていない。

　それはたぶん、自分のせいなのだろうと思う。

　子供だった頃のロイドは、ルナ＝ソーシアによって変わった。変わらせてもらった。

　──これが……差、か。

　或あるいはあの時、カロマインを連れて行っていたなら。

　過ル去ナではなく、未来カロマインに目を向けていたなら。

　今いま頃ごろ、こいつは、そして自分はどうなっていたのだろう──。

　微かすかにそんなことを考え──直後、自身の思し考こうを嫌けん悪おする。

　そんな詭き弁べんは、現状に対しての愚ぐ弄ろうだ。それは過去を汚お辱じよくすることであり、未来を侮ぶ辱じよくすることでもある。シビル＝ベスの、ルナ＝ソーシアの、ミュリエル＝タイラーのすべてを奪うばってしまった事実から目を背そむけることに他ならない。

　誤あやまってしまっていることはわかっている。だけど違たがえていることを自じ覚かくしていても尚なお、ロイドは止まれない。目の前のこいつも、止まれない。

　だったら。

　ロイドは口を開く。

「十年経たっても成長していないな、カロマイン」

　──出てくる言葉は、挑ちよう発はつ。

「そんなお前には……お前ごときを相手にするには、片腕くらいが丁ちよう度どいい」

　言った直後、どこか遠くから、身体の奥が震ふるえるような感かん覚かくが伝わってきた。

　微び弱じやくだったが、それは間ま違ちがいなく、同族の『相そう互ご連れん鎖さ』だ。

　ルナ＝イルか、フィオナ＝レスファか、それともイユ＝イエールか──。

「そら、あっちでも始まったぞ」隻せき腕わんを上げ、指を背はい後ごに指し示す。

　だがそんなものは、もはやロイドに何の関かかわりもない。

　言いながらただ目の前の男だけを見み据すえ。

　薄うす笑えみを浮かべ、緩ゆるやかに思った。

　大事なものを殺した。

　シビルを、ルナを、ミュリエルを。大事なものはことごとく、自身の手で壊こわしてきた。

　だったら──。

「かかってこい、カロマイン。お前も……お前も俺が、殺してやる」

　ロイド＝オドは。

　エデン最強として周しゆう囲いから恐おそれられ、それ以上に頼たよりにされてきたかつての眼まな差ざしで、

　カロマイン＝セクに笑った。
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　鮮せん血けつと同色の瞳ひとみを灼やいて、カロマイン＝セクが言う。

「たいした自信だ。……それを粉こなになるまで打うち砕くだき、お前の肉とともに引ひき潰つぶしてやろう」

　蒼そう穹きゆうと同色の瞳を燃やし、ロイド＝オドが応こたえる。

「だったら俺はお前の身体の一いつ切さいを余あますところなく無むに還かえし、それを風に溶とかしてやるよ」

　──全ぜん滅めつ器き官かん『死人フアウスト』励れい起き。

　カロマインの白い頭とう部ぶが血に染そまり、赤い羽根となって広がっていく。

　それと同時に、闇やみの中から次々と、端たん末まつとなった人ひと影かげが現れる。

　──消しよう滅めつ器官『睚がい眦さい』作さ動どう。

　ロイドの隻せき腕わん、掌てのひらに浮かんだ眼がん球きゆうが、ぐじぐじと柔やわらかな音をたてて蠢うごめく。




　再さい会かいを懐なつかしむ言葉も、十年分の感情を吐と露ろする空気もなく。

　まるでそれが当然のことのように、殺し合いは始まった。
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　ロイドの周まわりを取り囲んだ人ひと影かげは、見える範はん囲いで二十ほども在あった。だがその更さらに向こう、暗くら闇やみの中に潜ひそませてある数は尚なおも多い。エデンを出る前──メインシー＝カウツに与くみしたウェポンたち三十二人に血を入れ、更さらにここへ来てから、発見次し第だい同様の目に遭あわせたフルブルーの構こう成せい員いんが二十三人。カロマインは現在、合計で五十五の端たん末まつを指し揮きしている。

　彼ら彼女らには一いち様ように視し線せんがない。完全に絶ぜつ命めいしていた。特とく異い粒りゆう体たい──『血けつ晶しよう』を注ちゆう入にゆうし感かん染せんさせることでカロマインの一部となった人形。それは彼の手足であり、道具であり、忠ちゆう実じつな部ぶ下かであり、剣であり盾たてだ。肉の質量を伴ともない攻こう撃げきを喰くらわせ、内部に流れる『血晶』で死に至いたる病を感染させる。ひとたび体内へ侵しん入にゆうすれば、稀き存ぞん種しゆの身体を構成する粒体そのものをも破は壊かいすることも充じゆう分ぶんに可か能のうだった。

「……多いな」周まわりを完全に取り囲まれながら、ロイドが呟つぶやく。

　カロマインは応こたえない。ふたりの距きよ離りは十メートルほどか。

　会話で勝負を長引かせる謂いわれはない。
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「さあ、行け」

　ロイドが動く前に、カロマインは端たん末まつに命令を下した。

　瞬しゆん間かん。

　人間の形をした肉の塊かたまりが幾いくつか、常じよう識しき外はずれの速そく度どでカロマインの眼がん前ぜんに積み重なる。

　単純だが効こう果かのある壁かべだった。

　同時に四方からロイドへと他の端末で攻こう撃げき。

　仰のけ反ぞり、蹲うずくまり、四し肢しと関かん節せつを無む視しした乱らん雑ざつな動きで、巨大な質量が飛び、降ふり注そそぐ。

「さあ、どこまで保もつ？」カロマインは嗤わらった。

　仕入れた知ち識しきから研究している。

　半年前、あの森でのルナ＝イルとの邂かい逅こうを話に聴きき、予よ測そくしている。

　ロイド＝オドの強みは、単体戦せん術じゆつ兵器たるその動きと、掌てのひらに顕けん現げんした高度な破は壊かい能のう力りよくだ。

　一いつ瞬しゆんにして姿すがたが消えた、としか聞かされていないが、それはつまり──極きよく限げんまで洗せん練れんされた戦せん闘とう技ぎ術じゆつによって生み出される、予よ備び動どう作さのない高こう速そく移動だろう。文字通り蛇へびが獲え物ものを捕とらえる時のように、敵てきの反はん射しやを凌りよう駕がする動きだ。姿を消したロイド＝オドを捉とらえることは叶かなわず、掌に掴つかまれば抗あらがう術すべはない。『連れん結けつ』なしの状じよう態たいで樹きを一本消し去ったというから、人間ひとり分程てい度どの肉を消しよう滅めつさせるのに、刹せつ那なの間もかかるまい。

　だが、人間の内部にはカロマインの特とく異い粒りゆう体たいが在あって、その分ぶん解かいには時間がかかる。

　更さらには片腕。

「……ち！」ロイドの舌した打うちが聞こえる。

　端末の眼がん球きゆうを利用して、十メートル向こうの映えい像ぞうを自分の脳のう内ないに部分投とう影えいさせた。

　次々と折り重なって飛ひ来らいし突進してくる肉の塊のすべてを躱かわすのは不ふ可か能のうだ。

　物量は速度を圧あつ倒とうしている。手近なひとりを消滅させる間に、前後左右上空から別の攻撃。個別に対たい処しよする余よ裕ゆうなどない。

　それでもロイドの動きは淀よどみなかった。

　手近なひとりの腕を『睚がい眦さい』の宿った掌で掴み、特異粒体を浸しん透とう。身体が弾はじけ砕くだけ粉こなとなる前に、身体を沈しずめ隣となりの人間の足を抉えぐるように削けずる。

　そのまま腕を振り回した遠えん心しん力りよくに乗って回転するように背はい後ごの相手の足を払う。もはや人間ではなくカロマインの端末となっているから足を払った程てい度どで平へい衡こうは崩くずれない。

　が、少なくとも蹴けられた勢いきおいで身体が横に振れた。

　ひしめく集団にあって、隣の端末にぶつかり、揺ゆれる。

　そこに僅わずかな隙すき間まが開いた。

　上空から落らつ下かさせた端末に襲おそわれるよりも前に、ロイドはその空間へと滑すべり込こむ。

　その行動に──カロマインは鼻で嗤わらった。

「……甘い」それで逃にげたつもりか。

　木を隠かくすなら森、そう考えたのかもしれないが、生あい憎にくこれらはもう人ではない。カロマインの端たん末まつだ。囲いは厚い。どんな速そく度どで突とつ破ぱを試こころみたとしても、到とう底てい逃にげられるものではない。

　地を這はうような低てい姿し勢せいで人の群むれに飛び込んだのは逆ぎやく効こう果かだ。自ら火中へと飛び込むようなものだ。ロイドは──あいつは上へ逃げなければならなかったのに。

　──左腕が無ぶ事じならば、可か能のうだったのかもしれないが。

　カロマインは、殺さつ意いを込めて叫んだ。

「壁かべに塗ぬり込こめてやろう……！」

　失しつ望ぼうを込めた失しつ笑しようで以もつて、端末の密みつ度どを凝ぎよう縮しゆくしロイドを囲む。外側から徐じよ々じよに、端末同士を、肉が裂さけ骨が折れ内ない臓ぞうが潰つぶれるほどに接せつ触しよくさせ逃げ場をなくす。

　僅わずかに開いた、小動物くらいしか出入りできない隙すき間ますらも『血けつ晶しよう』で塞ふさいだ。

　すぐに──肉が圧力によって溶とけ合あい、醜みにくく大きな塊かたまりとなっていく。

　このまま同じようにロイド＝オドも押し潰し、潰した肉から体内へ血晶を侵しん入にゆうさせ身体を破は壊かいしよう。断だん末まつ魔まの悲ひ鳴めいは肉の山に遮さえぎられて聞こえないかもしれないが、絶ぜつ望ぼうと苦く痛つうは特とく異い粒りゆう体たいででも感じ取れるだろう。

　そう思いカロマインが粒体制せい御ぎよに集中した直後。

　端末の視し覚かく越ごしに垣かい間ま見みえたロイドの顔が、不ふ敵てきな笑えみを浮かべていた。

「……今いま更さら、何を」

　そして──いや、しかし。




「打うち砕くだくんだよ。──『睚がい眦さい』」ロイドの、自じ己こ暗あん示じにも似た呟つぶやきと同時に。




　ロイド＝オドを中心に、半径十メートル以上の──つまりカロマインの立っている場所も含ふくめた地面が、唐とう突とつに消しよう滅めつした。

「ち！」カロマインの平へい衡こうが崩くずれる。足場の消しよう失しつにより身体がよろめき、集中が砕くだける。

　頭とう部ぶの全ぜん滅めつ器き官かんを背はい後ごの地面へ突つき刺さしその方向へ跳ちよう躍やく、辛かろうじて転ころばずに済む、が。

　焦あせりにより、端末との視し界かいの接せつ続ぞくを一いつ瞬しゆんだけ失う。

　同じように肉の壁かべも、重力に従したがって崩れかかっていた。

　視界を繋つなぎ直なおすが、その時にはもうロイドの姿すがたはどこにも見当たらない。

　カロマインの背せ筋すじに冷たいものが伝う。

　今まで経けい験けんしたことのない感かん覚かくだった。

　その名めい称しようをカロマインは知らない。

　──恐きよう怖ふ。

「……どこだ！」思わず叫んだ。と、

　ざあ、と、可か聴ちよう域いきぎりぎりに高い音のような気け配はいが、

　端末の山の外、その向こうから聞こえる。

　破裂音にも破砕音にも似た、物質が粉となり塵となり分子単位で分解され消滅する音。

　目の前にあったはずの、端たん末まつ四十体を極きよく度どに密みつ集しゆうさせた集団が──、

　完全に、掻かき消きえた。

　カロマインは戦せん慄りつする。

　元は人間とは言え、特とく異い粒りゆう体たいを注ちゆう入にゆうした質量、およそ二千五百キログラム。

　それを一いつ瞬しゆん──。

　──これほどのものか……！

　後に残ったのはクレーターのように開いた地面の穴。

　そして。

「……終わりだ」カロマインの正しよう面めん、その目もく前ぜんに。

　這はうような姿し勢せいで身を屈かがめ、突とつ進しんしてくるロイドの青い瞳ひとみが映った。




　　　　５




　ただ殺さつ意いだけを込めて、ロイドはカロマインの顔を睨にらむ。

　引ひき攣つったような笑えみを固まらせたまま、こっちを見ていた。何が起きているのかもわかっていないのだろう。このままこいつの身体に消しよう滅めつ器官を叩たたき込こみ、脳──粒体制御用統率器官エバを破は壊かいすればそれですべては終了する。

　だから、ロイドは呟つぶやいた。

「……終わりだ」

　カロマインは、唇くちびるの端はしを歪ゆがめただけの、仮か面めんにも似た微笑ほほえみのまま、ロイドの視し線せんを無む言ごんで受け止める。偽にせ物ものの顔。唇の断だん裂れつ。

　その視線。その虚きよ無む。その笑え顔がお──。




　気け配はいの変化に気付いたのは、ロイドの、単体戦せん術じゆつ兵器としての本ほん能のうによるものだった。




「……っ！」攻こう撃げきを加えようと突き出しかけていた右腕を止め、横に飛とび退のいた。

　飛び退いた直後、

　ロイドのいた場所──カロマインの目前から、土に塗まみれた朱色の刃が一本、唐とう突とつに生はえる。

「く、く」カロマインの口から洩もれたのは、歓かん喜きだ。

「惜おしい」

「……何をした」

　ロイドは周しゆう囲いに気配を遣やった。ついさっき一いつ挙きよに消滅させたカロマインの『端末』──人間の成なれの果はてとしての肉にく塊かいは、あれで全部ではなかった。まだ十数人はいたはずだ。

　それは──どこに行った？

「私は嬉うれしいぞ、ロイド＝オド」

　それは──。

　それが、ロイドの視し界かいに映る。

「あれは……さっきの私の感情……なるほどあれが恐きよう怖ふというものか。死への淡あわい恍こう惚こつ、臨りん死しの甘い硬こう直ちよく──初めてだ。初めて経けい験けんした。お前が私に、初めて与えたのだ……訂てい正せいしよう。ロイド。お前は何も変わっていない。私は嬉しい。とても嬉しい」

　薄うす闇やみに浮かぶのは、見知らぬ人間の頭とう部ぶ。

「そして何よりも嬉しいのは──」

　続いて腕。足。腰こし。腹。腸はらわた。心臓。そしてそれらを繋つなぐ、赤く細く光る血の鎖くさり。

「そんなお前を圧あつ倒とうできた、私の力だ」

「何だ……これは？」

　まるでそれは、檻おりのようだった。

　人間十数人を部ぶ位いごとに分ぶん割かつし、それらを血の糸によって繋ぎ、鳥とり籠かごのようにした檻だ。

　つい今ほどロイドを貫つらぬこうとした刃もまた、それを形成する骨組みのひとつとなっている。恐おそらくは地面にも根を這はわせているのだろう。

　ロイドを囲うような、すっぽりと覆おおい尽つくすような、蜘く蛛もの巣すのような、要よう所しよ要よう所しよを人間の身体で補ほ強きようした──血の鳥籠。

　籠のあちこちから外側に向かって伸びた血が、カロマインの髪に直ちよつ結けつされていた。つまり遠えん隔かく操そう作さではなく、それ故ゆえに反はん応のうが速い。さっきの失敗を繰くり返かえすつもりはないようだ。

「終わりだ、と言ったな。ロイド。確かにその通りだ。まったくその通りだ」

　滑なめらかに光り、穏おだやかにたゆたう糸は、スラムの黒に浮き上がっている。

　それらはすべて、ロイドを貫くための、針。

「お前の言う通り──これで終わりだ」

　カロマインが笑えんだ。

　それは唇くちびるを歪ゆがめただけの虚きよ偽ぎではなく、切れ長の目を細め頬ほおと眉まゆ根ねに皺しわを寄せた、心の底から本心で楽しんでいるような──

　まるで子供のような、本物の笑え顔がおだった。

「お前……ちゃんと笑えるじゃないか」

　ロイドは思わず呟つぶやく。

　返事はない。

　カロマインの頭部、血を滴したたらせて伸ばし蝙こう蝠もりの羽根のように拡ひろげた赤い髪が、ざわめいた。

「踊おどれ──『死人フアウスト』。歎なげけロイド。『詩人ゲエテ』のように」

　その言葉とともに。

　鳥とり籠かごの血ち網あみが一いつ斉せいに内うち側がわへ向かって針を伸ばした。

　抗あらがう時間も、逃にげ道みちもなかった。

　まずは武ぶ器きである右腕を空中に縫ぬい止とめられる。

　次に両足を十数本の赤が貫かん通つうする。

　更さらに腰こし。腹。胸。肩。全身。

　上下左右前後から、偏へん執しつ狂きよう的てきに、しつこく、何十本も。

　痛いたみはない。痛つう覚かくは自じ閉へいしている。ただ動けない。肺と心臓は外はずしているらしく呼吸はできるが、それだけだ。頭とう部ぶはまだ破は壊かいするつもりがないようで、針が避よけて通っている。

　だが、ロイドの全身は標ひよう本ほんのように檻の中に貫つらぬき留とめられる。

　貫かれると同時に、体内に侵しん入にゆうしたカロマインの特とく異い器き官かんは徐じよ々じよに──ロイドの身体を構こう成せいする粒りゆう体たいそのものを破壊し始めた。

「く……」

「ゆっくりと死んでいけ、ロイド＝オド。そしてお前を殺した者の姿すがたを網もう膜まくに焼き付け、名を記き憶おくに刻きざむがいい。私は……私がお前を潰ついえさせ、お前は私の一部となるんだ」

　それは──カロマインの顔は──言葉とは裏腹に。

　これ以上ないほどに穏おだやかで、素す直なおな笑えみを浮かべていた。

　ロイドがエデンを出るまで決して見ることができなかった笑え顔がお。

　いつかこいつを、心の底から笑えるようにしてやろう──そう思っていた十年前の自分を思い出し、ロイドは心だけが痛んだ。

　──皮ひ肉にくな形で、叶かなってしまったな。

　カロマインの心の底からの笑顔を見て、思った。

　だからロイドは、まだ動く口と、まだ発することができる声を振ふり絞しぼり。

　言った。
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「……………は、ふたつある」

「何と言った？　なにがふたつ、だと？」

　籠かごに囲われ全身を貫かれたロイド＝オドと、それを睥へい睨げいするカロマイン＝セク。

　ふたりの最後の会話は──別べつ離りの挨あい拶さつでもなければ、積もった感情の吐と露ろでもなかった。

「ひとつは、俺をすぐに殺さないことだ。苦しませて殺すつもりなのだろうが……何な故ぜさっさと頭部を破壊しない？　そんなに俺が憎にくいか？」

「『疑問』がふたつ、か……ならば答えてやろう。自うぬ惚ぼれるなロイド＝オド。もはやお前は憎しみの対たい象しようなどではない。ただの私の玩具おもちやだ」

「俺はお前が憎にくい訳わけじゃない。だから殺す時は、苦しませるつもりはなかった」

「叶かなわなかった願いを口にするほど弱ったか？」

「あとひとつ。お前は……今立っている場所から殆ほとんど動いていない。俺に優ゆう位いを見せ付けるためなのかどうかはわからないが……そんなに俺を圧あつ倒とうしたかったのか？」

「圧倒したかった、のではない。動く必ひつ要ようがなかっただけだ。それでもお前は私に一歩を下がらせた。それは誉ほめてやる」

「そうか。……カロマイン、知っていたか？」

　それはただ、一いつ切さいの感かん傷しようのない、言葉に込められた情報の交こう換かんでしかなかった。

「俺の『睚がい眦さい』は接せつ触しよくした物質を任にん意いに分ぶん解かいする。粒りゆう体たいは物質内部に浸しん透とうするように活動するから、分解する部ぶ位いも自じ在ざいなんだ。たとえば樹きの幹みきに触ふれて、葉だけを壊こわすこともできる」

「それがどうかしたのか？　確かに私とこの血の籠かごは繋つながっているし、そういう意味で私はお前に触れている。だが、お前の特とく異い器き官かんは掌てのひらにしかない。お前の手は……何も掴つかめていない」

「ああ、掌にしかない。そういう意味では使い勝手が悪いんだろうな。でもな……その代わり、と言うのも何だが……分解の程てい度どと速そく度ど、このふたつは好きに調ちよう節せつできるんだ」

「何が……言いたい？」

「ふたつあるんだよ。……お前の、敗因は」

「……何だと？」

「思い出せ……お前が俺と会った時、俺は何に触れていた？」

　それはただ──言葉というものが発せられる時に消しよう費ひされる時間を、稼かせぐための会話だった。

　だから、そこには何の感かん傷しようもなければ、何の感かん慨がいもない。

　──ぴき、と、上空で音が聞こえ。

　時間稼ぎが終わった。

「じゃあな。カロマイン」

　故ゆえに、無表情に、ロイドは呟つぶやく。

　それを契けい機きとしたように。

　ロイドが『消しよう滅めつ器官』を浸しん透とうさせていた、機械都市バベルを構こう成せいする金きん属ぞく資し材ざい──スラムの天てん井じように張はり巡めぐらされた金きん属ぞく柱ちゆうの一部が剥はく落らくし、数本が降ふり注そそぐ。

　一いつ斉せいに、まるで槍やりのように。

　そもそも、ロイドが人ひと影かげを発見して、すぐに降らせようかと思ったものだった。

　だけど相手がカロマインだということに気付き、結けつ合ごうを緩ゆるめるだけに留とどめておいた。

　ただそれだけだ。時間の経けい過かとともに落ちてくるものでしかない。

「──そこから殆ど動かなかったのは、お前自身の失しつ策さくだ」

　ロイドの小さなひとりごとが聞こえたかどうか。

　カロマインは──その事実に気付く寸すん前ぜんに、

　笑えみを浮かべたままで、落ちてきた金きん属ぞくの塊かたまりによって頭とう部ぶを潰つぶされ、その場に崩くずれた。
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　血の檻おりが、ばちゃ、という粘ねん着ちやく質しつの音をたてて溶とけ、宙に浮いていた人間の欠片かけらが、どさ、という湿しめった音をたてて地面へと墜おちる。

　主のいなくなった『血けつ晶しよう』が、命令系けい統とうを失ったのだ。

　ロイドは解かい放ほうされ、力なく地面へと蹲うずくまった。

　カロマインを──カロマイン＝セクだったものを、そのままの姿し勢せいで顔を上げて見る。

　俯うつぶせに倒たおれたその頭部には、金属の塊が突つき刺ささっていた。

　赤黒く染そまり羽根のようになった髪は未だ抗あらがうように、頭部を潰した金属を力なくぱたぱたと叩たたいているが、それもやがて収おさまるだろう。基き盤ばんのいなくなった端たん末まつなどに意味はない。彼らは、命令がなければ動けないのだから。

　外がい套とうに包まれた身体はそのままだ。首から下は綺き麗れいなまま死んでいた。

　結けつ局きよく、顔以外の部分を見ていないな──そう思いながら、ロイドはゆっくりと立ち上がる。

　稀き存ぞん種しゆ同士の戦いで最も簡かん潔けつに勝ちを導みちびく方法は、制せい御ぎよ中ちゆう枢すうである頭部を破は壊かいすることだ。それを行っただけだ。何も齟そ齬ごはないし、実に手っ取り早い。矛む盾じゆんなどなく、後こう悔かいもなければ悲しみもない。感情は動かない。

　だけど──それでも。

「お前を連れて行ってたら……どうなってた？」

　死者への侮ぶ蔑べつでしかない未来の仮か定ていは、ロイドの心臓を容よう赦しやなく締しめ付つける。

　踵きびすを返した。

　カロマインの身体へ背を向ける。

　これで、四人。

　大事なものを四人、犠ぎ牲せいにした。

　だから行かなければならない、そう思う。

　足が重かった。息が荒い。カロマインによって貫つらぬかれた傷は治なおらない。

　ち、と舌した打うつ。

「あいつ……壊こわしていきやがったな」

　粒りゆう体たい同士の結けつ合ごうが離はなれた傷ならばすぐに治る。しかし粒体そのものが受けた傷は容よう易いに恢かい復ふくしない。第一稀き存ぞん種しゆの『翼つばさ』や第五稀存種の『匣はこ』のように、物理的な破壊を目的とした攻こう撃げきで受けた傷はこちらの回復力の方が優まさるが──カロマインの『血けつ晶しよう』は、相手の血液そのものを壊し、組くみ替かえてしまう類たぐいのものだ。

　組み替えられた血液は、ロイドの身体を循じゆん環かんしながら感かん染せんを広げていた。

　そしてそれは、感かん染せんによる破は壊かいは──。

　止まらない。代わりにロイドの歩みが、止まった。

　苦く笑しようする。身体がおかしい。

　純じゆん粋すいに貫つらぬかれた傷だけではない。身体のあちこちが動かなくなっていた。

「自じ律りつ……プログラムか？」

　推すい測そくに過ぎなかったが、思う。

　破壊せよ、それだけを目的とした命令を与えた『血けつ晶しよう』ならば、主の命令が途と絶だえたとしてもしばらくは活動を続けているのではないだろうか。

「いや」そこまで考えて、頭を振った。

　──理り詰づめで考えるのは機械のやることだ。

　こういう時は──もっと感かん傷しよう的てきに行くべきだろう。

　どうせ頭は狂くるっている。理性が感情に先立つような性格ならば、初めから──十年前のあの時、自分はシビルの死体を見ても動じなかっただろう。

　そしてルナを殺さずに済んだし、ミュリエルを犠ぎ牲せいにすることもなかった。

　それに。

「自律……プログラム？　莫ば迦かを……言う、な」

　ひとりごちながら、膝ひざを付いた。

「なあ、カ………ン？　……おれ……た、ちは。きか………い、じゃ、な、い……、」

　意い識しきが遠のく。身体の中を『血晶』が氾はん濫らんする。

　死んでも尚なお、暴あばれ回まわる残ざん滓し。

　俯うつぶせに倒たおれたから、後方のカロマインを一いち瞥べつした。頭とう部ぶの潰つぶれた死体は動かない。

「これは……」

　あいつの、カロマインの、感情だ。




　こんなところで倒れる訳わけにはいかない、そう思った。

　こんなにまで自分を憎にくんでくれていたのだな、それ以上に思った。

　ここで斃たおれることはあいつへの餞はなむけになるだろうか、少しだけそう思った。

　そして──。

　まだ自分が何も知らず、何も罪つみを犯おかさず、人間に、自分にも絶ぜつ望ぼうしていなかった、

　十年前のあの頃ころを思った。

　薄うすれゆく意い識しきの中で、トマージや、ルナや、カロマインや、シビルや、レインや──自分が捨ててしまったものの後うしろ姿すがたを瞼まぶたの裏うらに見て、ロイド＝オドは唇くちびるを咬かむ。

　掴つかもうと手を伸ばしたのに、強過ぎた力のせいで壊こわれてしまったものたち。

　後こう悔かいではない。怨えん嗟さでもない。それはただ、懐なつかしさを以もつて。

　背を向けて遠くへ歩いていく、その内の誰だれかひとりが振り向いた、そんな気がした。

　顔を見せてくれたその人に応こたえようとして、ロイドは笑う。

　──誰だろう。
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　降おりた場所から一番近い喧けん噪そうを頼たよりにした。

　最初はどこもかしこも無む音おんに思えた。だから闇やみ雲くもに、ただ迷まよった。

　林りん立りつしたままに朽くちてしまった廃はい屋おくをかい潜くぐるようにして、方ほう角がくさえもわからないままに、ゆっくりと歩む。その内遠くで金きん属ぞく同士がぶつかる甲かん高だかい音が聞こえ、何かが落らつ下かしたような地じ響ひびきが足に伝わった。

　それが目的地だ。勝手にそう決めて、レインはふらつきながらのろのろと進む。

　刺さされた腹ふく部ぶからは血が流れ続けていて、上着とスカートを熱あつく濡ぬらしている。それは足を伝い靴くつを汚よごし地面に滴したたって、腐くさった土を黒く染そめていたが──気にしている余よ裕ゆうはない。

　息いき遣づかいが荒い。身体が徐じよ々じよに寒くなっていく。

「……っ、は、あ」つっかえながら息を吐くと、喉のどの奥に粘ねばついた液体が絡からんだ。

　吐き出すと決定的な何かが抜け出てしまいそうだったから、飲み込む。

　歩きながら、思った。

　──私は誰と、会えるのだろう。

　頭ず上じよう──エデンでは、あと三十分も経たてばトマズ＝ハニヴァーの仕し掛かけた炸さく裂れつ金属が爆ばく発はつする。トマズが嘘うそを吐ついていなかったのなら、それは確実に起きるだろう。

　だが、それが虚きよ偽ぎだった時は、誰かがエデンの目もく論ろ見みを止めなければならない。自分にはもうできない。だったら、他の誰か、目的を同じくする誰かを頼たよる必ひつ要ようがあった。

　レインの身体はもう、思うように動いてくれない。

　止めなければシオンが、ルナが、レインの大事なものたちがこの世から消えてしまう。それなのにレインは、力の限りに走ることができない。

　あとどれだけ保もつだろう。残された時間の中で、自分はどこへ行こうとしているのだろう。

　たぶん──いや、確実に──ルナとシオンはここへ戻ってくる。或あるいは既すでに戻ってきているかもしれない。そうだとしたら、会いたかった。でも会ってはいけないような気もした。少なくともシオンに、もう自分は必要ない。レインの役目は終わってしまったのだ。

　だけど、それでも──会ってはいけなくても、伝えなくてはならない。

　現在の状じよう況きようと、そしてしなければならないことを。

　けれどレインの足は鈍にぶい。

　あれだけ大おお見み栄えを切ってふたりを逃にがしたにも関かかわらず、こんなことになってしまった。それを情なさけなく思う。自分の身体は、どうしてこうも動かないのか。

「……機械都市、なんかに、閉とじ籠こもって、た、からだ」自じ嘲ちよう気ぎ味みにひとりごちる。

　また喉のどに血が絡からんだから、無む理り矢や理りに嚥えん下かした。

　細い路ろ地じを抜け大通りに出ると、血の匂においが濃こくなってきた。

　さっき音のした場所に近付いている、そう確信する。この先に誰だれがいるのか、何があるのか、それがわからなくて、少しだけ恐こわい。

　戻ってきたルナとシオンか。

　行方ゆくえのわからないフィオナか。

　出しゆつ撃げきさせられているだろうイユか。

　先に逃にがしたセールとリカか。

　或あるいは、カロマインか。

　それとも──。

　──果はたして誰ならば、自分は満足するのだろう？

　自分で自分がよくわからなかった。

　シオンに生きていて欲しいとも思う。エデンの計画を阻そ止ししなければとも思う。

　だけどレインは血を流し過ぎた。

　だから、死ぬ前に誰かに会えるのだろうかとも、そう思う。

　バベルを降おりた辺あたりから、そう思い始めていた。

　そして──。

　通りを曲まがり、視し界かいが開け、幾いくつかの惨さん状じようが薄うす闇やみの中にぼんやりと見えた。




　土を大きく抉えぐってできた、クレーターのような穴。

　地面に幾いくつも突き立った、巨大な槍やりのような金きん属ぞく片へん。

　その金属片に頭を潰つぶされ、俯うつぶせに倒たおれた黒い外がい套とう。

　それと、もうひとつ。




　レインの足が止まる。

　込み上げる感情がすべてを凌りよう駕がする。

　足ががくがくと震ふるえ始はじめる。

　涙なみだが勝手に溢あふれ出だした。

　いつの間にか脇わき腹ばらを押さえていた手を離はなしていた。

　血に濡ぬれた両手は、頬ほおと口元を覆おおっていた。

　飽ほう和わした感情は言語にもならない。

　冷えていく体温の中で、ただ目め頭がしらだけが熱を持っていく。

　訳わけがわからない。

　一いつ切さいの思し考こうは、目の前の光景に掻かき消きえてしまった。

　ただ鼓こ動どうだけは速く、そして強く──。

　力なく地面に身体を横たえているのは、見み間ま違ちがえようのない青い髪。

　レインは。

「ロ……イド……くん」

　少女の頃ころよりも低くなってしまった声で、

　少女の頃の記き憶おくとは随ずい分ぶんと違ちがってしまった少年の名を、

　少女の頃のように、呼んだ。




　応こたえは、ない。




　レインはそれにも構かまわず、もつれる足で倒たおれ込こむようにして、彼の元へと駆かけ寄よった。

「ロイドくん！」叫ぶ。

　蹲うずくまるようにして、その身体に触ふれる。

　冷たかった。当たり前だ。遠目から見ても、もう死んでいる。

　だけどそれでも、触れる。

　初めて──たぶん、触れるのは初めてだ。

　肩さえ叩たたけなかった。それだけのことが恥はずかしかった。本当は触れたかったのに、自分の気持ちを知られるのが恐こわくて、拒きよ絶ぜつされるのがわかっていたから、それが恐くて。

　俯うつぶせで倒れていた身体、腕の下に手を入れ、ひっくり返す。抵てい抗こうはない。まるでただの物質のようだった。彼なのに。彼のはずなのに。

　あんなに元気にはしゃぎ回って、不ふ機き嫌げんそうな顔にそれでも笑えみを浮かべていたのに──。

　髪に触れる。顔が熱くなった。引っ張り上げる。優しい気持ちになった。

　自分の足に、彼の頭を乗せる──恋しかった、あの頃を思い出した。

　間ま近ぢかにあるのは、あの頃の面おも影かげを残した、だけど疲つかれ果はててしまったような顔。

　十年が経たっている。当たり前だ。だけど。

　──ごめん。セールに思った。

　ぶん殴なぐってやるなんて言ったけれど。

　そんなこと、できない。

　──ごめんね。シオンに思った。

　私、駄だ目めな姉さんだ。本当にごめん。

　行けない。どうしても……この人を置いて、行けないよ。

　──ごめんなさい。ロイドに思った。

　もう少し綺き麗れいな格かつ好こうで会えたらよかったのに。

　髪もぼさぼさで、顔だって血で汚よごれていて。おまけに色気もなくて。

　綺麗になったなって言ってもらえたら、嬉うれしかっただろうな。

　ロイドの髪を撫なでてみる。

　固くて、泥どろで汚よごれていた。

　だけどそれが、男らしくて格好いいと思った。

　言えなかったけれど。ずっと言えなかったけれど。

　結けつ局きよく──もう、言えないけれど。

　十年前を思い出す。

　少女だったあの頃ころ。幼かったあの頃。いろいろなことが楽しかった。まるで夢のようだった。もう戻ってこない。だからこそ──記き憶おくは綺麗になっていくのだと、そう実感する。

　レインは──少女のレインは、ゆっくりと、少年のロイドに顔を寄せる。

　囁ささやいた。

「ずっと……」

　掠かすれる声で。

「こうしたかったんだよ。わたし」
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　意い地じ悪わるな眼をして、それでも素す直なおだった少年に。

　不ぶ器き用ようで、それでも純じゆん粋すいだったあの頃ころの自分が。

　そっと。

　顔を赤らめて。

　たどたどしく、唇くちびるを重ねる。




　初めての接せつ吻ぷんは、血の匂においがした。

　それは、錆さびた金きん属ぞくの味。

　思った。

　ああ、十年も経たっちゃった。

　私の唇は、もう錆び付いてしまったんだ。

　だからこんな、錆の味がするんだ──。




　レインの身体から力が抜ける。

　抱だき締しめたロイドの胸へ、崩くずれるように、独どく占せんするように、上半身が覆おおい被かぶさる。

　薄うすれていく視し界かいに、僅わずかに笑ったようなロイドの顔──昔の微笑ほほえみと同じ、優しさ。

　レインはその笑え顔がおに、ルナ＝イルのことを少しだけ思い出し。

　──似たような子を好きになるなんて、本当の姉妹みたいだ。

　どこか遠くにいるシオンに呟つぶやいて、まるで贖しよく罪ざいのように微笑み、瞼まぶたを閉じる。

　最後の最後で、先を見み据すえることができなかった自分を悔くいながら、それでも穏おだやかに。

　レイン＝リィンの心臓は、ゆっくりと止まった。
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　心のどこかで、この人は自分の味方でいてくれる、そう思っていた。

　無む意い識しきの内に、ただ穏おだやかな態たい度どと優しい微笑ほほえみだけを見て、そう判はん断だんしていた。

　自分と同じ存そん在ざいであるということ。母の旧きゆう知ちであるということ。

　気安さに思し考こう停てい止しして、それについて深く考えもせず。

　不ふ可か解かいに見える人格も、育ちの違ちがいからくる意識の乖かい離りでしかないと決めつけて。

　見上げれば遥はるかに暗く、閉へい塞そくに満ちた金きん属ぞくの天てん井じようがある。

　吹く風は緩ゆるやかで腐ふ臭しゆうを纏まとい、金属の匂においと混じって肌はだを浸しん食しよくする。

　この場所で、少年は育った。

　その頃ころ、少年には名前がなかった。ここに住む者ならば誰だれもが持っているもの──身体の変へん異いを持たなかった彼にとって、他人が自身を識しき別べつする基き準じゆんが外がい見けんにしかないという事実は、どこに行ってもつきまとうこの場所の陰いん鬱うつな空気と同じく、忌き避ひと憎ぞう悪おの対たい象しようだった。

　それが──その感情が、父親を嫌きらっていたのと同様に、つまらなくちっぽけな嫉しつ妬とだと思えるようになったのはいつからだっただろう。

　友達になろうよ、キキトにそう言ってもらった時か。

　姉に自分の名前を教えてもらった時か。

　その姉が目の前で、ただ謝あやまりながら逝いった時か。

　父親が自分を守って死んだと聞かされた時か。

　シオンと出会い、エデンへ入り、ウィムと親しくなる前に死し別べつしてからか。

　それとも、父親を殺せなかった自分がたまらなく惨みじめに思えたあの時か。

　或あるいは──。

　或いは、自らの力の使い方を彼女に教えてもらった、あの時か。

　少年はぼんやりと辺あたりを見み渡わたした。

　バベル下か部ぶスラム。育った場所であり、最も嫌いな場所だった。

　それでもいつの間にか、少年の故こ郷きようになっていた。

　恐おそらくは、少年が自分のことを嫌いでなくなった時から。

　そして。

　その切っ掛けを与えてくれた彼女は今、目の前に立って、少年に告つげる。

「さあ、帰りましょう」

　少年にとって帰るべき場所は、ここであるにも関かかわらず。

「今から、神しん聖せいな儀ぎ式しきが始まります。こんな穢けがれた場所に──いつまでもいてはいけないわ」

　少年そのものであるこの場所を、穢れであると断だんじ。

　──私が住民を殲せん滅めつしました。それだけのことです。

　こともなげに。

　フィオナ＝レスファは、ルナ＝イルに向かって、そう言った。
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「どういう……ことだ」ルナの口から、疑問の言葉が出る。

　意味がわからなかったし、信じたくなかった。

「殲滅……？　ここには人がいたんだ……ケモノじゃ、ない」

「ええ」フィオナは頷うなずいた。首の動きに従したがって、金色の髪が蜜みつのように揺ゆれる。

「しかし、一度ケモノの温おん床しようとなりました。同じことがまた起こらないとは限らない。故ゆえに、エデンに……ひいてはバベルに損そん害がいを与え得うると判はん断だんされたのです」

　言葉に反はん応のうして、ルナの隣となりにいるシオンも、僅わずかに肩を震ふるわせる。

　──シュシュ＝ケイト。

　キキトの妹であり、ルナとシオンが初めてふたりで殺したケモノ。

　それはケモノなどと定てい義ぎしていい存そん在ざいではない。

　思わず、ルナは言う。

「もう……シュシュは、もういない。だからケモノは生まれない」

「『シュシュ』？」そんなルナの言葉に、フィオナは怪け訝げんそうな顔をした。

　ルナは更さらに問う。

「本当……なのか？　殲滅って……殲滅っていうのは追い出したってことなのか？」

　確認するように。願うように。祈るように。そうであるなどとは信じたくなかった。

　だけど、届とどかない。

　フィオナは首を振る。

「殲滅は殲滅です。ケモノの温床となり兼かねない存在は、ケモノと変わりはありません」

「……何を」言っているのだろう。

　──ケモノと変わりはない？

　確かにここにいたのは全員が変へん異い種しゆで、ウェポンと違ちがって役にも立たない変異をただ晒さらしているだけの人間で、淀よどんだ眼で生きているような連中だった。だけど中には、キキトのような人や、ルルのような人もいて──誰だれもが死にたくなくて、だから殺してでも生きようとして。

「フィオナ……？」

　目の前にいる女性が、急に遠くなったように思えた。

　瓦が礫れきの上に腰こし掛かけたフィオナは、その場には似合わないほど清せい潔けつで輝かがやいている。新品の布ぬの地じと金きん属ぞく繊せん維いを使用した衣い服ふくに、美び貌ぼうという言葉が陳ちん腐ぷになるほど整ととのった顔立ち。停てい滞たいと頽たい廃はいに彩いろどられたこの場所には、あまりに似合わない。

　それが──その事実が、決定的な違ちがいなんだと、心のどこかでルナは気付く。

　ルナとシオンもエデン支し給きゆうの衣服を着ていたが、旅たび路じの末に埃ほこりと砂で汚よごれたそれは、スラムでも違い和わ感かんがないし、何より土の上で生きるということは、汚れるということだ。

　衣服の美び醜しゆうとは関係ないのかもしれない。汚れている状じよう態たいが当然なのか、綺き麗れいでいることが当然なのか──機械都市の中で、湿しめった風も浴あびず人間の悲ひ鳴めいも聞かず、死と無関係な場所で生きるということ。それは死を忌き避ひするでもなく、生を享きよう受じゆしているだけだ。

　その差さ異いが、ルナたちとフィオナとの間に境きよう界かい線せんを引いたような気がした。

　と、そんなルナの喪そう失しつを証明するかのように、フィオナは言う。

「そもそも、世界浄じよう化かに変へん異い種しゆは必ひつ要ようありませんよ」

　変異種であるシオンの前で、さも当然のことのように。

「必要なのは私たち……稀き存ぞん種しゆである私たちだけです」

　ルナは──驚きよう愕がくに伴ともなって、思し考こうを停てい止しする。

　フィオナは続けた。

「私たちがひとつになることで、世界は綺麗になる。ケモノも変異種も消え、自然は元に戻り、二百四十年前の、もはや誰だれも見たことのない楽園エデンへ生まれ変わるのです。──それがどんなに素す晴ばらしいことか、あなたにはわかるはずですよ」

　フィオナが何を言っているのか、わからない。

　だけど、彼女は尚なおも。

「だから帰りましょう、ルナさん。迎えに来ました。あなたに……ルナさんにこんな、月も見えないような場所は……似合いませんから」

　初めて会った時と変わらない笑え顔がおで。

　一いつ緒しよに出動した時と変わらない声で。

　そして、最後に会話を交かわした時と同じに。

「……フィオナ」だから、ルナは思わず声をあげる。

「自分が何を言っているのかわかってるのか……？　僕たちは……変異種やケモノだけじゃない。僕らも消えるんだぞ？　この星に吸収されて、消えてしまう。それは……それは死んでしまうのとどう違うんだ!?　それとも騙だまされてるのか？　……エデンに」

「いいえ。騙されてなどいませんよ」

「だったら……！」

「ルナさん……死ではありません。私たちが得るのは永遠の生です。そこに意い識しきなど必要なのですか？　あなたも会ったのでしょう？　第三稀存種、エンダ＝カーラに」

「訳わけのわからないことを……」

　ルナの言葉を遮さえぎり、フィオナは笑った。

「あの人は永遠に生きるために感情を自じ閉へいしています。だけどそれでも不完全なんです。感情や意い識しきがあれば、いつか限げん界かいが来る。だから……永遠に、ずっと一いつ緒しよに生きるためには捨てなければならない。そもそも……私たちの役目は新世界の守しゆ護ご天使となることです」

　淀よどみなく、迷まよいなく、一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよも微み塵じんの恐きよう怖ふも、寸すん毫ごうの不安も疑問さえもなく。

　フィオナの言葉は、どこまでもルナの意識と乖かい離りしていく。

　だから、ルナは、

「……ふざけるな」終ついに──激げつ高こうする。

「あんたはそれでいいのか？　それはどこにもいなくなるのと同じだろう!?　意識が消えて、永遠に生きたって……生きるってのは、そういうことじゃない！　笑ったり、泣いたり、怒おこったり、痛いたみを覚おぼえてもそれに耐たえたり、誰だれかと話をしたり、手を繋つないだり……そういうことが生きるってことじゃないのか!?　あんたの言ってることはおかしい！　それじゃあ……あんたの言う通りに生きても……誰かが名前を呼んでくれたって、僕には届とどかないなんて！」

　感情は言葉にならない。上う手まく伝えられているのかどうかもわからない。

　だけど、我が慢まんがならなかった。

　すべてを否ひ定ていされたような気がした。

　自分が今まで大事にしてきたこと。足あ掻がいてもがいて手に入れようとしていたもの。大事なものを喪そう失しつした果はてにようやく掴つかんだもの。そのために犠ぎ牲せいになり、死んでいった人たち。

　そして──。

「それに……僕は……あんたも、シオンも……純じゆん血けつ種しゆだろうが変へん異い種しゆだろうが、ケモノだって知ったことか！　僕らは今のこの世界しか知らない！　確かにくだらなくて滅ほろびかけてて、気を抜けばすぐに僕らを殺しにかかるような、そんな碌ろくでもない世界だけど……僕らはこれしか知らないんだ！　それを否ひ定ていしてどうすればいい？　消してしまってどうするんだ？　重くて、暗くて、どうしようもなく最悪で、いつでも押おし潰つぶされかけて、だけど僕は、僕らは、それでも乗り越えようとしてきたんだろう？　踏ふみ越こえて先に進もうと、色んなものを犠牲にしてきたんじゃないのか!?　あんたが言ってるのは……そうやって生きてきた僕らさえもを、全部無む駄だなものにするって、そういうことだ！」

　自分が何を言っているのかわからない。

　それでも、ルナは叫ぶ。

「僕らにとっては『混こん乱らん』前にこの星がどんなふうだったかなんて、ただの御お伽とぎ話ばなしだ。そんな……そんなもののために……僕らは自分自身を犠牲にするっていうのか？　自分自身を犠牲にしてまで欲しいものが……あんたにはあるのか？」

　説せつ得とくのように。慟どう哭こくのように。そして、駄だ々だを捏こねるように。

　フィオナは──そんなルナの言葉に、笑えみを消し、静かに言う。

「ありますよ。それが、新しい世界であり、楽園です。……あなたは違ちがうのですか？　ルナさんには……自分自身を犠ぎ牲せいにしても構かまわないと思えるほど大事なものはないのですか？」

　その言葉。

　その質問に──、

「僕にだってある」

　ルナは、目の前の女性を睨にらみ、それから。

　隣となりにいる少女の、剥むき出だしの左手を、握にぎった。

　傷だらけの、細く小さな、この世界によって傷付けられた手。

　この世界を乗り越えようとした少女が、その証あかしとして刻きざんだ傷。

　シオンは瞼まぶたを閉じ、ルナの手を強く握り返してくる。

「だけどそれは……あんたの欲しがってる楽園の犠牲になって、消えてしまうんだ」

　もう、少女は決めているのだろう。

　迷まよっているのはルナだけだ。

　目の前のフィオナを、大事に思っていた自分だけだ──。

「見けん解かいの……相そう違いですね」

「そうだな」

　でも、現実は、全部を好きにできるほど優しくはない。

　それがルナの生まれた、ルナの生きる現実で、

　ルナがシオンと一いつ緒しよに歩いていこうとしている、世界だ。

　一番大事なものは、もう隣にある。

　それを護まもるためならば、他の何を犠牲にしても構わないと思う。

「それほどまでに固こ執しつするとは……悪い影えい響きようです」

「違う。自分で決めたことだ」

「そう……ですか」

　フィオナは悲しそうな顔をした。

　それに、ルナの胸は痛いたんだ。

　だけど、それを抑おさえ込こむ。

　と──。

「ルナさんは……あなたのお母さんだったら、おねえちゃんだったら……そんなことは言わなかった。私と一緒になることに、異いを唱となえるようなことはしなかったでしょう。トマージ＝イルのせいなのですか？　変へん異い種しゆの彼が稀き存ぞん種しゆであるあなたを正しく教育しなかったから……」

　フィオナは唇くちびるを引ひき締しめ、まるで睨にらむような顔でルナと、それからシオンを見る。

　気け配はいと、言葉と、視し線せんと。

「それが……フィオナ、それがあんたの本心か？」

　決定的なずれを、ルナは自じ覚かくした。

　フィオナは答えない。

　ただ黙だまって──瓦が礫れきの山から立ち上がりゆっくりと、汚よごれた腰こしを手で払う。

「僕は……見み誤あやまっていたのかもしれない」

　ルナは、静かに言った。

「あんたがそんなふうに僕を見てたとは思わなかった。それが……結けつ果か的てきにあんたを傷付けることになったのかもしれない。もっとあんたと……話をしてればよかったのかな」

　フィオナは一いつ瞬しゆんだけ瞼まぶたを閉じ、また開く。

「今からでも間に合います」

「いや、もう遅おそいよ」

　だからルナは、フィオナに笑えんだ。

「母さんのことは、あまり記き憶おくにない。よくは知らないんだ。だからあんたが母さんのことをそう言うんなら、そうなのかもしれない。だけど」

　そして、笑えみを消す。

「父さんのことは知ってる。大だい嫌きらいだった。いつか殺してやろうと思ってた。だから……」

「だったら、トマージ＝イルの……」

「黙れっ！」

　フィオナの言葉を遮さえぎり、ルナは叫ぶ。

　そこに込めたのは、もう──親しみや気安さなどではなかった。

「僕の名前を知っているか、フィオナ＝レスファ！　僕は……ルナ＝イルだ。ルナ＝ソーシアじゃない！　僕は、母さんの子供で……そして、父さんの……トマージ＝イルの息子だ！」

　母に関する記き憶おくは薄うすい。ただ大好きだったと、それだけははっきり覚おぼえている。対して、父のことは大嫌いだった。本当に嫌いだった。

　だけど──父に関する記憶を、ルナは山ほど持っている。

「父さんは僕を守って死んだ。僕は……大事な誰だれかのために命を捨てて戦えるような奴やつの息子なんだ。母さんも……そんな父さんを好きになった母さんも、同じように僕を守って戦って、死んだんだ。だから僕も同じように戦う。大事なものを守るために、そして……」

　だから──。

　記憶にはないけれど、それは確かな過去だ。

　そんな父の隣となりに、母がいた。

　彼らは、お互たがいを守り合いながら、戦っていたのだろう。

　フィオナに告つげる。

　シオンの手を強く握にぎり、はっきりと。

「……そして、大事なものと一いつ緒しよに、戦う。たとえ相手が……あんたでも」

　フィオナは瞼を閉じ、確認するように尋きいてくる。

「それがあなたの……意い志しということですか？」

「違ちがう」

　ルナは、手を握にぎり返かえしてきたシオンの力を確かめながら、答えた。

「これは……これが、僕たちの、意志だ」

「……そうですか。わかりました」

　頷うなずき、フィオナが顔を上げ、

「ならば、それを潰ついえさせてから……私はあなたとひとつになりましょう」

　肩から力を抜いたまま、凜りんとした金色の眼にはっきりと鋭するどさを宿し、宣せん言げんした。
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　ルナとシオンは、繋つないでいた手を離はなす。

　シオンの左腕が、鈍にび色いろの刃を林りん立りつさせた鋭えい利りな変へん異い──『魔ま女じよの剣』へと変わる。

　静かな表情からは想そう像ぞうもできないほどの重じゆう圧あつを放はなちながら、フィオナが言った。

「もう少し生きていたいのであれば、離れていなさい、シオン＝エシュ──稀き存ぞん種しゆ同士の戦せん闘とうに、脆ぜい弱じやくな人間が入り込む余よ地ちはありません」

「……何を言っているの？」シオンは、フィオナを睨にらむ。

[image: ]

　左腕を横に突き出し、薄うす闇やみに鈍にぶく光る腕を誇こ示じしながら。

「私は戦うわ。この人と一いつ緒しよに……誰だれとでも、あなたとでも、たとえ世界が相手であっても」

　フィオナは眉まゆに、僅わずかな皺しわを寄せた。

「あなたが……或あるいは『灰はい被かぶり魔ま女じよ』、あなたがルナさんを誑たぶらかしたのかもしれませんね」

「何を言ってる？」だから今度はルナが、フィオナの言葉を否ひ定ていする。

「魔女は月の下で舞まうんだ。だから月は魔女を照らす。あんたこそ気を抜くな『天使』──ここに朝日は昇のぼらない。そして月は天上じゃなくて、ここにある」

　フィオナは笑った。

「……面おも白しろいことを言いますね」

　どうしようもないほどに穏おだやかで、殺さつ意いの見えない、それ故ゆえに圧あつ倒とう的てきな笑え顔がおで。

「ならば私は……天使の羽根で夜を照らしましょう。知っていますか？　天使は……罪つみを犯おかした者を裁さばき、世界を正しい方向へ導みちびくために、地上に舞まい降おりてくるのです」

　その言葉と同時、粒りゆう体たいのざわめきが辺あたりに満みちる。

　ルナは全身に力を込め、擬ぎ態たい細さい胞ぼうを粒体へと変へん換かんする。

　シオンは一歩下がり、ルナの後ろで身体を沈しずめ、身み構がまえる。

　強こわ張ばった気け配はいがびりびりと震ふるえ、スラムの湿しめった風に冷れい気きが混じったように思えた。

「『憑つく黄よ泉み』──剥はく離り」

　ルナの両りよう掌てのひらを起き点てんに、黒い茨いばらが生まれ、伸び、腕へ絡からまる。

　そして──。

「対たい稀き存ぞん種しゆ戦せんについての特例事じ態たい。第一稀存種フィオナ＝レスファ、状じよう況きよう判はん断だんにより本ほん総そう轄かつの承しよう認にんを省しよう略りやくし、全ぜん能のう力りよくを解かい放ほうします。お許しを……お義と父う様」

　虚こ空くうに向けられた独どく白はくに、フィオナは両手を拡ひろげ、

「全ぜん祝しゆく福ふく器き官かん──第一から第六──『ガブリエル』『カマエル』『ラファエル』『ザキエル』『アナエル』『カシエル』並へい行こう萌ほう芽が。黙もく示し形けい態たい『セラフ』へ移い行こう」

　衣きぬ摺ずれにも、川のせせらぎにも、刃やいばの風かざ切きり音おんにも似た音が、大音量で発せられた。

　音とともに、フィオナの身体から、翼つばさが一いつ斉せいに生はえる。




　ざざざざざざざざざざ、ざ。




　背に大きなものが二に対ついと、その下に付ふ随ずいするようなやや小さめの一対。

　腕を覆おおっていた布を裂さき、両肘ひじから手首に掛けて、小型のものが一対。

　そしてロングスカートから覗のぞく脚あしに、これも布を破りながら更さらに一対。

　最後に両肩から、身体の前面を守るように下向きに交こう叉さされた、一対。

　ルナは目を見開く。

　いずれもすべて純じゆん白ぱくの、白鳥のような鳳おおとりのような、

　天使の翼つばさ、六ろく対つい十二枚──。

　それは、畳たたまれた状じよう態たいであっても尚なお、荘そう厳ごんを纏まとった異い形ぎようだった。

　ふ、とフィオナが息を吐つく。

　ばさぁ、と。

　全身を覆おおった十二枚の翼が、それに合わせて一いつ斉せいに拡ひろげられ、騒そう々ぞうしい羽は音おとをたてた。

「それが……あんたの、本当の姿すがた……か」

　背と肩と腕と足。あちこちから生はやした変へん異いは、美しさを通り越して化け物じみていた。

　その身体は、翼によってふた周まわり以上も大きく見える。

「行きますよ……第四稀き存ぞん種しゆ」半分だけ閉じた瞼まぶたの奥に、悲しげな、だけど一いつ片ぺんの躊ちゆう躇ちよもない色を見せ、フィオナは宣せん言げんした。

「あなたをここで殺しても、『伽が藍らん』によって同化すれば……私はまたあなたに会える。容よう赦しやはしません。全力を出します」

　背に生えた三対の翼、上から一番目のものがぎちぎちとざわめく。

「舞まいなさい、『ガブリエル』」途と端たん。

　始まった。




　その翼に在あった羽根の一枚一枚が硬こう質しつ化かし、無数の弾だん丸がんとなってルナとシオンに飛ひ来らい。

　速そく度どは刹せつ那な。

　ルナはシオンを背はい後ごに、崩ほう壊かい器き官かんを前面に拡かく散さんさせる。

　高こう濃のう度どに盾たてとして張られた瘴しよう気きの壁かべは飛来する弾丸を瞬しゆん時じに腐ふ蝕しよく。ルナの身体に達する時には土つち塊くれよりも脆もろくなって、肌はだと接せつ触しよくする衝しよう撃げきで簡かん単たんに塵ちりとなる。

　弾丸の雨は已やまない。幾いく十じゆう、或あるいは幾百か──途と切ぎれることなく襲おそい掛かかってくる。瘴気の壁を外はずした幾いくつかが、ルナたちの背後にあった家か屋おくを砕くだき弾はじき飛とばしていく。

　轟ごう音おんが辺あたりに充みち、鼓こ膜まくを揺ゆさぶった。

　ルナは崩壊器官を拡かく散さんさせたまま身を屈かがめた。フィオナの攻こう撃げきはこちらに届とどかない。

　ならばこのまま前進し、攻撃に。

　走った。背後にはシオンも続いている。距きよ離りは五メートルほど、刹那で埋うまる。が、

「切きり裂さきなさい、『ラファエル』」

　背中の翼、最も下か部ぶ。上ふたつよりも細く小さい、やや下向きに生えた一対が、動いた。

　翼そのものが鋭えい利りで自じ在ざいな刃は物ものとして、挟はさみ込こむようにルナの身体を突つき刺さそうとする。

「ち！」動きを止め、身体を仰のけ反ぞらせた。

　──右は躱かわせても左が間に合わない。

　崩壊器官で搦からめとろうとするが、壁としている分、瘴気の密みつ度どが、茨いばらの強きよう度どが足りない。刃となった翼つばさ──『ラファエル』は、茂しげみを易やす々やすと突とつ破ぱしてルナの腕の皮ひ膚ふを裂さいた。痛いたみはなくても動きは鈍にぶる。フィオナは畳たたみ掛かけるように呟つぶやく。

「捕とらえなさい『ザキエル』」下か腕わんから伸びた小さな翼、その羽根のことごとくがまるで木の枝えだのように別々に伸び、網あみか爪つめのようにルナの腕に絡からみ付つき、食い込む。

　ルナはその翼を腐ふ蝕しよくさせ、腕を振りほどいた。その上で更さらに一歩前へ。

　そこはもうフィオナの懐ふところで、背中からの弾だん丸がん──『ガブリエル』は来ない。

　腕の崩ほう壊かい器き官かんを貫手に巻き付かせ、短刀のような形けい状じようにして突く。

　一度決めたのならば、迷まよわない。フィオナの胸、心臓を目がけて、

「防ふせぎなさい」肩から下向きに生え、胸むな元もとで交こう叉さするように伏ふせられていた翼が、

「……『カシエル』」鈍にび色いろの金きん属ぞく的てきな輝かがやきを宿した。

　ぎきぃ、と、腐ふ敗はいを妨さまたげる音。それでもぎちぎちと食い込もうとする崩壊器官を、金属色の『カシエル』がぎりぎりで止めていた。

　ルナは歯は咬がみしながら、突き出す腕に力を込める。

「無む駄だです。鬩せめぎ合あっていればいつかはこちらが迫せり負まけ、朽くちて砕くだけるでしょうが……そんな時間、与えると思いますか？」

　フィオナは無表情で告つげる。脇わきの下で『ラファエル』が斬ざん撃げきの予よ兆ちようを見せた。

　翼でできた刃が強こわ張ばる。

「……思わない！」

　ルナはだから叫び、身体を沈しずめ、腕を引き、足を跳はね上あげる。そのままの勢いきおいで身体を回転し、見せた背中を足場にして──背はい後ごに身を潜ひそめていたシオンが上空へ躍おどり出でた。

　シオンは無む言ごんで、左腕をフィオナの頭とう部ぶに向けて振り下ろす。脳のう天てんを抉えぐる一いち撃げきが頭ず蓋がいへ。

　が──その直前、

「『アナエル』！」フィオナの短く鋭い一声。

　ルナとシオンの耳に声が届とどいた時にはもう──フィオナは数メートル後ろへ移動していて、シオンの攻こう撃げきは空気だけを裂き、地面を浅く掴つかんでいた。

「な……っ」ルナの口から驚きよう愕がくが洩もれる。

　フィオナはその位置から、更にもう一歩、数メートル。

　両の脹ふくら脛はぎに生はえた翼だった。それが地面を咬かみながら羽は搏ばたき、背中の翼で孕はらんだ風も利用して──フィオナの身体を撥ば条ね仕じ掛かけの人形のように背後へと運んでいた。

「もう一度ですね……」

「シオン！」

　再ふたたび距きよ離りは開き、羽根の弾丸が放はなたれようと蠢うごめいた。ルナは叫ぶ。

　シオンは頷うなずきもせず、横へ。羽根の放たれる範はん囲いよりも更に外側に疾しつ走そう。ルナはそれと同時に、崩壊器官を地面へ突き立て跳ちよう躍やくする。さっきのフィオナと同じように、特とく異い器官を使って、助じよ走そうもなしにフィオナの頭ず上じようよりも更さらに高く。

　縦たてと横──標ひよう的てきが別方向に散り、翼つばさの狙ねらいが僅わずかな逡しゆん巡じゆんを見せた。

　ルナは左腕の崩ほう壊かい器き官かんを、『ガブリエル』の右う翼よくに瘴しよう気きを流し込もうと伸ばす。同時に右腕の茨いばらで真まつ直すぐにフィオナの頭とう部ぶを狙ねらう。シオンは一いつ旦たん射しや程ていの外へと退たい避ひし、間を置かず再さい跳ちよう躍やく。『ガブリエル』が弾だん丸がんを放はなつ隙すきを与えず、フィオナの足下へ潜もぐり込こんで下から掬すくい上あげるように、『カシエル』に守られていない足首の肉を裂さこうとする。

　フィオナの判はん断だんは一いつ瞬しゆんだった。

　弾だん倉そうとしての翼が、一いつ斉せいに上──ルナの方を向く。

「……舞まいなさい」

　崩壊器官を拡かく散さんさせる余よ裕ゆうも、腐ふ敗はいで勢いきおいを殺す距きよ離りも足りなかった。

　ルナに数十の弾丸が飛ひ来らい。咄とつ嗟さに頭部を守るがそれ以外の部分に次々と突つき刺ささる。幾いくつかは貫かん通つうしたが、身体のあちこちに羽根を喰くい込こませながら、血ち飛沫しぶきとともに後こう方ほうへと弾き飛ばされた。足下のシオンはそれでも迷まよわずにフィオナの左足を斬きり付つける。が、歪いびつに幾いく筋すじも裂けた肉と削けずられた骨は、シオンの左腕から破は壊かいの感かん触しよくが消えるよりも早く再さい生せいする。

「無む駄だだと言ったはずです」見下ろすフィオナの無表情な視し線せん。

「貫つらぬきなさい……『ラファエル』」そして脇わき腹ばらから薙ながれる斬ざん撃げき。

「……く！」シオンは咄とつ嗟さに左腕を盾たてに、刃を流そうとする。

　ぎきいぃん、と外がい殻かく同士がぶつかり、硬こう質しつの悲ひ鳴めいが響ひびいた。

　そして中ちゆう空くうへ舞まう、鋭するどい欠片かけら。

　シオンは目を見開いた。

　左腕──柔やわらかい金きん属ぞくならば傷付けることも可か能のうな『魔ま女じよの剣』。

　その棘とげの幾いくつかが砕くだけ、折れている──。

「変へん異い種しゆの変異が、稀き存ぞん種しゆの特とく異い器官に打ち勝つと思いましたか？」

　お前は無む力りよくだ、という皮ひ肉にくを言げん外がいに込めたような、しかし事実をただ告つげるような声。

　その言葉が終わるか終わらないかという刹せつ那な、更に今度は両側から『ラファエル』の挟はさみ込こむような襲しゆう来らい。シオンは身を伏ふせ、更に後方に跳とんで逃のがれる。

「舞いなさい」

　と、待っていたかのような追つい撃げき。翼が囁ささやき、羽根が動いた。

　シオンは気け配はいを鋭くさせたままそれを待ち──放はなたれる直前、更に横、射程の外へと跳躍。

　それに合わせてフィオナも身体の向きを変え、シオンを射しや線せんの中心へ入れようとする。

　動きは円と点。躱かわす方が圧あつ倒とう的てきに不ふ利りな状じよう況きようの中、

「どこを……見てるっ!!」声が、フィオナの動きを鈍にぶらせた。

　弾はじかれたように顔を向ける。

　ルナが、斜ななめ後方から、真直ぐに突っ込んだ。

　傷はもう癒いえている。羽根を風ふう化かさせ壊こわしてしまった後は、あっという間だった。破は壊かい力りよくは大きいが、癒えない傷ではない。ルナの崩ほう壊かい器き官かんやロイドの消しよう滅めつ器官と違ちがい──フィオナの祝しゆく福ふく器官は単純な物理破壊を目的の主しゆ眼がんとしているようだった。

　稀き存ぞん種しゆを傷付けるには──粒りゆう体たいそのものを壊すには、それだけでは足りない。

　迷まよいもなく狂くるいもなく、最大限の速そく度どでルナは突とつ進しんする。突進しながら、ぼろぼろになった上着を腕で引ひき裂さき、フィオナの目前で翻ひるがえす。布ぬの地じで視し界かいを遮さえぎった一いつ瞬しゆんで方向を変え跳ちよう躍やくし、掌てのひらに凝ぎよう縮しゆくした『凶まが玉たま』を、最もつとも厄やつ介かいな『ガブリエル』の右う翼よく、その中央へと叩たたき付つけ、離り脱だつ。

　瘴しよう気きが高こう濃のう度どで翼つばさを腐ふ食しよくさせ、白が色いろ褪あせた。

　フィオナの顔色が変わる。決けつ断だんは早かった。

　即そく座ざに『ラファエル』を背はい後ごに振るい、瘴気に侵おかされた翼の一枚を一いつ閃せん。毒が翼を通して身体へと到とう達たつする前に、切きり離はなし地面へと落とす。切せつ断だんされた翼は生物のように数回ばたばたともがいた後、ぶくぶくと沸ふつ騰とうし弾はじけ、泡あわとなり霧きりとなり消しよう滅めつしていく。

　淡あわい花の香かおりが、スラムの腐ふ臭しゆうに混じった。

「恐こわい……ですね」焦しよう燥そうの表情を消しつつ、フィオナの声は淀よどみない。危き機き感かんを覚おぼえたのは一いつ瞬しゆんだけのようだった。もう、感かん慨がいは欠片かけらも伺うかがえない。

「さて。再さい生せいには……時間がかかります」

　それどころか、余よ裕ゆうを見せるかのような言葉で微わ笑らった。

「その機き会かいを私に与えるおつもりですか？　出てきなさい」

　建たて物もの越ごしに、フィオナの声が歪ゆがんで聞こえる。

　ルナとシオンは──フィオナの視し界かいから離はなれていた。スラムに林りん立りつする廃はい屋おくの陰かげに隠かくれ、別々にフィオナの隙すきを伺うかがっている。

　上からか、それとも横から行くか──。ルナはフィオナの死し角かくとは反対側の位置で、ひとつ向こうの家か屋おくの壁かべに背を預あずけているシオンに視し線せんを遣やる。

　数度の攻こう撃げきでわかったことがある。

　フィオナは少なくとも、近きん接せつした戦せん闘とうを好んでいない。戦せん略りやく的てきな──つまり集団を相手にする戦闘のために作られた存そん在ざいだからだろう。近接戦闘用の『ラファエル』や『ザキエル』を、あくまでも護ご身しんのためにしか使っていない。

　防ぼう御ぎよ用ようの『カシエル』さえどうにかすれば、勝てる──殺せる。

　自身の思し考こうにどうしようもない胸の痛いたみを感じたが、それを頭から追い出す。

　彼女は敵てきだ。自分とシオンを消そうとする、敵だ。

　だったら、殺すしかない。

　シオンと眼が合った。視線で意い志しを確認する。

　もうひとつ、確認できたこと。

　彼女の翼つばさは、先せん端たんから変化する。『ラファエル』や『カシエル』も、翼そのものを動かすために、硬こう質しつ化かする際さいも根元は白く柔やわらかいままだった。

　背はい後ごを突けば、もぎ取れる。

　自分とシオン、どちらでもいい。どうにかして後ろに周まわり──背中から。

「いつまで隠かくれているのですか？」フィオナの凜りんとした声が廃はい屋おくに反はん響きようした。

　もう少し──焦じらし、主しゆ導どう権けんをこちらへ移してから動く。

　ルナはそう考え、シオンに目線で合図を送ろうとした。

　と──。

「ならばこちらから行きましょう」

　フィオナはゆっくりと、しかし毅き然ぜんとした口く調ちようで、

「あなたを傷付けられる力……私が持っていないとでも思っているのですか？　私があなたに教えたのですよ。稀存種の破壊能力は、再生能力よりも強い、と」

　気け配はいを──、

　不ふ意いに豹ひよう変へんさせた。

　それは、とてつもない。

　胃を圧あつ迫ぱくし内容物を吐き出してしまいそうになるほどの。

　──重じゆう圧あつ。

「燃えなさい……『カマエル』」

　フィオナの背の翼、使われていなかった最後の一いつ対つい。

　その羽根がざわめき、熱を発し、それ自体を燃ねん焼しようさせ、炎ほのおとなり、広がり始める。

　ルナからも、シオンからもその光景は見えなかった。

　ただ唐とう突とつに発せられた熱ねつ風ぷうがフィオナの方から吹いたと気付いた直後。

　ごあ、と耳を劈つんざく破は砕さい音おんが響ひびく。

　家か屋おくが炎の翼によって破は壊かいされ、欠片かけらを飛とび散ちらせる。

「……避よけろ！　シオンっ！」

　火を纏まとった羽根の弾だん丸がんが、炎によって繋つながり、帯おびとなり。

　廃屋を巻まき添ぞえに、まるで濁だく流りゆうが牙きばを剥むくかのように──辺あたりの空気を焦こがしながら、ルナたちに向けて襲おそい掛かかってきた。




　　　　４




　ルナは地じ面めんに伏ふせ、シオンは身をよじる。

　咄とつ嗟さのことで単純な回かい避ひしかできない。が──火か炎えんは避さけられても熱ねつ波ぱは容よう赦しやなく肌はだを灼やいた。金きん属ぞく繊せん維いの織おり込こまれたシオンの上着が熱を持ち、痛いたみを与える。

「……く！」舌した打うちし、雪崩なだれにも似た火の津つ波なみをかい潜くぐった。

　更さらに数歩背はい後ごに飛とび退のき、ふたり合流して上から降ふってきた燃える廃はい材ざいを躱かわす。

「……何だ……これ」ルナが呟つぶやく。

　時間にすれば十五秒もあっただろうか。

　廃はい屋おくの崩ほう壊かいが収おさまってようやく、やけに開けてしまった周しゆう囲いに目を向けた。

　薄うす暗ぐらかったスラムに、薄うす紅べにの光。

　たった一度の攻こう撃げきで──辺あたりは火の海となっていた。

「もう、隠かくれるところはありませんよ」目の前に現れたふたりに、フィオナは薄うすく笑えむ。

　正面、五メートルほどの距きよ離り。燃もえ盛さかる翼つばさを背せ負おい、金色の髪を熱ねつ風ぷうではためかせながら、白い頬ほおを僅わずかに紅こう潮ちようさせ──そこに悠ゆう然ぜんと、天使は立っていた。

「さて……どうしますか？」言葉とともに、びゅ、と。

　炎ほのおを抱だいた羽根がひと欠片かけら、ルナに向けて飛ひ来らいした。

　ルナは左腕をひと振りする。瘴しよう気きを拡かく散さん、防ふせごうとしたが──それ自体が燃ねん焼しようしている羽根は、腐ふ敗はいを受け付けなかった。

「ルナ！」シオンは思わず叫ぶ。

「く……っ！」頭とう部ぶを狙ねらって放はなたれた弾だん丸がんを、ルナが慌あわてて右腕で払った。

　強きよう度どはそれほどではなく、砕くだけたのは羽根の方だった。散らばる破は片へんが細かい火ひの粉こになって、シオンとルナの肌を照らしながら燃もえ尽つき消えていく。が──。

「な……」打ち払った右腕に、砕けた羽根が液えき状じようになってべっとりと付ふ着ちやくしていた。

　火は、消えない。

　それは液状の燃ねん料りようによって形成された──羽根。

　もう片方の腕で火を揉もみ消けすが、皮ひ膚ふは爛ただれ、焼き付き、一部が炭たん化かして黒ずんでいた。あまりの惨さん状じようだった。逆ぎやくにシオンの方が顔をしかめる。

　火は皮膚の奥深く、筋きん肉にくまでもを侵おかしていた。

「何だ……これ、は」ルナが、驚きよう愕がくに声を洩もらした。

　傷は──再さい生せいを始めない。

「私とて、この程てい度どのことはできます」

　狼ろう狽ばいするルナの様よう子すをただ見み詰つめながら、フィオナが告つげた。

「稀き存ぞん種しゆも万ばん能のうではありません。私たちの身体を構こう成せいする極ごく小しようの粒りゆう体たい、そのものの破は壊かいは、同じく粒体そのものを使っての攻撃によって可か能のうとなるのです。私の『カマエル』は、粒体それ自体が振しん動どう発はつ熱ねつし燃焼しています。その熱はあなたの粒体に食い込み──身体を灼やく」

　炎は廃はい材ざいを燃やしながら周囲へと広がっていく。空気が湿しめっているから大だい規き模ぼに燃え広がることはないだろうが、それでもルナとシオンが身を守るための手しゆ段だんは失われた。右手十メートルほど向こうにバベルの支し柱ちゆうが壁かべとなっているが──家屋が焼け壊こわれたことで見えるようになった──それを隠かくれ蓑みのとして使えるかどうか。向こうの警けい戒かいもあるから、無む理りだろう。

「あんたにも僕を殺せるらしいな。……だったら条件は五分、だ」

　それでもルナは、正しよう面めんのフィオナを睨にらむ。

「諦あきらめては……くださらないのですね」

「当たり前だ！」

「シオン＝エシュ。あなたはどうなのです？　稀き存ぞん種しゆ同士の戦せん闘とう……自身が何の役にも立たない、それどころか足あし手で纏まといにすらなっているとは思わないのですか？　それでも尚なお、この場に立って戦意を失わない……私には、理解できません」

　不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげ、フィオナはシオンに問う。

　シオンは──表情を変えなかった。

「理解してもらう必ひつ要ようなんかないわ」

　一いつ瞬しゆんだけルナを見、それからフィオナに向き合い、シオンは言う。

　この人と自分は、どこまでいっても交まじわらないのだなと、そう思いながら。

「私は……稀存種という言葉に何な故ぜあなたがそれほど執しゆう着ちやくするのか、私には、わからない」

　ルナの前に立った。まるで彼を、彼女から守るかのように。

　背はい後ごにいるルナの手に、シオンは右手をそっと重ねた。

　口を開く。

「力の差も認みとめる。足手纏いになっているかもしれない。だけど」

　半分は──多分、背後の少年に向けて。

「だけど……私は稀存種と一いつ緒しよに戦っているんじゃない。ルナと一緒に戦ってるのよ。そして、ルナは……私を、シオン＝エシュを足手纏いだなんて思わないわ」

「詭き弁べんですね」

「いいえ、事実よ。それに……私は、私たちは……稀存種を斃たおそうとしているんじゃないわ。あなたを殺そうとしているのよ、フィオナ＝レスファ」

「詭弁というよりも、自じ己こ暗あん示じ……ですか？　だけど如い何かな自身に言い聞かせたところで、ただの第一位変へん異い種しゆであるあなたと、稀存種である私たちの溝みぞは埋うめようがないわ。……しゃしゃり出てくるのはいい加か減げんにおやめなさい、シオン＝エシュ。あなたは必要ではない」

　無感情に、それが事実であると断だん言げんするように──フィオナはシオンに告つげる。

　ルナの気け配はいが背後で変わる。

　怒おこってくれたことが嬉うれしい。だけどシオンは、それを片手で制せいし──静かな声で、

「私が必要かどうかを決めるのは、あなたじゃない。ルナよ。それに変異種と稀存種の溝なんて私には見えない。あなたこそしゃしゃり出てくるのはやめて」

　落ち着き払い、毅き然ぜんと。事実、気持ちは妙みように落ち着いている。

　シオンは力強く、言う。

「私はこの人のもので、この人は私のものよ」

　そうだ、と思った。

　ふたりで一いつ緒しよに歩くのだ。生まれも育ちも知ったことではない。目の前のフィオナ＝レスファがどんなに強大な存そん在ざいであろうと、それを邪じや魔まするものは踏ふみ潰つぶし、乗り越える。

　シオンは息を吸った。

　負ける訳わけがない。負けられない。

　だから、言う。

「あなたなんかに……ルナは触ふれさせないわ」

　そして──。

　ぴく、と。その言葉に──。

　フィオナの気け配はいが、変わった。

　鋭するどく、刺とげ々とげしく、同時に、僅わずかに眉まゆ根ねを寄せ。

「ルナさんはあなたのものではありません、シオン＝エシュ」

　フィオナは吐き捨てる。

　それは、怒いかり──だった。

　シオンとフィオナ、互たがいの間にある緊きん迫ぱくが一気に硬こう直ちよくする。

　やがてほんの少しの沈ちん黙もくの後。

　フィオナがその眼にはっきりとした敵てき意いを宿し、シオンに向かって殺さつ意いを向ける。

「あなたたちのしていることは、ただの傷の舐なめ合あいです。いい加か減げんに……しなさい」

「それがどうした？　傷を舐め合って何が悪いの？　あなたの感情こそただの嫉しつ妬とよ」

　それに、シオンはこともなく応こたえ──、

「シオン＝エシュっ！」

　激げつ高こうしたのは、フィオナの方だった。

　無む言ごんで羽根の弾だん丸がんが放はなたれる。

　焔ほのおを纏まとった『カマエル』ではなく、純じゆん粋すいな破は壊かいをもたらす『ガブリエル』──。

　それは、ルナにではなく、シオンだけに向けて撃うたれたものだった。

　だからシオンは即そく座ざに身を伏ふせ、フィオナの視し線せんだけを睨にらみ返かえしながら、

　それに向かって疾しつ走そうを開始した。




　片かた翼よくから降ふり注そそいでくるのは数十の羽根。

　疾はやく、鋭するどく、そしてどれもがシオンにとっては致ち命めいの一いち撃げきだった。

　しかしそれは、まともに当たれば、の話だ。

　──身を捻ひねり、掠かするかどうかのぎりぎりを見み計はからって、高こう速そくの弾丸を直感で躱かわす。

　いつだってケモノの群むれに真っ先に飛び込み、暴あばれ回まわってきた。

　周しゆう囲いが敵てきだらけで、全方向からの攻こう撃げきを受けてきた。

　それでも返り血すら浴びず、すべての相手を刻きざみ殺ころしてきた。

　あの頃ころの自分を──左腕を思い出せ。

　あの頃とは状じよう況きようも違ちがう。シオンはもう、ひとりではない。

　だけど──いや、だから。

　左腕から発はつ散さんされる殺さつ意いを御ぎよせ。孤こ独どくという拠より所どころの代わりに喪そう失しつへの恐きよう怖ふを糧かてとしろ。

　騒さわがしい剣の衝しよう動どうを消せ。或あるいは衝動に身を任まかせても尚なお、冷れい静せいさを失わずに進め。

　ざわめく神経を研とぎ澄すませ。背はい後ごには守るべき人が、渡わたせない人がいる──。

　身体を削けずろうと飛んでくる羽根に左腕を合わせ、軌き道どうを逸そらす。

　どう動けば最もつとも傷が少ないかを瞬しゆん時じに判はん断だんし、その通りに身体を動かす。

　頬ほおを、肩を、脇わき腹ばらの皮ひ膚ふを、回かい避ひできない弾だん丸がんが掠かすめ、痛いたみがあちこちに生まれる。

　すべて些さ事じだ。

　左腕の棘とげが、撃うち合あわせた羽根に少しずつ削けずられていく。シオンの刃が奪うばわれていく。それにも構かまわない。すべてを傷付ける左腕は必ひつ要ようない。シオンの左腕はもう、触ふれただけで傷を負おわせ、握にぎってくれた指をこそぎ落としてしまうような、そんな無ぶ様ざまな剣ではない。

　ただ、目の前の敵てきを突くための鋭さが、たったひとつさえあればいい。

　雨をかい潜くぐり、距きよ離りは刹せつ那なで埋うまった。

　フィオナ＝レスファの顔に浮かぶのは僅わずかな驚きよう愕がく。

　対するシオンの瞳ひとみに瞬またたくのは、決意と殺意の鈍どん光こう。

　フィオナの腕に生はえた翼つばさが、棘を拡ひろげた。

　羽根の一枚一枚が棘のように伸びて触しよく手しゆのように動く。

　シオンは無む言ごんで、それらを薙なぎ払はらった。

　がきぃ、と、岩同士をぶつけたような音。

　硬こう度どが足りないのならば速そく度どで補おぎなえばいい。それでも足りないのならば技ぎ術じゆつで埋める。

　いつも前に出て戦ってきた自分と、遠くから羽根を飛ばすだけだったフィオナ。

　たとえ彼女に稀き存ぞん種しゆの、先せん祖ぞの経けい験けんが蓄ちく積せきされていようとも──殺して裂いて潰して壊し続けてきたシオンの三年間が、安穏と生きた二百四十年如きに負ける訳がない。

　──羽根が打うち砕くだかれて、破は片へんを宙に舞まわせた。

「……な……！」今度こそ、フィオナの口から驚きよう愕がくの悲ひ鳴めいが洩もれる。

　腰こしを屈かがめていたシオンは、顔を上げて跳はね上あがった。

　灰色の眼がん光こうが金色の輝かがやきを、捉とらえた。

　天使は引ひき攣つり、灰はい被かぶり魔女が笑う。

　肩を覆おおった防ぼう御ぎよ用ようの羽根は無む視しする。狙ねらうのはただひとつ、その白く細い首──。

「──『アナエル』！」短い怒ど号ごう。その名前は地を咬かみ逃にげるための翼。

　だが遅おそい。

　間に合わないと知ったフィオナは首を傾かたむけ、回かい避ひを試こころみる。

　それも遅い。

「……終わりよ！」

　伸ばした指の切っ先、尖とがった爪つめを正確に、真まつ直すぐに、狂くるいなく──届とどく。

　と、確かく信しんした刹せつ那な。

「足りません」小さな呟つぶやきが、狙ねらった口の中で聞こえた。

　──え、と思う間もなく。

　攻こう撃げきのために突き出していた左腕を、重く鋭するどい一いち撃げきが斜ななめ下から襲おそう。

「……！　なん……」躊ちゆう躇ちよは一いつ瞬しゆんで、それが一歩の差だった。

　左腕の刃が傷付かないようにと考こう慮りよする間もない。攻撃の最中だったが故ゆえの無む防ぼう備びに。

　フィオナの脇わき下したから、背中に生はえた刃の羽根が──。

「吹き飛ばしなさい……『ラファエル』」

　左腕の──手の甲こうを貫つらぬき、シオンの体たい勢せいを横向きに崩くずした。

「あ……きゃ！」シオンは叫ぶ。

　びゅ、と風を切る音が耳の後ろで鳴なった。

　腕に引っ張られるようにして身体も吹き飛ばされる。

　そのまま『ラファエル』の刃は中ちゆう途とから千切れる。

　先せん端たんだけを弾だん丸がんのように、シオンを引ひき摺ずりながら飛んで──、

　バベルの支し柱ちゆう、金きん属ぞくの柱に突つき刺ささり、シオンの左腕を縫ぬい止とめた。

「あなたの……負けです！」フィオナの怒ど号ごうが、柱に打ち付けた後こう頭とう部ぶに響ひびく。圧あつ倒とう的てきな衝しよう撃げきと痛いたみが左手全体から全身へと抜け、呼吸が止まる。

「う……」シオンが頭を軽く振って視し線せんをそちらに合わせた直後──。

　燃もえ盛さかる翼が、焔ほのおの赤をざわめかせた。




　　　　５




　そしてフィオナは、驚きよう嘆たんの残った感情に任まかせて、燃える弾丸を飛ばそうと身み構がまえる。

　あそこまで強く、速はやく、そして恐こわいとは思わなかった。たかが変へん異い種しゆであるはずの少女──無む力りよくであるはずの少女を、自分が侮あなどっていた証しよう拠こだ。

　だけどもう、油ゆ断だんはしない。考えてみれば当たり前だ。ルナを、フィオナのものであるはずのルナを奪うばった女に、ルナを誑たぶらかした魔ま女じよに、油断などする方がどうかしていた。

　フィオナは言い放つ。

「終わりです、『灰はい被かぶり魔女』」

　──この少女はまるで、世界を覆おおう穢けがれそのもののような、狂きよう乱らん。

「混こん乱らんの申し子……私が引いん導どうを渡わたしましょう」

　手て加か減げんはしない。彼女は左腕を縫ぬい止とめられて動けないが、それでも。

　フィオナの持つ、最も強い翼つばさ──、

「焼やき尽つくしなさい……『カマエル』！」

　それを一いつ斉せいに、シオン＝エシュへと向けて、

「……フィオナ……！」──放はなとうとした、その時だった。

　鋭い怒ど号ごうと、圧あつ倒とう的てきな殺さつ意いがフィオナの身体を反はん射しや的てきに竦すくませる。

　弾はじかれるように、顔をそっちへ向けた。向けざるを得なかった。

　その、視し線せんの先に──。

「ルナ……さん？」

　両腕に茨いばらを纏まとい、瞳ひとみに敵てき意いの黒を鈍にぶらせ、髪を振ふり乱みだしこちらへと駈かけてくる、

「……フィオナぁあぁあああああ！」

　ルナ＝イルの、怒いかり。

　それはまるで身体を引ひき裂さかれるような、心に浸しん食しよくしていく恐きよう怖ふだった。

　すぐ傍そばまで迫せまってくる、殺意にのみ特とつ化かした腐ふ敗はいの棘とげ。

　燃える翼を放はなつ対たい象しようを即そく座ざに変へん更こうする。そうしなければならなかった。手て加か減げんや躊ちゆう躇ちよや迷まよいを混じらせるには──その重じゆう圧あつは、強く、昏くら過すぎた。

　本ほん能のう的てきな畏おそれとともに、心のどこかが欠けつ落らくしていくような痛いたみを感じる。

　ルナ＝イル──おねえちゃんの、子供。

　子供の頃ころからずっと手にしたかった、黒い髪の人が。

　──こんな感情を、私に向けるのですね。

　そう思いながら。

　そう憂うれいながら。

　悲しいという感情を、十四年振ぶりに味わいながら。

「『カマエル』……!!」フィオナは同族を殺すための弾だん丸がんを、その人へ向けて放つ。




　大事な人を傷付けられた、その怒りはルナの思し考こうを完全に吹き飛ばした。

　目の前が、周まわりで燃える焔ほのおよりも尚なお、紅ぐ蓮れんに染そまる。

　沸ふつ騰とうする視し界かいの中で、シオンが顔に苦く痛つうを顕あらわし、変へん異いを解といていた。

　彼女にこんな表情をさせるような存そん在ざいを、ルナは許ゆるさない。

　大事な人を苦しませたり悲しませたり、そんなことは絶ぜつ対たいにあってはいけないはずなのに。

　ルナは叫ぶ。自分で何を叫んだのかはわからなかった。フィオナの名を憎にくしみを込めて呼んだような気もしたが──激情による敵意は、言葉や声や、そんな貌かたちのないものでは消えない。

　燃もえ盛さかる翼つばさが一いつ斉せいに、ルナに向かって放はなたれようとしている。

　それは自分たちを潰ついえさせようとする、世界の意い志しかもしれない──頭の片かた隅すみで湧わいた思し考こうに、ルナはより一いつ層そうの感情を飽ほう和わさせ、走る。

　──だったら、世界よりも疾はやく、前へ。

　前へ出なければ、傷付いた彼女を守れない。

　視し線せんの交こう叉さ。

　フィオナの表情が悲しみに染そまり、ルナの殺さつ意いがそれを射い殺ころす。




　その先のすべては、瞬またたく間に起きた。




　飛ひ来らいする火か炎えんの弾だん丸がんと焔ほのおの帯おびを避よけようともせずに、ルナが直線でフィオナへと向かう。

　焔が迫せまり、身体を灼やく寸すん前ぜん──ルナの腕から伸びた黒の紋もん様ようが、地面に絡からまった。

　高い跳ちよう躍やくに、月が舞まう。

　緩ゆるやかに痩そう躯くを、空中で一回転させて、フィオナの身体へと腐ふ敗はいの茨いばらを伸ばしながら、飛び越えた焔の帯、それを背はい後ごに着地した。

　再さい疾しつ走そう。

　硬こう質しつ化かした『ガブリエル』が放たれるが、瘴しよう気きの壁かべが羽根を無む力りよくにする。

　続けて伸びたのは『ザキエル』。腕の羽根、相手を捕とらえるためのもの。

　それがルナの身体を包むように行く手を阻はばんだ。

「……邪じや魔まだあっ！」一いつ喝かつ。

　ルナが片かた掌てを掲かかげ、そこに宿らせた月を、茨の茂った指で握にぎり潰つぶした。

　高こう濃のう度どの瘴気にあてられて、『ザキエル』はまるで植物が枯かれるように腐くさっていく。

　僅わずかに止まったルナの動きに合わせフィオナの脇から飛び出したのは『ラファエル』。

　シオンの掌てのひらを貫つらぬいた刃が、ルナの身体、腹ふく部ぶに突つき刺ささる。

　痛いたみはない。衝しよう撃げきはある。しかしそのどれもがシオンの傷よりも遥はるかに些さ事じだ。

「が……あ、あ、あ、あああああああああ！」

　口から血の塊かたまりを吐き散らしながら、狂きよう気きすら混こん在ざいする声で、ルナは無む理り矢や理りに前へ進む。

「……な……『カシエル』っ！」その形ぎよう相そうに恐きよう怖ふを覚おぼえたのか──フィオナが叫んだ。

　両肩の翼つばさが金きん属ぞくの輝かがやきを増し、大きく広がってフィオナとルナの間に割って入る。

　そうして同時に、脚あしの『アナエル』が退たい避ひのために動こうとした。

　──途と中ちゆうで、止まる。

「あああああああああああああああああああああああ！」絶ぜつ叫きようが、あった。

　フィオナの意い識しきが、視し線せんが、背後へと向く。

　中ちゆう空くう。

　ルナと同じように、絶ぜつ叫きようを混じらせ、躍おどりかかってくる人ひと影かげ。

　左腕──欠かけて傷だらけになった鋭するどい棘とげを林りん立りつさせ、鈍にび色いろのそれを赤黒く染そめ。

　中指と薬指との間、およそ手首までに達しようかという断だん裂れつにもまるで構かまわずに。

　自ら掌てのひらを引ひき裂さいて脱だつ出しゆつしたシオンが、その血に濡ぬれた『魔ま女じよの剣』を、

　フィオナの背中、変へん質しつしていない純じゆん白ぱくの翼つばさの付け根に、

　振り下ろした。

　白い羽根が舞まう。

　赤く染まりながら、散る。

「ああああああ！」

　吹き出る血を、握にぎった拳こぶしで押さえながら、シオンは更さらに返かえす刀かたなで、フィオナの肩を。

　背中の二に対つい四枚と、右肩の一枚が、破は壊かいされて千切れる。

　そしてそれが再さい生せいを始めるよりも早く。

「……フィオナ」穏おだやかな、だけど決定的な殺さつ意いが見える声に──

　その場の時間が、止まった。




　ルナが、接せつ吻ぷんできそうなほどに近い距きよ離りで、羽根の折れた天使の名を囁ささやく。

「……あ」

　火傷やけどでぼろぼろになった右腕、掌が、フィオナを抱だき寄よせた。

　フィオナは自然、ルナの肩に顎あごを乗せ──まるで子供のように身を預あずける。

　視し界かいには、ルナの黒い髪と、それから燃もえ盛さかる塔とうの下の頽たい廃はい。

　自分の頭、首に回された感かん触しよくは、懐なつかしさと、それから。

「おねえ……ちゃ、ん？」フィオナは呟つぶやく。

　呆ぼう然ぜんと、だけどそれでも、少し微わ笑らって。

「違ちがうよ」耳の横で、少年の声が聞こえた。

「さよなら、フィオナ」十四年前と同じ言葉は、だけど声こわ音ねをまるで変えていて。

　抱き寄せられたまま、フィオナは聞こえた言葉を無む視しし、少年の身体にしがみつく。

　駄だ目め、行かないで、ずっと私と一いつ緒しよにいて──。

　そう言おうと、口を開いたけれど。

「僕は……あなたを許ゆるさない」

「……え？」

　フィオナの背中、背骨の辺あたりにゆっくりと、何か卵のようなものが押し付けられる。

　──月。

　球形が体内へ潜もぐり込こんだ、その感かん触しよくが伝わった刹せつ那な。

　フィオナの胴体は花の香りとともに腐くさり溶とけ、音をたてて両脚が、地面へと転ころがる。

　離はなすまいと力を込めた両腕は、重力にあっさりと負けた。

　腰こしから下を失って、そのまま崩くずれるように、引き離されるように──墜つい落らくする。

　飛ぶための翼つばさは、もうもがれてしまっていた。

　フィオナの腕は、ルナの背中を撫なでながら、やがて空くうを切り、土に投げ出される。

　落らつ下かの衝しよう撃げきと、爛ただれ溶けた片肺により呼吸が止まる。

　そして活動飽ほう和わによる生命活動の終しゆう焉えんの間ま際ぎわ──。

　呼吸ができず瞼まぶたを閉じたから、最さい期ごに見えたのは、記き憶おくにある優しい顔と黒い瞳ひとみだった。

　子供のフィオナは『おねえちゃん』に尋きく。

　──また、会える？

　おねえちゃんは、いつもの、どこか寂さびしそうな顔を、悲しそうに綻ほころばせる。

　返事は、聞こえなかった。
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　その場所だけには、尚なおも静せい寂じやくが続いていた。

　外の光景も、惨さん状じようも、崩くずれゆく何もかもを無む視しして、ただ静かに時を刻きざんでいた。

　バベル第十三階かい層そう『エデン』本部──第十三区く画かく。

　世界再さい生せいのための装そう置ち『伽が藍らん』、その内部。

　時とき折おり聞こえるのは部へ屋やの外、悲ひ鳴めいのような怒ど号ごうの残ざん滓しだけ。

　振り返った男の視し界かいに映るのは、肩から下を消しよう失しつした女の、閉じられた瞼まぶただけ。

　壁かべと天てん井じようと床に埋うめられたワイヤケーブルは、今や殆ほとんどが沈ちん黙もくしている。十秒に一度ほどの頻ひん度どでちかちかと光を伝わせてはいたが、もはやあの──歌のような言葉のような──甲かん高だかくか細い音ね色いろはどこにも聞こえなかった。

　状じよう況きようを報ほう告こくしに来る者はいない。故ゆえに、外部の様よう子すはわからない。

　男は半はん透とう明めいの巨大な椅い子すに座り、ゆっくりと呼吸をしている。

　背はい後ごに在ある円えん筒とうの中に浮かんだ女は、開かれた頭から配はい線せんを生はやし、呼吸もしていない。

「……状況はかなり、悪いな」ひとりごとのように、男──キャロル＝ユルングルスは呟つぶやく。

　エデンのシステムが落ちてから、二時間を越えつつあった。その間、『伽藍』の中に一いつ切さいの変化はなく、中央制せい御ぎよ装置が復ふつ旧きゆうした気け配はいもない。

　キャロルは茫ぼう洋ようと椅子に座ったまま、再ふたたび首だけを背後に向けた。

「どうする？　リデル」自らの娘──第七稀き存ぞん種しゆ、リデル＝ユルングルスに、尋きく。

　訊きかれた娘は──死体のように瞼を開かず、世界の真しん理りのように頷うなずきもしない。拗すねた子供のように、ワイヤケーブルも音を奏かなでなかった。

　彼女は何も答えない。

　だからキャロルは、瞼を閉じ、大きく深い溜ため息いきを吐つく。

「……そうだな。予定を……早めなければならないのだろう。とうとうお前には最後まで苦労をかけ通しだな。まだ生きている稀存種は……何人いるだろう？　計画としては殆ど最悪に近い。結けつ局きよく……再さい構こう築ちくをも任まかせなければならなくなった」

　キャロルは瞼を開く。

　前方──部屋に存そん在ざいする唯ゆい一いつの出入り口である、観かん音のん開びらきの扉とびらを見み遣やった。

　施せ錠じようは為なされていない。その機き能のうもない。同化が成功すれば扉そのものが消失するから必ひつ要ようがなかった。それに扉に辿たどり着つくまでには、機械制御で施錠された別の扉を幾いくつも開けなければならない。故にここはキャロルとリデル、ふたりだけの聖域エデンとなるはずだった。

　だが今や、中央制御装置はダウンし、ここに至いたるまでの通路は完全に開かい放ほうされている。

　まるで賭かけのように、キャロルは何の対たい策さくも施ほどこさなかった。

　止められる者がいるならば、止めてみればいい──そのような気持ちが、どこかにあった。

「カロマイン＝セク。ロイド＝オド。どちらとも来ないな」

　殺し合ったであろうふたりの名を、呟つぶやく。

「相打ったか、それともカロマインが勝ったか？」

　ロイドともう一度話でもできればよかったのだが、そう思った。

「……イユ＝イエールはどうなったのだろう？」

　彼女はまだ年若い。その上成せい体たいとしても半はん端ぱな状じよう態たいだから、融ゆう合ごうの際さいの懸け念ねん事じ項こうともなり得る。同情と計算で──せめて消しよう失しつする瞬しゆん間かんまで生きていればいいのだがと思う。

「エンダは……待っているだろうな」

　結けつ局きよく、彼──或あるいは彼女──とは、本来の意味で理解し合うことができなかった。体外受じゆ精せいの上に借かり肚ばらではあったが、子供まで産うんでもらったにも関かかわらず。

「フィオナは……どうなった？　ルナ＝イルを止められたのか？」

　そして実の娘のように育ててきた拾い子のことに思し考こうを巡めぐらせたその時。

「……ああ、そうか」

　正面の扉とびらが音もなく開き、キャロルはすべてを察さつした。

「あの娘こは、負けたか」ゆっくりと瞬まばたきをする。

「おめでとう。君たちが……世界の再さい生せいを目もく撃げきする、最後の生き残りだ」

　扉からゆっくりと入ってきたのは、ふたり。

　逆ぎやつ光こうの中にあって漆しつ黒こくを増した黒髪の少年と、

　逆光に希き薄はくなモノクロームを透すかした灰色の髪の少女だった。

「……お前が、キャロル＝ユルングルスか？」少年が、息を荒げながら問うてくる。

　キャロルは微笑ほほえんで、答えた。

「初めまして。或あるいは久しぶりだ、ルナ。そっちの君は報ほう告こくにあった、シオン＝エシュか」
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　満まん身しん創そう痍い、そう形容して過か言ごんではない状じよう況きようだった。

　シオンの左腕は中指と薬指の間が手首近くまで裂さけ、五指はもう殆ほとんど動かない。そこからゆっくりと流れている粘ねん性せいの血液は、悪お寒かんと激げき痛つうをまとって精せい神しんを浸しん食しよくする。眼が霞かすみ、熱っぽく、立っているのもようやくの状じよう態たいだった。変へん異いを解といて、裂さいた布で縛しばり付つけてはいたが──走りながらもふらつくその身体を、ルナに支ささえられながらここまで来た。

　対してルナの右腕は、重度の火傷やけどで見るのも痛いた々いたしい。皮ひ膚ふの一部は炭化して、幾いくら稀き存ぞん種しゆでも痕あとの残る傷となるに違ちがいなかった。シオンを支えながらも流れる汗は痛みを物語っている。痛つう覚かくを自じ閉へいすればいいのにと少しだけ思ったが、怪け我がをしたシオンに気を遣つかっているのか、或いは相そう互ご連れん鎖さには極きよく端たんな体力を費ついやすからか──今は必ひつ死しで痛いたみに耐たえている。

　腕の傷だけではない。フィオナとの戦せん闘とう、ここに来るまでの旅たび路じ、体力は限げん界かいまで削けずられている。本来ならふたりとも今すぐ気を失ってもおかしくはないと、頭のどこかで思う。意い識しきを繋つなぎ止とめているのは、ただ気力だけだろう。シオン自身──傷のせいか、絶たえ間まなく割れそうに頭が痛んでいたし、時とき折おりそれに伴ともなって、視し界かいさえもが大きく歪ゆがむ。

　だけど、ここまで来た。

　奇き妙みような部へ屋やだった。一面に半はん透とう明めいの細かい筋すじが入っていて、中心には透とう過か性せい金きん属ぞく板ばんでできた筒つつが立っている。その中に浮かんだ殆ほとんど首だけの女性が第七稀き存ぞん種しゆで、筒の前にある肉の塊かたまりのようなものに座っているのが、エデン本ほん総そう轄かつ、キャロル＝ユルングルスだろう。

　第七稀存種があの様よう子すでは、もう一度稀存種との戦せん闘とうをせずに済むかもしれないと、少しだけ希望的観かん測そくを持つ。油ゆ断だんはできないから覚かく悟ごはしていたが、それでも頭ず痛つうと腕の痛みは、そう考えてしまうに足りるほどシオンを苛さいなんでいた。

　部屋をざっと見み渡わたし、思う。

　──どうすればこの『装そう置ち』を壊こわせるのだろう。

　部屋すべてを破は壊かいすればいいのか、或あるいは男の後ろにいる第七稀存種を殺せば済むのか。

　男の座った椅い子すのようなものと、女性の浮かんだ円えん筒とうとを繋つなぐケーブルが幾いくつも見える。あれを切るのが最もつとも簡かん単たんそうだった。

　と、

「……君たちは……どうするつもりなのかな？」

　部屋を観察するシオンとルナに、椅子に座った男──キャロルが問い掛ける。

　背せ格かつ好こうから察さつするに壮そう年ねんだが、顔だけを見れば初しよ老ろうと形容しても差さし支つかえないような容よう貌ぼうだった。短く刈かり揃そろえられた髪は薄うす茶ちやで、所々に白しら髪がが混じっている。頬ほおに刻きざまれた皺しわは深く、苦く悩のうを覗のぞかせているようにも微び笑しようを見せているようにも思えた。

　だが、どんなに思し慮りよ深ぶかげな顔をしていても、発せられた質問は、愚おろかだ。

　キャロルの質問に、ルナが答えた。

「わかりきったことを尋きくな。あんたを止める」

「どのようにして？」

「ここを壊す。それが無む理りなら……あんたか、それとも後ろの女か……どちらかを殺す」

「何な故ぜ、止めるのだ？」苛いら立だちを隠かくせない様子のルナに対し、理由がわからない──そういう顔でキャロルは首を傾かしげる。

　続けた。

「君たちは自分の存そん在ざいが消えるのが気に入らないのかな？　ならばひとつ、上じよう層そう部ぶさえも知らない秘ひ密みつを教えよう。変へん異い種しゆやケモノと同じように……『伽藍』の作動によって私の自我もまた消失するんだよ。そういう意味で私と君たちは同じなんだ」

「な……んだと？」

「残るのは、私が決めた規き範はん、それに従したがって動く自じ律りつプログラムだけだ。君たちにもわかるように、簡かん単たんに表現するなら、そうだな。『罪つみを犯おかすと裁さばきは訪おとずれる』……だ」

　キャロルがどういう意い図とでそんな話をしているのかわからない。

「罪を犯した人間は、星の御み使つかいとなった稀き存ぞん種しゆに裁かれる。逆ぎやくに言うなら、罪さえ犯さなければ何も起こらない。ただ平和な新世界がそこにあるだけだよ」

　だが、その理り屈くつは妙みように──気持ち悪かった。

「……どうして？」だからシオンは、得とく意いげに瞼まぶたを閉じるキャロルに吐き捨てる。

「あなたはどうして、感情を無む視ししているの？」

「……感情？」

「確かにあなたの言う通り……罪を犯せば裁かれるのだったら、私が生まれたことで私の家族は疎そ外がいされなかった。私も、父さんも母さんも、弟も……集落で平和に暮らせていた。でも、でも……私のことを醜みにくいと思う人はあそこに沢たく山さんいて、その感情は絶ぜつ対たいに否ひ定ていできない」

「罪ざい悪あくであることを理解すれば、そしてその状じよう態たいを長く続ければ……感情などは数世代で簡かん単たんに変わる。問題はないよ」

「純じゆん血けつ種しゆが変へん異い種しゆを醜いと思う感情は、二百年以上続いてきたわ。変異種同士でさえ、より変異の多い人間を嫌けん悪おし、気持ち悪いと思う。……それも、なくせるというの？」

「それは恐おそらく、無む理りだろうな」シオンの疑問に、キャロルはあっさりと首肯した。

「畸き形けいに、異い形ぎように嫌悪感を抱いだくのは本ほん能のう的てきな感情だ。それに、このまま代を重ねれば……純血種はいずれ、変異種によって浸しん食しよくされていく。純血の人間が絶ぜつ滅めつしてしまうのだ。種の保ほ存ぞんにも関わる問題ならば、嫌悪は当然の結けつ果かと言える。そこは罪悪ではないよ」

　キャロルの言葉は、当然のように──本当に自然で、どこにも矛む盾じゆんはないかのように──何の躊ちゆう躇ちよもなく、発せられた。

「……そう」

　だからシオンは、会話を打ち切る。

　どのみち、相あい容いれる訳わけはない。自分たちが消されてしまうかどうかの境きよう遇ぐうにあるシオンとルナに、何な故ぜ止めるのかと真顔で聞いてきたような男だ。自らが消しよう失しつしてしまうことを前ぜん提ていに、それを是ぜとしてしまえるような人間だ。

　シオンは、そしてたぶん、ルナも──そんなことはできない。

　死にたいと思ったことは何度もある。実じつ際さいに死のうとしたこともある。だけど結けつ局きよく、できなかったししたくなかった。自分の存そん在ざいがなくなってしまうのは敗はい北ぼくでしかない。

　シオンのことを『混こん乱らんの申し子』と、フィオナはそう言った。ある意味でそれは正しい。世界に畸形が混じり始め、ゆっくりと滅ほろびるだけの未来を受け取るために生まれてきたような変じ異ぶ種んは、結局のところ滅びを助じよ長ちようする存在でしかないのだろう。

　だけど。

　だからこそ、世界の滅めつ亡ぼうなど知ったことではない。

　だからこそ、それを止めようとは微み塵じんも思わない。

　滅ほろびはいつのことだろう。何年後か、何十年後か、何百年後か。

　ふたりとも、明日が来るかもわからない未来を生きてきた。

　それなのに、どうしてそんな先のことを想そう像ぞうできるだろう。

　シオンにとって、ルナにとっても、未来というのは生き延びて迎える明日のことだ。

　だからたとえ世界が滅びても、死ぬその時まで生いき尽つくす──。

　シオンは、皮ひ肉にくげに笑う。

「面おも白しろい話をありがとう」

　キャロルは慇いん懃ぎんに応こたえる。

「どういたしまして」

　それを無む視しして、横にいるルナに、告つげた。

「行こう、ルナ。……生きよう」

　彼らに逃にげ場ばはない。この狭せまい部へ屋やの中で、どこにも行けない。

　ルナとシオン、ふたりは同時に、目もく前ぜんの敵てきへと殺さつ意いを向け、身み構がまえた。
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　バベル第十三階かい層そう、エデン。第十区く画かく、経営部部長の個こ室しつ。

　トマズ＝ハニヴァーは部屋の椅い子すにひとり腰こし掛かけ、ゆっくりとその時を待っている。

　バベルに仕し掛かけた炸さく裂れつ金きん属ぞくの爆ばく発はつまで、残り五分を切った。

　秒読みは心の裡うちでのみ行われているが、時間に狂くるいはない。ある訳わけがない。

　しん、という音さえ聞こえそうなほどの静せい寂じやくで、ひとりくすくすと笑えむ。

　炸裂金属の威い力りよくは有ゆう機きパイプを破は壊かいするに充じゆう分ぶんだった。そして大地と『抹まつ消しよう存そん在ざい』とを繋つなぐ通路を破壊すれば、あいつの目もく論ろ見みは完全に終わる。

　今すぐに『伽が藍らん』が作さ動どうしてもいいように、万ばん全ぜんを期きして時じ限げん式しきの爆ばく弾だんは遠えん隔かく操そう作さも可か能のうになっていた。手の中には小さな装そう置ち、起き動どうのスイッチが握にぎられている。それを作動させればすぐにでも爆発したのだが──どうやらこれは使わずによさそうだ。

　──あの理り想そう主義者、万全を期したいようだ。

　無む論ろん、有ゆう機きパイプが壊こわれれば、それを通している支し柱ちゆうにも損そん害がいが出る。計算では東側の支柱五本に軽いひびが入り、そこから自じ重じゆうで平へい衡こうが崩ほう壊かい。塔とうは大地に立つことが不ふ可か能のうとなって、大だい規き模ぼな破壊が起きるはずだった。

　中にいる人間も、外にいる人間も、無ぶ事じでは済まない。辺あたり一いつ帯たい、下へ手たをすれば大陸全土にさえ被ひ害がいが出るだろう。ある意味で、世界は終わる。

　だからトマズは、嬉うれしそうに嗤わらう。

　自分の寿じゆ命みようはどうせ、あと数年も残されていない。

　だったら世界を巻まき添ぞえに死んでみるのも一いつ興きようではないか。

　あいつが、自らの愛する娘を犠ぎ牲せいにしてまで再さい生せいさせようとした世界を──。

　その思し考こうが、親に愛されなかった嫉しつ妬とによるものなのか、それとも人じん為い的てきに作成されたことによる反はん抗こうなのか、或あるいはそのどれとも違ちがう終しゆう末まつ願がん望ぼうなのか、それはわからない。トマズは自身のそんな感情を省かえりみなかったし、分ぶん析せきもしなかった。

　故ゆえに数字だけで世界を見てきたし、見み届とどける。

　──あと、四分三十秒。

　高こう揚ようしていたが、頭の中での秒読みは正確だった。




　バベル北東五十キロ地点にある、渓けい谷こく。その下、谷底に穿うがたれた洞どう窟くつの中。

　食事が終わり、エンダ＝カーラが、エロイーズ＝タイラーに向かって言った。

「もうすぐのようだよ。……そんな予よ感かんがする」

「予感、ですか？」

「うむ。そろそろお別れかもしれない」

　何の感かん慨がいも込められない、まるで今日は早く眠ねむろうか、とでも言っているかのような口く調ちようだった。エロイーズもまた、それに関かんして何の感情も動かない。

　ただ、消えてしまう前に気になっていたことがあったから、尋きいておこうと思った。

「エンダ」

「……どうした？」

「エンダが消えたあと、私はどうすればいいのでしょう」

　少しだけ、疑問だった。

　物心ついた時から、エンダ＝カーラが傍そばにいた。最初は食事を作ってくれたり、一いつ緒しよに水みず浴あびをしたりと、ひとりでは何もできない自分の世せ話わをしてくれていた。

　その時にはまだ自分に──姉や、数日前に会ったルナ＝イルのような、大きな感情の動きというものがあったのだろうかと少しだけ思うが、思い出せない。

　やがてひとりで何でもできるようになってからは、エロイーズの役目とエンダの役目は逆ぎやく転てんする。魚や鳥を仕し留とめ、それを捌さばいて食事を作ったり、或いは朝エンダを起こしたり、服を洗せん濯たくしたりといったような日にち常じようの些さ事じは、すべてエロイーズの仕事となった。この頃ころにはもう、自分は今とまったく同じ状じよう態たいであったと記き憶おくしている。

　エンダ＝カーラが消える。その事実に、特に何も思うところはなかった。

　だけど、今まで毎日やってきたことを──エンダのためにやってきた些さ事じは、これから先必ひつ要ようではなくなる。ならば自分のすべきこととは、いったい何だろう。

「私の時間は殆ほとんどエンダの世せ話わで使ってきました。その時間が余あまります。何もすることがありません。どうすればいいのでしょう」

　だから、尋きいた。

　エンダは答える。

「そうだな。君の好きなことをすればいい、エル。どうせ私はそれを見ることはない。故ゆえに君が何をしようと、関かん知ちするところではないよ」

　──好きなこと。

「そうですか」

　返事をしながら、考えた。

　自分の好きなこと。それはつまり、自分の欲よつ求きゆうに従したがって行動しろ、そういうことだろうか。

　確認しようと思ったが──目の前のエンダは瞼まぶたを閉じ、穏おだやかにしていた。

　だから、やめておいた。

　時間は迫せまる。

　いつかはわからないけれど、確実に。




　そして。




　バベル第十三階かい層そう、『伽が藍らん』内部。

「あくまで、私の邪じや魔まをするという訳わけかね？」

　身み構がまえたルナとシオンに向け、キャロルの静かな──どこか残念そうな声が響ひびく。

　ルナはだから、ゆっくりと身を沈しずめ、吐き捨てた。

「お前と話している時間はないし、その気もない」

「そうか」

　短い会話。そして、沈ちん黙もく。

　ルナは再ふたたび相そう互ご連れん鎖さを開始する。身体はもう疲つかれ果はてていて、今にも倒たおれそうだった。活動飽ほう和わが近い。あと少しで粒りゆう体たいが休きゆう眠みんし、動けなくなるだろう。そうなれば待っているのは強制的な昏こん睡すいだった。だけど、これが最後になるはずだ。耐たえなければならない。

　隣となりのシオンもまた、左腕を変へん異いさせる。傷口を固く縛しばっていた布が裂さけた。痛いたみに顔をしかめ、呼吸が再ふたたび荒くなる。顔色も青を通り越して土つち気け色いろだ。どう考えても無む茶ちやな行動ではあったが──ルナはそれでもシオンの行動を止めなかった。

　──ふたりで生きる、だから。

　崩ほう壊かい器き官かんを剥はく離りさせる。上う手まく動かない右腕の痛つう覚かくを消し、引ひき攣つる皮ひ膚ふに無む理り矢や理り力を込める。シオンと自分、ふたりが倒たおれる前に終わらせればそれでいい。

　目の前の敵てき。キャロル＝ユルングルス。

　そいつを殺すのに、たとえ第七稀き存ぞん種しゆが何かをしようとしても、遅おそい。

　一飛びで駈かけることができる距きよ離りだ。

　彼女が目を開けるより早く、キャロルの身体は腐ふ敗はいして溶とけ消えるはずだ。

　故ゆえに──。

　ふたり同時に、合図もなしに、血管のような細い糸で埋うめ尽つくされた床を蹴けった、

「……リデル」その瞬しゆん間かん。

　どくん、と。

　何か大きな──。

　稀存種同士の共きよう鳴めいを、数十倍も大きくしたような衝しよう撃げきが、ルナを包んだ。

「え……？」

　足はもう、一歩を踏ふみ出だしている。

　勢いきおいを付け力を込めた跳ちよう躍やくは、地を這はうように床を踏み抜いている。

　何をするつもりかはわからないが、このまま行け。

　そう直感し、ルナは更さらに一歩を踏み出した。が、

「ル……ナ」前から──ふたり同時に飛び出たはずなのに、目の前で。

　シオンが背後を振り向き、こっちを驚きよう愕がくの視し線せんで見み詰つめている。

「この部へ屋やに立ち入った、その時点で君はもう、囚とらわれているに等しいんだ」

　シオンの更さらに向こう、キャロル＝ユルングルスが何か訳わけのわからないことを言っている。

　怒ど鳴なろうとした。

　だけど声が出ない。

　シオンが急に、弾はじかれたように手を伸ばす。

　どうしたんだ、そう口を動かした直後。

「予定とは本当に違ちがってしまった。それが残念だが、もう限げん界かいだ」

　キャロルの声が、鼓こ膜まくを震ふるわせた。

　そして、それと重なるようにして。

「混こん乱らんをもう一度。……逆ぎやく回まわしに、始めます」

　聞き慣れない女性の声が──頭の中で。

　シオンが目の前で叫んだように口を動かすが、聞こえない。

　踏み出そうとした足が、咬かんだ地面と同どう化かしてしまっていることに気付かないまま、

　ルナの身体は、唐とう突とつに床に溶けて消えた。




　同時に、エデンの内部でも──変化は訪おとずれる。

「な……！」

　トマズ＝ハニヴァーはその変化を、驚きよう愕がくの声で受け止め、狼ろう狽ばいし椅い子すから立った。

「なんだ……これ、は」

　慌あわてふためき、声は出ない。

　金きん属ぞくの塔とう。

　金属でできたはずの都市。

　床も壁かべも天てん井じようも、四方を鈍にび色いろの輝かがやきに囲まれていたはずの部へ屋や。

　そのすべてが突とつ如じよとして、ずくん、と、金属のまま蠕ぜん動どうした。

　足下がふらつく。平へい衡こうを崩くずして尻しり餅もちをつく。

　咄とつ嗟さに触ふれた床は、温かい。

「まさ……か」

　茫ぼう然ぜんとしたまま辺あたりを見み渡わたす。だけどそれは、何の安心にもならない。

　周まわりすべて、見み渡わたす限りの鈍色が蠢うごめいていた。

　壁。天井。床。椅子。机。扉とびら。棚。電でん影えい金きん属ぞく板ばん。演えん算ざん装そう置ち。小型集しゆう積せき回かい路ろ。情報処しよ理り端たん末まつ。

　それらすべてが、まるで肉のようにずくずくと、金属の輝きを保たもったまま柔やわらかに、脈みやく動どうを為なして──生きているかのように、うねっている。

「……始まったのか！」暫しばしその光景に我を忘れ、やがて焦しよう燥そうとともに悟さとる。

　──まずい。

　秒読みはどこまで進めていただろう。直前まで作さ業ぎようしている最中も頭の隅すみで数えていたにも関かかわらず、今の衝しよう撃げきで数字は完全に吹き飛んでいた。

　四分二十三秒。違ちがう。三分十二秒？　違う。五分六秒。それはついさっき通過した──。

　床を見渡す。遠えん隔かく操そう作さ用ようのスイッチを取り落としてしまっていた。かなりまずい。あれがこの床と融ゆう合ごうしてしまったら、もう何もかも取り返しがつかない。

　四よつん這ばいになりながら、手て探さぐりで。視し界かいはもう混こん乱らんしていた。突とつ然ぜんの事じ態たいに思し考こうも計算もできずにいた。闇やみ雲くもに床を撫なで回まわし、指先と掌てのひらにだけ感かん覚かくを集中させ、ただ、ついさっきまでしっかりとこの手にあったはずの、トマズの精せい神しんの均きん衡こうを支ささえてくれているもの。

　かつ、と右手の人差し指が、何かに触ふれた。

　触れたものを視し認にんした瞬しゆん間かん、「あああああ！」トマズは絶ぜつ叫きようする。

　遠隔操作用のスイッチ、その機械がゆっくりと床に融とけ、埋うまり始はじめていた。

「あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、待て、待て、待って、待てええ！」

　反はん射しや的に掴つかむが機械はもう床から離はなれない。焦あせる。どうすればいいのか。まだ間に合うのか。爆ばく発はつさせなければならない。ここを壊こわさなければ、壊せなければ、自分が生まれてきた意味など、塵じん芥かいよりも価か値ちなく消しよう失しつしてしまう──。

「まだだっ！」そうだ──まだだ。

　装そう置ちが埋うまっていく中、スイッチはまだ床へと融とけ込こんでいない。

　だったら間に合うはずだ。

　たとえ『抹まつ消しよう存そん在ざい』とバベルが融ゆう合ごうしているとしても、機械の構造や炸さく裂れつ金きん属ぞくの特性が失われる訳わけでもない。融合しただけで機械を壊こわしてしまうような、そんな陳ちん腐ぷな特とく異い粒りゆう体たいではない。さもなくば二百四十年前、星と彼女が同化した時点ですべての生物は死しに絶たえているはずなのだから。だからまだ、まだ間に合う。

　トマズは這はいつくばったまま、拳こぶしを振り上げる。

　床へ沈しずみこもうとしているスイッチ、それ目がけて握にぎり込こんだ手を。

「ぶち壊れろよ！　全部、全部、全部!!」振り下ろす。

　かち、と、音。作さ動どうした。

「ひゃは！」やった、そう確信した瞬しゆん間かん。

　トマズがしゃがみ込んでいた場所が歪ゆがみ、

　経営部部長個室、その全体が轟ごう音おんをたてて爆ばく発はつした。




　遠くで聞こえた爆発音に、メインシー＝カウツは引ひき攣つった声でひとりごちる。

「あの……ガ、キ。ざまあ、ない、わ」

　背中から下は動かない。それでも無む理り矢や理り、椅い子すの背もたれに背を預あずけ、ひひひ、とまるで老ろう婆ばのように笑い声を洩もらす。意い識しきは間かん断だんし、視し界かいはもう半分以上が黒に染そまっていた。

　それでも、メインシーの嘲ちよう笑しようは愉ゆ悦えつに満ちている。

　トマズ＝ハニヴァーの敗はい因いんは、たったひとつだ。

　自分に止とどめを刺ささなかったこと。

　苦しめようと思ったのかどうか知らないが、まったく愚おろかだ。確かに自分はもう何もすることができない。まともに歩くことも不ふ可か能のうだし、何よりこうして上う手まく嗤わらうことも難むずかしくなっている。だが、そもそもメインシーは、自分ひとりで何かを為なしたことなどない。

　いつだって、他人を唆そそのかして、操あやつり、陥おとしいれ、利用してきた。それだけで上へと昇のぼった。身体を使うのはせいぜい男をたらし込む時くらいで、後はただ他人に命令し、頼たのみ、奸かん策さくを張はり巡めぐらせて上手じようずに立ち回ってきたのだ。三日間、散さん々ざん使い走りをさせられたトマズがそのことに気付きもしていないのが、堪たまらなくおかしかった。

　確かにメインシーはもう動けない。

　だが、人を動かすのに自分が動く必要はない。

　自分の命令ならば自らの命さえ投げ打つ部ぶ下かは、手て駒ごまとしてまだ残っていた。だったら、一時間以内に炸裂金属を回かい収しゆうして経営部部長の個室の周まわりに配はい置ちし直すことくらい訳はない。

　勝ったと思い込んで、或あるいは勝かち誇ほこって、自分の計画をべらべらと喋しやべったのが決定的だ。

「ひひ、ひ。莫ば迦か、め」

　お気に入りの椅い子す──管かん制せい室しつ、外交部部長専用のものに座り、メインシーは笑えむ。

　ついさっき回かい収しゆうと再さい配はい置ち完了を報ほう告こくに来た部ぶ下かはどこへ行っただろう。目が見えない。

　疑問を持った直後、命令を実行した後は自殺しろ、そう言いつけたことを思い出す。

　いや──あれは別件だっただろうか。

　記き憶おくが混こん濁だくし、自分が何を考えているかもよくわからない。

　それでも、メインシーは笑う。

　ただ、嗤わらった。




　その瞬しゆん間かん、大きな地じ響ひびきがあった気がしたが、シオンにはよくわからなかった。

　足下がぐらついているのか、自分の足が震ふるえているのかが判はん別べつできなかったからだ。

「ルナ……？」

　目の前で不ふ意いに消しよう失しつした愛いとしい人の姿すがたが、瞼まぶたに焼き付いたまままるで夢のように離はなれない。

「……ああ……三人だ。三人しか残っていない」

　背はい後ごで聞こえる声も歪ゆがんでいた。シオンの聴ちよう覚かくがおかしいのか、或あるいは聞こえた声そのものが変へん調ちようしたのかも、理解できない。

　ゆっくりと歩く。

　さっきまで──ルナが立っていた、場所まで。

「再さい構こう築ちくできるか？　リデル。それが終わってから、世界の再さい生せいを開始しよう」

　背後で聞こえる声に思った。

　黙だまれ。

　何が再構築だ。

　何が世界の再生だ。

　それどころではない。

　そんなことは関係ない。

　どこかへ行ってしまった。

　ルナがどこかへ行ってしまったのだ。

　どこへ行ってしまった？

　いや、彼が、自分を置いてどこかへ行くはずがない。

　だったら──。

「キャロル＝ユルングルスっ!!」

　焦しよう燥そうか、激げつ高こうか、衝しよう撃げきか、喪そう失しつか、別の感情か。そのどれでもない、恐おそらくは言語での定てい義ぎなどできない衝しよう動どうに突き動かされ、シオンはキャロルの方を振り返る。部へ屋やの内部はさっきまでとまったく変化がない。ただ、ルナだけが──ルナだけを。

「ルナをどうした！　……返せっ!!」

　殺さつ気きと、敵てき意いと、怒ど号ごうと、激げき情じようと、あらゆる意味での攻こう撃げき的てきな感情を込めて叫んだ。

　わからない。訳わけがわからない。

　どうして自分から大事なものを奪うばう？　どうしてルナから、自分を引ひき離はなそうとする？

「今すぐに戻せ……さもないと、殺すっ！」

　眼を剥むき睨にらみ付つけるシオンに、しかしキャロル＝ユルングルスは構かまわない。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶなようだね。おかえり、フィオナ。今までよく頑がん張ばってくれた。ロイドも、カロマインも、イユも、エンダも……ルナも。本当によく頑張ってくれた」

　訳わけのわからないことを虚こ空くうに呟つぶやきながら、シオンを完全に無む視ししていた。

「皆、これからも……宜よろしく頼たのむ」

「黙だまれっ!!」その態たい度どに、怒いかりが沸ふつ点てんに達し──視し界かいが赤く染そまった。

　シオンは左腕の痛いたみも忘れ、拳こぶしを握にぎり、キャロルに向かって数歩、詰つめ寄よる。

　キャロルは、そんなシオンにようやく気付いたというふうに、す、と視し線せんを巡めぐらせ、

「ああ、そうだ。まずは起き動どう実験をしなければね」

　こともなげに素す直なおな笑えみを浮かべ、

「邪じや魔ま者ものを、排はい除じよしよう」

　ふ──と、瞼まぶたを閉じる。

　瞬しゆん間かん。




　　　　４




　がくがくという振しん動どうに、リカはゆっくりと目を開ける。

　視界はぼやけていて、とてつもなく眠かった。

　走る誰だれかに背せ負おわれているということだけは、上下する景け色しきと身体を預あずける体温でわかるが、思し考こうが上う手まく働かない。意い識しきを失う前、自分が何をしていたのかも妙みように不ふ明めい瞭りようだった。

「気付きましたか？」

　リカを負おっている背中から、声がする。途と切ぎれがちに聞こえるのは走っているからだろう。知らない男の人の声──エデンの局きよく員いん、レインの部ぶ下かであることまではわからない。

　男の人は、リカに向かって尚なおも続ける。

「安心して、セールさんは大丈夫だよ」

　──セール姐ねえ。

　ああ、怪け我がをしたんだっけ。大丈夫ってことは、助かったのかな。

　意識は朦もう朧ろうとしていたから、ぼんやりと思う。

　どうなったのだろう、顔が見たい、顔を見て安心したい──そう強く思うが、極きよく度どの疲ひ労ろうと多量の出血から来る眠ねむ気けは、リカの脳のうを上う手まく活動させてくれなかった。眠って体力を恢かい復ふくしないと生命が危あぶないのだろう、と本ほん能のうで何となく察さつする。

　だから呂ろ律れつの回らない口と、薄うすれゆく意い識しきの中で、ふと気になったことを背中に問うた。

「イ……ユ、ちゃん……は？」

　リカを背せ負おった人は答えない。

　周まわりにも何人かが並へい走そうしている気け配はいがあったが、彼らも口を噤つぐんでいた。

　その意味を考える前に、リカはまた深い微ま睡どろみの中へと、落ちていった。




　バベル下か部ぶスラム、南区。

　地面に開あいたクレーターと、突つき刺ささった巨大な金きん属ぞく片へんが、そこにはある。

　周しゆう囲いには原形を留とどめない人間の手足が散さん乱らんするように落ちていて、湿しめった風が時とき折おり、軽く小さな人間の破は片へんに、ゆっくりと吹き付けていた。

　戦せん闘とうの跡あとも生々しい、その場所。

　人間の形を留とどめた死体は、ひとつだけ。

　深しん緑りよく色しよくの制服、その脇わき腹ばらを血に染そめて、くずおれるようにして倒たおれている二十代半ばの女性のもの、たったひとつだけだった。

　その両手は、まるで何かを抱だき締しめ損そこねたかのように見える。




　同、西区。

　廃はい材ざいに移った火は、ゆっくりと周しゆう囲いへ広がっていた。

　空気の循じゆん環かんがあまりよくない閉へい塞そくの中で、その焔ほのおは燻くすぶりながら、それでも消えることなく、今や西区の殆ほとんどを燃やし始めている。

　だけどその火に焼かれるものは、あばら屋の廃はい材ざいしかない。

　生物も、生物の死体も──一いつ切さいのものは、そこにはない。

　ただ、千切れた大きな翼つばさが血に染そまり、まるで迷まい子ごの子供のようにぽつりと燃え残っていた。




　バベル北東五十キロ地点にある、洞どう窟くつ。

　唐とう突とつに消えた目の前の存そん在ざいに、エロイーズはぼんやりと数回、瞬まばたきをする。

　さようならという挨あい拶さつもなかった。

　それどころか、会話の途と中ちゆうですらあった。

　──『エル、もし今日、私が消え』。

　そこで、エンダ＝カーラは、まるで地面に吸い込まれるように、掻かき消きえてしまった。

　消えたら、なのか。消えなかったら、なのか。それさえもわからない。

「何を言おうとしていたのでしょう」虚こ空くうに向かって問うてみる。

　答えは返ってこない。ただ自身の声が、残ざん響きようとなって洞窟に谺こだました。

　エンダの言葉を思い出す。

　途と中ちゆうでぷつりと切れてしまった言葉、それよりも前、はっきりとエロイーズに向けて発せられた、意味のある音の連つらなりは、一体何だったろう。

　すぐに思い出す。

　──『君の好きなことをすればいい、エル』

　そうか、とエロイーズは思った。

　好きなことをすればいいのだ。これから先、自分のやりたいようにやればいいのだ。

　世せ話わをしていたエンダはもういない。

　もう、するべきことなどなにひとつない。

　だから──。

　気付くと、僅わずかに嬉うれしくなり、口元に微笑ほほえみが浮かんだ。

「わかりました。エンダ。私は、私の好きなことをします」

　もうどこにもいない相手に向かって、ぽつりとそう宣せん言げんする。

　立ち上がり、洞どう窟くつを進み、調理場として使っている洞ほらのひとつへと進んだ。

　それからエロイーズは、昼食の魚を捌さばいたまま放ほう置ちされていた、血と脂あぶらで腥なまぐさく汚よごれていた包ほう丁ちようを手に取って数秒間じっと凝ぎよう視しし、年とし頃ごろの少女のように笑い、そのまま首くび筋すじに滑ぬめった刃をあてがうと、勢いきおいよくひと思いに自分の喉のどを切きり裂さいた。




　そして、バベル第十三階かい層そう最さい深しん部ぶ、『伽が藍らん』──内部。

「………………、え」

　消しよう失しつした時とまったく同じように、本当に唐とう突とつに。

　シオンの周しゆう囲いに、七つの人ひと影かげが、床から生はえる。

　皆、瞳ひとみに色はなく、顔に表情はなく、明らかに造つくりものと思える姿すがたで。

　しかしそれは、それらは間ま違ちがいなくシオンの知っている形をしていた。

　それぞれが一いち様ように、彼ら自身の姿をしていた。

　だけどそこにある気け配はいは、彼ら自身のものではなかった。

　シオンは自分の周囲を囲んだ人ひと影かげを仰ぎよう視しする。

　それぞれが両腕に持っているのは、銀色の、装そう飾しよくもなければ光こう沢たくもない、白しら木きの柄えと金きん属ぞくの刃だけで構こう成せいされた──大おお鎌がまだった。

　フィオナ＝レスファ。

　カロマイン＝セク。

　エンダ＝カーラ。

　イユ＝イエール。

　ロイド＝オド。

　リデル＝ユルングルス。

　そして──。

　硬こう直ちよくするシオンに向け、キャロルが得とく意いげに謳うたう。

「これが……裁さばきの御み使つかいだよ」

「……ル、ナ？」

　その内のひとり。

　ルナ＝イルの姿すがたをした物体が、感情の宿らない黒い瞳ひとみで、シオンの正しよう面めんに在あった。

　そして全員が一いつ斉せいに、のんびりとした動どう作さで、一いつ切さいの容よう赦しやなく。

　手に持った鎌かまをシオンに向けて振り上げる。




　　　　５




　そこはまるで、永遠を孕はらんだ完全だった。

　いつの間にか、そこにいた。一秒前からかもしれない。或あるいは遥はるかな昔、生まれるよりも更さらに前からなのかもしれない。だけどそんな疑問は、すぐにどうでもよくなる。

　地面はない。天てん井じようはない。壁かべもない。境きよう界かい線せんもない。何もない。そしてすべてがある。

　──ほら。

　声が、頭の中でした。本当に頭の中なのかどうかはわからなかった。もう頭の感かん覚かくなどどこにもなかったし、身体すらどこかへ消え失せてしまっていたからだ。

　──ほら、また会えたでしょう？

　その声は、懐なつかしかった。

　だから、応こたえる。

　──フィオナ？

　ルナは──ついさっき殺してしまった人の名前を、屈くつ託たくなく呼んだ。

　罪ざい悪あく感かんはない。そもそもフィオナ自身が、ルナを怨うらんでいないからだ。それがわかる。

　それに、結けつ局きよくはフィオナの言う通りになったのだから、彼女がルナを責せめる謂いわれはないし、ルナもフィオナに罪悪感を覚おぼえる必ひつ要ようはない。

　──お前、負けたのか。

　また声がした。ロイドだ。

　どこかぶっきらぼうに、それでも優しげな声。

　兄がいたらこんな感じなんだろうなと、思わせる声。

　──煩うるさいな。あんただって同じじゃないか。

　同じような口く調ちようで返すと、ロイドはそうだな、と苦く笑しようする。

　──ふん、とその横で──カロマインがどうでもよさそうな表情を浮かべていた。

　他にも誰だれかいるのだろうか。いるのはわかっているから、探さがす。

　──おねえちゃん！

　フィオナの背中に、嬉うれしそうに抱だきついているのは、イユだ。

　結けつ局きよくこの子とは殆ほとんど話をしたことがないなと思った。

　でもそれもどうでもいい。どうせこれから先、時間は永遠にあるのだから。

　ここはどこだろうとは微み塵じんも思わなかった。

　もう、わかっていた。

　──どうかしら、兄様？

　隣となりで微笑ほほえむ人がいた。ルナよりも年上に見えるが、それでも自分のことを兄と呼ぶ女性。

　──ここは、素す晴ばららしいでしょう？

　リデルは嬉しそうに、本当に嬉しそうにきゃらきゃらと声をあげる。

　──嬉しい！　また私……兄様や姉様たちと、会えた！

　はしゃぎ回る妹に、ルナは穏おだやかな気持ちになった。




　がきぃ、と、刃同士がぶつかる音が頭ず上じようで鳴なった。

　シオンは身を伏ふせ、カロマインとフィオナの隙すき間まをすり抜ける。意味も状じよう況きようもわからないながら身体が動いた。上から振り下ろされた鎌かまを咄とつ嗟さに躱かわすことができたのは、ただの反はん射しやだ。

「……ルナ！」だけど目を奪うばわれるのは、無表情に逃にげたシオンに向き直る、黒髪の少年だけ。

「ルナ、ルナ、ルナっ！」名前を呼ぶ。何度も呼ぶ。だけど返事はない。

　頭のどこかで、あれはシオンの大事な人などではないと、そう告つげる声がある。形を模もしているだけの人形だ。第七稀き存ぞん種しゆに、キャロル＝ユルングルスに操あやつられる楽園エデンの兵器ウエポンだ。

　歩みもなく動いたロイドとエンダが、こちらへ再ふたたび鎌をもたげる。見れば両足は床と同化していて、動きは滑すべるかのようだ。床すべてが第七稀存種そのものとなっているのだろう。

　そのことを悟さとり、シオンは焦あせる。敵てきの手の中にいるようなもの──。

「……くっ」横よこ薙なぎに払われた鎌を躱し、地面を蹴ける。足がもつれた。

　限げん界かいを越えていた体力と痛いたみが、決けつ壊かいしようとしていた。

　腕の傷が熱を持って、身体の芯しんに杭くいを打ち込んでいるかのようだ。それなのに身体は寒い。傷からゆっくりと滴したたる血は肉の塊かたまりのような黒さで、生命そのものが抜け出ているみたいだ。

　それと同時に、頭が裂さけるように痛んだ。立っているだけで嘔おう吐としそうだ。

　意味がわからない。どうしてこんなにも身体は動かないのか。

　訳わけがわからない。腕だけではなく、どうしてこんなに頭が痛いのか。

　無む理り矢や理りにキャロルの方へ近付こうとする。だけど稀存種たちに阻はばまれて先へ進めない。

「貴き様さまっ！」辿たどり着つけない代わりに叫んだ。

「ルナを……ルナを返せっ!!」

[image: ]

　遠くにいる男は、椅い子すに座ったまま恍こう惚こつとして──返事をしない。

　その無む言ごんに、この一いち連れんの事じ態たいが次の段だん階かいに進んでいるような気がして、背せ筋すじが凍こおった。

　手て遅おくれになるかもしれない、少しだけそう思う。もしかしたら今にも決定的な何かが変わり、ルナは戻ってこなくなるのではないだろうか。

　頭を振り、疑ぎ念ねんを掻かき消けした。

　戻ってくる。取り戻す。そうでなければならない。

　ふたりで歩く、そう決めたのだ。

　だったら、ルナが戻ってこないなど、そんなことが許ゆるされる訳わけがない──。

　背はい後ごから、リデル＝ユルングルスが鎌かまを一いつ閃せんした。

　勘かんだけで身を捩よじり、横へ飛ぶ。だけどそこにはイユ＝イエール。しゃがんで床を蹴けった。這はうようにして滑すべる。止まった先にはフィオナ＝レスファ。肩をぶつけ仰のけ反ぞらせ、すり抜けた所にはロイド＝オド。後ろにもう一度跳ちよう躍やくすると、その真横にカロマイン＝セクが近付く。

　際さい限げんがない。倒たおせるかどうかもわからない。そもそも、シオンの左腕は──『魔ま女じよの剣』は──もはや強い斬ざん撃げきなど期き待たいできないほどに、動かない。神経の幾いくつかは切れてしまっていた。どんなに力を込めても指は微び動どうだにしない。腕そのものを力ちから任まかせに振り回すことしかできず、たとえそれを当てたとしても、以前のような力が出せるとも限らない。

　せめて、できることを。

　椅い子すに座るキャロル＝ユルングルスと、円えん筒とうに浮かぶリデル＝ユルングルスを見た。

　人形として存そん在ざいするにも関かかわらず、消えていないリデル。間ま違ちがいなく鍵かぎは第七稀き存ぞん種しゆだ。

　少なくとも、あれをどうにかするくらいしか、方法はない。

「……ルナっ！」声を限りに、まるで希望のように、愛いとしい人の名前を叫ぶ。

　声を掛け続ければ届とどくのではないか、そんな根こん拠きよのないことに、シオンは頼たよっている。




　名前を呼ばれたような気がして、辺あたりを見み渡わたした。

　だけど視し界かいは、かつてのものとはまったく違ちがっている。それは視し覚かくですらなかった。見えている、と認にん識しきしているフィオナたちもまた、目で見ている訳わけではない。

　──どうしたの？

　稀存種の誰だれとも違う声が聞こえた。

　誰だろう、と意い識しきすると、姿すがたが現れる。

　──イル、なんでそんな顔してるの？

　懐なつかしい顔が、そこにあった。

　──姉さん、何よ。顔、赤くしちゃって。

　その顔の横、もうひとりの少女が、茶ちや化かすように笑う。

　──何言ってるの、シュシュったら。ごめん、イル。妹が変なこと……。

　キキトは、耳までを朱に染そめて、ルナの昔の名を呼んだ。

　──ああ、と、ルナは思う。

　実じつ際さいに彼女たちがそこにいる訳ではないのだろう。それは何となく理解している。

　しかし世界というのがここだけで完結しているなら──それは彼女たちが生きているのと、どう違うのだろう。同じではないのか。それに、ひょっとしたら、彼女たちは本当は生きていて、死んでなどいなかったのかもしれない。

　──また、むすっとしてるね、君は。

　ウィム＝クラウトが、逡しゆん巡じゆんするルナの肩を叩たたいた。

　続いて、ルルがルナの──イルの頭をそっと撫なでる。

　──あなたは優しい子よ。だって、私の弟なんだもの。

　その顔に、フィオナの金色の髪と瞳ひとみが重なり、ぼやけ、輪りん郭かくを失い、それからゆっくりと消え、現れ、すべてが一いつ緒しよになって、ルナの自じ我が境きよう界かい線せんをあっという間に曖あい昧まいにしていく。

　何もわからなくなっていくなと、そう思った。

　確信がある。このまま意識は少しずつばらばらになって、まるで血が水に溶とけるように拡かく散さんしていって、やがて消えてしまうのだ、と。

　──それでもいい。このまま、皆と一緒にいれば、それで。

　ルナはそう思い、ゆっくりと微ま睡どろむ。何も考えたくなかった。どうでもいいと思った。

　と。

　──本当にそれでいいの？

　酷ひどく優しい、だけど諫いさめるような声が、ルナの意い識しきを再ふたたび起こす。

　──ルナがそれでいいならそれでいいけど……でもね、ルナ。

　その声。どこかで聞いたような。

　ふと、何か大事なことを忘れている、そんな気がした。




　次々と、どこへ進んでも迫せまってくる刃を避よけながら、シオンはキャロル目め指ざして進む。

　完全に躱かわしきれなかった刃先があちこちに裂れつ傷しようを作っていて、肩や腿ももや膝ひざからは血がだらだらと流れていた。鋭するどい傷だから出血は多い。が、たいしたことはない。

　既すでに身体は気力だけで保もっている。切られた痛いたみはいい気付けだ。

　そう自じ嘲ちよう気ぎ味みに思いながら、シオンの足は止まらない。

　せめてあのケーブルを、そう思った。

　キャロル＝ユルングルスの座る椅い子すと、リデル＝ユルングルスの浮かぶ円えん筒とうとを繋つないだ、細く長い線の束たば。それは円筒の天てん井じよう部ぶから内部へと潜もぐり、開かれたリデルの脳に直接突つき刺ささっている。あれが何らかの働きをしているのは確かだ。

　本ほん音ねを言うならば、あれを引き千切るくらいしかできそうにない。だけど。

「う……あああああ！」気力を振ふり絞しぼり、叫ぶ。出し抜く度たびに入れ替わり立ち代わり前を塞ふさぐ人形たちを突き飛ばし、躱しながら、少しずつ、少しずつ前へ。

　リデルの貌かたちをした人形が、鎌かまを下から振り上げた。

　刃が届とどく前に踏ふみ込こむ。そのまま勢いきおいで肩からぶつかり、突き飛ばそうとした。

　その衝しよう撃げきに、シオンの胸に付けていた、シュシュ＝ケイトの髪かみ留どめが外はずれ、地面に落ちる。

　ルナに押おし倒たおされ服を引ひき裂さかれた時も、フィオナに掌てのひらを貫つらぬかれ弾はじき飛とばされた時も、ずっとシオンの胸から外れなかった、木製の髪留め。

　それが外れたことに、一いつ瞬しゆんだけ躊ちゆう躇ちよするが──拾わない。構かまっている時間はない。

　ごめんなさい、と、何に対してかはわからないが、心の裡うちだけで謝あやまり、疾しつ走そうした。

　また目もく前ぜんに影かげ。

　今度はロイド＝オド。

　無む理り矢や理りに記き憶おくを見せられた数日前のことを思い出し、シオンは薄うすく唇くちびるを咬かむ。

　レインはどうなっただろう。結けつ局きよく今の今まで会えないままだ。エデンの内部は殆ほとんど無人だったが、何があったのか、どこへ行ったのか、もしかして、もう──。

　不安が増ぞう大だいした。

　だからそれを振り切るように、腰こしを屈かがめ足を振り上げ、ロイドの身体に蹴けりを放はなつ。人形は身体を傾かしげ平へい衡こうを崩くずし、シオンはその脇わきをすり抜けるようにして、同時。

　ロイドが振り上げようとしていた鎌かまの柄えが、シオンの側そく頭とう部ぶに強く打ち付けられる。

　ただでさえ酷ひどい頭ず痛つうに加えて、衝しよう撃げきが脳を揺ゆさぶった。

　一いつ瞬しゆん、意い識しきが遠のき、駄だ目めだ、と唇くちびるを咬かみ切きって意識を引き戻した。

　が、その直後。

　──びきん。

　頭の中で、何かが壊こわれたような、そんな音がした。

「……え」声が洩もれる。

　どこかで、以前聞いたことがあるような、歪ひずんで大きな。

　──あれは……。

　ロイド＝オドの記き憶おくを見せられている時、映えい像ぞうが切り替わる時に聞こえた音に、似ている。

　思い当たった瞬しゆん間かん。

　シオンの視し界かいから、白と黒を残した一いつ切さいの色が完全に消えた。

　──これは、何？

　色しき覚かくが壊れた、そう悟さとった時にはもう、目の前に誰だれかの影かげが立っている。

　シオンの足は衝撃で平へい衡こうを崩くずし、言うことを聞かない。

　刃が──ルナの振りかざした刃が、シオンの目もく前ぜんまで迫せまっていた。




　──選びなさい。

　その声が誰のものであるかに気付き、ルナの感情は弾はじかれたように収しゆう束そくする。

　女の人。

　何よりも自分を大事にしてくれた人。

　そして、その大事な存そん在ざいを、自分を守り、死んでいった人──。

　そうだ。

　不ふ意いに、思い出す。

　その人のことを知りたいと思った。

　だから、ルナは前へ進んだ。

　その人のことを知ってからは、その人のようになりたいと思った。

　大事なものを守れるような、そんな人に。

　──お前が決めろ。

　続いて力強い、どこか冷たげで、どこか優しい男の声がする。

　その人もまた、彼女と同じように、大事なものを守って死んでいった人だ。

　嫌いやな奴やつだった。だけどたぶん、心のどこかで憧あこがれていた。

　もう死んでしまった人たち。

　どこにもいない人。

　だからルナの中にいる。

　だったら。

　今、自分の中にいないあの人は──？




　目の前の影かげ。

　色を失ったシオンの網もう膜まくに、記き憶おくと違ちがわない色を与える影。

　よく知っている顔だけど、表情はない。

　迫せまってくる黒金の刃は、モノクロームの輝かがやきを放はなつ。

　そしてそれに反はん射しやしても尚、黒く黒く黒い──髪と、瞳ひとみ。

「あ」何か大事なものが、崩くずれていくような気がした。

「……いや」

　足からは力が抜け、もうどうあっても躱かわせない。

　愛いとしい姿すがたが自分を殺そうとしている、ただそれだけで、シオンの目に涙なみだが浮かんだ。

　何かが、折れた。

「いや……いやだよ」

　自分の首を切せつ断だんしようとする、少年の姿に。

「ルナ……助けて」

　生まれて初めて、シオンはそう呟つぶやく。




　気付いた。

　ここにはルナの一番大事なものが、どこにもない。

　──「　　　　　」

　声が聞こえる。

　──「　　　　　　　　　　　？」

　その誘ゆう惑わくには、もう迷まよわなかった。

　振り切る。

　──「　　　　　　　　」

　背中を押す声も聞こえる。

　振り返って手を振ろうかと思ったが、そんな暇ひまはない。

　ただ、捨て去る。

　世界に上下が生まれた。

　五ご感かんが戻っていく。

　それとともに、さっきまでいた世界も消えていく。

　ルナは、笑った。

「──行ってきます」

　上へ、光もなければ闇やみもなく、だけど出口だと確信したそこへ向かって。

　一ひと息いきに。




　──そうして、刃が停てい止しした。

　首くび筋すじ、皮一枚を切きり裂さいているかどうかというほどの距きよ離りだった。

　見上げれば。

　そこに映るのは、人形などではあり得ない、深い黒をたたえた瞳ひとみ。

　この淀よどんだ世界をそのまま象しよう徴ちようするような、けれどシオンにとっては世界そのものの。

　シオンの眼めに、再ふたたび光が灯ともる。

　灰色の瞳が、その先にあるものを捉とらえた。

　確信した。

　あれさえ切り裂けば、すべて終わる。

　立ち上がった。

　駆かける。

　行く手を邪じや魔まする人形たちを振り払う。

　傷だらけで、もう動かない左腕を、強く。

　痛いたみはない。麻ま痺ひしている。ならば、行ける。

　どのみちこれが、最後──。

　キャロル＝ユルングルスが、驚おどろいたような顔で何かを口走っていた。

　聞こえない。聞く気もない。

　目もく標ひようはその頭ず上じよう、細く伸びて円えん筒とうへと続く、神経のような接せつ続ぞく線せん。

　下から、斬きり上あげるように、一いつ閃せんのもとに、死んでしまえと、殺さつ意いを込めて。




　浮ふ上じようした意い識しき。

　戻ってきた身体。

　視し界かいの向こうには、駈かけていく少女がある。

　追い付こうとしたが、間に合わない。

　少しだけ焦あせるが、追い付く必ひつ要ようなどない、そう考え直す。

　少女が自分を置いてどこかへ行く訳わけがない。

　あれはたぶん、自分の元へと向かうための、疾しつ走そうだ──。

　だったら、受け止めよう。

　そう思い、驚くほど滑なめらかに動く身体で、敵てきに向かって叫ぶ少女へ駆かけ寄よった。




「うああああああああ！」

　血を吐くような絶ぜつ叫きようをあげながら、確かな少年の気け配はいを背中で感じた。

　シオンはだから穏おだやかに微笑ほほえみ、力強く左腕を振り抜く。

　ケーブルが千切れ、キャロル＝ユルングルスの表情が大きく歪ゆがんだ。

　それと同時に、円えん筒とうの中にあった首だけの女が、弾はじけるように目を見開く。

　ずくん、と彼らが蠢うごめき、

　びし、と透とう明めいな円筒に亀き裂れつが入る。

　それを確認することなく、シオンはそのまま意い識しきを失い、ゆっくりと床へ倒たおれ込こむ。

　崩くずれた少女が床へ激げき突とつする直前、少年はその身体を、しっかりと抱だき留とめた。
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　構こう造ぞう物ぶつすべてを生物的に蠢うごめかせていた巨大な塔とうは、ゆっくりとその脈みやく動どうを停てい止しする。

　中ちゆう途と半はん端ぱに形を歪ゆがませ止まってしまったその姿すがたは、生うまれ損そこなった胎たい児じを連れん想そうさせた。

　塔とうは、金きん属ぞくであって生物のような貌かたちで、奇き妙みように捻ねじれかけたままに固まっていく。

　太陽は天てん頂ちように達してから四時間。ゆっくりと傾かたむきかけていた。

　月はその反対側、少しだけ欠かけた円となっている。

　だけど、地面からはどちらも見えない。厚く昏くらい雲が、空一面を覆おおっている。

　それは黒を薄うすめたような、白を汚よごしたような、灰色で。

　やがてその空から、ぽつぽつと疎まばらに、絹きぬ糸いとのような雨が降ふり始はじめた。







[image: 終幕　月は傷痕と]










　　　　１




　よく晴れた青空が西の端はしから赤を増まし、土の上に伸びる影かげが細く長くなっていく。

　防ぼう壁へきの補ほ修しゆう作さ業ぎようはまだ三分の一ほど残っていたが、そろそろ終わり時かもしれない。

　そう言えばお腹なかも空すいた。もうそろそろやめにしようと提てい案あんすると、男たちはあと少しで終わるのに、と文もん句くを言う。そのあと少しというのは具体的にはどれだけなのかを細こまかく追つい及きゆうし、続きは明日にしようと皆に言わせた頃ころにはもう、陽ひは殆ほとんど沈しずみかけていた。

　襲おそってくるかもしれないケモノ対たい策さくには、交こう代たいで見み張はりをということにして、今日は終了。

　そうしてリカは固くなってしまった腰こしをとんとんと叩たたきながら、自分の家の扉とびらを開けた。

「ただいまー」

「お帰り」

　もう習しゆう慣かんになってしまった挨あい拶さつを交かわしながら、あぁ疲つかれたと一声あげて寝しん台だいへ倒たおれ込こむ。

　家か屋おくはそれほど広くない。木材と煉れん瓦がと藁わらでできた、最も基本的なもの。せいぜいが三人暮らせればいい方で、寝台はふたつしかない。そして家族の人数はその『せいぜい』である三人で、困ったことにもうすぐ四人になる。

　寝台でごろごろと猫ねこのように転ころがりながら、リカは思し案あんを巡めぐらせる。

　──そろそろ出て行き時かもしれない。

　大体、夫婦ひと組にリカひとりが余あまり物ものというのは本当にどうかと思う。こっちが困こまってしまうほどにいつもべったりで、咳せき払ばらいをしても気付かない。

「ほんと……女って、変わるものなのねぇ」

　呆あきれたように口を開き、天てん井じようを眺ながめながら、リカはひとりごちた。

「……何が？」椅い子すに座っていた人が、まるで私には関係ないわよと言わんばかりの口く調ちようでリカの独どく白はくを耳みみ聡ざとく聞きつけてくる。

「あなたのことですよーだ」

「だから、何がよ」

　赤茶けた髪を後ろで束たばねたセール＝ルウジュが、僅わずかに口を尖とがらせた。

「本当、セール姐ねえ、昔はあんなにかっこよかったのになぁ」

「何よ、それ」

　眉まゆをひそめるセールの、拗すねたような口調が面おも白しろい。リカはだからくすくすと笑えみ、何でもないですよ、とぞんざいに告つげ、勢いきおいよく飛び起きた。

　セールの座る、木を削けずって作った揺ゆり椅子が、その振しん動どうで僅わずかに軋きしむ。

「そろそろ暗くなってきたね」リカが周しゆう囲いを見み渡わたすと、

「じゃあ、火、点つけようか」

　セールは傍かたわらにある二本組の杖つえを取り、器き用ように立ち上がる。

　片足は失われており、もう片足も殆ほとんど動かない。その上今は──身み重おもだった。

「ちょっと、私がやるよ」

「たまには動かないと鈍にぶるんだよ」

　慌あわてて駆かけ寄よったリカを制せいし、セールは火打石を取って器用に打うち鳴ならし、発はつ火か灯とうを窓まど際ぎわに置いた。薄うすぼんやりと、だけど充じゆう分ぶんな光が部へ屋やに満ちる。

　両足が使えないというのに、颯さつ爽そうとしている。まるで障しよう碍がいなどないかのように、杖を支し点てんにくるりと回り、再ふたたび椅い子すへと腰こし掛かけた。

　──こういうところが今もかっこいいんだけどさ。

　内心で溜ため息いきを吐つきながら、それでもいざという時には心配だ。せめて子供が生まれるまではここにいよう、そう決心して、寝しん台だいへと座った。

「で、さっきのって何の話よ？」

「え、まだ終わってなかった訳わけ？」

「当たり前じゃない。何か言いかけてやめるなんざ、言う方はともかく聞く方はたまったもんじゃない。あたしは許ゆるさないからね」

　意い地じ悪わるく微笑ほほえみ、セールはこっちを睨にらんできた。

　仕し方かたないな、と眉まゆを寄せ、リカは観かん念ねんする。

「あのさ、そろそろ私、引ひっ越こそうかなと思って」

「え、何で？」

「だってセール姐ねえが子供産うんだらさ、さすがに四人はきついでしょ」

「大だい丈じよう夫ぶでしょ。何言い出すかと思えば」

「いやさ、どっちにしても、私もそろそろ独ひとり立だちしてもいいかなと思ったんだ。別に一いつ緒しよに暮らすのが厭いやとかじゃないけど」

「どうすんのよ」リカの発はつ案あんに、怪け訝げんな顔でセールは首を傾かしげる。

「新しく家建たてるにもひと苦労じゃない。だったら空あきがある大きめの家に間ま借がりするしかないけど……今空いてるのは、ミリアのところと、ケレンの家くらいじゃない」

「ミリアさんのところは赤ちゃん生まれたばっかだし、引っ越す意味ないよね。ケレンくんのところは男だけじゃない。論ろん外がい。とすると……どうしよう？　あ、そうだ……」

「駄だ目め駄目」

　うってつけの家を思い出し、発はつ案あんしようとしたが、セールに遮さえぎられた。

「あそこのいちゃいちゃぶりは凄すごいよ？　あんた、あの愛の巣すに転ころがり込こんで耐たえられる？」

　茶ちや化かすように、セールは笑った。

「……見てもないくせに」

「見なくてもわかるのよ、あたしほどになると」

　リカは呆あきれて、べえ、と舌したを出す。

　──大体、耐たえられる？　って……今よりは確実に耐えられます。

　一いち応おう、心の中だけで留とどめておいた。

　それに、どう考えてもここまで熱あつ々あつではないだろう。少なくとも今のセールほどには。

「ただいま帰りました」と考えていると、セールの旦だん那な様が帰ってきてしまった。

「お帰りなさい、マーク」

「今日はどうです？　赤ちゃん」

「やだ、まだそんな動かないわよ。それよりあたしが待ちくたびれちゃった」

　途と端たんに──目の前の女性は猫ねこなで声ごえになり、両手を拡ひろげて抱ほう擁ようを求める。

　──何が『ちゃった』よ。

　とんだ猫かぶりだ。挙あげ句くの果はてには抱擁し接せつ吻ぷんまで交かわすふたり。なんだかんだ言って夫のマークが完全に手た綱づなを握にぎられているのもどうかと思う。少し腹が立った。

　と、唇くちびるを離はなしたセールが、にやにやと笑いながらリカに言う。

「ん？　どしたの？　あんたもあたしとしたい？」

「…………莫ば迦かっ！」

　耳まで真っ赤にして、リカはセールに枕を思い切り投げ付けた。
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　どうにも機き嫌げんが直らなかったのでつい勢いきおいに任まかせて夕食を作り過ぎてしまい、仕し方かたがないので隣となりに持って行ってあげることにした。

「放っておいたらどうせ碌ろくなもん食べないんだから。あいつら悪あく食じき過すぎるのよ。たまにはいいもの食べないと、舌が腐くさるわよ舌が」リカの料理美お味いしいしね、と可愛かわいくもない口く調ちようで機嫌を取るセールにまんまと乗せられたことも手て伝つだって、余あまった料理を籠かごに詰つめて外へ出る。

　それほどたいしたものは作っていないと思う。クロタケをマダラドリの卵で綴とじたものに、同じくマダラドリと野菜を煮に込こんだスープだ。味がいいとするなら、最近近くの山で見付けて持ち帰り、栽さい培ばいに成功した香こう辛しん料りようのせいだろう。香かおりの強いものはすぐケモノが食べてしまうから、なかなか採とってくることができない。

　しかし確かに、味付けに関しては間ま違ちがいなくリカは上う手まい。

　──あのふたりはどちらかと言うと、捌さばくの専門だ。

　そんなことを思いくすくすと笑い、リカは隣の家の扉とびらを叩たたき、返事を待たずに開ける。

「いいもの持ってきたよー……って」

　灯あかりは点ついていた、が、誰だれもいない。

　どこに行ったのだろうとしばし考え、すぐに気付いた。

「あ、見み張はり当番か」

　だったらふたり一いつ緒しよに行っているだろう。夜を徹てつしての見張りは基本的に男の仕事だが、そんなことは関係ないと無ぶ愛あい想そうに突つっ撥ぱねるのがいつものことだ。

　持っていってやろうとするが、野や暮ぼかもしれないと思い直す。

　仕し方かたない。このまま置いて行こう。

　どうせ夜や半はん過すぎにでも一度戻ってくるだろう。灯あかりが点ついているのがその証しよう拠こだ。

　──もしかしたら、消し忘れただけかもしれないけれど。

　リカは諦あきらめて、円形の食事台の上に料理を入れた籠かごをそっと乗せると、手近にあった羽根筆ふでに墨すみを付け、紙にすらすらと伝でん言ごんを書いた。

　冷さめても美お味いしい。食べなさい。

　リカより。シオンへ。

　字、汚きたないなあと少し不満だった。もう、あれから二年。いい加か減げんこういうこともちゃんとしなければならない。

　けれど習い始めよりは上う手まくなっていたから、よし、と唇くちびるを結び、リカは踵きびすを返した。

　出て行く途と中ちゆうで、ふと思う。

　自分は、もっともっと字や料理が上手くなければならない。

　何せあの子がこの世界に戻ってきたら、私が教えてあげなくちゃならないんだから。

　あれから二年──。

　戻ってくるかどうかはわからないと皆は言うけれど、それでもリカは確信している。
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　もう殆ほとんど、日は暮れていた。

　空には星が輝かがやき始はじめ、西の空だけがぼんやりと、まるで切り取ったかのように白い。

　今日は新月で、月は出ない。暗い夜となるだろう。

　二年前と比べて、ケモノはあまり人を襲おそわなくなった。原げん因いんはわからない。或あるいは、あの時のことが関係しているのかもしれないが、証しよう拠こらしい証拠はない。

　とは言え、それでも人を餌えさにしようとする奴やつは多いし、油ゆ断だんなどはもっての他だ。

　シオンは作りかけの防ぼう壁へきに腰こし掛かけながら、白と黒の世界を俯ふ瞰かんした。

　色のない視し界かいにも、もう慣なれた。最初は距きよ離り感かんが掴つかめずに戸と惑まどい、苛いら立だつこともあったが、一いつ旦たん勘かんを得てしまえばあとはどうということもない。以前よりも不ふ便べんだとは思うが──それもただの比ひ較かくでしかないから、悔くいても解かい決けつ策さくがある訳わけではない。

　左腕にしてもそうだ。一度裂さけた時に重要な神経を傷付けてしまったらしく、握あく力りよくどころか指を動かすことも難むずかしい。こちらは目と違ちがって、訓くん練れんすればある程てい度ど恢かい復ふくするのかもしれないが──何十年後かわからない未来を考えるのは面めん倒どうだった。

　一段と大きな、中指と薬指の付け根から手首にまで至いたる傷。大きく深過ぎて綺き麗れいにくっ付かず、シオンの左腕は形が少しだけ歪いびつだ。

　だけど、それらのことはあまり気にならない。

「あ……灯あかり消してくるの、忘れた」

　隣となりで──壁かべに背を預あずけている少年が、唐とう突とつに、思い出したように言った。

「どうしよう？」

　彼は妙みように生活感に乏とぼしく、ちょくちょくこういった下へ手たを打つ。

「あとで一度戻ればいいわ」

　対するシオンもまた、生活感溢あふれているとは言いい難がたいのが、目もつ下かの悩なやみの種たねだった。

　防ぼう壁へきの彼方かなたに広がる荒こう野やから目を逸そらし、少年を上から覗のぞき見みる。

　シオンが作りかけの壁の上に座っているせいで、彼の頭はシオンの膝ひざより少し下にあった。

　その、黒い髪を見て思う。

　世界に色がなくても構かまわない、と。

　この黒い髪を、どこにいても見付けられさえすれば、それでいい。

「シオン」そんなことを考えていると、少年が上を向いた。

「なに」

「僕も上に昇のぼっていい？」

　いいよと言う代わりに、左手を差し出した。少年はそれを握にぎって、体重を掛けてくる。

　左の指が動かなくても構わない。

　たとえ自分が力を入れることができなくても、少年は決して握った手を離はなさないのだから。

　それでいいと、思った。

　それだけでいいと、そう思った。

　シオンの腕を引っ張り、少年は軽かろやかに壁の上に腰こし掛かける。

　西の空に、白はもう薄うすい。

　荒野の向こう、切り立った山さん脈みやくを越えた場所にある高い塔とうは、闇やみに紛まぎれて殆ほとんど見えない。

　朽くちかけた大たい樹じゆのように、もはや光の枝えだを伸ばすこともなく、黒に溶とけている。

　ふと、思い立って──。

　シオンは、少年の名を呼んだ。

「ルナ」

「ん？」少年は、怪け訝げんな顔をして返事をする。

「何でもない」

　シオンは──少女は目を伏ふせ、穏おだやかに、悪戯いたずらっぽく笑った。
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　呼ばれた自分の名前と、頬ほおを寄せる笑え顔がおに、少年は目を伏ふせる。

　空に月は見えないけれど、もう無む理りに探さがす必ひつ要ようはない。

　自分よりも──手の届とどかない月なんかよりも大事なものは、ちゃんとここに在あるのだから。

　冷たい風が遠くから吹いてくる。

　それは土と木々の香かおりを混ぜた、淡あわい匂におい。

　少年は少女を臨のぞむ。

　隣となり合あい、寄より添そうようにして、ふたり夜を見た。
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　あとがき




『ルナティック・ムーン』はこれで終わりです。

　書きたいことも書くべきこともすべて作品内に書きました。補ほ足そくも言いい訳わけも後こう悔かいも一いつ切さいありません。もう少しああしたかったとかページ数に余よ裕ゆうがあればこんなことも書きたかったとかそういう感情は確かに持っていますが、それでも、この物語はこれでいいのだと、そう思います。そんなこんなで、あとがきという一種蛇だ足そく的てきなこのスペースには、恒こう例れいになっている関係各かく位いへの謝しや辞じだけを記しるしておくことにします。




　担たん当とうの佐藤さん、平野さんへ。おふたりのご尽じん力りよくで、僕の文章と物語はどうにか人様に読んで頂いただける状じよう態たいにまで引き上げられました。

　イラストの椋本さんへ。絶ぜつ対たいにこのイラストでなければならない、作者が断だん固ことしてそう言える理由があなたの絵には確かにあったと、そう思います。

　友人のＯ君へ。まだまだ理り想そうにはほど遠いかもしれませんが、僕は、僕らが十四歳の頃ころに読みたかったような、そんな物語を書けているでしょうか。

　そして、読者の皆様へ。技ぎ術じゆつ的てきにも商業的にも未み熟じゆくな僕が、曲まがりなりにも物語を完かん結けつできたのは、あなた方が読み続けてくれていたお陰かげです。

　その他、校こう閲えつさん、デザイナーさん、電でん撃げき文庫編集部様、営業部や宣せん伝でん部ぶなどの各関係者様、お付き合い頂いている同業の皆様、個こ別べつに謝辞を述のべることはできませんが。

　本当にありがとうございました。




　それでは、また次の物語で。次回はたぶん学園ものです。

　毛色が少し違ちがうかもしれませんが、もし宜よろしかったら、引き続きお付き合いください。





藤原　祐　　
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藤ふじ原わら 祐ゆう

１９７８年大分県生まれ。五冊目にして早くもこの欄に書くことがなくなりました。そんな薄い人生を送る26歳。毎日どうやって過ごしているのかよくわかりません。本当……どうすれば……。あ、でも、現在新シリーズ執筆中です。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人絵描き。最近自家製ブレンドティにはまってます。ありものを調合するだけなんですがこれが意外と新鮮で美味しいのです～。『レベリオン』（三雲岳斗著・電撃文庫）、『夢界異邦人』（水落晴美著・電撃文庫）等でも挿画を担当。
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●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/t001.jpg
RoDBA AHIC
YAON T R





item/image/t003.jpg
Lunatic Moon V

Ke—=

B RIIPEN, AR ZIHD





item/image/t002.jpg
Lunatic Moon V

E%-53
RO LEORHE





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p394-p395.jpg





item/image/p398-p399.jpg
A \ 72(‘:\;%&\03_/¥§$1a@ \‘f_)['&
O\ REE N R g2 TRAT T2
A Zf‘\_{\‘b&k:{“_w

S Sl sy
D ) ARBESEELTFE 9@%@ Gt
; m“ta%t_%wvzﬁo A el SE
el Uf’("“?"";u( 117\(-17&_9\(7 e
NE=S TSR /('%(1&5@%\&/ (At
\ (/TvOC:EEEb/f‘Q’V\"—P”J N4kl ﬁ’lb"k')

N el L e
NS —29‘3*‘72}5@]%7_\» o /m:e%? (,
— —— TR NBER ST

e \’f 1£§;I%¢~4’0 %Qdi‘t‘?ﬁv
\—v//«\ \T;@jz,i‘ Voff’%q 1% o hibthx,
O ﬁr‘\“ﬁw%&m EHBEAU AL D
~ 1;‘\ CHESeLE rf 7 Trs2 CRTE AT
=Y [ ﬁz ~\\bﬁ»f%’@sli’*ﬁu<ﬂ1“%z
=" =5 "/?ém@‘(&%m’%ﬁ%'fo‘fm‘é'
\ -\g&wﬂm
%{é\ TP T ot :F,%lm“
o S, (R BRI F ).

S ZUI vﬁzémuﬂ:z Ny
\\ ’F%TZW&T ACRS T 3?4
\ N\# Wt?"’l"":ﬁ’f’“ ST 7 Bk
»\‘\ WL(‘U\?%—JC’LZF(L\”O

S A

20053,

S e

N\





item/image/cover-h4.jpg





item/image/p027.jpg





item/image/p305.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		Contents



		序　　　柔らかな不可逆に支えられた遠い楽園



		第一章　禊の塔と白い結実



		第二章　過去は舞い、未来を嗤う



		第三章　悪い現実は虚構を纏い



		第四章　贖罪は澄んだ腐肉の味



		第五章　夢色の糸車が狂い



		第六章　空疎な命と淡い生贄



		第七章　狂乱の沈黙は培った愛情を廃棄する



		第八章　微笑まない血の赤と弛まない白昼夢



		第九章　消えた死骸に抱擁を



		第十章　生きていて、とあなたが言った



		終　幕　月は傷痕と



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p181.jpg
S

= fl/

/./

Mﬂu \\\u W






item/image/p263.jpg





item/image/p055.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg
i

ﬁﬁ w VMK —n— A0S A (TH Y - ,x

v . 'n a & 1 c

L






item/image/k004.jpg
D -

BORBIL =N 3 HIURON 260
RIS Mﬂﬁﬂf a
FatedndSia V4 X

RRDEn
B SRR ATV S0






item/image/k003.jpg





item/image/p019.jpg





item/image/t012.jpg
I.unell'i Moon V

€1 |
HidEL





item/image/t011.jpg
I.unaii Moon v

K&+=3
HEETWT LhhA ol





item/image/photo.jpg





item/image/t010.jpg
Lunatic Moon V

(€75 |

WA= P CfaBi %





item/image/t009.jpg
Lunatic Moon V

(€D |

WEEE DD IR
eI E Ly





item/image/t008.jpg
Ewesa
SERLOBIN I 7
EAEHER S





item/image/p089.jpg





item/image/p287.jpg





item/image/p121.jpg





item/image/t005.jpg
Lunatic Moon V

K@Em=3

HETRIZBEATZIS RO





item/image/p249.jpg





item/image/t004.jpg
Lunatic Moon V

K==

BOBIFII R





item/image/p369.jpg





item/image/t007.jpg
Lunatic Moon V

€D |

Tepfizs e P VR





item/image/t006.jpg
Lunatic Moon V

€E) |

BHODREIHIR





item/image/p009.jpg
L

BRI 38 vnxes—a— I
v






